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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　人生の、墓場へ踏ふみ込む、ロクでなし









「──異議ありッ！」

　突とつ如じよ、上がった大だい音おん声じようが、厳おごそかな沈ちん黙もくを容よう赦しやなく引き裂さいた。

　その結けつ婚こん式しきに参列していた一同の視線が、一いつ斉せいにその声の主に集まる。

　見れば、式が執とり行われていた聖堂内陣の入り口扉とびらが乱暴に蹴けり開けられ、その向こう側に一人の男がいた。

　普ふ段だん、だらしなく着き崩くずしている魔ま術じゆつ学院の講師用ローブを、その時はなぜかきっちりと着こなしたその男の名は──

「グレン＝レーダス……ッ!?」

「なんでここに……？」

　左右に並ぶ長なが椅い子すに腰こしかけた参列者達の視線を一身に集めながら、その男──グレンは聖堂内陣の最さい奥おうを目指し、中央の赤い絨じゆう毯たんの道──ヴァージン・ロードを、ずかずかと無ぶ遠えん慮りよに歩いて行く。

　十字の聖印がそびえ立つ奥の祭さい壇だん前には、この結婚式を取り仕切っていた司祭と、この式の主役たる花はな婿むこと花はな嫁よめの姿があった。

「せ、先生!?」

　上質のシルクで編まれた純白のドレスとヴェール、ブーケで着き飾かざった花嫁──システィーナが驚おどろきの表情で振ふり返る。一人の女性をその人生においてもっとも美び麗れいに装そう飾しよくするその衣装に、システィーナの姿はまるで夢か幻まぼろしかのように美しかった。

「ふむ……今さら、何をしに来たんですか？　グレン先生」

　一方、システィーナの隣となりにいる花婿の男は、突如現れたグレンへ余よ裕ゆうの笑えみを向ける。

「はん？　聞こえなかったかい？　異議ありっつったのよ、異議あり。俺、この結婚に大・反・対。お前ごときに白しろ猫ねこは渡わたさねーよ」

　それに対し、グレンはまるで親の敵かたきであるかの如ごとく、花婿の男を睨にらみつける。

　たちまち一いつ触しよく即そく発はつの空気が、グレンと花婿の間に張り詰つめていく。

　そんな二人を前に、聖堂内がざわざわとどよめいていく。

　参列者達は皆みな一様に顔を見合わせながら、固かた唾ずを吞のんで成り行きを見守るしかない。

「せ、先生……マジかよ……？」

「いくらなんでも……これは……」

「まさか……ほ、本気ですの……？」

　システィーナの結婚式に参列していたクラスメート達も、このまさかの展開には、流石さすがに戸と惑まどいと動どう揺ようを隠かくせないようであった。

「──っ！」

　一方、呆ぼう然ぜんとグレンの姿を見つめていたシスティーナが我に返る。

　そして視線を逸そらして俯うつむいて……その小さな肩かたを、わなわなと怒いからせ始めた。

「……ふ、ふざけないでください……ッ！　貴方あなたという人はどこまで……ッ！」

「[image: ～][image: ～]♪」

　対するグレンはシスティーナの激げき昂こうにもどこ吹ふく風だ。頭の後ろで手を組み、あさっての方向を向きながら、口笛など吹いている。

「私とレオスの神聖な結婚式を邪じや魔ましないでくださいッ！　そもそも、先生はレオスとの決けつ闘とうから逃にげたくせにッ!?　もう先生には──」

「だぁ──っはっはっはーっ！　どやっかましゃああああ──ッ!?」

　斬きりつけるようなシスティーナの叱しつ責せきを、グレンはバカ笑いで封ふうじた。

「折角の逆玉の輿こしに乗るチャンス、そう簡単に諦あきらめてたまるかよぉーッ!?　ふっははははははははははははははは──ッ！」

　すると、ゲス極きわまりない高笑いを上げるグレンが懐ふところから何かを取り出し、不意に床ゆかへと叩たたき付けた。

　途と端たん、激しい閃せん光こうが視界を白熱させ、圧あつ倒とう的てきな大爆ばく音おんが聖堂内に炸さく裂れつし、反はん響きようする。

　非殺傷系の攻こう性せい魔道具、閃光石だ。

「ぎゃあああああああああああ──ッ!?」

「目がぁ!?　目がぁああああああああああああああ──ッ!?」

　先ほどまでの静せい粛しゆくで厳かな雰ふん囲い気きから一転、大混乱に陥おちいる聖堂内陣部。

　その隙すきに、グレンは素す早ばやく祭壇の前へと踏み込み、花婿を突つき飛ばし──

「白猫、来いッ！」

「きゃあッ!?」

　目の眩くらんだシスティーナにすかさず飛びつき、強引に横よこ抱だきにしてかっ攫さらい、反転、その場から脱だつ兎とのごとく逃とう走そうする。

「あーばよっ！　レオスちゃん！　花嫁は頂ちよう戴だいするぜぇえええええええ──ッ!?」

　まるで一いち陣じんの風が吹き抜ぬけるように、グレンはそのまま聖堂内陣部を飛び出し、聖堂中央交差部を突っ切り、行き交かう信者達を突き飛ばしながら身しん廊ろうを抜け、聖堂の外へ。

　脇わき目めも振らず、ただひたすら猛もう然ぜんと足を回転させ、フェジテの街を逃走する──
















「離はなしてッ！　離してよッ！　私はレオスと結婚するのッ！」

　グレンに抱かかえられながら、花嫁姿のシスティーナが涙なみだ目めで手足を振り回して暴れる。

「このバカばか馬ば鹿かッ！　最ッ低！　そんなに逆玉の輿に乗りたいの!?　先生は私の乙おと女め心ごころを一体、なんだと思ってるのよ!?　大っ嫌きらい！　もう死んじゃえ！」

　ポカポカと顔を叩かれ、鬱うつ陶とうしそうに顔をしかめるグレン。

　やがて、グレンは苦々しく表情を歪ゆがめ、深くため息をついて、そして──

「だぁあああああああ──ッ!?　もうチックショォオオオオオ──ッ!?　どぉしてこうなったぁあああああああああああああああああ──ッ!?」

　──神よ、そんなに俺が憎にくいのか。

　己おのが身に降りかかる、あまりにも理り不ふ尽じん極きわまりない理不尽に、グレンは心の中で天に向かって叫さけんでいた。




　……本当に、どうしてこんなことになってしまったのか？

　今思えば、事の発ほつ端たんはやはりアレだったのだろう。

　激流のように後方へ駆かけ流れていく世界の中、グレンはふと、今から十日ほど前の出来事に思いを馳はせる──








第一章　白しろ猫ねこ娘むすめの婚約者フイアンセ









「……どうしても、お前の力が必要なんだ……」

　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の前庭アプローチの隅すみの方に。

　グレンの苦く渋じゆうと懊おう悩のうに満ちた声が響ひびき渡った。

「許されないことだとはわかっている……お前を巻き込んでしまうということもわかっている。だが、人の命がかかっているんだ……ッ！」

　前庭アプローチの中央を行き交かう生徒達の喧けん噪そうは、遠い。

　そのせいか、グレンの淡たん々たんとした声は、妙みように力が込こもっているように聞こえた。

「頼たのむ、リィエル！　俺に力を……お前の力を貸してくれッ！」

　殊しゆ勝しようにグレンが頭を下げる先には、青あお髪がみの小こ柄がらな少女がいた。

　リィエル＝レイフォード。先月、とある特とく殊しゆな事情で魔術学院に編入された生徒だ。

「……………………」

　リィエルはいつも通りの眠ねむたげな無表情のまま、じっとグレンを見つめて……やがて、ぽつりと呟つぶやく。

「……大だい丈じよう夫ぶ。わたしはグレンの剣けん。グレンのためにこの力を使うと決めた」

「リィエル……ッ!?　いいのか!?」

「ん。わたしの力がグレンの役に立つのなら……」

　微かすかに頷うなずき、リィエルは地面に落ちていた拳こぶし大だいの石を拾い、小声で呪じゆ文もんを唱え始める。

　その呪文に呼応するかのように、リィエルの手の中の石が、次し第だいに黄金色の光を眩まばゆく放ち始める──

　魔術。呪文を鍵句キー・ワードとした自己暗示からの深層意識改変によって、人と世界は等価で互たがいに影えい響きようを及およぼし合うという魔術理論に従い世界法則へ介かい入にゆう、様々な超ちよう常じよう現象を引き起こす奇き跡せきの業わざ。

　今、リィエルの起動した魔術により、ここにその奇跡が顕けん現げんする──その時だった。

　だだだだっと、何者かがグレン達の下もとへ、勢いよく駆け寄って来て……そして。

「《何考えてるのよ・この・お馬鹿》──ッ!?」

　駆け寄ってきた銀ぎん髪ぱつの少女──システィーナが叫ぶ。

　そして、その叫び声に即そつ興きよう改変された黒魔【ゲイル・ブロウ】の呪文が、局所的に収束する突とつ風ぷうを轟ごう、と巻き起こし、グレンを吹き飛ばす。

「キャアアアアアアアアアアアアアアア──ッ!?」

　まるで女のような悲鳴を上げながら、グレンの身体からだは空高く舞まい踊おどり──

　ばっしゃああああんっ！

　やがて、前庭アプローチの端はしの池の中へと墜つい落らくし、盛せい大だいな水柱が上がった。

「ごぼほぉっ！　……や、やるな、白猫……」

　ずぶ濡ぬれの身体を、池からよろよろと引き上げるグレン。

「最近のお前の呪文即興改変力はマジで凄すげぇな……先生は嬉うれしいぞ……げほぉっ……」

「……えっ？　そ、それは……その、先生の教え方がいいから……じゃなくて！」

　不意に褒ほめられて思わず赤らめてしまった頰ほおを冷まそうとばかりに、システィーナはぶんぶん頭かぶりを振り、そして人差し指をびしりとグレンへ突きつける。

「リィエルに金を錬れん成せいさせて、一体、何を企たくらんでいるんですか!?」

　見れば、傍かたわらで棒立ちしているリィエルの手の平には、一ひと塊かたまりの金がちょこんと載のっていた。リィエルお得意の魔術──錬金術で、先ほど石から錬成した物だ。

「売るんだよ！」

　対するグレンは、何の臆おく面めんもなく、真顔でそんな最低最悪なことを言ってのける。

「だから、それは犯罪ですって!?　リィエルを巻き込まないでください！」

「うっさいやかましい！　リィエルこいつの暴走のせいで、俺の給料はカットされまくり！　このままだと餓が死しは確定ッ！　背に腹は代えられないんじゃあああああッ！」

　そして、いつものように侃かん々かん諤がく々がく、説教とみっともない言い訳合戦が始まる。

「あ、相変わらずだなぁ……二人とも」

　そんな光景を、少し遅おくれてやって来た金きん髪ぱつの少女ルミアが曖あい昧まいな苦笑いで見守る。

　なんで喧けん嘩かしてるの？　とでも言いたげに、リィエルがルミアをちらりと見る。

　そんな二人を置き去りに、システィーナとグレンの子供同士の喧嘩じみた説教合戦は、さらにヒートアップしていく。

「大体、先生が減給されるのはリィエルだけが原因じゃないでしょ!?　魔術講師としての自覚のない、職務怠たい慢まんな常つね日ひ頃ごろの態度が──」

「へーんだ、うっさいわい──っとぉ！」

　グレンは無む駄だに素早い動きで、ひょいとリィエルが手の平の上に載せている金きん塊かいを摘つまみ上げ、そして踵きびすを返して走り去ろうとする。

「あっ!?　こら、待ちなさいッ!?　ら、《雷らい精せいの紫し電でんよ》──ッ！」

　そんなグレンの背を追いかけながら、その背に攻性呪文アサルト・スペルを撃うっていくシスティーナ。

　システィーナの指先から飛ぶ、いくつもの電気線。

「ふぅ──はっはっは！　当たらなければどうということはない！」

　それらを無駄に俊しゆん敏びんな動作で、ひょいひょいかわしていくグレン。

　そんな大おお騒さわぎの二人に、道行く学院の生徒達は一いつ瞬しゆん、ぎょっとするが……

　……ああ、また、あの二人か。

　……いつものことね。

　……飽あきないなぁ。

　すぐにそんな感情が色いろ濃こく見える表情となり、呆あきれたようにその騒ぎを眺ながめ始める。

　最も早はや、この学院ではすっかりお馴な染じみで、見慣れてしまったその光景。

　……と、そんな時だ。

　背後から追ってくるシスティーナをあしらうことに集中するあまり、前方不注意だったグレン。ふと前を見れば、目の前には馬車が停留しており……

「どぉわぁあああああ──ッ!?　馬ぁあああああああ──ッ!?」

　グレンは馬車に繫つながれた馬に顔面から衝しよう突とつしそうになって尻しり餅もちをついていた。

　その馬車は二頭立てのコーチ馬車であった。客室が妙に豪ごう奢しやなしつらえで、学院では見かけない馬車である。どうやら学院に招かれた来らい賓ひんの馬車であるようだ。

「もう、先生ったら何をやってるのよ!?　あやうく人様に迷めい惑わくかけるところだったじゃない！」

　駆けつけたシスティーナが、馬車の御ぎよ者しや台だいに腰こしかける御者に、ぺこりと頭を下げる。

「すみません！　この人には後できつく言っておきますので──」

　御者はスーツにリボンタイ、旅装用のフロックコートを纏まとった青年だった。鍔つばの広い山やま高たか帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶっているため、その表情は窺うかがい知れない。

「…………」

　そして、その御者はシスティーナの謝罪に対して無言。システィーナを見向きもせず、完全に無視を決め込み、押し黙だまるのみである。怒おこっているのだろうか？

「え、ええと……？　その……」

　流石さすがに気まずいものを覚えたシスティーナが、さらなる謝罪の言葉をかけようとした……その時だった。

「ははは……この学院に着いて早々、真っ先に君に会えるなんてね……」

　馬車の客室の脇わきに据すえられていた扉とびらが開き、新たな第三者の声が響き渡わたる。

「これには流石に、私も運命というものを信じてしまうかもしれない」

　そして、客室の中から一人の男が姿を現し、優ゆう雅がに地面へと降り立った。

　グレンより少し年上の男だ。二十歳はたち過ぎといったところだろう。

　緩ゆるくウェーブのかかった柔やわらかな金髪、すらりとした長身。片眼鏡モノクルをかけた面おも立だちはいかにも貴族然と甘く整っており、気品に満ちあふれている。年とし頃ごろの娘むすめならば面と向かい合っただけで胸の高鳴りを抑おさえることができないだろう。

　事実、グレン達の騒ぎを遠巻きに眺めていた生徒達のうち、女子の方は、突とつ然ぜん現れた目が覚めるような美男子の姿に、皆みな一様に顔を赤らめ、浮うき足立ってしまっている。

　おまけに、この男はどうやら相当の資産家であるらしい。身に纏まとう旅装用スーツやインバネスコートの生き地じは最高級だし、その立ち振ふる舞いも貴族のそれである。

　長旅を経へてきたらしく、その男の手にはスーツケースが提さげられていた。

「久しぶりですね、システィーナ。君は相変わらず元気がいい。……まぁ、そこが貴女あなたという女性の魅み力りよく的なところでもあるのですが……」

「あ、貴方あなたは──」

　現れた男の姿を前に、システィーナの目が丸くなる。

　男も優やさしげにシスティーナを見つめる。

　まるで、それまでの空白の時を埋うめるかのように、無言で見つめ合う二人。

　そんな二人の間を穏おだやかな風が流れ、街路樹の梢こずえを鳴らし、システィーナの銀髪を緩く揺ゆらした。

「……え？　何？　何なの？　この空気？」

　完全に場がシスティーナとその男だけの世界となり、完全にお邪じや魔ま虫へと成り下がってしまった哀あわれなグレンが、空気の読めない問いかけでこの沈ちん黙もくを破る。

「そもそも、アンタ……誰だれ？」

　とはいえ、その問いは、一連の騒ぎを遠巻きに眺めていた全すべての傍ぼう観かん者達の胸中を代弁したものだった。

「……私ですか？」

　すると、成り行きを見守る一同の中、その男はこう答えた。

「私はレオス……レオス＝クライトス。この度たび、この学院に招かれた特別講師で……そうですね、有り体ていに言えば……そう、そこの娘──システィーナの婚約者フイアンセ、ですね」

　一瞬の沈黙の後。

「「「「「えええええええええええええええええええええええええ──ッ!?」」」」」

　学院内に、男女多数の素すっ頓とん狂きような叫さけびが響き渡るのであった。




「……レオス＝クライトス、か」

　アルザーノ帝国魔術学院の学院長室にて。

　豪奢な金髪の美女が、憂うれいの表情でため息を吐ついていた。

　そして、その美女──学院の魔術教授セリカ＝アルフォネアは、この度、この学院に特別講師として招くことになった人物の履り歴れき書に目を通しながら、ぽつりと零こぼす。

「まさか、こいつが来るとは予想外だったな……」

「ほう、彼を知っているのかね？　セリカ君」

　執しつ務む机に腰かける学院長──リックは少し意外そうに言う。

「ははは、クライトス伯はく爵しやく家のレオスと言ったら、帝てい国こく総合魔術学会で最近、話題の有名人じゃないか」

　クライトス伯爵家──かの家を語るならば、話は四十年前に遡さかのぼる。

　今から約四十年前、和わ睦ぼくという形で終結したアルザーノ帝国とレザリア王国の『奉ほう神しん戦争』。その長きに渡る戦いで帝国内の経済は乱れに乱れ、多くの帝国貴族が多額の負ふ債さいを抱かかえて領地経営が破は綻たん、没ぼつ落らくした。

　そして、そんな困こん窮きゆうした貴族達の多くが、政府の中央集権化政策に便乗し、領地を積極的に王家へ奉ほう還かんし、領地貴族から宮きゆう廷てい貴族へ、領主から代官へと鞍くら替がえすることになる。

　だが、卓たく越えつした領地経営手しゆ腕わんを発揮して財政難を克こく服ふくし、自身の領地を守りきった貴族達もまた多く存在する。例を上げれば、ナーブレス公こう爵しやく家、シュウザー侯こう爵しやく家、ノワール男だん爵しやく家、等々……これらの家のほとんどは帝国建国以来、帝国王家に忠誠を誓ちかう古参の大貴族達である。

　クライトス伯爵家も、現代に生き残るそんな有力領地貴族の家の一つである。

　だが、四十年前のクライトス家には、例えばナーブレス公爵領のように肥ひ沃よくな土地から生産される良質の葡ぶ萄どうに支えられたワイン製造業を基幹産業に、金きん融ゆう業を営み、莫ばく大だいな利益を上げる……などという領地経営を強力に支えるバックボーンが存在しなかった。

　それゆえに、戦争の影えい響きようで経営が大きく傾かたむいたクライトス家も、一時期は王家に領地を奉還するか否いなかと、領地貴族としての存亡が危あやぶまれた時期があった。

　しかし、クライトスの領地には経営を強力に支える産業はなかったが、魔ま術じゆつ儀ぎ式しきの実じつ践せんや魔術研究に適した優すぐれた霊レイ脈ラインがあった。そして、先々代領主が趣しゆ味みで集めていた貴重な魔術書や魔導書、魔術関連品が、数多くあった。

　さらに、領地から一時的に出しゆつ奔ぽんしていた当時のクライトスの三さん男なん坊ぼうは、アルザーノ帝国魔術学院で、最新の魔術を学んだ優ゆう秀しゆうな魔術師であった。

　そこで、経営に困窮した当時のクライトス家領主は、その三男坊を呼び戻もどし、家の興亡を賭かけて新たに魔術の学舎を設立し、その経営利益と学舎設立によるその周辺の経済効果で、領地財政を立て直すことを決意。

　その三男坊を初代学長にして発足したその学舎の名は、クライトス魔術学院。

　霊レイ脈ラインの関係で、アルザーノ帝国魔術学院では適さない魔術の研究や儀ぎ式しきができる、アルザーノ帝国魔術学院にはない魔導書や魔導器に触ふれられる……そんなクライトス魔術学院独自の優位性が認められて政府から助成金が降り、無む謀ぼうと思えたその試みは結果として大成功。やがて生徒数も年々着々と増え、あっさり黒字経営を達成……クライトス伯爵家は見事、領地経営難を脱だつ却きやくすることになる。

　今では、クライトス魔術学院は私立校でありながら、僅わずか四十年でアルザーノ帝国魔術学院に次ぐ、第二の魔術の学舎として知れ渡るほどにまで成長している。

　そして、新たな魔術学院設立を機に、これまで魔術とはほとんど無む縁えんだったクライトス家も本格的に魔術学会に参入し、新興の魔術師一門として売り出し始めることになる。

「レオス＝クライトス。ご存知の通り、クライトス伯爵家の次代当主候補の一人……要するにクライトスの御おん曹ぞう司しサマだ」

　知りうる限りのクライトス伯爵家の歴史に思いを馳はせながら、セリカが言う。

「自身の家が経営するクライトス魔術学院でも講師を務め、魔術師としても一流。魔術研究にも実に精力的で、最近では軍用魔術に関する画期的な研究成果や論文をいくつも発表し、そのどれもが高い評価を得ている……と」

　セリカはレオスの履歴書を丁てい寧ねいに束ね、学院長の執務机に重ねて置いた。

「今、帝国総合魔術学会に学会員として所属している魔術師で、その名前を知らないやつなんていないだろうよ」

「うむ。グラムド先生が突然、急病で倒たおれられ、その療りよう養ようのために一時休職することになった時はどうなるかと思ったが……ダメ元でクライトス魔術学院に打だ診しんしてみれば、期間限定とはいえ、まさかこんな優秀な御お方かたに来ていただけることになるとは！」

　どうにも渋しぶい顔のセリカとは違ちがい、リック学院長はほくほく顔だ。

「まったく、僥ぎよう倖こうでしたな、学院長」

　ハーレイもリック学院長の言葉に、満足そうに首しゆ肯こうする。

「レオス殿どのとは、私も学会で言葉を交かわしたことがありますが……いやはや、魔術師としての礼節を完かん璧ぺきに備えた見事な英えい傑けつでございましたよ。それに彼の軍用魔術に関する造ぞう詣けいの深さは、さしもの私も脱だつ帽ぼうするほどでした」

「おお、まさかハーレイ君にそこまで言わせるほどとは……」

「新興の魔術師一門の出身ゆえに、学会内ではまだまだ立場が低いようですが、彼こそ魔術師の鑑かがみとも呼べる人物。彼のような人物に来ていただけるのはとても幸運なことです。きっとこの魔術学院に新しい風を吹ふき込んでくれるでしょう」

　常に眉み間けんにしわを寄せるハーレイのしかめ面つらすら、その時は珍めずらしく綻ほころんでいたが……

「うーん……」

　セリカはどうも納なつ得とくいかないといった表情を崩くずさない。

「ふむ、どうしたのかね？　セリカ君。何か気になることでもあるのかね？」

「いや、ちょっとな……」

　不思議そうに尋たずねてくる学院長に、セリカが息をついて応じる。

「なんで、こいつが来るのかなって、思ってね」

「と、申されると？」

「いや……さっきも言ったとおり、こいつはクライトス家の御曹司だ」

　セリカはちらりと執務机の上に置いた履歴書を流し見る。

「確かに、アルザーノ帝国魔術学院とクライトス魔術学院は提てい携けい関係にある。こちらの欠員の穴を埋めるために、一時的にクライトス魔術学院から講師が派は遣けんされてくる……おかしくない話だ。だが、なぜ、あえてレオス＝クライトスなんだ？」

　そう言うセリカの顔には、やはり困こん惑わくと煮にえきらないものが見え隠かくれしていた。

「クライトス伯爵家の次代当主候補、学会で今話題の期待の新星、クライトス魔術学院きっての名講師……どうしてこんな大物が、こちらの病欠の穴を埋めるために、わざわざクライトス領から足労したんだ？　普ふ通つう、もっと三下が送り込まれるものだろ？」

「……言われてみれば、確かに少し妙みような話ではあるのう……」

　レオスの到とう来らいに、少々浮かれていた学院長が、ほんの少しだけ冷静になる。

「それに……クライトス家は今、色々ときな臭くさいんだよ」

　そしてセリカは淡たん々たんと言葉を続ける。

「次代当主候補ってのは、言葉通り他ほかに当主候補がいるってことだ。というのも、元々のクライトス領を治める主家筋と、クライトス魔術学院の初代学院長を務め、事実上クライトスを立て直した三男坊の分家筋……どちらが真の当主に相応ふさわしいかと、今、色々揉もめているそうだ。レオスは確か主家筋……有力な次代当主候補がこの大事な時期にクライトス領を離はなれた？　何か妙じゃないか？　一体、何が目的なんだか……」

　すると、ハーレイが鼻を鳴らして、セリカの懸け念ねんを一いつ笑しように付す。

「ふん、耄もう碌ろくしたな老害め。お家いえ騒そう動どうなど、歴史と伝統ある名家ならば、どこでもよくある話だ。部外者が口を出す問題ではない。違うか？」

「いや、まぁ……そりゃそーだが……」

　もっともなハーレイの言葉に、セリカは苦々しく顔をしかめるしかない。

「大方、貴様は、あの貴様の馬ば鹿か弟で子しがレオス殿によって立場を奪うばわれてしまうことを不安に思ってるだけだろう？　……まったく浅ましい女め」

「だと、いいんだがな……」

　やれやれと言わんばかりに、セリカは肩かたを竦すくめ、ため息を吐いた。

　確かに、ハーレイの指し摘てきは図星な一面もある。

　グレンの親代わりとして、師し匠しようとして、グレンの立場を脅おびやかしてしまうかもしれない人物がやってくるというのは、やはりそれなりに気になってしまうものだ。

　だが……女の勘かんというか、それを差し引いてもレオスの来訪には嫌いやな予感が拭ぬぐえない。

　今、フェジテで頻ひん発ぱつしている、あの物騒な事件のこともある。

　最近、身の回りがどうにも色々きな臭くて困るのだ。

（まったく……こんな時に、地下迷めい宮きゆうの定期探たん索さく調査が入ってるとはな……）

　セリカは明日から魔術学院の地下に存在する迷宮の探索行に出る予定である。

　この地下迷宮とは、アルザーノ帝国に無数に存在する古代遺い跡せきの一つであり、この謎なぞの地下迷宮の探索調査こそ、学院におけるセリカの主な仕事であり、セリカが魔術学院に籍せきを置く最大の理由である。

　だが、これまでにセリカが何年もかけて探索を繰くり返し、少しずつ地図とテレポーターを作製しているが、未いまだに最深層は見えていない。

（今さら、私の勝手な都合で予定の変へん更こうはできないし……一度、地下迷宮の探索に出かければ、最低でも半月は帰って来れない……遺跡の特性か、深層では通信魔術の使用も不可能……地上と連れん絡らくすら取れなくなるし……）

　何やら色々と不ふ穏おんなこの時期に、自分が学院にいてやれないのはどうにも不安で、セリカは後うしろ髪がみを引かれるような思いを拭えない。

（やれやれ、年寄りの取り越こし苦労で済めばいいんだが……）

　芙ふ蓉ようのかんばせを物もの憂うげに揺ゆらしながら、セリカは窓の外を見る。

　青い空。白い雲。燦さん々さんと注ぐ陽光。

　窓の外にはいつもの通り、鋭えい角かくの屋根が立ち並ぶフェジテの街並みと──空に浮うかぶメルガリウスの天空城の偉い容ようがあった。




「ちょ、ちょっとレオス！　貴方あなた、何言ってるの!?」

　レオスの突とつ然ぜんの爆ばく弾だん宣言に、システィーナが思わず顔を真っ赤にして叫さけんでいた。

　前庭アプローチ中にその声が響ひびき渡わたっていき、たまたまその場所に居合わせた生徒達の注目が、ますますシスティーナ達に集まっていく。

「そうつれないことを言わないでください、システィーナ。事実、私達は互たがいの両親が決めた許嫁いいなずけ同士ではありませんか？」

　くすりと、いたずらっぽく笑うレオス。

　ひそひそざわざわと、どよめく観衆達。

「お、親同士が決めた……って、ま、マジかよ……？」

　はたで聞いていたグレンも、ごくりと唾つばを吞のむ。

「だが、お前……いくら親が決めたからって……それマジで言ってんの？　馬鹿なの？」

　そして、グレンはシスティーナの婚約者フイアンセを名乗った男──レオスに、本気で哀あわれむような、悼いたむような顔を向ける。

「マジでこのヒス女と結けつ婚こんする気？　やめとけって……こいつとくっつくなんて、人生の墓場入りどころか冥めい界かい第九園入りだぞ、ロクなことにならんぞ？」

「その心底、哀れむような顔は何!?　一体、どういう意味よ!?」

　ふかーっと、システィーナがグレンに食ってかかる。

「ははは、冗じよう談だんでこんなことは言いはしません……」

　対するレオスは、そんなグレンの超ちよう失礼な物言いを軽く受け流し……

「それよりも、私の将来の伴はん侶りよを侮ぶ辱じよくするような言動は慎つつしんでいただけませんか？　彼女に対する侮辱は、私に対する侮辱と同義です」

　微かすかに鋭するどくなったレオスの双そう眸ぼうに、グレンが思わず気け圧おされる。

「うっ……す、すまん……」

「どなたかは存じませんが、貴方も帝てい国こく紳しん士しでしょう？　女性への接し方をもう少しは弁わきまえるべきだと思います」

「ちょ、ちょっとレオス、そう本気にならないで！　グレン先生はその……悪気はないっていうか、冗談っていうか、お馬鹿っていうか、これが平常運転っていうか……」

　少し張り詰つめかけた場の空気に、システィーナが慌あわてて割って入る。

「……グレン先生？　なるほど……となると、貴方があのグレン＝レーダスさんですか」

「な、なんで俺のこと知ってるんだよ……？」

「私が講師を務めるクライトス魔術学院でも、貴方のことは噂うわさになっていますので」

　システィーナの言葉に少し溜りゆう飲いんを下げたのか、レオスは穏おだやかな表情で、グレンに改めて向き直った。

「ライバル校に突とつ如じよ現れた、期待の新人講師。魔術理論の根本的な理解を重視した、実じつ践せん派の魔術講師……習得呪じゆ文もん数を競きそう昨今の詰め込み魔術教育の場には、中々いないタイプの人です。貴方の講義、是ぜ非ひ一度拝はい聴ちようしてみたいと思っていました」

「いや……別にンな大層なモンじゃねーんだが……」

　レオスの完璧なる紳士っぷりに、グレンはどうにも調子が狂くるってしまう。

「それよりも、アンタは一体、なんなんだ？　この白しろ猫ねことどういう関係なんだ？　クライトスって言ったな……まさか、本当にあのクライトスなのか？」

　白猫という言葉に、レオスがまたほんの微かに眉まゆをひそめるが、その程度の不作法は流すことに決めたらしい。

「恐おそらくは、貴方が想像しているとおりのクライトスですよ。クライトス伯はく爵しやく家の嫡ちやく男なんにて、この度たびクライトス魔ま術じゆつ学院から、アルザーノ帝てい国こく魔術学院へ特別講師として派遣されたのがこの私、レオス＝クライトスです。どうかお見知りおきを」

　レオスはグレンへ優ゆう雅がに一礼した。

「ま、まさか……クライトス伯爵家の御おん曹ぞう司し様が直々にいらっしゃるとは……」

　急に敬語になるグレン。権けん威いに弱い、小物の鑑である。

「それとシスティーナと私の関係ですが……先ほど申し上げましたとおり、私は彼女の婚約者フイアンセです」

「だっ、だから、それは──」

　臆おく面めんなく言い放つレオスに、システィーナが顔を赤く染めたまま、何事かを申し立てようとするが──

「私は今でも本気ですよ、システィーナ。貴女あなたを心から愛しています」

「うぅ……」

　レオスの真しん摯しな瞳ひとみに真まっ直すぐ見つめられ、システィーナは何も言えなくなってしまう。

「ぽかーん……」

　人前で堂々と愛を語る情熱的なレオスに、グレンは呆あつ気けに取られるしかない。

「ああ、失礼。私とシスティーナは、いわゆる幼なじみの関係でしてね……」

　そんなグレンへ、レオスは少しも恥はじらうことなく、紳士然と説明を始めた。

「というのも、我がクライトス魔術学院初代学長を務めたロイ＝クライトスと、システィーナの祖父レドルフ殿どのは、アルザーノ帝国魔術学院で学んだ同期の親友同士でした。それに、レドルフ殿にはクライトス魔術学院創立の際、色々と力になっていただいております。その縁えんあって、クライトス家とフィーベル家には、昔から家ぐるみの交流があったのです。昔は私もよく、幼い頃ころの彼女の遊び相手を務めたものです」

「ふーん……そーゆー馴なれ初そめかぁ……なるほどねぇ……」

　グレンが妙に納得したように頷うなずく。

　すると、なぜかシスティーナが慌てて、グレンに弁解し始めた。

「だ、だから違ちがうんですって！　誤解です！　婚約っていうのは、その──」

　だが、そんなシスティーナの言葉に被かぶせるように。

「良かったじゃねーか、白猫ッ！　見事な玉たまの輿こしじゃねーか！」

　このデリカシーの死し滅めつした台詞せりふ。

　燦さん然ぜんと輝かがやく太陽のような笑えみでサムズアップするグレンである。

「クライトス伯爵家っつったら有力貴族でお金持ち！　お前、そんなとこに嫁とつげるとかマジ幸せモンだな！　一生、遊んで暮らせて超うらやましいわ！」

　ぴくぴくと、システィーナの頰ほおがひきつる。

「あっはっは、実は先生、お前のこと、とぉっても心配してたんだぜ？　なにせ『お付き合いしたくない美少女』、『説教女め神がみ』、『真銀ミスリルの妖よう精せい』……ルミアやリィエルと違って、お前に対する男子生徒の評判って結構ズタボロでさー？」

　ぴきぴきと、システィーナのこめかみに青筋が立っていく。

「正直、将来、お嫁よめの貰もらい手いんのかなって心配だったんだが……いきなり解決ッ！　しかも、おおよそ考えられる限り最高の条件！　先生は素す直なおにお前を祝福するッ！」

　ぶるぶると、システィーナの肩や握にぎり固めた拳こぶしが震ふるえ始める。

「いやぁ、たで食う虫も好き好きとはよく言ったもんだ！　良かったな、白猫！　あっ、そうだ、この話が上手うまくまとまったら、俺が結婚披ひ露ろう宴えんで祝辞を述べてやっても──」

「《この・馬鹿ぁああああああああああああああああああああ──ッ！》」

「ぎゃあああああああああああああああ──ッ!?　ナンデ!?」

　システィーナが唱えた【ゲイル・ブロウ】が、グレンの身体からだを容よう赦しやなく吹ふき飛ばす。

　風に舞まう木の葉のように、高々と空へ舞い上がるグレンの身体。

「……わたしにはよくわからないけど」

　そんなやりとりを遠巻きに眺ながめていたリィエルがぼそりと呟つぶやく。

「システィーナ、かなり怒おこってる……なんで？」

「あ、あはは……な、なんか大変なことになってきちゃったなぁ……」

　曖あい昧まいに苦笑いするしかないルミアであった。




　レオス＝クライトス。クライトス伯爵家の御曹司にて、クライトス魔術学院で噂の名講師、帝国総合魔術学会の期待の新星。

　そんな人物の到とう来らいに、アルザーノ帝国魔術学院の面々はとにかく沸わきに沸いた。

　どんな授業をするのだろう、どんな魔術を教えてくれるのだろう。

　その華はな々ばなしい肩書きに、レオスへの期待は否いや応おうなく高まり……そして、レオスはそれに完かん璧ぺきに応こたえた。

　ところで、アルザーノ帝国魔術学院で行われている授業には、二種類の授業がある。

　必修授業と専門講座だ。

　必修授業とは、文字通り生徒達の誰だれもが必ず単位を修得しなくてはならない授業だ。魔術基き礎そ理論に始まり、黒魔術学や白魔術学、錬れん金きん術じゆつ実験、数理や生化といった各種自然理学にルーン語学……等々、魔術の基礎を広く学ぶための授業で、これは各クラスの担当講師が授業を行う。出席は必ひつ須すではなく、学期末に行う試験にさえ合格すれば単位修得可能なので、他所よそのクラスの担当講師の授業に潜もぐり込んで履り修しゆうすることも可能だが、基本は自分のクラスの担当講師から必修授業を受けることになる。

　一方、専門講座とは、学院の各講師が独自に開設する講座であり、講師自身の専門分野の魔術や研究成果についての授業を行うことになり、その内容は基礎的な必修授業と比べて、より深く掘ほり下げたものになる。生徒達も年次クラスを問わず、講義を受けたい者が自由に選せん択たくして、専門講座を受けることになる。

　レオスはアルザーノ帝国魔術学院にやってくるなり、病欠のグラムド先生の担当クラスの必修授業を受け持つ傍かたわら、早さつ速そくこの専門講座を開設した。

　その専門講座とは──




「──これまでこのツァイザーの魔力エネルギー変へん換かん効率式を解説してきたわけですが……これで、なぜ、帝国で採用されている軍用の攻性呪文アサルト・スペルのほとんどが『炎えん熱ねつ』、『冷気』、『電でん撃げき』の三属で占しめられるのか、皆みなさんも理解できたかと思います」

　魔術学院校舎西館、集まった生徒達で満員御おん礼れいな大講義室にて。

　期待と尊敬の眼まな差ざしを一身に集めながら、教きよう壇だんに立ったレオスが教きよう鞭べんを執とっている。

　しん、と静まり返ったこの大部屋に、レオスのよく通る声が朗ろう々ろうと響き渡る。その声は明快で流りゆう暢ちようでありながら、どこか甘く柔やわらかで、コラールのようだ。

　いかにも貴族然としたレオスの卓たく越えつした容姿も相まって、講義に参加した女子生徒達は夢見るような表情で、その声に聞き惚ほれていた。

　凜りんと背筋を伸のばした威い風ふう堂どう々どうたる姿、常に余よ裕ゆうの微笑ほほえみを絶やさないレオスは、年とし頃ごろの少女にとってはまさに、幼い頃に夢見た理想の王子様の具現だ。

「そう、魔力を物理的な作用エネルギー……すなわち、物理作用力マテリアル・フオースへと変換する際、『炎熱』、『冷気』、『電撃』の三属がもっとも変換効率が良いのです。つまり、もっとも効率良く施せ術じゆつ対象に損害ダメージを与あたえることができる魔力の使い方と言えるのです」

　一方、レオスの容姿や声に興味ない男子生徒達もレオスの話に夢中で聞き入っている。

　そんな彼らを強きよう烈れつに惹ひきつけているのは、やはり、その講義内容だ。

「ではここで、実際に皆さんもツァイザーの魔力エネルギー変換効率式を利用して、各呪文の物理作用力マテリアル・フオースを算出評価してみてください……どうでしょうか？　同じ構成規格レベルの呪文、同じ消費魔力量で計算しても……『炎熱』、『冷気』、『電撃』の三属呪文は他ほかの系統の攻性呪文アサルト・スペルと比べ、頭一つ飛び抜ぬけて物理作用力マテリアル・フオース値が高くなるでしょう？」

　レオスの開設したこの専門講座──その名は『軍用魔術概がい論ろん』。

　レオスの専門分野が軍用魔術に関する研究である必定、レオスの開講する専門講座も当然、軍用魔術に関かかわるものとなったのである。

「逆に……例えば風系の攻性呪文アサルト・スペルを同様に計算してみてください……同条件でも三属に比べてかなり物理作用力マテリアル・フオース値が低いのがおわかりいただけるかと思います。それもそのはず、風を巻き起こすには、魔力を重力へと変換し、気圧差を引き起こして気流の流れを作り、それから物理作用力マテリアル・フオースを生み出さなければいけません。つまり、エネルギー損失がとても大きいのです。これが一いつ般ぱん的に『風の攻性呪文アサルト・スペルは弱い』と揶や揄ゆされる最大の理由です」

　軍用魔術とはもっともわかりやすい『魔術師の力』の象しよう徴ちようだ。強さや力に憧あこがれる年頃の少年が、この手の話に夢中になってしまうのは当然のことなのである。

「仮に、10の魔力を使用したとします。その際、物理作用力マテリアル・フオースの三属変換の理論的な極大値は、炎熱：冷気：電撃＝約８．５：７．９：８．２。ツァイザーの三属比と呼ばれるこの比を、皆さんも是非頭に入れておいてください」

　無論、レオスも本当に軍用魔術の呪じゆ文もんそのものを生徒達に教えたりはしない。学院の生徒達──つまり第二階梯デユオデ以下の魔術師は軍用魔術の習得が禁止されている。

　だからレオスが教えるのは、なぜ、現在の帝国軍の戦力を支える軍用魔術が今のような形へと進化してきたのか、一体、どういうコンセプトの下もと、様々な軍用魔術が生まれたのか、その各軍用魔術を支える根本的な理り屈くつと概がい念ねんだ。

「貴方あなた達が攻性呪文アサルト・スペルを使用する際、この変換効率式と三属比に対する理解は、確実に魔力効率の最適化と威い力りよく向上に繫つながるでしょう……それがたとえ【ショック・ボルト】のような初等の呪文であっても、ね」

　だが、それでもレオスの講義を理解すれば、現在の手持ちの呪文で、最大限に自身の戦せん闘とう能力的な意味においての実力向上に繫がるようになっている。レオスの話を聞いているだけで、生徒達は確実に一つ強くなった気分にさせられる。

「ぉおおお……な、なるほど……ッ！」

「れ、レオス先生……素す敵てき……」

　もう色んな意味で、男子生徒達も女子生徒達もレオスの講義に夢中だった。

「さて、これまでの講義で、現在の軍用魔術において『風の呪文』は弱い、そんな結論になるかと思いますが……それでも『風の呪文』はれっきとして現在も存在していますし、状じよう況きようや作戦に応じて適てき宜ぎ運用されています。それはなぜか？　……論ずるまでもなく、風の呪文には風の呪文なりの利点があるからなのですが……」

　と、その時、本日の講義時間の終しゆう了りようを伝える鐘かねが、遠くで鳴り響ひびいた。

「……時間ですね。それでは次回の講義では、風の魔ま術じゆつの利点と、それらの軍における運用法についての話から始めましょう……ご静せい聴ちよう、ありがとうございました」

　レオスが優ゆう雅がに一礼すると、講義室中から聴講者達の割れんばかりの拍はく手しゆが上がった。

　よく見ると、聴講者達は生徒達ばかりではない。その中には勉強熱心な若手講師の姿もちらほら見えるし……

「……完璧だ」

　大講義室の後方で、ぽつりと漏もれた感かん嘆たんの声。席の背もたれに身を預けて腕うでを組み、珍めずらしく真しん剣けんな表情で聴講者に紛まぎれていたグレンの姿もあった。

「レオス＝クライトス……噂うわさにゃ聞いてたが、確かにヤツはすげえ」

　この大講義室は緩ゆるく段差がついており、後方の席ほど高い位置にある。グレンは教壇に立つレオスの姿を遠くから見下ろしながら呟いた。

「軍の一般魔導兵の半分以上が、イマイチ理解してない物理作用力マテリアル・フオース理論を、ぺーぺーの生徒達に完璧に理解させやがった……こんなやつがいたのか……」

「はい、本当にすごい授業でした……」

　グレンの右みぎ隣どなりに座るルミアも感じ入ったように、グレンの言葉に首しゆ肯こうする。

「難しい理論が、私達にも理解できるようにとてもよくかみ砕くだいてあって、説明も理路整然としていて、とてもわかりやすかったです……まるで先生の授業みたい」

「わたしも、すごくよくわかった」

　グレンの左隣にちょこんと座るリィエルも、心なしか胸を張って呟く。

「ま、マジかよ？　お前すらもアレ、わかっちまったのかよ？」

　ぎょっとしたグレンが、リィエルの横顔を思わず凝ぎよう視しする。

　こくり、と微かすかに頷うなずくリィエル。

「ん。あいつの言っていることが……わたしには何一つわからないということが、すごくよくわかった」

「……お前は実に平常運転だな」

　やれやれと肩かたを竦すくめ、グレンは再び教壇の方へと目を向ける。

　レオスの周囲には生徒達が大勢集まり、本日の講義の質問や食事への誘さそい、はたまたなんでもない世間話まで、てんやわんやの大おお騒さわぎだ。

　レオスは、自分の下に集まってきたそんな生徒達の対応に追われている。嫌いやな顔一つしない。紳しん士し然とした微び笑しようを浮うかべ、一人一人丁てい寧ねいに対処している。

「……レオス＝クライトス、か」

　そう、ぽつりと呟くグレンの顔はどこか渋しぶく、苦々しいものだ。

（しかし……どうも気にくわねぇ……）

　イケメンのくせに金持ちで、かつ性格も紳士という時点で、すでにグレンの中では処しよ刑けい確定の大重罪判決が下されているのだが、今はそれはどうでもいい。

（レオスのやつ……確かにスゲェ授業をする。だが……いくらなんでも、この内容はまだ早過ぎるだろ……ガキどもに教えるには……）

　グレンは本日のレオスの講義内容を反はん芻すうする。

　グレンが魔術師としての総合的な力量向上を目指し、ルーン語の文法や術式構築技術、自然理学の魔術的な応用と理解、その他、魔術師に必要な幅はば広ひろい知識を深める授業を展開するのに対し……レオスは魔術師としての戦闘能力・戦闘技術を高める一いつ辺ぺん倒とうの授業だ。同じ理論・実じつ践せん主義でも根本がまるで違ちがう。

　いかに、効率よく魔力を破は壊かい力に変換するか。いかに、効率よく人を殺傷するか。それら人殺しに特化した術を、どう運用するか。レオスは血ち腥なまぐさい部分を言葉巧たくみに美化し、強大な魔術の力に対する華はな々ばなしい一面のみを高々と歌い上げる。

　魔術を志す者のほとんどが、大なり小なり自己顕けん示じ欲よくの塊かたまりだ。普ふ通つうの人間とは一線を画した自分、他者が持ち得ない強大な力をもった自分というものに憧れ、そんな自分にひとり悦えつに入る……どんなに聖人君子な魔術師にも、そういった一面は存在する。

　だから、今日のレオスの授業は──まだ新米の魔術師に過ぎない生徒達には、さぞ麻ま薬やくのように心へ深く染しみ入ったことだろう。

　出来の良い生徒ならば、たとえ【ショック・ボルト】のような初等呪文でも、やり方次し第だいで人を殺せることに気付いてしまったはずだ。

（……こいつらはまだ大きな力を持つ意味も、その行使がもたらす結果も、知識として知っているだけで、何一つ実感が伴ともなっていないんだぞ……？　あいつほどの魔術師にそれがわからないはずがないだろうに……）

　不ふ機き嫌げんそうに頰ほお杖づえをつきながら、グレンが一人、悶もん々もんとしていると。

「やっぱり、先生はこういう授業、あまり認めたくありませんか？」

　そんなグレンを気き遣づかうように、ルミアが曖あい昧まいな笑みを浮かべながら、囁ささやいた。

「……私も思ったんです。まだ、私達には……過ぎた力だなって」

「…………」

「気をつけないといけませんよね……大きな力には。先生は常つね日ひ頃ごろ、力の意味と使い方をよく考えろ、力に使われるな、と口を酸すっぱくして仰おつしやってますけど……今はなんとなく意味がわかる気がします」

　グレンはちらりとルミアを横目で流し見た。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、先生。少なくとも先生の教えを受けた生徒で間違える人は、きっといません。ご不安になるのはわかりますが、もっと私達を信じてください」

　そう言うルミアは、花のような笑顔で……

「……別に？」

　頰杖をついたグレンは、ばりばり頭をかきながら、そっぽを向いた。

「なんかあの噂のイケメンが、俺の思った以上にやるようだから、嫉しつ妬としてるだけだし。くっそ、天は二物を与えずって格言はどこ行った……二物どころか、あいつ四、五物あるじゃねーか、卑ひ怯きようだぞ……ッ！」

　ふて腐くされたようにぶつぶつ呟つぶやくそんなグレンを前に、ルミアは聞かん坊ぼうの弟を優やさしく見守る姉のように、くすくす笑った。

　そして、グレンはルミアから逃にげるように大きく身体からだを捻ひねって、後ろの席へ振ふり返る。

「おい、白しろ猫ねこ、よかったな！　お前の将来の婿むこ殿どのは実際、大したやつだぜ。お前、マジでいい買い物したな？」

「だ、だから、違うって言ってるのに……ッ！」

　グレンのちょうど真後ろの席に座っていたシスティーナは握にぎり固めた拳こぶしを震ふるわせ、いかにも不機嫌そうにグレンを睨にらみ返す。

「違うって……何がだよ？　あいつはお前の婚約者フイアンセなんだろ？」

「確かに形式上はそうかもしれませんけど！」

「形式上はそうかもって……形式もクソも、両親が決めた許嫁いいなずけとかガチじゃねーか」

「だから違います！　あれは──」

　と、その時だ。

「やぁ、システィーナ」

　何かを言いかけたシスティーナに、穏おだやかな声がかけられる。

「あっ……レオス……」

「私の講義、聞きにきてくれたのですね？」

　見れば、生徒達からようやく解放されたらしいレオスが、柔にゆう和わな笑えみを浮かべ、システィーナの下へと歩み寄ってきていた。

「私の講義はどうでしたか？　貴女あなたの忌き憚たんない意見が聞きたいですね」

「え？　その……とても素晴らしい講義だったわ。正直、文句のつけどころがない……」

「そうですか、それは良かった」

　レオスは嬉うれしそうに相好を崩くずした。

「貴女にそう言っていただけるのはとても嬉しいことです。なにせ……貴女はこの学院では『講師泣かせ』として有名なようですから」

「そっ……それは、その……あぅ……」

　悪戯いたずらっぽく笑うレオスに見つめられ、顔を赤らめて俯うつむいてしまうシスティーナ。

　レオスは本当に見てて惚ほれ惚ぼれするような美び貌ぼうの持ち主だ。好意を寄せられ、その甘いマスクに微笑ほほえみかけられて、まだ恋れん愛あいの『れ』の字も知らない年頃の少女が浮うわつかないわけがない。別にシスティーナが尻しり軽がるだとかそういう話ではなく、恋愛経験の浅い初心うぶな少女なら誰だれだってそうなるだろう。

「まずは、第一関門突とつ破ぱ……といったところでしょうか？　将来の伴はん侶りよすら納なつ得とくさせられない授業しかできない者など、貴女の夫に相応ふさわしくないでしょうしね」

「だっ、だからッ！　そ、そういうことを人前で言うのは……ああ、もう！　どうして貴方はそう昔から……」

「ふふ、それは貴女のことを愛しているから。別に隠かくし立てする必要なんてありません」

　その涼すずしげな容よう貌ぼうとは裏腹に、どこまでも情熱的なレオス。

　対するシスティーナは、レオスに主導権を握られっぱなしで、たじたじだ。

　完全にかやの外の住人と化したルミアは、心配そうに二人の動向を見守っている。

　ちなみに、リィエルはとても眠ねむそうに船をこいでおり……グレンに到いたっては、鬱うつ陶とうしそうにあさっての方向を向いて素知らぬ振りだ。

「システィーナ。少し、外を一いつ緒しよに歩きませんか？　貴女と話したいことがあります」

　そう言って、真しん摯しな目をシスティーナに向けるレオス。

「うぅ……それは、今でないと駄だ目めなことなの……？」

「別に今でなくても構いません。でも、いずれ話さなければならない重要なことです」

　及および腰ごしになるシスティーナ。そのレオスの真剣な表情に、これから散歩先でどのような話題が出てくるのか……薄うす々うす予想がついてしまったのだろう。

　しばらくの間、システィーナは迷うように、ルミアとレオスを見比べて……

「あの……ルミア。ごめん、私……ちょっと行ってくるね？」

「う、うん……」

　やがて、逃げても無む駄だだと判断したらしい。

　システィーナはレオスに伴われ、ルミアの前から去って行った。
















「はぁ[image: ～][image: ～]、あのレオスとかいう野や郎ろうも物好きだねぇ……」

　二人が去った後、グレンが興味なさそうに、欠伸あくびしながら言う。

　すると。

「先生……」

　ルミアがほんの少しだけ、思い詰つめたような表情でグレンに訴うつたえかける。

「ふぁ……眠……んあ？　どうした、ルミア？」

「一つお願いがあるんです。その……大変、申し訳ないことなんですが……」

　ルミアがグレンに縋すがるような目を向ける。

「……ん？　なんだ？」




　唐とう突とつだが、アルザーノ帝てい国こくには、各地に無数の古代遺い跡せきが存在する。

　事実、街かい道どうを歩けば、古代の石せき碑ひや碑ひ文ぶんが結構な頻ひん度どで見当たるし、新たに家を建てようとしたり、耕作地を開かい墾こんしようと地面を掘ほれば、新たな遺跡が出てくることもザラだ。

　前ぜん人じん未み踏とうの辺境へ調査に向かった軍の調査隊が、新しい古代遺跡を発見して帰ってくることなども、日常茶さ飯はん事じである。

　魔術学院の地下には広大な迷めい宮きゆう遺跡が広がっているし、フェジテの空に浮かぶ幻まぼろしの『メルガリウスの天空城』だって、広い意味で捉とらえれば古代遺跡のようなものだろう。

　アルザーノ帝国が存在するこの北セルフォード大陸の北西端たんには、聖歴前にまで遡さかのぼる遥はるか太古、超ちよう魔ま術じゆつ文明と呼ばれた古代文明が存在した──学説ではそう言われている。

　そして、魔術学院内にあるこの場所も、帝国に存在するそんな無数の古代遺跡の一つ。

　メルガリウスの都跡あと。

　魔術学院の広大な敷しき地ちの一角にあるこの遺跡は、かつてこの地に存在したと言われている古代文明都市『メルガリウスの都』のほんの一部が、地ち殻かく変動の関係で一部、地表に姿を現したものだとされている。

　とはいえ、この遺跡にかつての超魔術文明を彷ほう彿ふつさせるような魔術的価値は皆かい無むだ。

　今は、風化して崩れかかった建築物の碁ご盤ばん目め状に並ぶ基き礎そや、城じよう壁へき跡あとなどが僅わずかに地表に残るのみである。敷地もちょっと広めの公園程度のものだ。

　学院側は、こんな人工的な遺跡の風合いを生かしつつ、木や花か壇だんなどで飾かざり立て、庭道を作り、今ではこの遺跡は散策用の庭園として生徒達に広く開放されている。

　さんさんと降り注ぐ温かな陽光。

　穏やかに吹ふき流れる風が木々の梢こずえを耳心ごこ地ち好よく鳴らし、小鳥が囀さえずっている。

　そんな庭園を、システィーナとレオスの二人は並んで歩いていた。

　他愛もない昔話に花を咲さかせながら、ゆっくりと歩いて行く。

「……え？　……私とグレン先生の関係？」

　どのくらい歩き、どのくらい話したころか……ふと、そんな話題に話が移る。

　システィーナが髪かみを搔かき上げると、その美しい銀ぎん髪ぱつが緩ゆるやかな風に流れ、棚たな引びいた。

「別に……ただの教師と教え子、それ以上でもそれ以下でもないわ。お世話になってるからそれなりに恩義を感じてはいるけど……貴方あなたが邪じや推すいしているようなことはないわ」

「ははは、そうですか。それは失礼」

　ほっとしたように、レオスが微笑んだ。

「私も男です。自分の将来の伴侶にと心から願っている女性のかたわらに、常に他ほかの男の姿があれば……人並みに不安を覚えたりもします」

「……そう、なんだ」

　システィーナはどうにも複雑な表情だった。

「ところで……こうして、二人で歩いていると思い出しませんか？　昔のことを」

「そうね……」

　言われるまでもない。今のシスティーナの胸に去来するのは、ルミアと出会う以前──遠く幼い頃ころの日々の記き憶おくだ。

　仕事に一段落のついた両親が長期休きゆう暇かを取る度たび、駅馬車に揺ゆられて遠路はるばるクライトス伯はく爵しやく領へ遊びに行っていたあの頃。

　そこで出会った『年上の格好いいお兄様』──レオス。

　男女の違ちがいもわからず、恋愛の『れ』の字も知らず、ただ両親のような紳しん士しと淑しゆく女じよの大人びた男女関係に憧あこがれ、レオスにそれを求めてしまった、おしゃまで幼かった頃の自分。

　自分自身よくわかっていなかったくせに、紳士とはこうだ、淑女とはこうだとレオスに高説したり、背せ伸のびして着き飾かざってレオスと共に社交場に参加しては、エスコートがなってないとか、自分のことは棚上げでダンスが下手とか……今改めて思い返してみれば、散々に振り回していたことを心苦しく思う。

　だが、どんな時も、レオスはシスティーナの我が儘ままに笑顔で付き合ってくれていた。

　互たがいに幼いなりに……仲はとても良かったと思う。まるで兄妹きようだいのようだった。

　だから、そんな自分達の様子を見た、システィーナの父レナードとレオスの父グラハム──その二人は酒しゆ宴えんの席で、酔よった勢いでこんなことを口走ったのだ。

『レナード、どうだい？　お宅の令れい嬢じようのシスティーナちゃんを、将来うちのレオスの嫁よめにいただけないかな？』

『あはは、それはいい！　レオス君のような利発で将来有望な男子なら喜んで！』

　そしてシスティーナも、システィーナの母フィリアナも、こう言った。

『……え？　わたしがレオスのお嫁さん？　いいよ！　もし、レオスがわたしにふさわしい素す敵てきな紳士になったら、お嫁さんになってあげる！』

『あらよかったわね、システィ。そういうことなら貴女も素敵な淑女レデイになれるように頑がん張ばらないとね？』

　無論、酒の席の酔った勢いで出た冗じよう談だんだ。システィーナに到っては、婚こん姻いんの意味すらよくわかっていない。レナードも、グラハムも、フィリアナもそれは重々承知だ。

　そもそもシスティーナはフィーベル家の一人ひとり娘むすめ──重要な跡あと継つぎだ。婿むこ養よう子しを貰もらうならまだしも嫁に出すなど、おいそれとできるわけがない。

　だから、両親達は皆みな、心の底ではわかっていたのだ。

　そんなことはただの冗談である、と。

　……だが、その頃からだろうか。

　レオスがシスティーナの婚約者フイアンセを公言するようになったのは……

「あの頃は本当に楽しかった……君がクライトスの領地に遊びに来る時が……少年時代の私の楽しみでした」

「そう……ね……私もそうだったわ」

　やがて、楽しかった子供の時代は終わる。

　歳としを取って、成長して、男女について色々なことを知って……何の気き兼がねもなく子犬のように一緒に遊び転げる、ということはできなくなった。

　ルミアと出会い、ルミアと共に学院に通うようになり、システィーナは色いろ恋こい沙ざ汰たそっちのけで魔術の勉強に夢中になっていき……次し第だいにシスティーナの中でレオスが占しめる割合は減っていった。

　システィーナの両親の仕事も忙いそがしくなり、ここ数年、二人は家を空けがちだ。おまけにクライトス伯爵家もここ数年、次代当主を巡めぐる後こう継けい者しや問題でごたごたしており、おいそれと遊びに行くことすらできなくなった。いつの間にか、システィーナがレオスと会う機会はめっきり減ってしまい、今回が本当に久しぶりの再会だったのである。

「時の流れというものは残ざん酷こくですね……あれほど、こんな関係がずっと続くんだと信じて疑わなかったのに……」

「そうね。このまま時の流れに任せれば……きっと、私と貴方の関係は子供の頃の楽しかった『思い出』となって、いずれ気にも留めなくなるんでしょうね……」

　システィーナが憂うれいのさした表情で、髪を搔き上げる。

　再び銀糸のような美しい髪が、風に揺れて棚引いた。

「……『思い出』を、単なる『思い出』にせずにすむ方法もあると思います」

　どきり、と。その一いつ瞬しゆん、システィーナの胸の鼓こ動どうが一つ大きく高鳴った。

　ああ、来たな、と。そんな確信にも似た予感がある。

「システィーナ……」

　レオスがふと足を止め、システィーナに真まっ直すぐ向き直る。

「私と……結婚してください」

　穏おだやかな表情のまま、レオスがついに、はっきりと、システィーナに告げる。

　システィーナは、緊きん張ちようからぎゅっと手を胸むな元もとで合わせ……

　二人の間を、緩やかで涼しげな風が優やさしく吹き抜ぬけた。




　……一方、システィーナ達の後方十数メトラ先にある茂しげみの中に。

「なーんで、俺が他人の恋こい路じを覗のぞき見せにゃならんのだぜ……」

　ジト目でぶつくさ、ぶーたれている出で歯ば亀がめ野や郎ろう──グレンの姿があった。

　グレンは頭に木の枝を括くくり付け、両手にも木の枝を持ち、いかにも怪あやしい迷めい彩さい姿だ。おまけに自身を中心として周囲に音声遮しや断だん結界まで張っている周しゆう到とうぶりである。

「ご、ごめんなさい、変なことを頼たのんでしまって……でも、先生についていて欲しくて」

　その隣となりのルミアが申し訳なさそうに恐きよう縮しゆくして言う。

「ま、親友に変な虫が迫せまってるんだもんな。心配なのはわかるが……残念ながら、俺、こういうのに興味ねーんだよなぁ……」

　という、舌の根の乾かわかぬうちに。

「おお──ッ!?　あの男、やるなッ!?　今、いきなり結婚を申し込みやがった!?　見かけによらずなんて大だい胆たんなヤツ!?　さぁ、盛り上がって参りました──ッ!?」

　今、システィーナ達の近くには、グレンの召しよう喚かんした鼠ねずみの使い魔が放たれている。その使い魔との聴ちよう覚かく同調を通して聞こえてくる会話に、グレンは全力で集中し始めた。

「さぁ、一体どんな返答をしてくれるのかなぁ!?　白しろ猫ねこちゅわぁ[image: ～][image: ～]んッ!?」

「グレンが一番、張り切ってる」

「あ、あはは……」

　グレンと同様、木に変装しているリィエルが眠ねむたげに呟つぶやき、ルミアが曖あい昧まいに笑う。

「おうおう、白猫のやつ、戸と惑まどってる戸惑ってる！　柄がらにもなく顔赤くしちゃって……初うい々ういしいねぇ……ぷっ、これでまた一つ、からかうネタが増えたわ……しかし……」

　ひとしきり邪じや悪あくに笑い、グレンがふとルミアに振ふり返る。

「ルミア……お前、何がそんなに不安なんだ？」

　そう、この出歯亀行こう為いは別にグレンが自ら進んでやっているわけではない。ルミアがどうしてもと頼んでくるから行為に及およんだものだ。

「確かに、俺個人的には気にくわんやつだが……レオスはそれなりに信しん頼らいできる男だとは思うぞ？　あいつが何か不ふ名めい誉よなことをやらかせば、家名が傷つくわけだしな」

　押し黙だまるルミアに、グレンが肩かたを竦すくめて続ける。

「古参の貴族にとって家名は命同然だ。だから、あの野や郎ろうが白猫に対して力ずくで……とか、そういうことはするわけねぇって、正直、俺は思……」

「嫌いやな、予感がするんです」

　はっきりと言い放つルミアの言葉に、今度はグレンが押し黙る番であった。

「ごめんなさい、先生。こんな曖昧な理由で先生の手を煩わずらわせてしまって……でも、レオスさん……あの人からはなんとなく嫌なものを感じるんです……先の遠えん征せい学修先で……初めてバークスさんと会ったときに感じたような……」

「…………」

「気のせいかもしれません。大切な親友が見知らぬ男性に奪うばわれてしまうのかも、と不安に思っているだけかも……むしろ、本当にそうであった方がいいとすら思ってます」

　ですが、と。

　ルミアはグレンに縋すがるような目を向ける。

「レオスさん……会ってまだほんの少ししか経たってませんけど……人格的に申し分ない人だということは充じゆう分ぶん承知していますけど……でも……あの人は、何か……」

　すると、グレンは不安げに目を伏ふせるルミアの横顔を、真しん剣けんな表情で見つめ……

「……やーれやれ、女の勘かんってやつかな……ま、いーや」

　心細そうなルミアの頭を、安心させるように、くしゃりと撫なでた。

「どのみち、この覗きはもう止やめる気ねーしな！　こぉーんな、面おも白しろいこと見み逃のがしてられっかよ、ぐっへっへ！　さぁ明日あした、白猫になんて言ってやるか──」

　ゲスな笑いを浮うかべながら、再びシスティーナ達の動向に気を配り始めるグレン。

　ありがとうございます、とルミアが微笑ほほえんで……

「……わかった、ルミア」

　突とつ如じよ、二人のやりとりを黙って聞いていたリィエルが、無表情で立ち上がった。

　その手にはいつの間に錬れん成せいしたのか、鉄てつ塊かいのような大たい剣けんが提さげられている。

「斬きってくる」

　すたすたと、レオスに向かって真っ直ぐ歩き始めるリィエル。

「早まるなっつーの!?」

　グレンは咄とつ嗟さに手を伸のばして、リィエルの尻尾しつぽのようなその後うしろ髪がみを摑つかみ、茂みの中へと引っ張り戻もどすのであった。




「わ、私は……」

　レオスの求婚を前に、システィーナは緊張で早はや鐘がねのように脈打つ心臓を抑おさえながら、必死に己おのが胸中へと言葉を探さぐる。

　レオスに……幼い頃の憧れの人だった男性に、求婚されて自分はどう思っているか？

　嬉うれしい。確かに嬉しい。嬉しくないはずがない。

　子供の頃は、いつかこうなることを、何度も夢見たではないか。

　だが──同時に、システィーナの心はどこか冷めている。

「ごめんなさい、レオス……私にはその結婚の申し出は受けられないわ……」

　システィーナが静かに頭を下げると、銀糸のような髪が、さらと流れた。

　彼女の年ねん齢れいならば法的には結婚可能だし、帝てい国こくにおける上流階級層の婚姻は後世に血を繫つなぐため比ひ較かく的てき早くなるのが伝統的だ。学生だが、魔術の名門出身のシスティーナが、クライトス伯はく爵しやく家に嫁とつぐことになっても、形式上は何ら不自然なことではないが……

「……貴方あなたのことは嫌きらいじゃない。むしろ好ましく思っているわ。でも……私は、まだ誰だれとも結婚するつもりはないの」

　そう言って、システィーナは頭上の空を仰あおぐ。

　空には、いつものように荘そう厳ごんで雄ゆう大だいな、幻まぼろしの天空城の偉い容ようがある。

「私、お祖父じい様と約束したの。メルガリウスの天空城の謎なぞを解くって。お祖父様が憧れた、お空の城にいつか辿たどり着くって。そのために、私はまだまだたくさんの魔ま術じゆつを勉強しなければならない……正直、まだ誰かと家庭を築く気にはなれないの……だから……」

　すると。

「あはは、相変わらずですね、システィーナ。貴女あなたはまだそんな夢みたいなことを言っているのですか？」

　馬ば鹿かにするでもなく、けなすでもなく、レオスはごく自然にそう言った。

「魔導考古学……古代遺い跡せきを探たん索さくし、魔法遺物アーテイフアクトを発はつ掘くつし、究極的には古代文明の謎を解き明かし、古代の魔術を現代に再現させることを狙ねらいとする魔術分野……でも、それを成せた者は誰だれ一人いない。無意味で不可能なことなんです、システィーナ。貴女もそろそろ現実を直視しなければいけません。それはとても……悲しいことですが」

　それは本気でシスティーナを気き遣づかうような物言いだった。

「貴女のお祖父様……レドルフ殿どのも魔導考古学になど傾けい倒とうしなければ、もっと多大な功績を魔術史に残していたでしょうに……私は貴女にレドルフ殿と同じ過あやまちを繰くり返してほしくないのです」

「……ッ！」

　ぎり、と拳こぶしを握にぎり固めるシスティーナ。

　そう、これなのだ……システィーナがレオスをどうしても今一歩受け入れることができない理由は。

「それよりも、今は軍用魔術研究の時代です。昨今、隣りん国ごくレザリアとの国際緊張が高まるにつれ、次世代の軍用魔術研究・開発の重要性がとても高まっています。私はこの分野で一時代を築きたい。クライトスの名を帝国中、いや、世界に響ひびかせたい。そのためには……私を支えてくれる良き伴侶パートナーが必要です」

　いつ頃ごろからだっただろう？　レオスが、祖父の研究を、システィーナの夢を無価値なものだと断ずるようになったのは。軍用魔術に傾倒するようになったのは。

　もし、レオスが、システィーナの目指すものを少しでも肯こう定ていしてくれたなら……システィーナがレオスに靡なびく……ひょっとしたら、そんな未来もあったのかもしれない。

「私に力を貸してください、システィーナ。魔導考古学から手を引き、私の軍用魔術の研究を支えてください。貴女が支えてくれるなら……私はきっと大きなことを成せる……もちろん、貴女に不自由はさせません。幸い私の実家にはそれなりの資産がある。貴女の幸せは、私が保証します」

　だが……結局、システィーナとレオスは……根本的に価値観が合わないのだ。

「ごめん、レオス。貴方に貴方の譲ゆずれない夢があるように……私にも私なりの譲れない夢があるの……私は『メルガリウスの天空城』を諦あきらめることなんてできない……」

「貴女は……レドルフ殿に勝てるのですか？」

　レオスの言葉に、システィーナがはっとして顔を上げた。

「貴女の祖父、レドルフ＝フィーベル殿は真の天才、希代の魔術師でした。若き日の彼が残した功績が、近代魔術に及ぼした影えい響きようは計り知れません。そんな彼ですら……『メルガリウスの天空城』にはまったく歯が立たなかったのです。貴女に『メルガリウスの天空城』の謎が解けるのですか？　レドルフ殿に……本当に勝てるのですか？」

　それは……システィーナが心のどこかで不安に思っていることだった。

　レドルフ＝フィーベル──システィーナの祖父。最終魔術位階、第六階梯セーデ。魔導考古学にさえ傾倒しなければ、第七階梯セプテンデにすら到とう達たつしたとさえ謳うたわれる天才魔術師。システィーナが一生敵かなわないだろうと感じている練達の魔術師にして実の父、レナードをして『魔術師としては、私は父上の足あし下もとにも及およばない』とまで言わせるほどの人物。

　そして、システィーナは最近、魔術を学べば学ぶほど、いかに祖父が雲の上の存在だったかということを痛いほど実感しつつあった。

　ゆえにシスティーナは、ずっと不安だったのだ。

　自分は本当に祖父に勝てるのか？　と。

　ひょっとして自分は何一つ成せず、無む駄だに人生を消費してしまうのではないか？　と。

　怖こわくて、不安で、極力考えないようにしていたことを……たった今、レオスに直接抉えぐられてしまったのである。

「私は、ただ、貴女に人生を無駄にして欲しくないんです……貴女には女性としての幸せをきちんと摑んで欲しいと願っています……」

　身を震ふるわせるシスティーナを慰なぐさめるように、レオスが言う。

　システィーナ自身、薄うす々うすわかってはいたのだ。

　多分、レオスが正しい。自分程度の魔術師が、このまま魔導考古学に傾倒したとしても……間ま違ちがいなく何も成せず、何も生まず、人生を棒に振ることになる。

「……、…………ぅ……」

　きっと、心の底のどこかでそれがわかっているから……自分の不ふ甲が斐いなさが悔くやしいから……今、システィーナの目め尻じりに、じんわりと熱が溜たまってきているのだろう。

「だから、システィーナ。貴女の実りある豊かな人生のために……私と……」

　と、その時だ。

「詭き弁べんを弄ろうしてんじゃねえぞ、このクソ野郎」

　ずい、と。

　グレンがシスティーナの前に立ちはだかり、レオスを睨にらみつけていた。

「せ、先生!?　どうしてここに……？」

　ごしごしっと、慌あわてて目元を拭ぬぐうシスティーナ。

「一つ聞くぜ、白しろ猫ねこ。お前の亡なくなった爺じいさんとやらは『メルガリウスの天空城』に挑いどんだことを後こう悔かいしていたか？」

「そ、そんなことないわ……確かに謎を解き明かせなかったことを口くち惜おしく思われてはいたようだけど……お祖父様はご自分の歩まれた道に後悔なんて微み塵じんも……」

「なら、それが答えだ」

　グレンは、横目で背後のシスティーナに力強く微笑みかけた。

「白猫。こいつの言うことなんか聞くな。お前はお前の信じる道を行け。お前の人生の主人公はお前自身だ。人生の成功も失敗も他人が推おし量るもんじゃねえ、自分が決めるもんだ。それを忘れるな（……ふっ、決まったな、これは）」

　見事なまでに、どや顔のグレン。本人は決めたつもりなのだろうが……なにぶん、グレンの頭には、迷めい彩さい用の木の枝が括くくり付けてあるので、どうにも締しまらない。

　そして、グレンは敵意のこもった目をレオスに向ける。

「大体な、白猫が夢を追うか諦めるかの話と、てめーとくっつくかどうかの話はまた別次元の問題だろうが？　なんだ？　動どう揺ようさせて正常な判断力を奪ってから、包容力を見せて丸め込むのがテメーの口説きの手口か？」

「また、貴方ですか……」

　レオスがため息交じりに肩かたを竦すくめる。

「貴方は一体、なんなのですか？　これは私とシスティーナの……そう、クライトス家とフィーベル家の問題なのですよ？　関係ない部外者が口を出さないで欲しいのですが？」

　流石さすがにグレンを邪じや魔まに思ったらしく、レオスは話の矛ほこ先さきをグレンに変えた。

「ちっ……」

　グレンが舌打ちする。確かにその一点に関してはレオスの主張は正論だ。

　詳しよう細さいを知らないグレンの視点では、レオスとシスティーナは親同士が認めた正式な婚こん約やく者しや同士である。レオス達のような上流階級の貴族社会においては、親同士が決めた許嫁いいなずけというのは実際、かなりの法的な拘こう束そく力を持つ。ゆえに家同士の問題にされてしまっては、どうしても部外者に過ぎないグレンが茶々を入れる隙すきがなくなる。

　システィーナがこの婚こん姻いんに乗り気じゃないのは見ていて明らかだし、それをさっ引いても、この時のグレンはレオスという男が許せなかった。完全に頭に血が上っていた。

　さて、どうしたものか？　……煮にえたぎる頭で、どうしたらこのレオスといういけ好かない男に一ひと泡あわ吹ふかせてやれるか、グレンが必死に考えていると。

「……関係はあるわ」

　ぼそり、と。

　その時、目を逸そらしていたシスティーナが、無表情に呟つぶやいた。

「……白猫？」

「グレン先生は関係ある」

「それはどういうことなのですか？　システィーナ」

　すると、システィーナは意を決したように真まっ直すぐレオスを見つめ、はっきり言った。

「だって……先生と私は、将来を誓ちかい合った恋こい人びと同士だから」

「な──ッ!?」

　今まで余よ裕ゆうの表情を崩くずさなかったレオスの顔に、初めて動揺が走る。

「噓うそついて隠かくしててごめんなさい、レオス。でも……本当なの。私はもう、先生以外の人と一いつ緒しよになる気なんてない……」

「お、おい……白猫……？」

　システィーナの突とつ然ぜんの爆ばく弾だん宣言に、グレンも一いつ瞬しゆん、ぎょっとして動揺するが。

　お願い、話を合わせて。

　そう物言いたげに向けられてくるシスティーナの目に、あー、はいはい、そういう作戦ね……と、グレンがにやりと悪そうに笑った。

「だから、私のことはもう諦めてレオス。私は貴方とは結婚できない……」

「そぉ[image: ～][image: ～]いうことだぜ、レオスさぁん!?　ぎゃっははっはっは──っ！　だから諦めな、このド振ふられ寝ね取とられ野や郎ろう！　ふっはははっは、ザマ見ろ!?　お前が長年想おもい続けた女は、とっくに別の男のモノになっていましたというわけだぁあああっはっははははははははは──ッ！　ぷぎゃぁああああっはっははははははははははは──ッ!?」

　しかし、どうもグレンは空気を読みすぎている……というか、レオスに吠ほえ面づらさえかかせればなんだっていい、と開き直っているようなきらいがあった。

　レオスを指さし、腹を抱かかえてバカ笑いをするグレン。

　人を煽あおって怒おこらせる術に位階があれば、即そく、第七階梯セプテンデを拝命できるグレンの物言いと顔芸に、レオスが表情を怒いかりと屈くつ辱じよくに歪ゆがめていく。

「ちょ、ちょっと、バカ！　や、やり過ぎよ……ッ!?」

　システィーナの声を潜ひそめた非難は、加熱するグレンとレオスの二人には届かなかった。

「噓だッ！　私のシスティーナが貴方あなたのような下品な男と──」

「噓じゃねーぜ？　事実、俺達は恋れん愛あいのＡＢＣなんざとっくに卒業しちまってんだ。昨夜だって、この白猫ちゃんは実に可愛かわいらしい鳴き声を俺に聞かせてくれてたんだぜ？　俺の部屋のベッドの上で──」

「このバカぁあああああああああああああああああ──ッ！」

「──なぎゃぁああああああああああああああああ──ッ!?」

　その瞬間、グレンはシスティーナの放った上段回し蹴げりに蹴り倒たおされていた。

「な、ななな何バカなこと言ってるのよ!?　まだ、Ａまでしかいってないわよ!?」

　顔を真っ赤にして動揺するシスティーナは自分が何を言っているのか、いまいち理解していなかった。

（あ、あちゃあ……システィ……それはまずいよ……）

　なぜか突然、飛び出していったグレンの動向を心配そうに見守っていたルミアが、周囲を見み渡わたす。

　見れば、先ほどまでは閑かん散さんとしていたのだが、今はグレン達が漂ただよわせるこのただならない雰ふん囲い気きに、いつの間にかぽつぽつと人が集まって来ていた。

（こ、これは噂うわさになっちゃうかも……）

　グレンの妄もう言げんだけなら、いつものことだと流されたはずだ。

　だが、システィーナのやけにピンポイントなリアクションが、グレンとシスティーナが恋人同士であるという噓に、妙みような信しん憑ぴよう性せいを与あたえてしまったのである。

「まさか……ほ、本当……なのですか……ッ!?」

　そして事実、レオスは二人のその場限りの噓を、すっかり信じてしまっていた。

「い、痛いてて……あ、ああ、本当だとも……」

　白猫のやつ、何言ってんだ？　とでも言いたげな目で、グレンが立ち上がる。

「てなわけで、諦めな。……別にいいだろ？　お前なら女に不自由することなんか──」

「ふざけないでくださいッ！」

　すると、突とつ如じよ、レオスが激げき昂こうしてグレンに詰つめ寄った。

「私はシスティーナの婚約者フイアンセなんです！　ずっと彼女だけを見続けてきた──今さら諦めることなどできるはずがない！」

「ふーん……つまり、お前は白猫から手を引くつもりはないと？　これからも白猫に迫せまり続けると？」

「当然です！　彼女が貴方と交際しているのだって、ほんの一時の気の迷いに決まっています！　彼女は私と一緒になるべき人だ！　私と一緒になることが……彼女が幸せになれる唯ゆい一いつの道なのです！」

「はぁ……」

　グレンが呆あきれたように、苛いら立だったように、ため息を吐つく。

「見たところ……白猫はお前に対しちゃ満まん更ざらでもねえようだ。確かに、お前の言うことも一理あるし……実際、白猫を幸せにできるのは、俺じゃなくてお前の方なのかもな。俺は身を引くべきなのかもしれん……」

　そんなことを語り始めたグレンは、先ほどまでの煽りっぷりはどこへやら。

「だがな。確かに無む謀ぼうな夢かもしれんが、せめて白猫が納なつ得とくするまで好きにやらせてやっちゃくれねーか？　後押ししろとは言わねーが……そのくらい待ってやれねーのか？」

　なぜか一転して真しん摯しな表情であった。

「駄だ目めですね。相手のことを思うからこそ、早く現実を教えてあげるべきでしょう？」

　だが──対するレオスは、グレンの真しん剣けんな言葉を、さらりと受け流す。

「女性の幸せは家庭の中にこそあります。魔ま導どう考古学になど関かかわっている限りシスティーナは幸せになれません。ゆえに、私と一緒になるからには魔導考古学からはすっぱりと手を切ってもらいます。当然でしょう？　それがシスティーナのためなのですから」

　そんなレオスの物言いに、システィーナが悲しげに俯うつむきながら押し黙だまる。

　恐おそらく実感しているのだろう。幼い頃ころ、自分の憧あこがれだった人は……もう自分とは決定的なまでに相あい容いれぬ存在になってしまったのだと。

「そして今、確信しました。システィーナをただ甘やかすだけの貴方は、やはりシスティーナに相応ふさわしい男ではない」

　そう言うレオスの顔は、先ほどまでの穏おだやかな紳しん士し然としたものではなかった。

「覚かく悟ごしてください、グレン＝レーダス。あらゆる手段を尽つくして……私はきっと、貴方からシスティーナを取り返してみせます。クライトスを敵に回したことを、必ず後悔させてあげましょう……」

　一変して、攻こう撃げき的で冷れい酷こくな目となったレオスは、まるで別人のようだ。

　そのレオスの豹ひよう変へんぶりに、システィーナは思わず息を吞のむ。

「ちょ、ちょっと待って、レオス！　そんな……クライトスを敵に回すとかじゃなくて……ッ!?　そ、その、やっぱり本当のこと話すわ！　私と先生は──」

　思わぬ事態へと流れてしまった話に、システィーナが慌てて弁明しようとするが。

「ふーん、それが……お前の本ほん性しようか」

　妙に落ち着き払はらったグレンがシスティーナを制し、左手の手て袋ぶくろに手をかけ……

「俺もよーく、わかった。やっぱ、お前に白しろ猫ねこは渡わたせんわ」

　その手袋を外し……

「……えっ？　先生……？」

「俺は白猫の恋人、お前は親同士が決めた白猫の許嫁……条件的には互ご角かくだな？　こりゃどっちが白猫を娶めとるに相応しいか、白黒はっきりつけなきゃなんねーよな？」

　グレンは手首のスナップを利きかせ……レオスにその手袋を投げつけていた。

「な──」

「それがお前に受けられるか？」

　その場に居合わせ、様子を見守っていた全すべての傍ぼう観かん者達の間に緊きん張ちようが走る。

「決けつ闘とうだ。白猫を賭かけて勝負しようぜ？　レオスさんよ。俺が勝ったら、白猫は俺のモノだ。お前は白猫から完全に手を引け。白猫の前にもう二度と姿を見せるな」

「ちょ、ちょっと先生!?　決闘なんて……しかも勝手に人を賞品にして……ッ!?」

　グレンを止めようとするシスティーナだったが、遅おそかった。

「ふっ……これは願ってもいない好機ですね」

　レオスは悠ゆう然ぜんとした所作で、グレンの手袋を拾い上げた。

「この決闘はむしろ望むところ……いいのですか？　私が勝てば、システィーナは私のもの……貴方にこそシスティーナから完全に手を引いて貰もらいますが？」

「いいぜ？　どーせ、俺の勝ちだし」

「ふん……貴方の吠ほえ面づら、是ぜ非ひ見てみたくなりました……」

　互たがいに不敵に、嚙かみつき合うように笑い合うと、レオスはくるりと踵きびすを返す。

「では、今日はこの辺で。決闘の方式と日時は後日、ゆっくりと話し合いましょう」

　そう言い残して去って行くレオス。

　固かた唾ずを吞んでその様子を見守る一同──いつの間にか随ずい分ぶんと野次馬が増えている。

　皆みな、顔を見合わせて、ひそひそと噂話に夢中だ。

　そして。

「この、おバカ──ッ!?　なんってことしてくれたのよッ!?」

　レオスの姿が見えなくなるや否いなや、顔を真っ赤に染め上げたシスティーナが、グレンの胸むな倉ぐらを摑つかんでガクガク揺ゆすりながら吠え立てる。

「ふっ、やっちゃったぜ☆」

　対するグレンは、憎にくたらしいまでに清すが々すがしい笑え顔がおでサムズアップだ。

「やっちゃったぜ☆　じゃないでしょ!?　そりゃ先生を勝手に巻き込んだ私も悪いけど！　それにしたって、もっとやりようってものがあるでしょ!?　なんでこんなことになっちゃったのよ!?」

　すると、グレンはしばらくの間、どこか虚うつろな表情で押し黙り……

「くっくっく……」

　やがて、肩かたを震ふるわせながら、低く笑い始めた。

「な……なんですか？　その笑いは……」

「いや、何……実は俺、気付いちまってな……」

「……え？　気付いたって……何にですか？」

「いや、お前の家ってさ……実は結構、金持ちだよな？　歴史ある魔術の名門だし。つまり……これって、もし俺が勝てば……逆玉じゃね？」

　何の前まえ触ぶれもなく飛び出た、未いまだかつてない最低最悪の発言に。

　システィーナは、思わず口をぽかーんと開けて、硬こう直ちよくした。

「いやぁー、ついノリでとんでもないことやらかしちまったなーとか思ったけど！　よくよく考えてみれば、これ滅め茶ちや苦く茶ちや、大チャンスなんだよな!?　このどさくさに紛まぎれてお前とくっつけば、俺、もう働かなくていいじゃんッ！」

　わなわなと、システィーナが震え始める。

「あっれー？　何かな、その不服そうな顔は。だってボク達、将来を誓い合った恋人同士じゃん？　キミ自身がそう言ったじゃん？　公衆の面前で、はっきりそう宣言しちゃったじゃん？　まさか忘れたのカナー？」

「こ、この……」

「てなわけで、このビッグウェーブに乗るっきゃねえ!?　俺が働かずに暮らせる、明るく楽しく希望に満ち溢あふれすぎちゃった輝かがやかしい未来のために──」

「《バカァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア》──ッ！」

　システィーナが起動した【ゲイル・ブロウ】の突とつ風ぷうに、グレンがすっ飛んでいく。

「な……なんだか、大変なことになっちゃった……どうなるんだろう？」

　動向を見守っていたルミアの苦笑いも、どこか不安に揺れていて……

「ねぇ、ルミア。……ＡＢＣって、何？　美味おいしいの？」

「うーん、ちょっとリィエルにはまだ早いかなぁ」

「……？」

　いまいち状じよう況きようを理解していないリィエルが、不思議そうに小首を傾かしげるのであった。








第二章　決けつ闘とう、魔ま導どう戦術演習









　──フェジテ市内に設けられた、とある上流階級層用の高級ホテルの一室にて。

「どうだったかい？　レオス」

「やれやれ……貴方あなたの言うとおりでしたよ」

　レオスが何者かと話していた。

「貴方の筋書き通り、グレンという男がしゃしゃり出てきました。凄すごいですね……かなりの確率で決闘を仕し掛かけてくるという貴方の読みは……予言者ですか？」

「そうじゃない。僕がやっているのは、ただの行動予測さ。まぁ、ちょっとした裏うら技わざで、僕は人よりかなり高い精度で、それができる……ということは否定しないけどね」

　その薄うすく笑う何者か──山やま高たか帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶった、リボンタイにフロックコート姿のその男は、レオスの馬車の御ぎよ者しやを務めていた青年だった。

「あの男は、未いまだ頑かたくなに、あの娘むすめのことを『白猫』と呼んでいる。ゆえに相当な高確率でそういう展開になると計算結果が出ているんだ。ははは……なんとも皮肉で涙なみだぐましいものさ。あの男には彼女は『白猫』であり、あの女とは違ちがう……無意識のうちに、自分にそう言い聞かせているらしいね」

「あの女とは……？」

「おっと、それはこっちの話だ。忘れてくれ、レオス」

「……ええ、忘れましょう」

　レオスは興味もないのか、不自然なほど、あっさりと引き下がる。

「まぁ、それにしても……なんとも上手うまく釣つれたものだな。グレンを『その気』にさせるシナリオは、この他ほかにも数十パターンほど用意してあったんだが……まぁ、てっとり早くていいさ。多少、拍ひよう子し抜ぬけもするけどね」

　御者の青年がそんなことを呟つぶやくと、レオスは肩を竦すくめておどけてみせた。

「ええ、そうですね。今回の件で、私は必ずシスティーナを落としてみせます。彼女を私のものにすれば、フィーベル家も手に入る……あの魔術の名門フィーベル家が私の傘さん下かに入れば、クライトス主家筋の権けん威いは絶対的なものになります。あの忌いま々いましい分家筋の連中を完かん璧ぺきに黙らせ、クライトス伯はく爵しやく家は、いずれ完全に私のものとなるでしょう」

「…………」

　微び妙みように会話が嚙み合ってないが、御者の青年は特に気にした様子を見せない。

「そう……クライトス家は、この世の栄光は、全て私のものなのです……ッ！」

　野望に燃えて陶とう酔すいするレオスに、御者はくるりと背を向け、帽子を深く被り直した。

「そう、それでいい……レオス。グレンを相手にせいぜい踊おどれ……君は僕の『正義』の礎いしずえとなるんだ……」

　そう呟く御者の青年の口元は、どこまでも冷ややかに歪ゆがんでいた──




　グレンがレオスに対して喧けん嘩かを売った、次の日。

　グレンとレオスが、とある女子生徒の伴はん侶りよの座を賭けて決闘をする……その噂うわさは瞬またたく間に学院中へと知れ渡ることとなった。

「おいおい、まじかよ……？　あの問題講師が、また何かやらかすのか……？」

「実は、レオス先生とシスティーナは、両親が決めた正式な許嫁いいなずけ同士らしいぜ……？」

「な、なるほど……二人とも名家出身だからな……有り得る話だ……」

「要するに、グレン先生の横紙破りかよ……み、みっともねぇ……」

「逆玉の輿こしを狙ねらってるんだってさ……あの人らしいや……」

「許嫁のレオス先生はいいとして、一教師が女子生徒に手を出すなよ……」

「グレン先生、頑がん張ばってぇ……レオス様をあんな女に渡さないでぇ……」

「そんなことより一人の女性を巡めぐって、二人の男性が争うなんて！　きゃーっ！　きゃーっ！　ロマンよぉーっ！」

　以来、学院内の話題はこの決闘話で持ちきりだ。

　グレンとレオス、どちらが勝つか。どんな決闘方式で勝負を決するのか。二人の動向に否いや応おうなく注目は集まっていく。

　そして──

「……魔導戦術演習？」

　授業時間の合間の休み時間。

　グレンの下もとにやってきたレオスが提示した決闘方式に、グレンは眉まゆをひそめていた。

「ええ。今、私が臨時で必修授業を担当しているクラスと、貴方の担当しているクラス、今度、魔導戦術演習の合同授業があるでしょう？　それで決着をつけましょう」

「つまり、魔術講師……指導者としての手しゆ腕わんで勝負する……ってことか？」

「……まぁ、平たく言えばそうなりますね」

　魔術そのものを学ぶのではなく、魔術師同士の戦いにおける基き礎そ的な戦せん闘とう理論や、魔術を使用した戦術、戦闘技能を学ぶ魔導戦術論という授業がある。魔導戦術演習とは、読んで字の如ごとく魔導戦術論の演習授業だ。

　生徒同士で一対一の模も擬ぎ魔術戦を行わせたり、ゴーレムを相手に魔術で戦わせたりと、戦闘能力的な意味においての、魔術師の実力向上を図はかる授業である。

「私と貴方、どちらがシスティーナに相応ふさわしい男か決めるには最適な方法でしょう？」

「ちょ、ちょっと待ってよ、レオス！」

　そのやりとりを聞いていたシスティーナが慌あわてて割って入る。

「それは不公平よ！　だって今度の魔導戦術演習は──魔導兵団戦じゃない！」

　魔導兵団戦。魔術師の集団戦を生徒達に経験させる──いわば、実戦場における魔術師の戦術的な心構えを学ぶための模擬魔術戦──魔導兵の軍事演習のようなものだ。

　この模擬戦において、生徒達はクラスごとに一つの魔導兵部隊となって、担当講師の指揮下で動き、他のクラスの講師が指揮する部隊と集団戦をすることになる。

　帝てい国こく政府は、魔術師を諸外国に対する潜せん在ざい的な戦力とも捉とらえており、いざ国難の際には学院の魔術師の卵達すら戦力として扱あつかうことも視野に入れている。無論、そうなった例は少ないが、例えば四十年前の『奉ほう神しん戦争』では、戦争の末期には魔術学院から有志の学徒出しゆつ陣じんがあり、そのおかげで辛かろうじて勝利を拾えたとも言われている。

　そういった理由で、アルザーノ帝国魔術学院の授業では、良くも悪くも魔導兵団戦のカリキュラムが組まれており、特に男子生徒には必修となっている。

　そして、システィーナがこの魔導兵団戦を不公平と言った最大の理由は──

「魔導兵団戦なんて──貴方の専門分野じゃない、レオス！」

　システィーナの指し摘てきに、レオスが薄く微笑ほほえんだ。

　軍用魔術の研究は、何も高い殺傷能力を持つ戦争用の呪じゆ文もんを開発・改良するだけではない。呪文の運用法や魔導兵の戦術・戦略に関する研究も含ふくまれている。

　つまり、常つね日ひ頃ごろそれを専門に研究しているレオスに、圧あつ倒とう的てきに有利な条件と言えた。

「何か問題でも？　決闘のルールを決める優先権は決闘の受理側にあります。それに得手不得手はあるかもしれませんが、条件そのものは互たがいに平等、違いますか？」

「そ、それはそうだけど……」

　システィーナは押し黙だまるグレンと余よ裕ゆうの表情のレオスを、交こう互ごに見比べた。

　レオスは明らかに勝ちに来ている。

　決闘の受理側であることをいいことに、自分に有利なルールを提示している。

　だが。

「いいぜ、それで受けて立ってやる」

「せ、先生……」

　グレンの即そく答とうに、システィーナは戸と惑まどいを隠かくせない。

「ふふ、なかなか剛ごう毅きな御お方かたですね。てっきり、ごねると思いましたが」

「はっ、お前の土俵でお前をボコってやらねーと、どーせ俺が勝っても、お前、白しろ猫ねこのこと諦あきらめねーだろ？」

「……精々、後こう悔かいしないでくださいね？」

　ほんの少し、表情の端はしに不ふ愉ゆ快かいそうなものを浮うかべ、レオスが踵きびすを返していく。

　その場に居合わせ、遠巻きにその様子を眺ながめていた生徒達ははらはらしながら、レオスの背中を見送っていた──




　──で。

　そんなこんなで、グレンが担当する二組のクラスにて。

「俺が見事、白猫とくっついて逆玉の輿、夢の無職引きこもり生活をゲットするために──今からお前らに魔導兵団戦の特別授業を行う！」

「「「「ふっざけんなぁああああああああああああああああああ──ッ!?」」」」

　教きよう壇だんに立つや否いなや、突とつ然ぜんの授業内容変へん更こうを宣言したグレンに、当然クラス中が非ひ難なん囂ごう々ごうとなった。

「俺達を巻き込まないでくださいよ!?」

「そうだそうだ！　ちゃんと授業しろーッ！」

　ぶいぶい文句を言う生徒達。

　当然である。本来の時間割ならば、これから始まるのは黒魔術の授業なのだから。

「ええい、うっさい！　各必修授業の進行は担当講師の裁量に任されてるんだぞ!?」

「う……」

「いやぁ、俺も本当はお前らを巻き込むようなことしたくねーんだけど……そいえば、ちょうど黒魔術の授業はちょおっと進んでて、魔導戦術論の授業はちょおっと遅おくれているなぁ……ここは仕方なく、予定を変更するしかないなぁ……あくまで、仕　方　な　く」

「さすが先生……普ふ通つうの講師は絶対しないことを平然とやってのける……」

「そこに痺しびれないし、憧あこがれない……」

「なんかもう、必死過ぎる……そんなに逆玉の輿がいいんすか……？」

　最も早はや、呆あきれ果て、諦めきった顔の生徒達。

　システィーナに到いたっては、顔を怒いかりで真っ赤に染めてぶるぶると震ふるえていた。

　だが一応、グレンの言うことにも一理あるので、説教はできないようである。

「ふん。先生の決闘の行方ゆくえになど興味ありませんが……どうせ無む駄だですよ」

　と、その時。

　冷ややかな言葉が、ざわめく教室内に冷や水を浴びせる。

　丸眼鏡をかけ、皮肉げな冷れい笑しようを浮かべる男子生徒──ギイブルだ。

「ほう……無理、とは？」

「だって、このクラスには、僕とかシスティーナとか、ウェンディとか、戦力として使える魔ま術じゆつ師しが数えるほどしかいませんよね？　この模擬戦で使用可能な呪文は決まっていますから、インチキ錬れん金きん術じゆつ一いつ辺ぺん倒とうのリィエルは戦力になりませんし」

　ギイブルの遠えん慮りよない物言いに、クラス一同、むっとするが、それはある意味事実だ。

　グレンの担当する二組のクラスの生徒達は、ごく一部を除いて、どんぐりの背比べだ。

　一方、レオスが臨時で担当しているクラスは成績優ゆうし秀ゆう者達が集まっており、ハーレイの担当クラスに次ぐとされている。

　さらに、この魔導兵団戦は魔術競技祭のように個々の尖とがった分野で競きそえるものではなく、全員、同条件で、同じ競い合いに挑いどまなければならない。

　ゆえに、そんなクラスと模擬軍団戦をやったところで勝負にならない……というのがギイブルのみならず、グレンのクラスの生徒一同の共通見解であった。

　だが。

「なーに言ってんだ。現時点で、このクラスで使い物になるやつなんか一人もいねーよ。ぶっちゃけ、お前みてーなやつが一番、使えん」

「な──」

　グレンにばっさりと切り返され、ギイブルは口をぱくぱくさせた。

　同時にクラス中がどよめく。ギイブルはこのクラスにおいてはシスティーナに次ぐ第二位の成績優秀者で、学年全体から見ても相当上位に入るほどだ。

　そんなギイブルが一番使えない──謎なぞの物言いに、否応なくグレンへと注目が集まる。

「さて、さっそく魔導兵団戦……戦場における魔術師の戦い方、心得ってやつを教えようかと思うんだが……まず、始めに。お前らは多分、盛せい大だいに勘かん違ちがいしてる」

　生徒達の注視の中、グレンが肩かたを竦すくめる。

「魔術師の戦場に──英えい雄ゆうはいない」

　そんな宣言から、グレンの特別授業は始まった。




　…………。

　……時間は飛ぶように流れ、それから数日後。

（……まぁ、あいつらに教えられるだけのことは教えた……ちょいとした『仕込み』の準備も終わったし……後は俺が指揮官として、あいつらをどう動かすか、それ次し第だいか）

　夜のフェジテの繁はん華か街がいを、グレンが一人黙もく々もくと歩いていた。

（しっかし……あいつらには、さすがに申し訳ないな……俺の個人的な我が儘ままに巻きこんじまって……だが、俺は……あの男が……）

　ふとグレンの脳のう裏りに、あの完かん璧ぺきすぎる紳しん士し風の男の冷笑が思い浮かぶ。

（くそ……レオス……あの男だけは……）

　ふぅ、と息を吐はいて、昂たかぶりかけた気を落ち着けようとするグレン。今、考えてもどうしようもないことだ。

　気分を切り替かえ、グレンは淡たん々たんと歩を進めていく。

　しつこい客引きをスルーしながら、賑にぎやかな繁華街に背を向け、とある路地裏へ。

　人と熱気で溢あふれる表通りとは裏腹に、ひんやりとした人気のない路地裏を進んでいくと……やがて奥まった場所にひっそりと隠れるように据すえられた、場末のバーが現れる。

　知る人ぞ知る隠し店のような趣おもむきのその店に、グレンは迷わず足を踏ふみ入れた。

　店内は薄うす暗ぐらく、客は殆ほとんどいない。所々に設置されたランタンの火が店内をぼんやりと淡あわく暗くら闇やみから浮かび上がらせている。

　奥にはカウンター席。店内に並ぶテーブル席は、席ごとに仕切りが立てられ、個室のような案配になっている。

　この店は客に対して徹てつ底ていした秘密厳守・非ひ干かん渉しようを貫つらぬくことが売りの店で、貴族や政治家、あるいはスネに傷持つ裏社会の住人達などが、密談・密会に使うような店なのだ。

　そんな店内のカウンター席、その端の席に。

「……遅おそかったな。二分遅ち刻こくだ」

　先客が居た。

「うっせーな、二分くらい誤差の範はん疇ちゆうだろうが」

　グレンはその先客の男の隣となりに迷わず腰こしかけ、毒突づく。

　不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らし、グレンを流し見るその男は……アルベルトであった。

「また何やら、派手に動いているようだな、グレン」

「ま、お前なら当然、こっちの状じよう況きようも把は握あくしているか」

「惚ほれてもいない女を賭かけて勝負など……下げ衆すの極きわみだ。少しはシスティーナ＝フィーベルに申し訳ないと思わないのか？」

「はっ……いーじゃねーか？　成功して白猫とくっついちまえば、もう働かなくていいんだぜ？　こんな逆玉の輿こし、滅めつ多たにねーよ。こりゃ乗るっきゃねーよなぁ？」

　にやりと口の端を吊つり上げ、くっくっと喉のどを鳴らして笑うグレン。

「……セラ＝シルヴァース、か」

　だが、アルベルトが不意に言い捨てた女性の名前に、グレンがはっと硬こう直ちよくする。

「前から薄々感じていた。確かにフィーベルは、セラに似てるな……何処どこか面おも影かげがある」

「…………」

「成る程ほど、道理でお前がフィーベルを頑かたくななまでに『白猫』と呼び、魔術戦の手て解ほどきまでしてやる程、甘やかすのか……合点がいった」

「ふ──」

「お前はセラの代わりをあの娘むすめに求──」

「ふざけんな──ッ！」

　突とつ如じよ、グレンがカウンターに拳こぶしを叩たたき付け、思わず上げた怒ど声せいが店中に響ひびき渡わたる。

　もとより静まりかえっていた店内が、さらにしんと静まり返った。

「テメェ、言って良いことと悪いことがあんだろッ!?　俺はただ──」

　そこまで激げき昂こうしかけて、突如、何かに気付いたように口ごもるグレン。

「……只ただ、なんだ？　何故なぜ、言い淀よどむ？　逆玉の輿が目当てなのだろう？」

　グレンはアルベルトの誘ゆう導どう尋じん問もんに、見事引っかかってしまったことに気付いた。

　つい口ごもったのも拙まずかった。これでは逆玉狙ねらいが噓うそだと白状したも同然だ。

「ふん、相変わらずのお人ひと好よしめ。いや、この場合、独善的な馬ば鹿かか？　まぁ、いい。何いずれにせよ、精々憎にくまれ役を演じ、道どう化けのように踊おどれ」

「……ちっ、いちいち人のコト見み透すかしやがって……相変わらず嫌いやなヤロウだぜ」

　この手の心理戦となると、どうもグレンはアルベルトに敵かなわない。もっとも、アルベルトには敵わない部分の方が圧倒的に多いのだが。

「ところでお前……なんでまた突然、俺と接せつ触しよくした？」

　グレンはアルベルトの使い魔が届けたメッセージの端は切ぎれをちらりと見せながら、神しん妙みように尋たずねる。

　アルベルトはしばらくの間、重苦しい沈ちん黙もくを保ち──恐おそらく探査魔術で周囲の様子を確かく認にんしているのだろう──そして、不意に言った。

「このフェジテに『天使の塵エンジエル・ダスト』が、何者かの手によって持ち込まれている」

「な──ッ!?」

　瞬しゆん時じに、グレンは顔を驚きよう愕がくに強こわ張ばらせ、真っ青になって、絶句した。

「最近、謎の変死体がこのフェジテの彼方此方あちこちで連日のように発見された話は？」

「あ、ああ、知ってる……セリカのやつが妙みように気にしていたが……まさか……？」

「そうだ。その遺体から『天使の塵エンジエル・ダスト』が検出された。つまり遺体は『天使の塵エンジエル・ダスト』の初期投とう与よ反動に耐たえられなかった中毒死者だ」

　天使の塵エンジエル・ダスト。それは錬れん金きん術じゆつの悪夢とも言われている最悪の魔薬ドラツグだ。

　被ひ投与者の思考と感情を完全に掌しよう握あくし、筋力の自己制限機能を外し、ただ投与者の命令を忠実なまでにこなす無敵の兵士を作ることを目的として開発された魔薬ドラツグ。

　一度この薬を投与された人間は確実に廃はい人じんと化し、もう二度と元には戻もどらない上、定期的に『天使の塵エンジエル・ダスト』を投与されなければ、たちどころに凄すさまじい禁断症しよう状じようと共に肉体が崩ほう壊かいし、死に至る。投与を続けてもいずれ末期中毒症状で死に至る。

　たった一度の使用で、肉体的に生きてはいても、人としては死んだも同然となるのだ。

　この魔薬ドラツグの中毒者は、死霊術師ネクロマンサーが使し役えきする屍人ゾンビと似たような存在でありながら、生み出すのに、死し霊れい術じゆつのような手て間ま暇ひまかけた儀ぎ式しきがまったく必要ない。

　他者に投与するだけで、屍人ゾンビ同然の強力な下げ僕ぼくを、お手軽に量産できる凶きよう悪あく極きわまりない魔薬ドラツグであるがゆえに──皮肉をこめてこう呼ばれるのだ。

　死者を迎むかえに来た天使の羽粉──すなわち、『天使の塵エンジエル・ダスト』、と。

「馬鹿なッ!?　『天使の塵エンジエル・ダスト』に関する研究資料と製法は、一年とちょっと前のあの事件で全すべて抹まつ消しようされたはずだ！　あの高度な錬金術知識を要する複ふく雑ざつ怪かい奇きな製法……正確な製法抜ぬきに『天使の塵エンジエル・ダスト』を再現するなんて不可能だッ！　『天使の塵エンジエル・ダスト』は、もうとっくに失伝魔術ロスト・ミステイツクなんだよ!?」

「その通りだ。そして唯ゆい一いつ『天使の塵エンジエル・ダスト』の製法を自身の頭の中だけで完全把握していた規格外のあの男は──一年余前、お前と……セラが始末した」

　ぎりっ、とグレンが拳を握にぎり固める。

「だったら、なんでまた──」

「それがわかれば苦労は無い。現在、政府上層部はこの事態をかなり重く見ている……軍は勿もち論ろん、魔導省の高級官かん僚りよう達たちも総出で、この事件の調査に当たっている……無理も無い、かつてこの魔薬ドラツグが引き起こした甚じん大だいな被ひ害がいを思えばな」

　アルベルトも、『天使の塵エンジエル・ダスト』にまつわる一年余前の事件を思い出したのだろう。忌いま々いましそうに鼻を鳴らしていた。

「急きゆう遽きよ、俺も暫しばらくこの『天使の塵エンジエル・ダスト』の出所に関する調査に当たる事が決定した。王女の護衛はリィエルに一任される。以前は不安だったが、今の奴やつならば大だい丈じよう夫ぶだろう」

「まーな。今のリィエルの、ルミア好き好きオーラは半はん端ぱじゃねーしな……」

　確かにリィエルは変わった。以前のように言われるだけのことを機械のように淡々とこなす操あやつり人形じみた少女とは違う。今のリィエルならば、大事な友達として、守るべき者として、ルミアを命いのち懸がけで守るだろう。

「こんな事を、お前に言うのも筋すじ違ちがいだが……お前も王女や生徒達の身辺には気を付けてやれ。天の智ち慧え研究会……どういうわけか最近は大人しいが……この『天使の塵エンジエル・ダスト』の件、ひょっとしたら連中が裏で一枚嚙かんでいるやもしれん」

「…………なぁ、アルベルト……」

　何を思ったか、グレンがアルベルトに何かを言いかけた、次の瞬間。

「断る」

　アルベルトは即そく答とうしていた。

「ま、まだ何も言ってねーだろ……」

「お前の言いたい事などお見通しだ。大方、『俺も天使の塵エンジエル・ダストの出所調査に参加させろ』……だろう？」

「ぐ……」

　正に図星で、苦い顔で押し黙だまるグレン。

「だろうな。こんな所に『天使の塵エンジエル・ダスト』が出回っているようでは、セラは何の為ために死んだのか分からなくなるからな」

「そ、そこまでわかってるなら──」

　ぎろりと、アルベルトの鋭するどい視線で射い貫ぬかれ、グレンは思わず押し黙る。

「仮にもお前の教え子……リィエルや王女が絡からんだ先の事件の時とは状況が違う。お前は関かかわるべきではないし、関わる資格もない」

「い、いや、そりゃそーだが、けどよ……ッ！」

「お互たがい道を違たがえはしたが、望む物は同じ……お前をそんな一応の信しん頼らいを置ける仲間だと認識しているからこそ、万が一の事態を考こう慮りよし、情報共有をした……それだけだ。決してお前の助力が必要だからではない」

　どうやらアルベルトはアルベルトなりに、以前、任務のためとはいえ、肝かん心じん要かなめの情報を伏ふせたことに物思うものがあったらしい。

「だ、だが……」

「それにお前は既すでに魔導士ではない。教師だ」

「！」

　アルベルトの指し摘てきに、グレンは今度こそ何も言えなくなってしまう。

「魔導士である俺にしか為なせない事、責務があるように……教師であるお前にしか為せない事、責務がある筈はずだ。その責務を果たせ。尤もつとも──」

　アルベルトが席を立つ。

「教師が一人の女子生徒を取り合い、道化を演じているようでは、教師としての責務を果たすなど夢のまた夢だろうがな」

　もう話は終わりだと言わんばかりに、アルベルトはそのまま音もなく去って行った。

「ちっ……わかってるよ、ンなの」

　アルベルトが去った後、グレンは苦々しい表情で頭を搔かいた。

「だが……それでも、俺は……」

　そのグレンの呟つぶやきを聞く者は誰だれ一人いなかった……。




　……。

　…………。

　……夢を、見る。

　それは、今となっては遠い日の物語。

　俺が帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団の魔導士だった頃ころの記き憶おくだ。

　思い返せば、最初は単純に魔術が好きだった。そして、魔術が好きだったから、絵本に出てくるような、皆みんなを救える『正義の魔法使い』になりたかった。

　かつて子供の頃、俺はとある理り不ふ尽じんな事件に巻き込まれ、何もかもを失い、魔術師に……セリカに救われたから、より一層強くそう思うようになったのかもしれない。

　とにかく俺は、絵本に出てくるような『正義の魔法使い』になりたくて、セリカのような凄すごい魔術師に憧あこがれた。

　自分に魔術の才能がないことはわかっていたが……必死に努力すれば、いつか自分も皆を救える『正義の魔法使い』になれる……と思っていた。必死に頑がん張ばれば、魔法の杖つえの一ひと振ふりで、皆を幸せにする『正義の魔法使い』になれる……と信じていた。

　そんな甘い理想を胸に、俺は成長し……やがて魔導士となり……子供の頃の夢が叶かなったと浮うかれ……

　そして、すぐに挫ざ折せつした。

　まず、好きだった魔術は、自分が思っていたほど万能で素す晴ばらしい力ではなく、むしろロクでもないことばかりしでかすモノ──人殺しの道具だということに気付いた。

　そして何より、仮令たとえ必要悪の正義だとしても、俺には汚よごれ仕事が決定的に向いてなかった……悪を殺し、己おのが手を汚よごし、その罪に耐えられるほど強くなかったのである。

　現実を思い知り、自分の弱さを知り、この道は自分に向いてないという絶望を知り……どんどん、心が磨すり減へっていく……

　そんな中、それでも俺は、せめて『皆』を救う『正義の魔法使い』たらんとした。

　何か違う。どこか違う。嚙み合ってない。そう思いながらも、俺が魔術師を目指した原初の思い……『正義の魔法使い』を、子供の頃の夢を、諦あきらめきれなかったのだ。

　もう、それだけが過か酷こくな戦いの日々で疲ひ弊へいしていく俺の心の支えだった。

　大好きだった魔術が実はロクでもないもので、人殺しの道具だというならそれでいい。

　この道が自分に向いていない、苦行の道でも構わない。

　だから、せめて。

　せめて、そのロクでもない力で、『皆』を守り、『皆』を幸せにする……『皆』を笑え顔がおにする『正義の魔法使い』になれれば……それでいい。

　そう思って……

　そして、すぐに、それすら挫折してしまった。

　なぜなら、救えないのだ……『皆』を。

　どんなに頑張っても、頑張っても、血ち反吐へどを吐はいて必死に魔術を振るっても……『皆』のうちの何割かは、この手から、為す術すべなく、こぼれ落ちていってしまうのだ。

　力が足りる、足りないの話ではない。

　もし、力が足りないならば、また努力すればいい。

　だが──いかなる至高の奇き跡せきを振るおうが、すべてを過不足なく救うことが現実的に不可能な時があり、誰だれもが笑って終わる幸せな結末には決してならない時がある、ということを……俺は決意を新たにした矢先、痛いほど思い知らされたのだ。

　どうして、あれだけ必死に魔術を学んだのに、俺はこんな子供でもわかる現実を学んでこなかったのか……

　まぁ、要するに。

　魔法の杖の一振りで悪いやつをこらしめ、皆を笑顔にする……絵本に出てくる『正義の魔法使い』など、最初からどこにもいなかったのである。

　そう悟さとってからは、もう毎日が地じ獄ごくだった。

　現実を理解していながら、さりとて理想を捨てることもできず、失意のまま、それでも諦めきれずに夢を追う……そんな中ちゆう途と半はん端ぱさで戦う日々。

　夢を壊こわすばかりで何一つ叶えてくれない魔術に嫌いや気けが差し、向いてない汚れ仕事に心身共に疲つかれ果て、それでも在ありもしない『正義の魔法使い』を目指して戦い続ける日々。

　そんな俺の心が折れることなく、なんとかやっていけたのは、恐おそらく……

「……私は好きだよ？　グレン君の夢」

　今、俺に穏おだやかに微笑ほほえみかけてくれるこの少女の存在のお陰かげだろう。

　セラ＝シルヴァース。

　帝国宮廷魔導士団特務分室所属、執しつ行こう官ナンバー３《女じよ帝てい》。風と歌と共に生きる南原の遊牧民族出身、誇ほこり高きシルヴァース一族の『風の戦いくさ巫み女こ』として風ふう霊れいを無数に従え、風に関する魔術の扱あつかいは帝国宮廷魔導士団随ずい一いちと謳うたわれた《風使い》。

　今となっては夢の中だけの存在とはいえ、その穢けがれなき新雪のように白い髪かみと、雪も欺あざむく白い肌はだ、風の精霊シルフのように神秘的に整った顔立ちは、まるで夢のように美しい。頰ほおや腕うでなど、その華きや奢しやな身体からだのあちこちに、彼女の部族に伝わる何らかの呪じゆ的てきな紋もん様ようが、赤い顔料で複雑に描えがかれているが──普ふ通つうに考えればちょっと奇き妙みようなその意い匠しようすらも、彼女の神秘性を引きたてる装飾アクセサリーに過ぎない。

「とても素敵じゃない？　全すべてを救える『正義の魔法使い』なんて。私も思うもの……そんな人がいてくれたらなって……皆を幸せにできる素敵な魔術だって、きっとこの世界のどこかにあるよ……」

　思えば、彼女だけは……俺の与よ太た話を、夢物語を、肯こう定ていしてくれた。

「だから、グレン君はもっと堂々と胸を張っていいと思う。現実逃とう避ひをしてるんじゃない……ちゃんと現実を知りながら、それでも理想を目指す貴方あなたの志は……きっと何よりも尊いわ。悟ったように全てを割り切り、目指すことを止やめた人に、貴方を貶おとしめる権利なんかない。少なくとも私はそう思う。だから──」

「ふん、うっせーよ、白犬」

　だが、当時からガキっぽかった俺は、数少ない理解者であるセラにこの物言いだ。

「お前に一体、何がわかるんだよ？　ったく、いちいち姉貴ヅラすんなっての」

　照てれ隠かくしなのか、素直じゃないのか、俺はなぜかセラに対してはこういう物言いしかできなかった。まったく、格好悪いったらありゃしない。

「あーっ！　また、私のこと、白犬って言ってぇ～ッ！」

「いいだろ、別に。お前、なんか犬っぽいし……」

「私、犬じゃないもん！　グレン君、嫌きらい！」

　つまらない喧けん嘩かもよくしたけど、同どう僚りよう達の中では、俺とセラはかなり親しかった方だと思う。あまりにも現実を顧かえりみない理想を掲かかげているせいで、ごく一部を除いて敬遠されがちな俺と、まともに親交があった数少ない同僚達のうちの一人だろう。




「こら、駄だ目めでしょ、グレン君！　報告書はきちんと書かないと！」

「ふーんだ、白犬、お前、代わりに書いておいてくれよ、な！」

「こらーっ！　逃にーげーるーなーっ！」




　それは、彼女がほんの少しだけ歳とし下したの俺を、まるで世話の焼ける弟のように思っていた……というのもあるだろうし。




「《風よ集つどえ・集いて紡つむげ・風霊の戦せん陣じん》──グレン君、今だよッ！」

「おうよ──ッ！」




　アルベルトに次いで、数々の任務を共にし、共に数々の修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけた者同士ゆえの友情……というのもあるだろうし。




「ねぇ……グレン君。私にも夢があるの……笑わないで聞いてくれる……？」

「……笑うわけ……ねぇだろ」




　彼女が俺と同様、決して叶わない夢を抱いだいていたがゆえの、共感みたいなものもあったのだろう。




「もう、だらしないなぁ……ちゃんとローブのボタン留めようよ……いい？　ローブの乱れは、心の乱れに繫つながるわけで、そのせいで呪文詠えい唱しよう時じの……くどくどくど……」

「あー、っさい、うっさい！」




　……。




「あれ？　グレン君、風邪かぜ？　なんだか顔、赤いよ？」

「……う、うっさい……顔が近いっつーの……」

「うーん……お熱は……ないみたいだけど……？」

「ひ、額と額合わせて熱計るのやめれッ！　ガキ扱いすんなって!?」




　……。




「ね？　グレン君、美味おいしい？　私の故郷の料理」

「…………美味うまい」

「ふふ、良かった！　いっぱい作ったから、たくさん食べてね？」

「……すっげー意外。白犬、料理できたのか……見るからにぶきっちょそうなのに」




　……とにかく、お節せつ介かいで、世話焼きで、説教臭くさくて、お人ひと好よしで……頼たよりになるようで、どこか危なっかしくて……そんな彼女を俺は──



















「こんな仕事だもの……私もいつか、きっと……」

「……大だい丈じよう夫ぶだ。安心しろ、セラ。俺がお前を守……」

「えっ？」

「あ、……いや、なんでもねぇ」

「あっれれー？　グレン君、今、何を言いかけたのかなー？」

「なんでもないっての！」




　そんな彼女を俺は──多分、好き、だったんだろう。

　あの時の俺は、照れ隠しなのか、ガキだったのか、それを頑かたくなに認めようとしなかったが……俺は、きっと彼女のことが好きだったんだと思う。

　別にいいじゃないか……『皆みんな』を守る『正義の魔ま法ほう使つかい』になんかなれなくても。

　せめて、彼女一人を守れる『正義の魔法使い』になれれば、いいんじゃないか？

　いや、むしろ、そうなりたいのかも──

　せめて、彼女くらいは守ってやりたい──

　そんなことを考えてしまうくらい、俺は彼女のことが好きだったのだ。

　彼女との時間を、心地ここち好く感じていたのだ。

　だから、俺は──




「げほっ……ごほっ……痛い……グレン君……私……」

　致ち命めい傷しようを負って血だまりの中に沈しずんだ、もう助からない彼女を見下ろしたとき──

　俺は、自分に、魔術に、心底絶望したのだ。

　この瞬しゆん間かん、俺の魔術にかけた人生は、今までの苦難の歩みは……全て無む駄だになった。

　この瞬間、もう決定的に、魔術に愛あい想そが尽つきた。

　魔術が人殺しの道具に過ぎないというなら、それでいい。もうとっくに魔術に夢見るのは止めている。なら、せめて人殺しの道具で誰かを守れるなら、それでいい。

　それでも『皆』が無理なら、せめて『自分の手の届く範はん囲い内の人』……それでも駄目なら、せめて『自分の大切な人』だけでも。

　挫ざ折せつして、妥だ協きようして、また挫折して、妥協を重ねて……

　だが、俺は……結局、守ってやりたいと思った女一人、守れなかったではないか。

　一体、なんだ？　俺はなんのために魔術をやってきたんだ？

　なんのために、心を磨すり減へらして戦い続けてきたんだ？

　甘んじて汚きたないことに手を染め続けてきたんだ？

　自分の中でとても大切なものだった魔術を、どんどん嫌いになりながら、それでもせめて『正義の魔法使い』たらんとしてきたのは……一体、なんのためだったんだ？

　こんな風に、己おのれの無力さと絶望を味わって、完かん膚ぷなきまでに夢破れるためか？　二度と立ち上がれなくなるくらい、徹てつ底てい的てきに打ちのめされるためか？

　……なんていうバカな喜劇だ。

「畜ちく生しよう……ッ！　ジャティスの野や郎ろう……よくも……ッ！」

　セラに致命傷を負わせた憎にくい相手の名を呪のろいながら……どこか俺の心は冷えていた。

　だって、セラを直接手にかけたのは、確かにそのジャティスという男だけど。

　セラは……俺を庇かばって、俺の身代わりになったのだ。

　要は……俺のせいで、『正義の魔法使い』たらんとした俺のせいで、セラは死ぬのだ。

「……くそ……セラ……すまねぇ……お、俺は……」

「ううん、いいの……貴方が無事で……良かった……」

　悲ひ嘆たんにくれる俺に、セラは最後の最後の瞬間まで笑いかけてくれた。

　俺のせいで死ぬのに。俺を庇って、死ぬのに。

　まだ、果たしていない夢もセラにはあったのに……俺のために、俺ごときを生かすために……セラは夢破れ、逝いってしまうのだ。

「あぁ……でも……帰りたかったな……夢だった……どこまでも広がる……アルディアの草原と……あの……優やさしい風の匂におい……」

　その時、最も早はや光映さぬその瞳ひとみで、セラが幻視みていたものは……きっと……

「……懐なつかしいな……帰りたい……叶かなうなら……貴方と、一いつ緒しよに……」

「せ、セラ……」

　やはり、口くち惜おしかったのだろう。

　近年、レザリア王国が強引に推進する宗教浄じよう化か政策によって、故郷を攻せめ滅ほろぼされ、故郷を追われた彼女と彼女の一族。

　いつか再び帰る──あの懐かしい故郷へ。

　憎きレザリア王国最大のライバルであるアルザーノ帝てい国こくが、かつて彼女の一族と結んだ旧ふるき盟約に従って、いつかレザリアから彼女の故郷を奪うばい返すことを信じて。

　現在の戦せん況きようと国力差、国際状じよう況きようを鑑かんがみれば、それがほぼ不可能であることを理解しつつも、それでもその細い可能性に縋すがり……そのためにアルザーノ帝国を支え、守り、戦うことを決意した彼女。

　彼女の一族のために、旧き盟約に従い、辛つらく苦しい戦いの道を歩んでいた彼女。

　それが何一つ報むくわれぬまま逝ゆくことに……きっと彼女は悲嘆にくれていたのだろう。

「ねぇ……グレン……く、ん……」

　だから、彼女の最後の一言は……

「…………、……を、……………で……」

　よく聞き取れなかったけど。

　きっと、俺に対する恨うらみ言ごとなのだろう──

　…………。

　……。




　意識の隅すみを微かすかに突つつく、小鳥の囀さえずり。

　目ま蓋ぶたに朝の日の光を感じ、徐じよ々じよに夢の中を彷徨さまよう意識が浮ふ上じようしていく。

「…………」

　むくりと、グレンが無言でベッドから身を起こす。

　ここはグレンの自室。いつものように四方の壁へき面めんを魔術関連書しよ籍せきが納まった書しよ架かで埋うめ尽くした、何の飾かざり気けもない部屋だ。

「……久しぶりに、あいつの夢を見たな……」

　どこか陰いん鬱うつな気分になりながら、グレンが独りごちる。

　疑いようもなく、昨夜、『天使の塵エンジエル・ダスト』についてアルベルトから聞かされたのが原因だ。

　なにせ、セラ＝シルヴァースは、今から一年余前……とある男が『天使の塵エンジエル・ダスト』を使って引き起こした事件で命を落としたのだから。

　そして、グレンはあの一件以来、魔導士を辞やめ、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団を去った。

　誰だれにも、何も語る気は起こらなかった。逃にげたと思われても仕方ない去り方だったし、実際、自分は逃げてしまったのだろう。

「……ったく、最悪の気分だぜ……今日は白しろ猫ねこを賭かけて、決けつ闘とうだっつーのに……」

　こんな貧ひん弱じやくメンタルでは、今から先が思いやられる。

　だが、未いまだ脳のう裏りに残る、おぼろげな夢の中の記き憶おく──印象的な白い髪かみ。

「ああ、そうか……白猫って……あいつに……セラに似てんだな……」

　ふと、そんなことを呟つぶやいて、皮肉げにグレンは口の端はしを吊つり上げた。

　何を今さら。

　そんなこと、もうずっと前から薄うす々うす気付いていたではないか。

　所々セラの面おも影かげがあるのはもちろん、あの新雪のように白い髪も、きめ細やかな白磁の肌はだも。

　表面的な性格や口調は似てないが、その本質……クソ真ま面じ目めで、お節介焼きで説教臭いところなんか、いかにもそっくりだ。

　自分の夢に向かってひたむきなのも……同じだ。

　だけど、グレンは今まで努めてセラとシスティーナを結びつけて考えようとはしなかった。どこかにシスティーナにセラの面影を感じても、完全に素知らぬ振ふりだった。

　だって、かつて自分が守れなかったセラは……自分の罪の象しよう徴ちようだ。

　だから、システィーナを頑なに『白猫』と呼び続けるのは……無論、からかい半分な一面もあるのだろうが……ひょっとしたら、こいつは『白犬セラ』じゃない、『白猫システイーナ』なのだと、自分に無意識のうちに言い聞かせていただけなのかもしれない。

「……はっ、どーでもいい……」

　現在、グレンが居い候そうろうしているこのセリカの屋や敷しきに、主あるじたるセリカはいない。

　先日、魔術学院の地下迷めい宮きゆうの単独調査へと出しゆつ立たつした。

　つまり、これから朝飯の用意は自分で行わなければいけないわけで……グレンにとっては本日の決闘より、そっちの方が大問題のように思えた。

「……ま、なるようになるさ……」

　ん～っと、伸のびを一つし、グレンはベッドから身を下ろしたのだった。




　その日の午後。

　昼食を済ませた後、今回の魔導兵団戦演習に参加する生徒達は、駅馬車を使ってフェジテ東門から東へ延のびるイーサル街道を行く。やがて街道の北側に見えてきた広大なアストリア湖南なん端たん付近の湖こ畔はんに、全生徒が集合する。

　湖に面したほとりに立ち並ぶ緑の木々と色とりどりに咲さいた花。遠くに望む山の稜りよう線せんにかかった白しろ化げ粧しよう。冷たく澄すんだ湖の水……平時ならばのんびり散策を楽しみたい場所だ。

　この湖畔から北西部にかけて、学院が保有する魔術の演習場が広がっているのだ。

「しかしな……グレン先生……マジでマジなのかな……？」

「システィーナのやつ、もし先生が勝ったら、どうする気なんだ……？」

　湖畔に集合した生徒達が、システィーナへちらほらと視線を向ける。

　その視線を肌で感じていたシスティーナは、居い心地ごこち悪そうに身じろぎするしかない。

「流石さすがに、グレン先生は口で言ってるだけだろ……？」

「いやいや、本気かもしれないぞ？　だってグレン先生だし……」

　ロッドとカイが、ひそひそとグレンの真意を探さぐっている。

「つーか、そもそも先生はどうしてレオスに決闘なんか吹ふっかけたんだ？　いくら逆玉狙ねらいっつっても、あの物もの臭ぐさがりがそんな面めん倒どう事に首を突っ込むのも妙みようじゃねーか？」

「まさか……先生、本気でシスティが好き……なのかなぁ？」

「うーん……あの方は、もっと年上の女性の方が好みのような気がするのですが……」

　カッシュが誰もが薄々思っている根本的な疑問を口にし、リンがなぜかほんの少し悲しそうに推察し、テレサがその推察の違い和わ感かんを指し摘てきし……

「きゃーっ！　きゃーっ！　禁断の恋れん愛あいよーっ！　生徒と先生の禁断の恋愛よーっ！」

「ウェンディ……君、そればっかりだね……」

　極上のゴシップを前に大はしゃぎなウェンディに、セシルがため息混じりに応じた（ちなみに、ギイブルはそんな連中ガン無視で、少し離はなれた場所で本を読んでいる）。

　何はともあれ、魔導兵団戦前の緊きん張ちようを紛まぎらわせるためか、生徒達がひっきりなしに、噂うわさ話ばなしに花を咲かせていた……その時だ。

「うるさいぞ、貴様ら！　静せい粛しゆくにしろ！」

　ハーレイが集合する生徒達の前へ現れ、高圧的に一いつ喝かつ。

　途と端たん、しんと静まり返る生徒達。

　ギイブルが忌いま々いましそうに、ぱたんと本を閉じた音が、寒々しく響ひびいた。

「早さつ速そく、これから魔導兵団戦を始めるが……まぁ、生徒諸君らはこの魔導兵団戦演習に参加するのは初めてだろうから、この私が改めてルールから説明してやろう」

　今回の演習において、審しん判ぱん・運営を務める講こう師し陣じんの一人、ハーレイが尊大に言った。

「この魔導兵団戦で大きな怪け我がの心配はない。なにしろ、使用可能な魔術は初等呪じゆ文もんのみ。微び弱じやくな電気線を飛ばして相手を感電させる【ショック・ボルト】、激しい音と振しん動どうで相手を無力化する【スタン・ボール】など、殺傷力が低い学生用の攻性呪文アサルト・スペルだけだ」

　どこか不安げな生徒達を冷たく一いち瞥べつしながら、ハーレイが説明する。

「それらの呪文を、極きわめて殺傷能力が高い軍用魔術と見なし、我々立ち会いの審判員から致ち命めい的てきな負傷ダメージを負ったと判定された者が『戦死』として戦場から除外されていく。万が一の事態に備え、学院の医務室に常勤している法医師先生も、この演習に立ち会ってくれている。遠えん慮りよなく競きそい合うがいい」

「はい、もし怪我をされた方は、遠慮なく申し出てくださいね？」

　学院の法医師──柔やわらかな髪を緩ゆるく三つ編みにした、線の細い、いかにも儚はかなげな印象の年若い美女──セシリアが生徒達に手を振っていた。

「さて！　この演習場は、北はアストリア湖から西へと流れるヨーテ河、南は東へ延びるイーサル街道までと決められている！　それらを越こえて行動した者は『敵前逃とう亡ぼう』と判定して即そく座ざに失格と見なし、チームの減点と共に今回の演習から脱だつ落らくする！」

　生徒達（特に男子）の注意がセシリアの微笑ほほえみに集まりつつある中、簡易的に立てたボードに貼はった地図を、ハーレイが乱暴に叩たたいて、注意を引き戻もどす。

「この地図を見ての通り、北東に環かん状じよう列石遺い跡せきが一つ、南西にも環状列石遺跡が一つある。これをそれぞれのチームの根こん拠きよ地とする。今回はレオス先生の根拠地は北東、グレン＝レーダスの根拠地は南西だ」

　見れば、確かに地図の右上と左下に、古代遺跡のマークがあった。右上がレオス隊、左下がグレン隊の本ほん陣じんとなるのだろう。

「生徒諸君らは指揮官である講師の指揮に従い敵根拠地へ進軍、交戦、敵の根拠地を制圧したら勝利だ。逆に言えば、どんなに敵兵を撃げき破はしても本陣の根拠地を先に敵に抑おさえられたら敗北となる。それをゆめ忘れぬことだ」

　そして、ハーレイは根拠地と根拠地のちょうど中央を指さした。

「地形的に、互たがいの根拠地を目指す進軍ルートは限定されている。中央の平原を一直線に進む平原ルート。北西の森の中を通り抜ぬける森ルート。そして東の丘おかを越える丘ルート……この三つだけだ。どんなに奇きをてらってもこの三つ以外のルートはない。生徒同士の模も擬ぎ演習場ゆえに、そう広いフィールドでもないしな」

　ハーレイが地図中央の平原ルートをさす。

「勤勉な生徒諸君は当然、理解していると思うが──もっとも早く敵拠点に到とう達たつできるのは当然、中央の平原ルートだ。だが、それはお互い様、力ちから尽ずくでの突とつ破ぱは至難の業わざだろう」

　次に、その地図左上──北西回りの森ルートを指す。

「そして、その平原を突っ切るに曲くせ者ものなのが、この横の森だ。中央の平原を攻せめるに容易たやすく、守るに固いこの森、万が一、敵に森を抑えられてしまえば、平原部隊は横よこ殴なぐりに攻め込まれてしまう。たちどころに総そう崩くずれとなるだろう」

　最後に、地図右下──東回りの丘ルートを指す。

「この丘も重要な拠点だ。この高地を抑えられてしまえば、敵から遠えん距きよ離り魔術で狙そ撃げきされ放題だ。だが、生徒諸君が知る呪文では森までは届かないだろうし、敵根拠地に辿たどり着くにはもっとも遠回りなルートだ」

　演習場の概がい要ようをあらかた説明をし終えたハーレイが生徒達に向き直る。

「当然、攻めなければ勝てないし、かといって守りを疎おろそかにしても敵に本陣を押さえられて負けとなる。勝敗を握にぎるのは、どこへ、どのタイミングで、どれだけの戦力を送るか……まるで魔導兵戦術の教科書のような演習場であることは理解しただろう？　もっとも、今回は担当講師の命令を聞いて行動するだけの生徒諸君にとっては詮せん無なきことだがな」

　そして、ハーレイの説明が終わった後で。

「いやぁー、懇こん切せつご丁てい寧ねいなご解説、どうもあざっす！　先せん輩ぱい！」

　グレンがぱちぱちと手を叩きながらハーレイを褒ほめ称たたえていた。

　すると、ハーレイは露ろ骨こつに憎にく々にくしげな表情をグレンへと向ける。

「……ふん！　グレン＝レーダス、貴様、聞いたぞ？　レオス殿どのの許嫁いいなずけのとある女子生徒に粉をかけているんだとな？　それで、その女子生徒をかけて、レオス殿に決闘を吹っかけ、今回の魔導兵団戦で勝負を決するとか……」

「…………」

「レオス殿はわかる。彼は大貴族の嫡ちやく男なんであり、すでに許婚いいなずけがいてもなんらおかしいことではない。だが、貴様は貴族でも何でもない、ただの教師だろう!?　教師が生徒に手を出すとは何事かッ!?　しかも、逆玉狙いだと？　恥はじを知れッ！」

　今回ばっかりは至し極ごくもっともなハーレイの叱しつ責せきを前に……

「あいやー、ハーベスト先輩も知ってらっしゃいましたかー？　いっやー、逆玉ってのも美味おいしいですけど、やっぱ若い子ってのがいいですよねー？　ぴちぴちだし、何より自分色に自由に染めてやれるってのがもう、これが背徳的で蠱こ惑わく的で、ぐっへっへ……」

　グレンはどこまでもゲス極まりない顔だ。

「な、なんて下げ賤せんな……貴様はどこまでクズなのだ……ッ！　後、貴様、頭に『ハ』がつけば何でもいいって思ってるだろ……ッ!?」

　そして、顔を真っ赤にして震ふるえるハーレイは、託たくすような目でレオスに振り返る。

「レオス先生！　本日は期待していますぞッ!?　この魔ま術じゆつ師しとしての誇ほこりも分別の欠片かけらもない最低男に一ひと泡あわ吹ふかせてやってください！　先生の最新の軍用魔術研究の威い力りよくで、このふざけた男に手厳しい教訓を与あたえてやってください！」

「ええ。もっとも……私には負けられない理由がある。言われずとも全力でお相手させていただきますよ」

「……ふん」

　早くも視線で火花を散らし始めるレオスとグレン。

「あ、あの……レオス……私……」

　そんなレオスの下もとに、気まずそうにシスティーナがやってくる。

「気にしなくてもいいですよ、システィーナ」

　システィーナの言いたいことを察したレオスが、優やさしくシスティーナに笑いかける。

「貴女あなたは、貴女のクラスのために全力を出してください。私を気にかける必要はありません。貴女が私に立ち向かってくるのも、また試練なのでしょう……私はきっと、それすら超こえて勝利を、そして貴女を勝ち取ってみせます。だから安心してください」

「レオス……」

　そんな、どこか甘いやり取りがなされる一方、グレンは……

「俺、上手うまく逆玉に乗れたら何しよっかなぁーっ!?　なにせ、もう働かなくてもいいんだしなーっ！　遊んで暮らすぜ、わっはっは！」

「あはは、先生ったらもう……まだ、勝負は始まってもいないんですよ？」

「お、そうだ！　せっかく逆玉で金に余よ裕ゆうできるんだし、ルミア、お前を俺の妾めかけにしてやろうか？　んー？」

「えっ？　私が先生のお妾さんですか？　……ふふっ、それもいいかもしれませんね？　期待してます、先生」

「めかけ……？　よくわからないけど。ルミアがめかけになるなら、わたしもなる」

「ふっ……モテる男はつらい……まぁ、任せとけ、任せとけ！」

　などと、ルミアやリィエルを相手にロクでもないことをのたまっており……

　グレンのクラスの生徒達は、ため息混じりにグレンとレオスを見比べて……

（（（（やっぱ、俺達、負けた方がいいんじゃね……？））））

　その胸中は、この瞬しゆん間かん、見事に一いつ致ちしたのであった。




「で、先生、どうするんだよ？」

　演習場、南西の拠点──環状列石遺跡の真ん中に集まったグレンのクラスの生徒達。

　皆みんなを代表して、大おお柄がらな少年カッシュがグレンに尋たずねる。

「もうすぐ開始の合図が上がっちゃうぜ？　どういう作戦で行くんだ？」

　環状列石の中央にはテーブルが据すえられ、その上に演習場一帯の地図が載のっている。

　グレンがそれと睨にらめっこする様を、生徒達は固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

「基本的な戦い方は、先日までに教えた通りだ。問題は、どこを、どれだけの数で攻めるかなんだが……レオスの野や郎ろうがどういう戦術をとってくるかサッパリだからな……」

「はぁ……？　なんか自信なさげだなぁ……しっかりしてくれよ、先生」

「いや、俺、実は魔導兵の基き礎そ的な戦せん闘とう術に関してはわかるが、魔導兵の戦術的な指揮運用法に関してはそんなに詳くわしくねーし。てか、戦術指揮なんて畑はたけ違ちがいだっつーの」

　この土ど壇たん場ばで明かされる驚きよう愕がくの事実に、クラス一同絶句するしかない。

「って、おいいいッ!?　自信あったから、その決けつ闘とうルールを受けたんじゃないの!?」

「先生、いいのかよ!?　アンタが負けたら、システィーナがレオスの野郎に娶めとられちまうんだろ!?　そんなの許せるかよ!?」

「ああ、そうだそうだ！　そんなの認められないぞッ！」

　意外なほど、この演習に乗り気な男子生徒達に、逆にグレンがぎょっとする。

「お、お前ら、一体どうして……？」

「先生……そんなの決まってるだろッ!?　イケメンは敵だッ！」

　カッシュの魂たましいの叫さけびに、クラスの男子生徒達のほぼ全員がうんうん頷うなずく。

「そうだそうだ！　イケメンの上に金持ちで、性格まで紳しん士しとか、舐なめてんの!?」

「レオス先生の授業は確かに凄すげぇし、尊敬してるが、これは別問題なんだよッ！」

「貴族がなんだオラァッ!?　持たざる者、モテざる者の恨うらみを思い知らせてやるッ！」

「ああ！　先生にシスティーナを任せるのもぶっちゃけアレだが、それ以上に、あのイケメンに良い思いさせる方が、俺達はムカつくんだぁああああああああああ──ッ！」

　そして……

「お、お前達……ッ！」

「「「「先生……ッ！」」」」

　涙なみだを流しながら、がっし、と熱く抱ほう擁ようし合うグレンと男子生徒達。

「お、男って……」

　そんな無む駄だに感動的な光景を、システィーナは呆あきれながら眺ながめていた。

　そしてそこに、つんとすましたツインテールのお嬢じよう様さま、ウェンディがやってくる。「……で？　実のところ、どうなんですの？　システィーナ」

「どうって……？」

「決まってますわ。貴女はレオス先生とグレン先生、どっちに勝って欲しいんですの？」

「……そ、そんなの……私には関係ないわよ……だって、あの二人が勝手に盛り上がっているだけだし……」

「まぁ、確かにそのようですけど。それでも、二人の殿との方がたが貴女一人を巡めぐって争っているんですのよ？　少しはこう、物思うことがあるのではなくって？」

「それは……確かにこんなシチュエーションに対する憧あこがれみたいなものはあったけど」

　システィーナがちらりとグレンを一いち瞥べつする。

「ようし！　お前らッ！　今日は俺が上手うまく逆玉の輿こしに乗って、遊んで暮らせるよう、俺に力を貸してく──」

「「「「やっぱ、アンタも死ねッ！」」」」

「──ぐおわぁああああああああああああああああ──ッ!?」

　グレンは、男子生徒達の猛もうダッシュからの一いつ斉せい跳とび蹴げりを喰くらって、吹ふっ飛んでいた。

「だって……片方はアレだし……」

「仰おつしやりたいことはよーくわかりますわ……ご愁しゆう傷しよう様さま」

　痛む頭を押さえるシスティーナとウェンディだった。

「で……貴女、この決闘の勝利者と本当に結けつ婚こんする気なんですの？」

「す、するわけないじゃない……私、まだやらなきゃいけないこと、たくさんあるんだから……何度も言うけど、本当にあの二人が勝手に盛り上がってるだけなんだし……」

　慌あわてて否定するが、それでも、ちょっとシスティーナは想像してしまう。

　いくらグレンでも、流石さすがに逆玉の輿に乗るためというのは冗じよう談だん──あの人は『ロクでなし』ではあるが『下げ衆す』ではない──だろうから、今回、レオスにわざわざ決闘などという、グレンらしからぬ面めん倒どう事を吹っかけたのは、もしかしたら本当に自分のことを女性として好きだったから、なのかもしれないわけで……

　そんなグレンが、魔術師として正々堂々決闘に勝利し、求婚してきたとしたら。

　その時、自分は、どうするのだろうか……？

（な、何バカなこと考えているのよ、私!?　結婚なんてまだ早いわ！　そもそも勝手に結婚とか、お父様とお母様になんて説明すればいいの……ッ!?）

　顔を真っ赤に染めながら、ぶんぶんと頭かぶりを振ふって雑念を追い払はらう。

　システィーナの両親達は現在、何やら厄やつ介かいな仕事に忙ぼう殺さつされているらしく、不在だ。家か督とく相続問題も絡からむ以上、両親に相談もなしに結婚を決めるなんてできるわけがない。

　だが……それでも、なぜか、つい頭に過よぎってしまう。

　澄すんだ祝福の鐘かねの音が鳴り響ひびくどこかの教会で、純白のウェディングドレスをまとってグレンの隣となりに佇たたずむ自分の姿を……そんな自分はなぜか幸せそうに笑っていて……

「あああああああ──っ！　もう！　変な想像は止やめなさい、私!?　そんなのルミアに悪いじゃないっ！　そもそもなんで、私があんなやつと──ッ!?」

　頭を抱かかえて悶もん々もんとしながら、突とつ然ぜん、天に向かって叫びだすシスティーナ。

　ぎょっとして、システィーナに注目するクラスメート一同。

「ルミア。こないだから、システィーナ、なんか様子が変。顔を赤くしたり、怒おこったり、何か呟つぶやいていたり、いきなり叫んだり……病気？」

「うーん……ある意味、病気なのかもね……」

「……病気？　なら、医者にみせないと」

「あいにく、この病気はお医者さんじゃ治せないの」

「……？」

　相変わらず眠ねむそうなリィエルと苦笑いのルミアが、そんなシスティーナを見守っているのであった。




　やがて、立ち会う審しん判ぱん員いんの講師達が遠くで狼煙のろしを上げて──魔導兵団戦が始まった。

　互たがいのクラスの兵力はそれぞれ四十人。

　グレンはまず、中央の平原ルートに十二人、北西の森ルートに八人、東の丘おかルートに一人進軍させ、残りを拠きよ点てんに残した。

　積極的に進軍はさせず、まずは様子見といったところらしい。

「……愚ぐ策さくですね」

　遠見の魔術によって、レオスの左目には各ルートの状じよう況きようを空から俯ふ瞰かんした映像が直接投とう影えいされている。その映像で敵の布ふ陣じんを確かく認にんしたレオスは、一人薄うすくほくそ笑えんだ。

「戦力の逐ちく次じ投入は下策──古き時代の兵法の基本ですが、これだけは魔術が主体となった現在の戦場でも変わりません。皆みなさん出しゆつ撃げきです」

　対するレオスは中央ルートに十八人、森ルートに十二人、丘に九人、全戦力を投入。それぞれの戦場で、相手を上回る兵力を投入し、各個撃破の構えだ。確実に丘も制圧し、その後のグレン側の拠点制圧まで視野にいれた布陣である。

　レオスの命令を受けた生徒達が意い気き揚よう々ようと進軍していく──

　グレンの命令を受けた生徒達も恐おそる恐る進軍していく──




「やれやれ、グレン先生も魔ま術じゆつ理論にはお詳しいが、魔導兵戦術には疎うとかったと見えますなぁ……」

　アストリア湖のほとり、今回の魔導兵団戦の審判員を務める学院の講師達が数名、遠見の魔術で演習場全体の戦せん況きようを眺めながら、苦笑いを零こぼしていた。

「その布陣は流石に下策でしょう。これは早くも決まりですかな？」

「それにしても、レオス殿どのの率いるチームは見事な動きですな」

「ええ、流石です。たった一週間ほどの指導で、ここまで練度を上げられるとは……」

　お気楽に構えるそんな講師達の中で。

「ちっ……」

　ハーレイだけが、不ふ機き嫌げんそうに、食い入るように戦況を凝ぎよう視ししている。

（レオス殿は軍用魔術の第一線級の研究者……当然、魔導兵の指揮戦術にも明るい。そもそもグレン＝レーダス率いる二組のクラスは全体的に見て個々の能力でレオス殿のクラスに劣おとる……元々、グレン＝レーダスに勝ち目はないのだ……まともにやればな）

　この時、ハーレイの脳のう裏りに蘇よみがえるのは、先の魔術競技祭において、グレンにあの手この手で一いつ杯ぱい煮にえ湯ゆを吞まされた苦い記き憶おくだ。

（だが、あの男がまともにやるような輩やからならば、苦労はない……ッ！　レオス先生、くれぐれも油断めされるな……ッ！）




「うわぁ……カッシュ……どうしよう……」

「け、結構、たくさん来たぜ……俺達より全然数が多い……」

　中央の平原ルートで、ロッドとカイは、先頭に立つカッシュに不安げに言った。

「俺達、本当にここを押さえられるのか……？」

「簡単に突とつ破ぱされちまうんじゃ……」

「ま、先生の言うとおりやれば、なんとかなんだろ。命まで取られるわけでもねーし、気楽に行こうぜ？」

　何の遮しや蔽へい物もない原っぱで、段々近づいてくる敵てき影えいを前に、カッシュは剛ごう胆たんに笑った。

　もうすぐ、彼ひ我がの距きよ離りは近距離魔術戦の間合いに入る。

　そして、カッシュ達は一週間前のグレンの授業にもう一度思いを馳はせる──




「いいか？　魔術を導入した戦術・戦法ってのは、魔術が導入される以前の兵法の常識がまったく通じない」

　魔術の戦場に英えい雄ゆうはいない──そう宣言した後、グレンはそう続けていた。

「適当に火や雷かみなりの呪じゆ文もんを使うだけで馬は恐れおののき、騎き兵へいはまったく機能しなくなる。隊たい伍ごを組んでの弓兵、銃じゆう兵へいの一いつ斉せい掃そう射しやもごく簡単な対抗呪文カウンター・スペル一つで防がれる。重装歩兵を並べて密集陣じん形けいでも組めば、広こう範はん囲い破は壊かい呪文を打ち込まれて呆あつ気けなく全ぜん滅めつだ」

　かつかつと、グレンは戦場図を黒板に描えがきながら、解説を続ける。

「魔術を使えない兵士ってのは、今は本当に敵魔導兵掃そう討とう後の拠点制圧、兵へい站たん活動や後方支し援えんくらいにしか役に立たねーんだ。敵の魔導兵を相手に一いつ般ぱん兵が立ち向かわなければならない状況というのは、捨て駒ごまか敗北が確定した状況ということになる。俺がお前らに教えるのは、近代戦争においてもっとも重要な戦力兵種である『魔導兵』の戦い方だ」

　グレンはとつとつと『魔導兵』の戦法について語り始めた。

「魔術戦には基本的に『近距離戦』、そして『遠距離戦』の二つのレンジがある。『近距離戦』は相手を目視できる距離で呪文を撃うち合う──つまり最前線で戦うレンジだ。逆に『遠距離戦』は相手を目視できない距離で、超ちよう長距離射程魔術で『近距離戦』に従事する魔導兵を援えん護ごするレンジだ。ただし、今回の魔導兵団戦では『遠距離戦』については考えなくていい。お前らの中でそんな大それた呪文使えるやついねーからな」

　グレンは黒板の左に三つ、右に三つ、凸とつ印を書いた。左は凸印間の間かん隔かくが大きく離はなれているが、右は密集している。どうやら凸印一つは魔導兵一人を現しているようだ。

「それにあくまで『基本的に』だからな？　このレンジの話もそうだが、俺が今から話すことは状況や戦術に応じて例外なぞいくらでもあることを忘れんなよ？　さて……話を戻もどして、もっとも主要なレンジである『近距離戦』についてだが……」

　右に密集した三つの凸印を、グレンは△を描いて繫つなぐ。

「『近距離戦』の一戦術単位ワンユニツトは三人一組スリーマンセルが基本であり、攻こう撃げき前衛、防ぼう御ぎよ前衛、支援後衛と三つのポジションがある。それぞれのポジションには役割が決まっており、攻撃前衛は攻性呪文アサルト・スペルによる攻撃を担当し、防御前衛は対抗呪文カウンター・スペルによる防御を担当し、支援後衛は状況に応じた呪文を行使して、前衛二人の補ほ佐さを担当する。この三人一組スリーマンセルを一戦術単位ワンユニツトとしてより集め、部隊を構成していく……現代の魔導兵戦術と部隊編成法のド基き礎そだ」

　一通り、ポジションと役割を黒板に記き載さいしたグレンが生徒に振ふり返る。

「この三人一組スリーマンセル・一戦術単位ワンユニツト編成の、一体何が優すぐれているかと言えば、簡単な話、単純に強い。敵兵撃破率も味方兵損そん耗もう率も、統計的にあらゆるスコアが優れている──例えば、三人一組スリーマンセルの魔導兵が、三人の散兵である魔導兵と対たい峙じした状況を考えてくれ」

　グレンが再び、黒板にチョークを走らせる。

「呪文が間断なく応おう酬しゆうされる戦場で、敵味方同時に呪文を撃った瞬しゆん間かんがあったとしよう。この瞬間、三人の散兵側は合計三つの攻性呪文アサルト・スペルを飛ばすが、あら不思議、三人一組スリーマンセル側に被ひ害がいはゼロだ。なぜなら、三人一組スリーマンセル側の防御前衛が対抗呪文カウンター・スペルを飛ばしてるからな。三つの攻性呪文アサルト・スペルは、防御前衛の対抗呪文カウンター・スペルによってまとめて防がれた、というわけだ」

　左に並ぶ凸型から右に引っ張ってきた三本の[image: ↑]線に、×を書いていく。

「一方、三人の散兵側は一人やられちまうんだ。そりゃそうだろ？　三人一組スリーマンセル側の攻撃前衛が散兵側に向かって一発攻性呪文アサルト・スペルを撃ってるのに、散兵側は誰だれも対抗呪文カウンター・スペルを撃ってないんだ。対抗呪文カウンター・スペルなしに命を拾えるほど、現在の軍用魔術は甘くない」

　右に固まっている凸印から左に一本[image: ↓]線を引っ張り、左の凸印の一つに×をつける。

「そして、こいつを見てくれ。三人一組スリーマンセル側のこいつ、支援後衛だ」

　グレンは右側に固まっている三つの凸印の一つに○を描かく。

「こいつ一人だけ、この微び少しよう時間の呪文応酬で何もやってない。余ってるんだ。こいつは状況に応じて何をやってもいい。攻撃や防御に参加してもいい、法医呪文ヒーラー・スペルや補助呪文サポート・スペルで援護してもいい……それこそ状況に応じて柔じゆう軟なんに、だ」

　おおお、と生徒達の感かん嘆たんと納なつ得とくの声が、あちこちから漏もれる。

「ここまで聞けば、三人一組スリーマンセルが三人の散兵に対してどれだけのアドバンテージを稼かせぎ出せるかわかっただろ？　な、ギイブル？」

「くっ……」

　にやにやと笑うグレンに話を振られ、ギイブルが悔くやしげに呻うめく。

「そうですね……同じ頭数のはずなのに、結果として戦況はまるで違ちがう……一人で攻撃・防御・支援の三つの役割をこなす魔導兵を三人用意するより、その三つの役割にそれぞれ専念する魔導兵で三人一組スリーマンセルを組ませた方が、同じ頭数でも圧あつ倒とう的てきに強く立ち回れる……そういうことですか？」

「その通り、さすが優等生。これは机き上じようの空論じゃねえ。戦場における生存率、撃破数その他のもろもろのデータで統計的に証明されている事実だ。……これを『魔導戦力の比ひ較かく優位性』っていう。魔術が戦場で使われなかった時代には、なかった概がい念ねんだ」

　ここまで聞いたギイブルは苦々しく顔をしかめた。

　ギイブルのような魔術師こそ使えない、魔術師の戦場に英雄はいない……ようやくグレンの言った意味がわかってきたのだ。

　この三人一組スリーマンセルは運命共同体だ。一人の立ち回りに三人全員の命がかかっている。ギイブルのように我が強く、他者と足並みが揃そろえられない魔術師はチーム全員の足を引っ張り、チームの命を危険にさらす。そして、単たん騎きで一騎当千の活かつ躍やくはありえないのである。

　なるほど……そうだったのか……

　グレンの解説に、クラス中が納得したかのように頷うなずいていた。

「ふん……わかりましたよ」

　ギイブルがふて腐くされたように言う。

「我を捨てて三人一組スリーマンセルを組め……周りと足並みを揃えろっていうんですね？」

　ギイブルは確かに我が強い少年だが、自分が理論的に納得したこと、理解したことについては素す直なおに改めるという美点もある。それに従い、忌いま々いましそうにそう言うが……

「……は？　何言ってんの？　お前」

　グレンがきょとんとした顔でギイブルを見る。

「お前らに三人一組スリーマンセル・一戦術単位ワンユニツト編成なんか無理に決まってんだろ」

　がくん、と。

　このあまりにも酷ひどい肩かた透すかしに、クラス中の生徒達が首を傾かたむけた。

「だって、三人一組スリーマンセル・一戦術単位ワンユニツト編成なんてプロの魔導兵が長期的に十分な訓練を受けて初めてできるようになる代しろ物ものなんだぜ？　特に支援後衛の動きの難しさときたらもう……少なくとも、たった数日そこそこで、お前らを使い物になる三人一組スリーマンセル・一戦術単位ワンユニツトに仕上げられる自信は俺にはねえ。……レオスの野や郎ろうは知らんがな」

「じゃ、じゃあどうしろっていうんですか!?　ここまで偉えらそうに説明しておいて、一体なんなんですか、もう!?」

　流石さすがに苛いら立だったギイブルが声を荒あららげて、グレンを睨にらみつける。

　すると、グレンは不敵な笑えみを浮うかべて、こう返した。

「実に単純で簡単な話さ。三人一組スリーマンセル・一戦術単位ワンユニツトが無理なら──」




「《雷らい精せいの紫し電でんよ》──ッ！」

「《大いなる風よ》──ッ！」

「《白き冬の嵐あらしよ》ッ！」

　中央の戦場に、生徒達の呪文の叫さけびが木霊こだまする。

　レオスのクラスの生徒達──総兵力数十八名、レオスに指導されたとおり、三人一組スリーマンセルを組み、合計六戦術単位ユニツトを構成。対峙するグレンの生徒達に攻こう勢せいをかける。

　グレンのクラスの生徒達に向かって電気線が走り、突とつ風ぷうが吹ふき荒すさぶ。

　対するグレンのクラスの生徒達──総兵力数十二名。圧倒的に頭数が足りない状じよう況きよう。

　練度・武装・地形条件が同じ場合、絶対に勝てないとされる兵力差は三倍。

　兵力差一・五倍は絶対的ではないが、それでも相当苦しい状況だ。

　まともにぶつかれば、グレンのクラスの生徒達は真綿で首を絞しめられるかのように、一人、また一人と順番にやられていくだろう。

　だが──

「《大気の壁かべよ》──ッ！」

「《大気の壁よ》──ッ！」

　レオス陣営が撃ってきた攻性呪文アサルト・スペルに対し、グレン陣営の生徒達は次々と黒魔【エア・スクリーン】──もっとも基本的な対抗呪文カウンター・スペルを起動し、空気障しよう壁へきを広く張り、迫せまり来る突風を受け止め、飛んでくる紫電をそらし……

「頼たのむ、カッシュ！　今だ！」

「おうっ！　《虚こ空くうに叫べ・残ざん響きよう為するは・風ふう霊れいの咆ほう哮こう》──ッ！」

「《雷精の紫電よ》──ッ！」

「《大いなる風よ》──ッ！」

　対抗呪文カウンター・スペルを唱えていた生徒達の隣となりに待機していた生徒達が、カッシュを筆頭に、次々と攻性呪文アサルト・スペルを唱えていく。

　カッシュが投げ放った圧縮空気球──黒魔【スタン・ボール】が、その他の生徒達が放った紫電や突風が、なぜかレオス側のチームと同じくらいの頻ひん度どで飛んでいく。

「な──ッ!?　く、くそ、《大気の壁よ》──ッ！」

　レオス陣営の生徒達が泡あわを食って対抗呪文カウンター・スペルを唱える。

　ばんっ！　音を立てて破は裂れつする【スタン・ボール】。大気が激しく震ふるえ、振しん動どうする。

　これは敵側の防御前衛が張った空気障壁で防がれてしまったようだが……

「くそ！　攻撃の手を休めるな！」

「《雷精の紫電よ》──ッ！」

「《雷精の紫電よ》──ッ！」

　気を取り直し、レオス陣営の生徒達が再び攻性呪文アサルト・スペルを断続的に撃ち返す。

　カッシュ達も負けじと攻性呪文アサルト・スペルを撃ち返し──

　それらを互たがいの防御役が次々と、対抗呪文カウンター・スペルで防いでいき──

　あっという間に、その場は二十数メトラほどの距きよ離りを開けた白熱の魔ま術じゆつ戦場と化す。

「《雷精の紫電よ》ッ！　ひるむな！　対抗呪文カウンター・スペルは全部、防御役に任せるんだ！」

　吹き乱れる突風の余波にローブをはためかせながら、先頭に立ったカッシュが紫電を撃ち返しつつ、味方を鼓こ舞ぶする。

「先生が言ってたろ!?　三人一組スリーマンセルを相手に完全に守りに回ると、三人が全員、攻撃前衛になって一気に押し切られるって！　怖こえぇけど、守りは後衛に任せて、前衛の俺達はとにかく撃ち返せッ！　やつらに少しでも防ぼう御ぎよに手数を割さかせろッ！」

「《雷精の紫電よ》──ッ！　ったく、無茶な要求だなぁ！」

　ほんの一、二メトラ先に張られた空気障壁にぶつかる冷気や、突風、紫電を見て青ざめながら、ロッドとカイがぼやく。

「た、《大気の壁よ》──ッ！　で、でも俺達、なんとか戦えてないか!?」

「《雷精の紫電よ》──ッ！　そ、そうだな！　向こうの方が全然、人数多いのにな！」

「なんでだ!?」

「よ、よくわかんね！」

「なんでもいい！　とにかく先生の指示があるまで、ここを持ちこたえさせるぞ！」

　カッシュの叫びに、頷き、気を引き締しめ合う生徒達。

　戦争はまだ始まったばかりである……。




　その時、平原の戦せん況きようを観察していた審しん判ぱん役の講師達は、驚きよう愕がくに目を剝むいていた。

「二人一組エレメント・一戦術単位ワンユニツト編成ですと……ッ!?」

　そう、グレン陣じん営えいの生徒達は魔導兵運用の超ちよう基本、三人一組スリーマンセル・一戦術単位ワンユニツトを誰も組んでいない。攻こう撃げき前衛と防御後衛、その二つのポジションで構成される、シンプルな二人一組エレメント・一戦術単位ワンユニツトを組んで、レオス陣営に立ち向かっていたのだ。

　中央平原の戦場において、レオス陣営は十八人、グレン陣営は十二人。

　一見、レオス陣営の方が頭数が上だが……しかし、それぞれ戦術単位ユニツト数に換かん算さんすると互いに六戦術単位ユニツト……つまり、互ご角かくである。

「そんな馬ば鹿かな！」

　講師達の一人が、声を荒らげた。

「確かに戦術単位ユニツト数は互角だが、なぜ戦況まで互角になる!?　三人一組スリーマンセル・一戦術単位ワンユニツトは二人一組エレメント・一戦術単位ワンユニツトより圧倒的に強い編成なんだぞ!?」

　その講師が言うとおり、戦場の統計を取れば、敵撃破率・味方損そん耗もう率共に、三人一組スリーマンセル・一戦術単位ワンユニツトの方が優すぐれた成績を残している。

　そもそも二人一組エレメント・一戦術単位ワンユニツトなどというものは、味方が損耗した状況で、三人一組スリーマンセルが組めなくなったときに『仕方なく』やる戦術編成なのだ。

「くっ……やってくれたな、グレン＝レーダス……ッ！」

　その時、状況の裏に潜ひそむ落とし穴を察したハーレイが、忌々しそうに言った。

「考えてみれば、こうなるのは当然だ……ッ！」

「は、ハーレイ先生……それは一体、どういう……？」

「唐とう突とつだが、諸しよ兄けいにお聞きする。例えば、二に人にん三さん脚きやくと三人四脚、どちらがやるに容易たやすいか？」

　ハーレイの話の流れが読めず、講師達がきょとんと顔を見合わせる。

「いや、まぁ……それは二人三脚の方が簡単に決まってるじゃないですか……」

「それが答えですよ」

　ハーレイの指し摘てきに、他ほかの講師達もようやく気付いたようであった。

「現代の魔導兵の戦いはチーム戦……いかに、チーム内で息を合わせるかが重要になる。三人一組スリーマンセル・一戦術単位ワンユニツトより、二人一組エレメント・一戦術単位ワンユニツトの方がやるに容易い。つまり息を合わせやすい。ゆえに訓練も簡単だ。要は互いのチームの練度の問題だ」

「──ッ！」

「生徒達は魔導兵戦術について何一つ知らないズブの素人しろうとだったのだ。たった数日で高度な連れん携けいを要する三人一組スリーマンセル・一戦術単位ワンユニツトができるようになるか？」

　そして、ハーレイは魔術の目を通して、再び中央の戦況に目を向ける。

「確かにレオス先生の指導力は素晴らしい。レオス先生の指導を受けた四組の生徒達は三人一組スリーマンセル・一戦術単位ワンユニツトが一応、形になっている。だが、グレン＝レーダスに指導を受けた二組の連中は、最初から二人一組エレメント・一戦術単位ワンユニツトのみを訓練したのだろう……」

　グレン陣営の生徒達が二人一組エレメント・一戦術単位ワンユニツトで、よどみなく攻こう守しゆを切り替かえ、繰くり返し呪文行使をしているのに対し──レオス陣営の生徒達は三人一組スリーマンセル・一戦術単位ワンユニツトではあるが、要所でどん臭くさく、攻守の切り替えがもたついている様子が多々ある。もっとも重要なポジションである支し援えん後衛が有効的に動いていなかったり、はたまた何もできず、手持ち無ぶ沙さ汰たな者すらいる。

「無論、練度が極きわまれば、三人一組スリーマンセルが二人一組エレメントに負ける道理はない。だが、こと短期間の訓練で生徒達にやらせるなら二人一組エレメント・一戦術単位ワンユニツトの方が強い……それだけの話だ。我々やレオス先生は論文や統計データを丸まる吞のみにして、実際に演習を行うのは素人の生徒……そんな単純な事実を失念していたのだ」

「り、理り屈くつはわかりますが……」

「なんと……よくもまぁ、こんな大だい胆たんな手を……ッ！」

　ハーレイの解説を聞いていた講師達が感かん嘆たんの声を上げる。

「普ふ通つう、こんなの怖こわくてできませんよ……どんな論文や統計データでも、頭数が同じなら三人一組スリーマンセルの方が二人一組エレメントより強いとあるんですもの……」

「より難易度の低い二人一組エレメントを組ませるにしたって、たった数日でどれだけの練度になるかわかったものじゃないでしょうに……普通は三人一組スリーマンセルをやらせますよね……？」

　それが直感でわかる上に、二人一組エレメントという選せん択たく肢しを迷いなく取ってのけるのが、グレン＝レーダスという男なのだろうよ……と、ハーレイが歯がみをする。

　ハーレイ達は知るよしもなかったが……グレンは元・実戦経験を積んだ魔導士だ。不利な状況で、なんとしても勝利を拾う……その嗅きゆう覚かくに優れていたのである。数日間しか訓練期間がないなら、二人一組エレメントの方が強い……グレンはそれを感覚的に察していたのだ。

　一方、レオスは生きつ粋すいの研究者であり、実戦経験はほとんどない。データや論文を読みあさり、魔導兵の戦術に関する造ぞう詣けいはグレンを圧あつ倒とう的てきに上回るが……実戦経験に裏打ちされたものではない。その結果、魔導戦術の教科書どおり三人一組スリーマンセルを選択。

　この結果がこれだ。ややレオス陣営が押してはいるが……この頭数差で、この一進一退の互角の状じよう況きよう──通常あり得ない戦況となってしまっているのだ。

（拙まずいぞ、レオス先生……次のグレン＝レーダスの一手はわかりきってるぞ……私でもそうする……ッ！）

　焦あせりを色いろ濃こく顔に浮うかべ、ハーレイは歯がみをした。




「よーし、お前ら！　行けッ！」

　どのルートでも戦況が拮きつ抗こうしているのを遠見の魔術で確かく認にんするや否いなや、グレンは根こん拠きよ地に残した予備戦力の生徒達全員に号令をかけた。

「森ルートと平原ルートにそれぞれ、援えん護ごに行くんだッ！　レオスの野や郎ろうが対応しきれない今だけがチャンスだ！　一人でも多く討うち取れッ！」

「ふっ、お見事な戦術眼ですわ、先生。まずは褒ほめて差し上げましょう」

　グレンの号令に応じ、ウェンディが手の甲こうを頰ほおにあて、颯さつ爽そうと立ち上がる。

「そしてご覧遊ばせ、わたくしの華か麗れいな戦いを！　さ、皆みな様さま、部隊長のわたくしについてきてくださいまし！」

　そう高飛車に言って、ウェンディは数名の生徒を引きつれ、森方面へ意い気き揚よう々ようと出撃しようとし……びたーん、と躓つまずいて転んでいた。

「あ、丘おかは放ほうっておいていーぞ？　ちょおーっとズルいけど、あいつ一人置いとけば、充じゆう分ぶんだからな……そもそもこのルールだと、あいつ攻撃能力ほぼゼロだし……」

　各方面の戦場に向かう生徒達の背中に、グレンはそんな言葉を投げかける。

「ねぇ、システィ……どうするの？」

「……行くわよ。手加減はできないわ……レオスの名めい誉よのためにも」

　ルミアと二人一組エレメントを組み、システィーナも複雑な表情で出陣する──




「くっ……してやられましたね……まさかこんな大胆な手を打ってくるとは……」

　一方、北東の拠きよ点てんのレオスは苦々しげに呻うめいていた。

「拙まずいですね……全戦力投入が裏目に出ましたか……」

　現在、中央の戦場と森の戦場は完全に戦況が拮抗している。やや、レオスが押しているが……そもそも楽に勝てると踏ふんだ人数差でここまで拮抗しているのだ。

　グレンが根拠地に待機させていた予備兵力を援軍として投入すれば、すぐに状況はひっくり返される。そして、レオスの手元には援軍に向かわせられる予備兵力はない。

　各個撃破するつもりが、逆に各個撃破されるのは時間の問題だ。

「くっ……丘の拠点制圧はどうなっていますか？　敵は一人だったはず……まだ、制圧できないのですか？」

　焦りのせいか、額にやや冷ひや汗あせをかいたレオスが、各方面分隊の隊長役に持たせた宝石型の通信魔導器で、丘の制圧チームに連れん絡らくを取る──




「そっ……それが……」

　レオス陣じん営えいの丘ルート制圧隊の隊長、リトはレオス同様脂あぶら汗あせを滝たきのように流しながら、通信の魔導器を耳元に当てていた。

「無理です！　丘の拠点制圧なんて不可能です！　僕達には無理です！」

『どういうことですか！　相手はたった一人なのでしょう!?』

　咎とがめるようなレオスの声が、通信の魔ま導どう器きから聞こえてくる。

「で、でも……相手は一人ですけど……、ば、化け物です！」

　悪あく魔まを見るような表情で、リトは前方二十数メトラ先に佇たたずむ敵兵の姿を見つめる。

　そこに、ちょこーんと佇んでいる少女は……リィエルだった。

「《雷らい精せいの紫し電でんよ》──ッ！」

「《雷精の紫電よ》──ッ！」

　最も早はや、焦りのあまり、三人一組スリーマンセル・一戦術単位ワンユニツトすら忘れてしまったらしい。

　十二人のレオス陣営の生徒達が、一いつ斉せいに攻性呪文アサルト・スペルを撃うちまくる。

　紫電が幾いく条じようもリィエルに殺さつ到とうする。

「《雷精の紫電よ》──ッ！」

　撃って、撃って、撃ちまくる。撃ちまくるのだが──

「……ん」

　当たらない。かすりもしない。

　眠ねむたげに左右へふらふらと揺ゆれるだけで、リィエルは飛んでくる全すべての紫電をひょいひょいかわしてしまうのだ。なんと対抗呪文カウンター・スペルすら使わずに、である（実際には、この魔導兵団戦で使用可能な対抗呪文カウンター・スペルを、まともに扱あつかえないだけだが）。
















「これならどうだ！　《虚こ空くうに叫さけべ・残ざん響きよう為するは・風ふう霊れいの咆ほう哮こう》──ッ！」

「《大いなる風よ》──ッ！」

「《白き冬の嵐あらしよ》──ッ！」

　点で駄だ目めなら面攻こう撃げきと言わんばかりに、今度は【スタン・ボール】、【ゲイル・ブロウ】、【ホワイト・アウト】などの広こう範はん囲いを攻撃する呪じゆ文もんが飛ぶ。

　だが、その瞬しゆん間かん。

　ぷん、と残像が横ぶれして、一同の視界から消えるリィエルの姿。

　その一瞬で、リィエルはレオス陣営の生徒達の死角へと高速移動したのである。

　その結果、誰だれもいない空間を、大分遅おくれて虚むなしく炸さく裂れつする呪文達……

「な……なんなんだ、こいつ……？」

　後、何百回、何千回呪文を撃ったところで捉とらえられる気がしなかった。

　しかも、これだけ超ちよう絶ぜつ的な回かい避ひ能力をもってレオス陣営を翻ほん弄ろうしながら、リィエルは何もしてこない。攻性呪文アサルト・スペル一つ撃ってこないのである（実際には、この魔導兵団戦で使用可能な攻性呪文アサルト・スペルを、まともに扱えないだけだが）。

　つかず、離はなれず、レオス陣営の生徒達の前に姿を見せ続けるリィエル。

「う……うぅ……」

　その意味不明さ、得体の知れなさ、不気味さ、桁けた外はずれの動きから、お人形さんのような小こ柄がらな少女が、とてつもなく巨きよ大だいな化け物のように見えてしまう……




「くっ……グレン先生のクラスには、こんな方がいたのですか……」

　森と平原に重点的に向けていた遠見の魔術の目を丘に向け、改めて戦せん況きようを確認したレオスは、驚きよう愕がくを禁じ得なかった。

「この子の身体能力は規格外ですね……身体能力強化の白しろ魔ま【フィジカル・ブースト】をここまで使いこなせるとは厄やつ介かいな……彼女は軍関係者か何かでしょうか……？」

　だが、文句は言えない。

　この魔導兵団戦で、自身の担当クラスの戦力は十全に使用していいことになっている。いくら軍関係者の生徒がいたとして、これを反則というのは筋が通らない。そもそも初期条件では、レオスのクラスの方が、グレンのクラスより、戦力的に上だったのだ。

　それに大前提として、これは私的な『決けつ闘とう』である前に、学院のカリキュラムに組み込まれた、れっきとした『訓練』である。敵が強すぎると文句を言える戦場などない。

　先ほどから予想外のことに、レオスの調子は狂くるいっぱなしだが……

（だが、幸い、彼女は白魔【フィジカル・ブースト】のみの生徒だと断言できる。この状況で手加減して、私のクラスの生徒達を討ち取らない意味はない……）

　レオスは頭を切り替かえ、戦況の整理と対策に取りかかる。

（きっと、彼女は攻性・対抗呪文カウンター・スペルが極きよく端たんに苦手で、攻撃能力がほぼ皆かい無む……つまり、私の陣営から戦力を引っ張るための餌えさ……私はまんまとそれにくらいついてしまった……）

　レオスはこの丘の制圧と次の戦略を見通して、九人もの生徒達をこの丘に送り込んでいる。グレンが丘に送り込んだ一人というのは流石さすがに様子見だと判断し、それを幸いに一気に丘の拠点を制圧することにしていたのだ。

　だが、それはグレンの罠わなだった──

　それだけではない。各方面にあえて弱く布ふ陣じんしてみせることで、こちらの一点突とつ破ぱという選択肢を奪うばい、各個撃破という手段を取らせ、ほどよく戦力を分断してみせる……実際の戦場ではまったく使えない間ま違ちがった戦術だが、この状況、この規模の戦場で、この練度の生徒達が戦うなら……有効だ。

「くっ……リトさん、撤てつ退たいです。その丘は放ほう棄き、まずは根拠地へと帰き還かんを。……大だい丈じよう夫ぶですよ。その子は放置してかまいません。恐おそらく追撃はしてこないでしょう……」

　レオスも指示を飛ばす──




　グレンが送った援軍が各戦場に到とう着ちやくし、グレン陣営の生徒達が敵を押し返す。

　ほどなくして、各方面でレオス陣営が次々と撤退し始めたという報告を受け、根拠地にふんぞり返っていたグレンが立ち上がった。

「何人殺とった!?」

　右手の指の間に三つの宝石型通信魔導器を挟はさみ、それを耳元にかざしながら鋭するどく問う。

『こちら平原。五人、討ち取りました。こっちは二人やられましたけど……』

　宝石の一つから、荒あらい息をついたカッシュの声が聞こえてくる。

『こちら森。三人撃破。被ひ害がいはゼロ』

　別の宝石の一つから、ギイブルの素っ気ない声。

「よーし、ご苦労、お前ら。つまり戦況は三十二対三十八……敵損そん耗もう率は二十パーってとこか……欲よく言えば、もう一声いっときたかったが……まぁ、そうは問屋が卸おろさんか」

『先生、追撃すんのか？』

「いや、やめとけ……丘の敵分隊が、そろそろ根拠地に戻もどってる頃ころだ。もうそう簡単にいかん。ボーナス・ステージは終わりだ」

　やれやれ、とグレンは肩かたをすくめた。

「レオスの野郎、思った以上に対処が早はえぇ上に冷静だな……こりゃどうなることやら」

『グレン。わたしはどうするの？』

　三つ目の宝石からリィエルの声が聞こえてくる。

「お前はずっとそこにいろ。ぶっちゃけ個々の能力で勝まさる相手に頭上を押さえられたら勝ち目がねえ。レオスの野郎も最初にあれだけ戦力を丘に割さいた以上、丘を利用した何らかの戦略を練っていたはず。正直、相手にしたくない。お前は丘を守るんだ」

『わかった。……わたしにはよくわからないけど』

「ま、攻性呪文アサルト・スペルも対抗呪文カウンター・スペルもロクすっぽこなせない上に、連れん携けい？　何それ美味おいしいの？　……な、お前にはぴったりの任務だろ？　ファイト！」

『……ん。頑がん張ばる。グレンが、すごくわたしに期待してるし』

「はっはっは！　お前って専門のインチキ錬れん金きん術じゆつ以外、ほんっとダメダメなのな！　もういっそ清すが々すがしいぜ！」

『グレン。そんなに褒ほめても何もでない』

　……褒めてないよ。

　通信器ごしに二人の会話を聞いていた生徒達が、ため息をつく。

「まずは、初戦の不意討うちが効をそうして、それなりに敵戦力を削けずった。これで、元々の自力の差と、俺とレオスの戦術家としての差は、ある程度緩かん和わできるはず……」

　通信器ごしに、グレンは次なる指針を生徒達に伝えていく。

「最強の女王クイーンを陣じん取どらせたことで、向こうはもう丘には手を出せない。俺達に丘を押さえられた以上、中央を中心に進軍……てこともない。頭上からの魔術狙そ撃げきを警けい戒かいせざるをえないからな。つまり必ひつ定じよう、今後の戦いの中心となる舞ぶ台たいは……森だ」

　にやーりと、グレンがいかにも悪そうに笑う。

「あらやだ。こういうゲリラちっくな戦い、ボク、大得意。ふっふっふ……」

　くっくっく、と。グレンは人知れず不気味に、悪そうに笑い続けた。




　かくしてグレンの思おも惑わく通り、互たがいの平原部隊はかなりの距きよ離りを開けて、牽けん制せいし合うかのように睨にらみ合うだけとなり……戦いの中心地は森へと移った。

（わかっています……これはグレン先生の思惑通りの展開……）

　主戦場を森に移行せざるを得ないこの状じよう況きように、レオスは苦々しい表情だ。

　先ほどからグレンが指してくる手は、実際の戦場では通用しない、この場だから許される手だ。だが、レオスとグレンの戦う場は、実際の戦場でなく『この場』なのだ。

（くっ……だが、わたしは魔導兵の森林戦術にも詳くわしい……戦術研究者として、相手の思惑に上手うまく乗せられてしまったのは屈くつ辱じよくですが……まだ、取り返せます……ッ！）

　実際、森に互いの陣営の戦力が集中し……レオスの指示通りに動く部隊が、グレンの部隊を徐じよ々じよに圧あつ倒とうしつつある……そんな戦況だ。

　ようやくレオスが安あん堵どしかけた、その時であった。

『たっ、大変です！　レオス先生ッ！』

　通信魔導器から切せつ羽ぱ詰つまった声が聞こえてくる。森方面へ進軍したチームからだ。

「……どうしました、ルキオさん」

『そっ……その……し、信じられないんですけど……』

　確かく認にんするように、一呼吸おいて。

『グレン先生が……俺達の前に……森の戦場の最前線に姿を現しました……ッ！』

「……は？」

　確かに、信じられない生徒の報告に……レオスは啞あ然ぜんとした。




「ふっはははははははははははははは──ッ！　刮かつ目もくせい、皆みなの衆ッ！　グレン＝レーダス大先生様軍の総大将はここにいるぞぉおおおおお──ッ!?」

　グレンが森の中を駆かけ回りながら、大声で叫びまくる。

「我こそと思う者は、この俺を討ち取ってみよッ！　だっはははははははは──ッ！」

「お、追えっ！　グレン先生を討ち取れッ！　この戦いは敵の指揮官を討ち取っても勝ちなんだッ！　チャンスだ！」

「《雷らい精せいの紫し電でんよ》──ッ！」

　当然、レオス陣じん営えいの生徒達の何人かがグレンを追い回し、次々と呪文を撃つが──

「ふっははははッ！　回避ッ！」

　当然、当たらない。

　元々、遮しや蔽へい物が多く、視界の悪い森の中。

　それらを巧たくみに利用して、グレンはひらりひらりとかわし続ける。

「くっ……なんかもう、無茶苦茶だけど……今のうちに押し返すよ」

　脂あぶら汗あせを垂らしながら、ギイブルは自分の率いる部隊の生徒達に号令をかけた。

　放たれるギイブル隊の攻性呪文アサルト・スペル。飛び交かう紫電。

　うっそうと茂しげる森の中、グレンに気を取られ、手て薄うすになったレオス陣営の本隊が、再びグレン陣営の攻こう勢せいに押し返され始める……




「いけません！　グレン先生はオトリです！」

　グレンに追っ手を差し向けたことで、レオス陣営の戦力が分断されている。その隙すきに森の中のレオス陣営が一人、また一人とグレン陣営の猛もう攻こうに討うち取られている。

「恐らく、こちらの戦力分断が目的、相手にしてはいけません！　この戦いにおいて指揮官の魔ま術じゆつ使用は、遠見と通信の魔術以外禁止されています！　放ほうっておけば、なんの被害もありません！　無視するんです！」

　即そく座ざに対処法を通達するが、もうレオスの戦術演算回路はズタズタだった。

「……指揮官自ら最前線でオトリになる戦場なんて、聞いたことがないです……グレン＝レーダス……なんなんですかこの人は……？」

　色んな意味で規格外の相手に、レオスは痛む頭を抱かかえて、ため息を吐つくしかない……




「あっれー？　もう、誰だれも俺のこと相手してくれないのぉー？」

　背中を向けて去って行くレオス陣営の生徒達を、ある程度の距離を開けて、つかず離はなれずつきまとうグレン。

　レオス陣営の生徒達は鬱うつ陶とうしそうにそれを睨む。

「うるさいですね！　グレン先生に構ってる暇ひまはないんです！」

「ま、相手してくれないっつーならしゃーないな……っと」

　すると、グレンはきょろきょろ周囲を見み渡わたし、かたわらの木に、不自然に下がっていた蔦つたを見つけると、それをぐいと引っ張る。

　次の瞬しゆん間かん、去って行く生徒達の足あし下もとが突とつ然ぜん、がばっと持ち上がり──

「う、うわぁああああああああああああああ──ッ!?」

　哀あわれ一人の生徒がネットにくるまれ、宙づりになってしまっていた。

「な──ッ!?」

「あら？　なーぜか、こんなところに偶ぐう然ぜん、罠が。らっきー」

　口笛を吹ふきながら、グレンがすっとぼけた声で呟つぶやいて走り去って行く……




「仕込んでいましたねッ!?　最初からッ！」

　流石さすがに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたらしい。

　吊つりネットに落とし穴、トリモチ等々……森の随ずい所しよに仕し掛かけられた魔術によらないブービー・トラップが、次から次へとレオス陣営の生徒達を絡からめ取っていく旨むねの報告。

　それを受けたレオスは、とうとう冷静さを失い、声を荒らげて机を叩たたいていた。

「くそ……グレン先生……ッ！」

　レオスは、緊きん急きゆう時に互いの指揮官へ連れん絡らくを取り合うための通信魔導器を操作し、グレンへ怒いかりも露あらわに呼びかける。

「貴方あなた、予あらかじめこの戦場に細工をしてましたねッ!?　だから、森に主戦場が移るような立ち回りを……ッ!?」

『はーて、何のことだか私にはサパーリ』

　グレンのこのすっとぼけた物言い。弁明する気、皆かい無むである。

「なんて卑ひ怯きような……ッ！　貴方に魔術師としての誇ほこりは──」

『えええ──っ!?　卑怯!?　いやいや、これはまたなんとも心外な……たまたま誰かが趣しゆ味みでこの森の中に仕掛けていた罠が、たまたま作動して、レオス先生の陣営の足をたまたま引っ張ってるだけですよね？　たまたま』

　あまりにも白々しすぎるグレンに、レオスのこめかみに青筋がビキビキと立つ。

「やはり、貴方のような魔術師としての矜きよう持じも品性の欠片かけらもない下げ劣れつな男にシスティーナは渡わたせない……ッ！　そんな卑怯な手で摑つかんだ勝利になんの意味が……」

『何言ってんだ、バーカ！　逆玉で夢の引きこもり生活バンザイじゃねーか!?　だぁーっはっはっはははははははははははははははは──ッ！』




　そんなグレンの最低最悪の妄もう言げんを、同じく通信魔導器ごしに聞いていた、グレンのクラスの生徒達は……

「そ、そこまでするか……流石に引くわー」と、呆あきれ顔のカッシュ。

「あの方と来たら、ちょっと見直せばすぐこれですわ……」と、ジト目のウェンディ。

「……ふん、そんなに逆玉の輿こしがいいのかね？」と、蔑さげすむような嘲ちよう笑しようのギイブル。

「まさか、先生……ひょっとして……本気、なのかな……？」と、悲しげにリン。

　グレンのあまりにも形なり振ふり構わないやり口に、流石の生徒達もドン引き、グレンの逆玉狙ねらいを本気で疑い始めていく。

　そして──




「《雷精の紫電よ》ォオオオオオ──ッ！」

「あだぁあああああああああ──ッ!?」

　ばちばちと紫電が弾はじける音と共に、一瞬、薄うす暗ぐらい森が明めい滅めつする。

　森の戦場の一角にて、鬼き気き迫せまる表情のシスティーナが敵兵の一人を仕留めていた。

『……レオス陣営の十三番、戦死判定だ。戦場から退去せよ』

「ううぅ……無念……」

　通信魔導器を通して聞こえてくる審しん判ぱんの判定に、撃うたれた生徒ががくりと倒たおれ伏ふす。

「──次は誰ッ!?」

　システィーナがやや血走った目で鋭するどく斬きりつけるように睨みつけると。

「ひ、ひぃいいいいいいいい──ッ!?」

「にっ、逃にげろぉおおおおおおおおおおお──ッ!?」

　残った二人の敵生徒は恐おそれをなし、蜘蛛くもの子を散らすように森の奥へと逃げていく。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

「あ、あの……システィ？　その……大だい丈じよう夫ぶ？」

　先ほどから、どこかやけっぱちなシスティーナの立ち回りに、システィーナの補ほ佐さについていたルミアが心配そうに声をかける。

「……最低」

　先ほどまでの鬼気迫る威い圧あつ感かんとは一転、肩かたを落として俯うつむくシスティーナからぼそりと漏もれた一言は、ただひたすら重く、暗かった。

「あんな汚きたない手まで使って……なりふり構わず必死になっちゃって……そんなに逆玉の輿に乗りたいのかしら……？」

　その時、システィーナの脳のう裏りに浮うかぶのは……

　口では逆玉だのなんだの言っているけど……ひょっとしたら、本当は自分のことを想おもってくれていて……だから、決けつ闘とうをレオスに挑いどんだのかな？　なんて考えて……
















　グレンが自分を賭かけて、魔術師として正々堂々と戦う姿なんかを想像したりして……

　ほんのちょっとだけ、ときめいていた……ほんの少し前の、滑こつ稽けいな自分の姿。

「……なんか、私……バカみたい」

「システィ……」




　それから。

　グレン陣営とレオス陣営の、森の中の戦いはまさに苛か烈れつと混こん沌とんを極きわめた。

　この魔導兵団戦が始まった当初、互たがいの陣営の頭数こそ同じだったが、レオス陣営が有利だったのは間ま違ちがいない。

　生徒達の魔術師としての総合力は、システィーナやギイブル、ウェンディといったごく一部の生徒を除き、平均的にレオス陣営の方が上だったからだ。

　おまけに、戦術指揮官としては、軍用魔術を専門に研究しているレオスの方が、グレンより圧あつ倒とう的てきに優すぐれていた。

　まともにやれば、小一時間ほどで簡単に決着がついてしまっていたはずだった。

　だが、グレンは結局、最後まで、まともにやらなかった。

　魔術を使用した『実戦』を想定して行うはずだった『模も擬ぎ戦』。

　だが、結局これは『実戦』ではなく、所しよ詮せん、生徒同士の『模擬戦』にすぎないことを逆手に取った、二人一組エレメント・一戦術単位ワンユニツト編成。それを利用した初戦の不意討ちによる数のアドバンテージ奪だつ取しゆ。丘おかを占せん拠きよしたことによる戦場の限定化。魔術に依よらない罠わなによる妨ぼう害がい。指揮官自ら敵の渦か中ちゆうに突とつ撃げきしてオトリとなる敵陣営の攪かく乱らん。

　そして、今、グレン陣営の優勢をもっとも大きく決定づけるのは……

「ギイブルッ！　カッシュッ！　下がれッ！　お前らはいったん下がって左さ翼よくから回りこめッ！　ウェンディ隊の援えん護ごだッ！　そしてセシル、お前は狙そ撃げきだッ！　あの背の高いヤツ！　あいつはテレサ達との呪じゆ文もん応おう酬しゆうに気を取られているッ！　今なら殺とれるッ！」

「あいよ、先生ッ！」

「ふん……まぁ、従ってあげますよ」

「は、はい！　ちょっと遠いけど……狙ってみます！」

　グレンは主戦場となった森──最前線に出ているので、刻一刻と変化する戦せん況きようをリアルタイムで目視できる。その結果、生徒達への指示がとても早く、的確だ。

　生徒達はそのロクでもない言動に呆れながらも、グレンが危険を冒おかしてまで常に最前線で指揮を執とるせいか、なんだかんだで志気も求心力も高い。

　一方、未いまだ遠く離れた根こん拠きよ地に陣じん取どるレオスは、遠見の魔術と通信魔導器を通した生徒達の報告によって戦況を把は握あくしているため、指示がどうしてもワンテンポ遅おくれる。死角の多い森の中では、遠見の魔術では全すべての戦況をなかなか把握しきれないのも痛い。

　だからと言って、レオスに前線に出る勇気はない。

　そもそもグレンのやってることは愚ぐ策さくも愚策なのだ。この演習では、指揮官は魔術による戦せん闘とう参加が禁止されている。当然、対抗呪文カウンター・スペルの一つも撃てない。今、この瞬間にでも流れ呪文に被ひ弾だんして、グレンが『戦死』してもおかしくない状じよう況きようなのだ。

（くそ……どうしてですか……どうして、この私がこうも遅れを取る……？　これが、本当の戦場だったら、こんなことには……ッ！）

　レオスの思ってることは、間違っていない。

　これが本物の魔導兵を指揮運用する実戦だったら……せめて、机上の戦場図と駒こまを用いて、実戦を想定して競きそう兵ひよう棋ぎ演習だったら……グレンに万が一にも勝ち目はなかった。

　だが、実戦ではなく、あくまで生徒達による四十人対四十人のケンカと見て、その通りに生徒達を運用するグレンの前に……レオスはその卓たく越えつした戦術指揮をちっとも発揮できなかったのである。

　だが、レオスも意地を見せた。次し第だいにグレンの戦術指揮のくせを見ぬき、冷静さを徐じよ々じよに取り戻もどし、的確な指示を自分の陣営に飛ばすようになる。

「……左翼は引いて下さい。三番チームと共に挟きよう撃げきします。七番チーム、その敵はあからさまにオトリです。相手にしなくてかまいません。そのラインを維い持じしてください」

　自力はもともとレオス陣営の方が上なのだ。

　グレン陣営に押されっぱなしだった戦況は徐々に、拮きつ抗こうしていき……やがて、まったく互ご角かくな状況となる。

「ちぃ──引っかかんねーか……やりずれえ。俺とレオス、お前らと連中の自力の差ってやつが、とうとう出てきやがったぜ……」

「……どうするんですか？　先生。……何か策は？」

　ギイブルが【エア・スクリーン】でグレンに殺さつ到とうする突とつ風ぷうをいなしながら、苛いら立だったように問う。流石のギイブルも疲ひ労ろうを色いろ濃こく顔に浮かべ、もう魔ま力りよくに余よ裕ゆうがないようだ。

「ふっ、あるぜ？　とっておきの策が」

　自信満々に言うグレン。

「どんな作戦ですか？」

「それは……気合いだ」

「…………」

「まぁ、とにかく、あれだ、なんだ……頑がん張ばれ、お前ら」




　ここから、それはもう至し近きん距きよ離りで、防ぼう御ぎよを捨てた殴なぐり合いみたいな戦いとなった。

　敵も味方も、激しく消しよう耗もうし、互いにぼろぼろ討うち取られていく。

　鉛なまりを担かつぐような疲労が蓄ちく積せきしていく中、一人、また一人、と脱だつ落らくしていく生徒達。ついさっきまで肩を並べて戦っていた仲間が、次の瞬しゆん間かん『戦死』する……そんな状況。

　混沌と化していく戦いの中、脱落者は次々と増え、いつしか誰だれも二人一組エレメントや三人一組スリーマンセルを組まなくなり、組む余裕もなくなり、ばらばらの散兵となって、呪文を撃ち続ける。

　死人どころか、怪け我が人一つ出ない模擬戦だというのに……参加した生徒達全員に『ああ……戦争って本当に悲ひ惨さんなんだな……』と肌はだで感じさせるほどの消耗戦。

　永遠にも感じられる時間の中……やがて。

『双そう方ほう、そこまでだ。たった今、両陣営の戦力損そん耗もう率が互いに八十パーセントを超こえた。ルールに従い……この勝負、引き分けとする』

　ハーレイの忌いま々いましげな声が、魔術による拡張音声で戦場に響ひびき渡る。

　実際には開始から三時間ほどしか経たってないが……永遠にも感じられた魔導兵団戦は、ようやく終わりを告げたのであった。








第三章　ロクでなしの本心と、迫せまる悪意









　演習終しゆう了りよう後ご。

　参加生徒一同が再び集つどった、アストリア湖のほとりにて。

「つ、疲つかれたぁーッ！　い、生き残った……俺、なんとか生き残れたぞッ！　うう……生きてるってなんて素す晴ばらしいんだ……ッ！」

「お疲れ様、カッシュ。頑張ったね？　僕は途と中ちゆうでやられちゃったけど……」

「それでも、セシルさん、狙撃で大活かつ躍やくでしたわね？　ふふっ、格好良かったですわ」

「あ、あはは……あんなのまぐれだよ……」

　お互いの健けん闘とうをたたえ合うカッシュやセシル、そしてテレサ。

「な……なぜ、この高貴なわたくしが『戦死』などという屈くつ辱じよくに甘んじなければ……認めませんッ！　認めませんわ、こんなのッ！」

「ふん、見苦しいね。進軍する場所を勘かん違ちがいして、敵に囲まれれば当然だろう？」

「きぃ────ッ！　最後まで生き残ったからって偉えらそうにしないでくださいませッ！」

「ま、まぁまぁ、そう言わないで……ウェンディ、それでも凄すごく活躍してたし……」

　不本意な結果にウェンディが不服そうにハンカチを嚙かみ、ギイブルが冷ややかにそれを切り捨て、そんな二人をリンがおろおろしながら宥なだめる。

　その他の二組の生徒達も、地面に座り込みながら、今回の魔導兵団戦について、賑にぎやかに談だん笑しようしていた。

「ま、お前ら、よくやったよ。あのレオスを相手にここまでできりゃ御おんの字だ」

　やってきたグレンが、開口一番、生徒達にねぎらいの言葉をかけ、にやりと笑った。

「お、おう……でも、いいのか？　先生」

　カッシュが微び妙みような表情でグレンを向く。

「その……システィーナを賭けた勝負だったんだろ？　引き分けでいいのかよ？」

「……ん？　あぁ、それな……」

　と、グレンが何か言いかけた、その時である。

「貴方あなた達ッ！　なんなんですかその体ていたらくはッ！」

　向こうの方から響いてきた怒ど鳴なり声に、思わずグレンとカッシュが首を縮ませる。

「あの無様な戦いはなんですか!?　貴方達が、もっと私の指示にきちんと従い、作戦行動を遂すい行こうしていれば──」

　見れば、グレンのクラスの生徒達が集まっている場所から少し離はなれた場所で、レオスが自分の陣営の生徒達を叱しかりつけている。

　叱られた生徒達は、しゅんと肩かたを落として俯いていた。

「なんか……感じ悪わりぃやつだな……」

　ぼそり、とカッシュが呟つぶやく。

「非の打ち所のない、完かん璧ぺき超ちよう人じんだと思ってたんだけど……どうも何か違ちがうような……」

　そして、ひとしきり自分達の生徒を怒鳴りつけ終えると、レオスはグレンの下もとへと肩を怒いからせて、ずかずかとやって来た。

「おい、筋が違うんじゃねーか？　兵隊の失態は指揮官の責だろ？」

「うるさい、貴方ごときが私に意見するなッ！」

「それに、アンタ……よく見れば、随ずい分ぶんと顔色が悪いな？　……風邪かぜか？　さっさと帰って寝ねた方がいいんじゃね？」

　レオスの顔色を一いち瞥べつし、話を逸そらすように、グレンが肩を竦すくめる。

　確かにグレンの指し摘てき通り、この時のレオスの顔色は、病気を疑うレベルの土気色となっていたが……

「誰のせいだと思っているんですか!?　そんなことはどうでもいいんです！　それよりも貴方、勝負はまだ付いていませんよ!?」

　当然、誤ご魔ま化かされるわけもなく、レオスがグレンに食ってかかる。

「いや……勝負が付いてねえって、アンタ……もう引き分けたろ……」

　グレンが頭をぼりぼり搔かきながら、面めん倒どう臭くさそうに呟く。

「これはお互い、白しろ猫ねこから身を引くってことでいいんじゃねーか？　ほら、白猫もどうやらまだ結けつ婚こんする気はねーみてーだし……」

　べしん、と。

　その時、レオスが投げつけた手て袋ぶくろが、グレンの胸を容よう赦しやなく叩たたいた。

「再戦ですッ！　今度は、私が貴方に決けつ闘とうを申し込むッ！」

「お前、まだ白猫を諦あきらめねえのか……？」

　グレンは目を細めて、地面に落ちたその手袋を見る。

「当然です！　システィーナに魔導考古学を諦めさせ、私の妻とするまでは──」

「……オーケー、いいぜ。何だかんだ逆玉は魅み力りよく的だしな。なら、今度の決闘は……」

　グレンが、その手袋を拾い上げようとしていた……その時だった。

「レオス！　先生！　もう、やめてッ！　いい加減にしてよッ！」

　二人のやり取りをはたから聞いていたシスティーナは、とうとう我が慢まん出来ず、その間に割って入っていた。

「黙だまってれば、二人で勝手に盛り上がって、人を物みたいに扱あつかって──ッ！」

「すみません、システィーナ。その件については心から謝ります。ですが……」

「……色々言いたいことはあるけど、レオスはまだいいわ……一応、レオスなりに私のことを考えてのことだし……」

　システィーナは怒りと悲ひ哀あいに燃えた視線を、突つき刺さすようにグレンへと向けた。

「でも、先生は一体、なんなんですか!?　事ある毎ごとにいちいち逆玉の輿こし、逆玉の輿って!?　おまけに魔ま術じゆつ師しとして正々堂々と戦うわけでもなく、あんな卑ひ怯きような真似まねまでして！　それでもし先生が勝っても、先生の求婚を私が受けると本気で思う!?」

「…………」

　睨にらみつけてくるシスティーナを、グレンはしばらく無言のまま、半眼で見つめて……

「……今度は、一対一の決闘戦で勝負だ、レオス」

　システィーナの言葉を無視して、手袋を拾い上げ、そのままレオスにそう告げた。

「日時は明日あしたの放課後、場所は学院の中庭。ルールは致ち死し性の魔術は禁止で、それ以外の全手段を解禁──これで、決着をつけるぜ」

「────ッ!?」

　まるで、捨てられた子猫のような表情で、システィーナが絶句する。

「ふっ……いいのですか？」

「馬ば鹿かめ。これで勝ちゃあ、一生遊んで暮らせるんだぜ？　ここで身体からだ張らねーで、一体どこで──」

　ぱんっ！　甲かん高だかい音が鳴り響く。

　システィーナが、へらへら笑うグレンの頰ほおを思いっきり平手で叩いたのだ。

「──嫌きらいよ、貴方なんか」

　そう冷たく言い残して。

　システィーナは、用意されていた帰き還かん用の駅馬車の一つへ駆かけ寄って行った。

「システィ!?　ちょっと、待って！」

「システィーナ、すごく怒おこってる……なんで？」

　走り去るシスティーナの背を追うルミアとリィエル。

　そんな少女達を見送ったレオスが、グレンへ嘲ちよう笑しようを向ける。

「……やれやれ、貴方は彼女を諦めた方がいいんじゃないですか？」

「……ふん。ほっとけ」

　そして、生徒達がそんなやりとりを、はらはらと固かた唾ずを吞のんで見守る中、グレンはくるりと踵きびすを返した。

「さ、本日の魔導戦術演習はこれにて終了！　お疲れさん！　撤てつ収しゆうだ、お前ら」

　なんとも、気まずい空気のまま、生徒達はぞろぞろと、複数用意されている駅馬車に分かれて乗り込んでいく……。




「くそっ……グレン＝レーダスッ！　本当に忌々しい男ですッ！」

　他ほかの生徒や講こう師し陣じん達とは異なり、自前のコーチ馬車でフェジテへの帰路についたレオス。客室の中の豪ごう奢しやな席にどかりと腰こしかけ、忌々しげにそう吐はき捨てていた。

「レオス、あいつはそういう男だよ。昔からそう……はは、一ひと筋すじ縄なわではいかないんだ」

　その馬車の手た綱づなを取る御ぎよ者しや台だい上の青年が、レオスの言葉に応じて、そう返す。

「魔術師としては、実はたいしたことない。君や僕の足下にも及およばないだろう。だが……仮令たとえ百戦中、九十九回負ける戦いでも、その残り一回の勝利を、必ず最初に引き当ててみせる……あいつはそういう男さ。……そうでなくては」

　御者台と客室を一枚隔へだてる小窓は開かれており、御者とレオスは、客室の壁かべ越ごしに背中合わせとなって座り合っているような形であった。

「貴方は随分と、グレン先生を買ってらっしゃるのですね？」

「それはそうさ。でなければ、こんな回りくどいこと、する意味がない」

　に、と。

　目ま深ぶかに被かぶった鍔つばの広い山やま高たか帽ぼうの下で、御者が薄うすら寒く笑う。

「……回りくどいこと？　貴方は本当に時折、わけのわからないことを言いますね？」

「君がわかる必要はないさ、レオス。わかる意味もない……そうだろう？」

「そうですね。私がそれをわかる意味はない」

「君のおかげで、筋書きシナリオ通り、自然な形でグレンに決闘を挑いどめた。それでいいんだ」

「ええ、そうですね」

　なぜか、レオスは御者の物言いを追つい及きゆうしないどころか首しゆ肯こうすらする。

「そう、それでいい」

　レオスのそんな反応に、満足そうに笑う御者。

「ところで、自信のほどはどうだい？　グレンと決闘することになったんだろう？」

「ところで……どうして、貴方がそれを知っているのです？」

「勝てるのかい？　グレンに」

　やはり、御者とレオスの会話は、どこか不自然で歪いびつだ。要所要所で、歯車がかみ合っていないかのようなちぐはぐさ、まるで腹話術で人形相手に話しているような……妙みような違い和わ感かんが漂ただよっている。

「勝てますよ」

　だが、当のレオスは、その違和感をまったく気にする素そ振ぶりを見せない。

　普ふ通つうに、御者の言葉に受け答えていく。

「グレン＝レーダス。たかが、第三階梯トレデの三流魔術師。すでに第五階梯クインデに到いたった、私の敵ではありません」

「……大きく出たね」

「当然でしょう？　私は軍用魔術の研究は当然のこと、それを行使する技術も他者の追つい随ずいを許さないと自負しています。……今度こそシスティーナは私のものです」

　己おのが勝利を信じて疑わない……そんな表情で、レオスはくっくと低く笑う。

「システィーナさえ手に入れば……フィーベル家を得たクライトス家主家筋が、忌いま々いましい分家筋より完全に優位に立てる。私の未来の当主の座は確定されたようなものです……」

　と、その時だ。

「無理だよ。……君には無理だ。君に栄光は摑つかめない」

　御者の青年が、すっぱりと言い捨てた。

「まず、君がグレンに勝つことはほぼありえない。君ごときに負けるようなら、僕の『正義』がグレンに敗れるはずもない」

「…………」

　青年のこの無礼な物言いに、だがレオスは何も言わない。押し黙るだけだ。

「それに、システィーナさえ手に入れれば、フィーベル家が手に入る……この短たん絡らく的な思考に、君は違和感すら覚えていない……上流階級同士のお家問題だろう？　個人的な婚こん姻いんでどうこうできる問題じゃない。大きな家同士が勝手に結婚に踏ふみ切れば、政府だって介かい入にゆうする。ありえないんだ。だが、君はそれに気付かない、いや気付けない……」

「…………」

　無言。レオスは無言。ここまで従者に愚ぐ弄ろうされるようなことを言われて、何も返さない。

　その表情は……どこまでも虚うつろだった。

「まぁ、それらは些さ細さいなことだ。僕の目的からすれば、それは別にどうでもいいことだしね……だけど、まぁ……」

　ちらり、と。

　御者は背後の小窓越ごしに、客室の中のレオスをちらりと一瞥する。

　その土気色の顔色を改めて確かく認にんし……その口元を冷たく、薄く、歪ゆがめた。

「君が栄光を摑めない最大の理由……それは」

「……それは？」

　虚ろな表情のまま、レオスが問う。

　御者は一呼吸置いて。

「……もう、時間切れっていうことさ」




「……………………」

　フェジテへの帰路の道中。

　小さなコーチ馬車の客室内にて、システィーナはむっつりと押し黙っていた。

　隣となりにはルミアが腰かけている。

　向かい合う正面の席では、リィエルがうとうと船をこいでいる。どうやら心地ここち好よい馬車の揺ゆれと、黄昏たそがれに燃える牧歌的な風景に眠ねむくなってしまったようだ。

　だが、今のシスティーナには、そんな彼女らに気を回せるほどの心の余よ裕ゆうはない。

　さきほどからずっと、悶もん々もんと考えているのはグレンのことだ。

「……先生……」

　元々、よくわからない人ではあった。

　時にいじわるで、時に優やさしくて。基本的に不ふ真ま面じ目めで怠なまけ者だけど……いざという時には頼たよりになって、理り不ふ尽じんを許さない熱さを心の奥底に秘めていて。

　面めん倒どうだの何だの、ぶいぶい文句を垂れながらも……ルミアを守りたいという自分の分不相応な我が儘ままを聞いて、特訓までしてくれて。

　その特訓で、自分が何か新しいことを習得するたびに、すげぇヤツだ、よくやったと、まるで我がことのように褒ほめてくれて……頭を撫なでてくれて。

　だけど、特訓の成果が出せる状じよう況きようなんて来なければいいのにな、と微び妙みような表情で悩なやんで……その後、照れ隠かくしか何なのか、すぐからかってきて。

　最近は、ほんの少しだけ……グレンという青年のことがわかってきた、つもりだった。

　だが、今回の一件で……またわからなくなってしまった。

　ああまで頑かたくなに逆玉を連呼し、形なり振ふり構わない様を見ていると、まるでそれが本心のように思えてしまう。残念ながら、それが本心でもおかしくない素地がグレンにはある。

　別に、どうってことはない。

　別に、グレンが勝っても、袖そでにすればいいだけの話だ。

　なのに……なんで、こんなに胸が苦しくなってしまうのか……？

「本当に逆玉の輿こしが目的だったの？　私をそんな風にしか見てなかったの……？」

　違ちがうと信じたいが、それ以外に、あの物もの臭ぐさなグレンがこんな厄やつ介かいごとに自ら首を突つっ込こんでくる理由がまったく見当たらないのだ。衝しよう動どう的に吹ふっかけた前回の決けつ闘とうとは異なり、今度の決闘は自ら進んで受けて立ったほどである。

　とすると、今まで自分の特訓に付き合ってくれたのも……まさか、そういう下心があってのことだったのか？　そんな毒のような思考がじわりと胸に広がる。

　一度、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいると、もう本当に、どうしようもなく、きりがなかった。

　……すると。

「ダメだよ、システィ。そんなこと言っちゃ……」

　はっとして顔を上げ、隣を振ふり返る。

　ルミアが窘たしなめるかのように、優しく穏おだやかな笑えみをシスティーナに向けていた。

「先生がそんな人じゃないのは……システィが一番よく知ってるよね？」

「でも……あいつ、逆玉の輿、逆玉の輿って、勝手に人を賞品扱あつかいして……ッ！　あんな卑ひ怯きような手まで使って勝とうとして……ッ！　挙げ句、もうやめてって言っても、無視してレオスの決闘を受けたわッ！　あいつにとって、私って一体、なんなのよッ!?」

「うん……やっぱりシスティは、先生のことが……だから……」

　その一いつ瞬しゆん、ほんの少しだけ寂さびしそうにルミアが微笑ほほえんで、小さく呟つぶやいた。

「……え？　何？　私が、なんですって？」

「ううん、なんでもない。きっと自分で気付いた方がいいと思うから……」

「……？」

　目をこする。一瞬、ルミアの表情に見えた陰かげりは気のせいだったらしい。

　ルミアはいつものように、朗ほがらかに笑っている。

「今回、なんで突とつ然ぜん、先生があんなことを始めたのか……実は私にも、ちょっとよくわからないんだ。先日、レオス先生とシスティが、二人きりで学院の庭園を散策しながら話していた時、私達、物もの陰かげからその様子を覗のぞいていたんだけど……」

「え？　庭園の散策……？　ああ、……あの時？」

「うん……気になることがあったから、私が先生にそう頼たのんだの。ごめんね」

　申し訳なさそうに、ルミアがちろっと小さく舌を見せる。

「それで……あの時、魔ま術じゆつでシスティ達の話を聞いていたのは先生だけで……先生はシスティをからかうネタが増えたって、面おも白しろがってたんだけど……突然、怖こわい顔になって立ち上がって、システィとレオス先生の間に割り込んでいって……」

　思い返せば、確かにそうだった。

　何の前まえ触ぶれもなく、突然割って入ってきたグレン。

　あの時、自分とレオスは、一体、何の会話をしていたのだったか。

　確か……

「余計、わからない……なんで先生がレオスに決闘を吹っかけたのか……」

　頭を抱かかえてため息をつくシスティーナ。

　そんなシスティーナに、ルミアが優しく進言する。

「……ちゃんと……先生と話そう？　ね？」

「え？」

　まさに目から鱗うろこが落ちた、と言わんばかりのシスティーナの表情だ。

「だって、システィったら、先生の真意を自分の中で勝手に都合のいいように解かい釈しやくしたり……先生が逆玉の輿って言うたびに、頭ごなしに怒おこってばかりで……先生の真意に、ちっとも触ふれようとしなかったじゃない？」

　言われてみれば、それは図星だった。

　二人の男が自分一人を求め、奪うばい合う……なんだかんだで、自分はそんな、まるで歌劇オペラのヒロインのような立場に浮うかれていたのかもしれない。

「確かに、今回の先生のおふざけは度が過ぎてると思う。まるで女の子の気持ちがわからない子供みたい。でも……先生は、ただ単に人を傷つけるようなことはしないよ？　それはシスティもわかるよね？」

「…………」

「だから、きちんと話そう？　システィ。先生の上うわっ面つらだけ見て、システィが勝手に、一方的に先生に対して幻げん滅めつするなんて……私、嫌いやだな。先生とシスティはやっぱり、いつものように仲良しな方が、私はいい」

「ルミア……」

　ルミアの言うとおりだ。

　常つね日ひ頃ごろのロクでなしっぷりから、つい忘れがちになるが……グレンは確かに、ロクでなしなだけの人間じゃなかったはずだ。自分やルミアや、リィエルが、こうして無事にここに揃そろっているのが、何よりの証しよう拠こではないか。

　ちょっと、グレンが自分の期待するリアクションや行動を展開してくれなかっただけで……一体、自分は何をふて腐くされていたのか。元々、大人しく人の意に沿ってくれるような人間じゃないことは、わかりきっていたはずなのに。

「……フェジテに戻もどったら……」

　意を決したように、システィーナが微笑む。

「私、先生と話してみる」

「……うん、それがいいよ」

　ルミアも花のように笑う。

　リィエルはそんな二つの笑顔に囲まれて……ぐっすりと無む邪じや気きに眠りこけていた。




　太陽が山の稜りよう線せんに完全に沈しずみかける頃ころ。

　生徒達はフェジテの魔術学院校舎に到とう着ちやくし──そのまま解散の運びとなった。

　演習の余よ韻いん冷めやらぬ生徒達の喧けん噪そうから、グレンは一人そっと離はなれ、学院の校舎へ。

　放課後ゆえ、しんと静まり返り、誰だれもいなくなった校舎内の廊ろう下かを進み、階段を上り……グレンは校舎の屋上へと辿たどり着いていた。

「ふぅ[image: ～][image: ～]疲つかれたぜ……」

　鉄てつ柵さくに寄りかかり、そんなことを独りごちる。

　黄昏たそがれ色が闇やみのカーテンに侵しん食しよくされつつある時分、鋭えい角かくの屋根の建物に形作られた街の陰いん影えいが色いろ濃こく目に映る。

　空には、相変わらず荘そう厳ごんで雄ゆう大だいな、幻まぼろしの天空城の偉い容よう。

　そんな……いつもの光景。

「明日あしたでようやく、終わりだ……正直、レオスに対して、負けの目はねえし」

　グレンは懐ふところから一枚のアルカナを取り出し、眺ながめる。

　愚ぐ者しやの意い匠しようが描えがかれた、アルカナだ。

　固有魔術オリジナル【愚者の世界】。自分を中心とした一定効果領域内における魔術起動の完全封ふう殺さつ。究極の初見殺し。まさにレオスのような、生きつ粋すいの魔術師を狩かるための術だ。

　万が一、この固有魔術オリジナルが破られたとしても……多分、どうとでもなるとグレンは直感していた。

　なぜなら……レオスは勝利に対する嗅きゆう覚かくに乏とぼしい。どれほど彼ひ我がに実力差があろうが、勝利というものが、大なり小なりリスクの先にあるものだとまるで理解していない。

　例を上げれば、本日の魔導兵団戦、もしレオスが最前線に出て、グレンのようにリアルタイムの指揮を執とれば……実は、レオスは高確率でグレンに勝っていたのだ。だが、レオスは座して、みすみすその勝利を零こぼし落とし、それに気付いてすらいない。

　常識的な戦術・定石に囚とらわれて、摑つかめる勝利を逃のがす──実戦経験の浅い魔術師や指揮官にありがちなことだ。いくら魔術の腕うでが優すぐれていても、こうも勝負感に乏しいやつに、負ける気はしない。この程度の相手に負けるくらいなら……自分はとっくに、宮きゆう廷てい魔ま導どう士し時代の、どこかの戦場でくたばっていたことだろう。

「しっかし、まぁ……我ながら、なんとも後味悪わりぃこった……」

　ふと、自分の横っ面をひっぱたいて、去った銀ぎん髪ぱつの少女のことを思い浮かべる。

「……そりゃ誰だって怒る……俺だって怒る……白しろ猫ねこには悪いことしちまったな……」

　だが、どこかグレンは清すが々すがしい表情で独りごちりながら、空を見上げた。

「ま、これでよかったんだろ……な？　セラ……」

「よくないわよ」

　不意に、不ふ機き嫌げんそうな声が横よこ殴なぐりに襲おそいかかってきて、グレンは思わずその場で飛び上がってしまう。

「どぉおおわっ!?　白猫!?　お、お前いつからここに!?」

「今よ、今。……今、来たトコ。結構、捜さがしたんだから」

　むすっと、ふて腐れるシスティーナ。

　見れば、屋上の出入り口の扉とびらがいつの間にか開いていた。

「それよりも……今の話、どういうこと？　私に悪いと思いながら、あの騒さわぎを起こした……そういうこと？　それにセラって、誰？」

「う、ぐあ……き、聞かれたのか……ちぃ……不覚……」

　グレンは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情で俯うつむくと、頭をがりがり搔かいて悶もだえた。

「そろそろ話してくれませんか？　どうしてレオスに決闘をふっかけたのか……ふざけたことばっかり言ってたのか……流石さすがに、私は知る権利あると思うんですけど？」

　ふん、と鼻を鳴らして腕を組み、システィーナがグレンを睨にらみつける。

「先生には何だかんだで、お世話になってる……私、このまま貴方あなたに失望したままでいたくないです」

「だーから、何度も言ったじゃねーか……」

　グレンは気まずそうに、面めん倒どう臭くさそうに、そっぽを向いてぼやいた。

「逆玉だよ、逆玉。なんか将来的に働かなくて済みそうなチャンスが突然、やってきたから、それに便乗してだなぁ……」

　だが、そんなグレンの言い草に、システィーナはグレンの目をじっと見つめる。

「いや……そんな目で見られても何も出ねえよ……」

　それでも、システィーナは無言でグレンを見つめてくる。本当のことを話すまで、てこでも動かないといった強い意志が見て取れた。

　その真しん摯しな瞳ひとみを前に、さすがのグレンも軽口を叩たたけない。

　しばらく、重い沈ちん黙もくが、二人の間にのしかかり……

　……やがて。

「やれやれ……少し、おとぎ話をしようか」

　根負けしたのか、グレンは深いため息を一つ吐つき、そんなことを呟いた。

「昔、昔、あるところに、クソガキがいました」

「……？」

　システィーナは話の前後が読めず、一瞬、訝いぶかしく思うが……

「そのクソガキはどういうことか『正義の魔ま法ほう使つかい』に憧あこがれ、それを本気で目指して、大好きだった魔術を一いつ生しよう懸けん命めい勉強し、やがて帝てい国こく軍の魔導士になりました」

「！」

　正義の魔法使い。帝国軍の魔導士。

　いつか、どこかで聞いたフレーズに、システィーナが少し目を見開いた。

「だけど、全然ダメでした。しょせん『正義の魔法使い』なんておとぎ話の中だけの話、そのクソガキは、すぐに魔術と自分の限界と、血みどろの現実に打ちのめされ、あれほど好きだった魔術が大だい嫌きらいになりました」

「先生……それって、ひょっとして……？」

　システィーナも、その話が暗あん喩ゆする構造に気付いたらしい。

　ふっと、グレンが自じ嘲ちよう気味に口元を歪ゆがめる。

「それでも、そのクソガキが『正義の魔法使い』を諦あきらめなかったのは、なんとも現金なことに、とっても可愛かわいい女の子が健けな気げに応おう援えんしてくれていたからです……素す敵てきな夢だと言ってくれて……その女の子は、そのクソガキの同どう僚りようの魔導士でした……」

　淡たん々たんと続く、グレンの話。

　システィーナは神しん妙みような表情で、静かにグレンの言葉に耳を傾かたむけ続ける。

「そして、いつしかそのクソガキは、別に『正義の魔法使い』になぞなれなくてもいい、その女の子だけでも守れればいい、なーんて思っちゃったりして、人並みに青春街道邁まい進しん中だったのですが……とある任務で、間ま抜ぬけにもその子を死なせてしまいました」

「！」

　急展開な話に、思わず驚おどろきで目を見開くシスティーナ。

　そして、グレンは変わらない調子で肩かたを竦すくめておどけてみせる。

「それで、もう何もかもバカバカしくなったそのクソガキは魔導士辞やめて、無職の引きこもりになりました。なんともバカな話です。めでたしめでたし……」

　グレンの話は、物もの凄すごく簡単に、端たん的てきに、あえてふざけたような口調で語られている。

「……ごめんなさい、先生。軽々しく聞いていい話じゃなかったんですね……」

　だが、その軽い言葉の裏に、一体どれほどの苦く悩のうがあったのか……なんでもなさを装よそおうその表情の端はし々ばしに、それが見て取れてしまった。

「でも、私はバカな話だとは思わないわ。その魔導士だった人には、平和な世界を安あん寧ねいに生きる私達には、きっと想像も付かないほどの葛かつ藤とうがあったんでしょう……」

「んなこと、ねーと思うよ？　多分」

「でも、それでもわからないわね」

　ふぅ、と。システィーナが何とも複雑な表情で息を吐はく。

「その話と、先生があんなふざけた行動を取るのと、一体、何の関係が……？」

「……似てんだよ、お前」

　やれやれと、グレンは頭をかきながら気まずそうに言う。

「え？」

「クソガキの『正義の魔法使い』という夢を肯こう定ていしてくれた女の子……セラ。妙みようにお節せつ介かい焼きで、説教臭くさくて、どっか頼たよりなくて……そして、自分の夢の実現に真まっ直すぐだった所なんかがそっくりだ」

「…………」

　似てると言われ、システィーナは思わず戸と惑まどいの色を顔に浮うかべ、押し黙だまる。

「正直な、俺もよくわかんねーんだ。俺が一体、何をやりたかったのか……」

　グレンが戸惑うように空を見上げた。

「とっくに夢破れた俺は、自分の夢の実現に真っ直ぐなお前に、実は心のどこかで期待していて、だからお前の夢を否定するレオスが許せなかったのかもしれん……はたまた俺が守りきれず、夢半ばで逝ゆかせてしまったセラの代わりに、セラに似ているお前の夢を守ってやることで……セラに対する何らかの贖しよく罪ざいにしようとしていたのかもしれん……今となっては俺にもようわからん……」

　日が沈んでいく。

　ゆっくりと、ゆっくりと沈んでいく。

「ただ……お前の夢を否定し、お前の夢の障害として立ちはだかったレオスの野や郎ろうが……俺はあの時、とんでもなくムカついて……気付けば、手て袋ぶくろ投げてた。別に勝ち負けなんてどうでもよかった……ただ、俺はあのレオスとかいう男が、どうしようもなく気にくわなかった……なんとしても吠ほえ面づらかかしてやりたかった……結局、それだけさ」

　グレンの話が終わり……しばらくの間、沈黙が二人の間を支配する。

　やがて、システィーナが呆あきれたように、一つため息を吐き、言った。

「まったく、どんな大層な理由かと思えば……結局、ただの個人的な感情論じゃない」

「まぁ、そうとも言う」

　身も蓋ふたもないシスティーナの指し摘てきに、反論の余地もないグレン。

「気に入らないからって、後先考えずに喧けん嘩か売って……まるで子供ね。バカみたい」

「……耳が痛ぇ」

　むすっと睨んでくるシスティーナの視線から逃にげるように、グレンはそっぽを向いた。

　……だが。

「でも、ちょっとだけ……嬉うれしかったかも」

「……？」

　予想だにしないシスティーナの言葉に、グレンは怪け訝げんそうに流し目を送る。

「レオスの言ったこと……実は本当なの」

　システィーナは『メルガリウスの天空城』を仰あおぎ見ながら、呟つぶやく。

「実際、私はお祖父じい様の足あし下もとにも及およばないし……魔術を勉強すればするほど、お祖父様に敵かなう気がしなくなるし……ちょっとだけ、くじけそうになることもあるの……このまま、この道を進んでもいいのかなって……」

「……そうか……いや、そうだよな……」

　システィーナの言葉に、グレンは息を吐く。

「夢を追うって、耳心地ごこちいいけど……実際は辛つらいことばっかりだしな……お前の気も知らず、横から勝手にしゃしゃり出て悪かっ……」

「でも……」

　寂さみしげに呟かれたグレンの言葉に、重ねるように。

「たとえ人が聞いたら嘲ちよう笑しようするような夢だとしても……自分が周囲から顰ひん蹙しゆくを買ってまでしても、応援してくれるような人も……なんか、中にはいるみたいだし？　これからも頑がん張ばろうって、そんな風に思ったわ……そこだけは……本当にありがとう、先生」

　ふわ、と風が吹ふき、薄うすく微笑ほほえむシスティーナの髪かみを棚たな引びかせる。

　システィーナのたおやかな手で、そっと押さえられるその銀髪は夕日に赤く燃え、とても神秘的で美しくて……その面おも立だちが、遠く懐なつかしい誰だれかをほんの少しだけ幻げん視しさせる。

　グレンは呆あつ気けに取られながら、その微笑みをしばらく呆ぼう然ぜんと眺ながめていて……

「だーっはっはっは！　そりゃ当然だろう!?　生徒の夢を応援するのは、なんつーか、もう聖職たる教師として当然のことだからなーッ！」

　どや顔で高笑いするグレン。もう早さつ速そく、これであった。

「調子に乗らないの！　貴方はもう少し、女心というものを学びなさい！　他ほかにやり方なかったわけ!?　何が逆玉の輿こしよ!?　失礼するわね！」

「い、いやぁ～、あわよくば逆玉の輿ってのは、わりとマジだったかも……」

「なんですって!?」

　システィーナがいつものように目をつり上げて、グレンに食ってかかり……

　グレンが面白半分、からかい半分、それを受け流す。

　そんな、いつもの二人の関係がようやく戻もどってきて……

「ふっ……したたかな男ですね、貴方あなたは」

　そんな二人に冷や水を浴びせたのは……

「レオス!?」

　いつの間にか、何の前まえ触ぶれも気配もなく、屋上の片かた隅すみに現れていたレオスであった。

　しばらく休んだせいか、落ち着いたのか、その顔色は随ずい分ぶんと良くなっていた。

「酷ひどいじゃないですか、システィーナ……婚約者フイアンセである私を差し置いて、他の男と逢おう瀬せを楽しんでいるだなんて……」

「ち、違ちがうのよ……これは……」

　たじろぐシスティーナを無視し、レオスはグレンへと歩み寄り、向き直る。

「貴方も実に卑ひ怯きような男だ、グレン＝レーダス。ご自分の過去をまるで美談であるかのように巧たくみに語って、システィーナの同情や共感を得ようとしている……違いますか？」

「なんだと……？」

　途と端たん、グレンの目が鋭するどくなる。

「今まで黙っていましたが、軍用魔術研究という国家プロジェクトに関かかわる仕し事ごと柄がら、私は帝国軍の機密情報にも、それなりに触ふれていましてね……ゆえに知っているんですよ……貴方が過去に何をやってきたかを」

　レオスは、グレンを冷たく底冷えするような目で見つめて、言った。

「……ねぇ？　《愚ぐ者しや》のグレンさん？」

「──────ッ!?」

　その瞬しゆん間かん、グレンがまるで亡ぼう霊れいにでも出会ったかのように青ざめた。

「せ、先生……？」

　様子のおかしなグレンに、システィーナが不安げな顔を向ける。

「よく考えて下さい、システィーナ。グレン先生はあえて流していますが……あの話の裏で一体、グレン先生は何人の人間をその手にかけたと思いますか？　その手がどれほどの人間の血で汚よごれているか想像つきますか？」

「…………え？」

　レオスの指摘に、ハンマーで殴なぐられたような衝しよう撃げきが、システィーナを襲おそう。

「つまらない感傷で魔導士をやめ、運良く今の立場を獲かく得とくしたようですが……グレン先生、貴方は本来、こんな日向ひなたの世界にいる資格はない人間だ。……違いますか？」

「……ぐ」

「その血ち塗ぬられた手で……貴方は一体、生徒達に何を教えるつもりなのです？」

「────ッ！」

　脂あぶら汗あせを滝たきのように流して押し黙るグレンに、薄うす笑わらいのレオスが次々と畳たたみかけていく。

「レオス！　貴方、なんてことを言うのよ!?　言っていいことと悪いことが──」

「貴女あなたを含ふくめ、生徒達は皆みな、この詐さ欺ぎ師しに騙だまされているんですよ？」

　その魂たましいを凍いてつかせるような氷の笑みに、怒いかりを忘れてぞっとするシスティーナ。

「先進的な授業で生徒達に媚こびを売り、支持を集めているようですが……グレン先生の本当の姿を知ったら……生徒達は皆、先生をどう思いますでしょうかね？　ふふふ……」

　システィーナは到とう底てい、信じられなかった。

　自分の幼なじみはこんな人だったのか？　こんな悪あく魔まのように微笑み、他人を貶おとしめる人だったのか？　一体、どうしたのだろう。これではまるで別人ではないか。

　それに──

「あ、あの……グレン、先生……？」

　なぜ、グレンは言われるまま何も反論しないのか。顔を青ざめさせ、脂汗をびっしりと額に浮かべ、レオスを死神の鎌かまのように鋭い瞳ひとみで睨にらみつけて黙るだけ。

　その姿はまるで、レオスの言ってることが真実だと言っているようなもので……

「ここまで言えば、わかるでしょう？　システィーナ。グレン先生は貴女に相応ふさわしい男ではありません。それどころか、こちら側の世界にいることだって──」

「黙れよ」

　地じ獄ごくの悪あつ鬼きがそんな声を出すだろう──グレンがぼそりと呟いた。

「……お前は黙れ。警告するぞ。今すぐその口をつぐんでここから失うせろ。それ以上言ったら……明日あしたの決けつ闘とうまで待つ必要はねぇ……今、この場でケリをつけてやる」

　その時、システィーナの心臓が潰つぶれんばかりの悲鳴を上げた。

　グレンもまるで別人のようだ。あの普ふ段だんのすっとぼけた顔からは想像も付かないほどの昏くらく、冷たく、危険な目。見ているだけで全身から汗が噴ふき出し、不安になってくる。

　ロクでなしだけど……いい加減だったけど……基本的には穏おだやかだった、あのいつものグレンは一体、どこへ行ったのだろう？

「おやおや、事実を指摘されたら、逆上ですか？　ますます貴方はシスティーナに相応しくありませんね……まぁ、元々、貴方はそっち側の世界の人間ですからね……」

　だが、レオスはどこ吹く風だ。まるでこの事態を楽しんでいるかのような、待ち望んでいたかのような……そんな気配さえ感じられる。

「だから、黙れと言ってる……二度目だ……」

「ふふ……貴方はここにいていい人間じゃない。貴方にはもっと相応しい場所と立場があったはずだ。どうしてこんな日向の世界に？　貴方の世界に帰りなさい、グレン」

　そして。

「三度……警告は──したぞ」

　その瞬間、グレンは地を蹴けり、目にも留まらぬ速度でレオスに向かって突とつ進しんしていた。

　システィーナの目には、まるでグレンが突とつ然ぜん、消えたようにしか映らなかった。

　その疾しつ風ぷうのような踏ふみ込みの中、グレンは愚者のアルカナを抜ぬき──【愚者の世界】を起動し──右拳こぶしを弓のように極限まで引き絞しぼり──レオスへ一直線。

　あらゆる激情を乗せた右拳を、レオスに向かって真まっ直すぐ撃うち放って──

「やれやれ、暴力はいけませんね」

　ぺしん。

　レオスが流れるように回転させた左ひだり腕うでが、グレンの拳をあっさり受け流していた。

　崩くずれたグレンの身体からだが、レオスの脇わきを抜け、流れていく……

「え──？」

　グレンの表情が驚きよう愕がくに固まる。

　まさか、自分の挙けん打だが外されるとは微み塵じんも思っていなかったのだ。

　今の一撃を華か麗れいに受け流したレオスの動きは──洗練された帝てい国こく式軍隊格かく闘とう術だ。

（馬ば鹿かな──こいつが何か格闘術を修めているような気配なんて微塵も──ッ!?）

　ずどんっ！

　そんなグレンの思考を吹き飛ばす、背中を襲った重く鋭い衝撃。

　グレンの拳打を受け流しざまに、その場で優ゆう雅がに回転したレオスが、裏回し突つき蹴りをグレンの背中に叩たたき込んだのだ。

「ぐぅああああ──ッ!?」

　蹴り飛ばされたグレンが、ごろごろと床を転がっていき──ガシャンと鉄てつ柵さくに激げき突とつ。

「げほっ……ちぃ──」

　慌あわてて、跳はね起きようとするが──もう、すでに決着はついていた。

「──ッ!?」

　顔を上げたグレンの視界に入ったものは──

　炎ほのおに包まれた拳大の赤い結けつ晶しよう体に、一いつ対ついの翼つばさがついたような、謎なぞの半霊れい体たい生物。

　それらが総計四匹ひき、体勢を崩したグレンの周囲を取り囲むように浮ふ遊ゆうしている。

　一方、レオスの手て袋ぶくろには何かが仕込んであったらしい。きらきらと輝かがやく微び少しような粉末パウダーが、レオスの両手の手袋からさらさらと流れ、周囲に広がっていく……

「人工精霊タルパ、だと!?」

　その謎の生物の正体を知ったグレンは愕がく然ぜんとした。

　人工精霊タルパ──それは錬れん金きん術じゆつの奥おう義ぎ、人工的に神や悪魔、精霊を生み出す秘術である。

　錬金術的に調合された特とく殊しゆな魔薬ドラツグで瞬間的にトランス状態に陥おちいることで、空想上の存在を『そこに居る』と己おのが深層意識野へ強固に暗示認にん識しきさせ、周囲の空間に散布した疑似霊素粒子パラ・エテリオンと呼ばれる粉末パウダーをスクリーンに、その空想存在を投射させて現実世界に具現化する術である。世界と人は等価に対応しているという魔ま術じゆつ則そく『等価対応の法則』を逆手に取った荒あら業わざだ。

　魔術理論的には、神も悪魔も大多数の人間の共通深層意識野で広く認知・共有される強大な概がい念ねん存在が、何らかの手段で形を得たもの──言わば集合無意識における暗あん黙もくの了りよう解かいの産物だ。聖エリサレス教会聖堂騎き士し団お得意の『天使召しよう喚かん術』などが正にそれである。

　人工精霊タルパ召喚術とは、人の精神に深く作用する魔薬ドラツグで、神や悪魔の創造をたった一人でやってしまうというバカげたものである。

　当然、一歩間違えれば廃はい人じん確定の禁きん呪じゆ法ほうだが──

「強いですよ、人工精霊タルパは。特に貴方に対しては……ね」

　人工精霊タルパ召喚術は、呪文詠えい唱しようによる深層意識改変を通しての世界則介かい入にゆうではない。薬物による妄もう想そう強化……ただの極きよく端たんな生体反応の延長線上にあるものに過ぎない。グレンの切り札【愚者の世界】は……通用しない。

「おっと、動かないでください。その人工精霊タルパは【爆焰霊サラマンダー・偽フエイク】。あの有名な火の精霊サラマンダーを人工精霊タルパとして具現召喚したもの……まぁ、人工精霊タルパ召喚術の初歩ですが……威い力りよくはご存知でしょう？　触れたら、火傷やけどじゃ済みませんよ？」

「…………ッ！」

　グレンが悔くやしげに歯がみする。

　……完敗だ。

　自身の固有魔術オリジナルで自分の魔術を封ふう印いんしてしまったのもさることながら、人工精霊タルパをこの一瞬で具現化召喚するレオスの神かみ懸がかった技量。グレンとレオスでは魔術師としての実力が根本的に天と地ほど懸けん絶ぜつしている。

　勝てない。

　俺は──この男に、絶対、勝てない。完全敗北だ。

　打ちひしがれたように俯うつむくグレンを前に、レオスはほくそ笑えみながら術を解く。

　風に溶とけて流れるように、レオスの人工精霊タルパ達が消えていく。

「さて、もう明日の決闘を待つまでもなく勝負は見えてしまっているようですが……いやいや、貴方はこんなものではないはずだ」

　大きく手を広げるレオスの挙きよ措そや口調は、どこか芝しば居いじみている。

「魔導士時代の貴方の武勇……あの信じられない戦歴……それらから察するに、貴方にはまだまだ貴方自身も気付いていない高みがあるはず……」

　レオスはグレンを見下ろしながら、薄うすら笑いを浮うかべ、言った。

「『本気』を出してください、グレン。『本気』を出さねば、貴方はとうてい私には届きませんよ？　明日は是ぜ非ひとも貴方の『本気』を見せて頂きたいものです」

　そして、慇いん懃ぎん無礼に一礼するのであった。

「……………………」

　ふらりと立ち上がり、踵きびすを返し、グレンは無言でその場から去って行く……

「せ、先生……」

　何と声をかけてやればいいのかわからないが、だけど何かを言わないといけない気がして、システィーナはグレンに駆かけ寄ろうとするが……

「話があります。システィーナ」

　レオスがその左腕を摑つかんだせいで、それは叶かなわなかった。

　グレンは振ふり返りもせず、黙だまって屋上の扉とびらをくぐり……屋上から姿を消した。

「は、離はなして、レオス！　先生を追わないと……ッ！」

　強引にレオスに摑まれた左腕を振りほどこうとするが、意外なほど力強いレオスの腕はシスティーナの左腕をがっちりと摑んで離さなかった。

「あのような惨みじめな負け犬など、放ほうっておきなさい、システィーナ」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　今までは、昔良くしてくれた幼なじみだということで、レオスの強引さや横暴にも目を瞑つぶっていた。

　だが、もう流石さすがに我が慢まんの限界だ。

「いい加減にして──ッ！」

　怒りに任せ、システィーナが右手を振り上げ、レオスの頰ほおを張ろうとする。

　が、レオスは余よ裕ゆうの表情で、振るわれたシスティーナの右手を摑む。

　システィーナは両手ともレオスに摑まれた状態になって、身じろぎする。

「は、離して！　離してよッ！」

　暴れて、わめき立てるシスティーナを……

「うるさい……黙れ、小こ娘むすめ。話があると言ってるだろ。二度と見られない顔にしてやろうか？　……あ？」

「え……？　あ、ぅ……」

　突とつ如じよ、口調と雰ふん囲い気きが変わったレオスが、鬼おにのような形相で凄すごむ。

　まるで奈な落らくの底から、亡もう者じやがこちらをのぞき込んでくるような感覚に、システィーナの心臓が悲鳴を上げた。

　怖こわい。

　今、システィーナは、このレオス＝クライトスという男がどうしようもなく怖い。

　怖くて、肩かたが、膝ひざがかたかたと細かく震ふるえる。

　背筋が氷の刃やいばを差し込まれたかのように寒く、痛い。

「……ふっ。それでいいんです」

　システィーナが大人しくなったことを見てとったレオスが、彼女の腕を解放する。

　システィーナは逃にげない。……逃げられない。

　本当は今すぐにでもこの場から、レオスという男から、脱だつ兎との如ごとく逃げ出したいのだが……足が竦すくんで動かないのだ。

　一体、なんなのだろう？　このレオスは本当に自分が知るあの『幼なじみのお兄様』なのだろうか？　もう、まるで別人のようではないか。

「さて……話の続きをしましょうか」

　真っ青になって震えるシスティーナの前で、レオスがにこやかに笑う。

「でも、まぁ、話は分かり切っていますよね？　私と結けつ婚こんしてください」

「────ッ!?」

　半歩。

　やっと半歩だけ、システィーナの足が下がる。

「いいじゃないですか？　どうせもう私の勝ちは決定しています。それに、私は貴女あなたの憧あこがれの、幼なじみのお兄さんなんですよ？　今さら何を躊躇ためらう必要があるのです？」

「あ……貴方あなたなんか……もうレオスじゃない……こんな……」

「残念ながら、貴女に拒きよ否ひ権はないのです、システィーナ」

　レオスが滑すべるような足取りで、じりじりと後ずさるシスティーナにあっさりと身を寄せ……そっと耳打ちする。

「貴女のお友達……ルミア＝ティンジェル。その素す性じようと能力……世間には秘密のままにしておきたいでしょう？　彼女が学院に通えなくなってもいいんですか？」

「──なッ!?」

　今度こそ、システィーナは足あし下もとが崩ほう落らくするような感覚を覚えていた。

「はははっ、流石に顔色が変わりましたね……？　そう、例えば……異能者狩がりを密ひそかに行う非公式の武装修道会……聖キャロル修道会にでもこの情報をリークすれば……彼女、何日間『事故』に遭あわずに生きていられますかね……くっくっく……」

「う……あ……ぁ……」

「それと、リィエル＝レイフォード……ああ、彼女もルミア＝ティンジェルほどではないが……どうも色々とスネに傷を持つ人物のようだ……『Project : Revive Life』……こうして事実を知った私ですら信じられない話ではありますが……彼女を実験用モルモットとして欲ほしがる地下組織なんて、ゴマンとあるでしょう」

　これほど『悪あく魔ま』という言葉が相応ふさわしい人間はいない──システィーナは直感した。

「ど、どうして……それを……ッ!?　し、知って……」

　掠かすれるような声で、過呼吸気味にシスティーナが問い返す。

「ま……さか……レオス……貴方……天の智ち慧え、研究会の……ッ!?」

　と、システィーナがそんなことを口走った、瞬しゆん間かん。

「なんだと……ッ!?　このクソ尼あまが……ッ!?」

　突とつ然ぜん、激げき昂こうしたレオスが、その氷のような冷れい笑しようから一転、焼き尽つくすような憤ふん怒ぬの業ごう火かをその目に燃やして、システィーナの胸むな倉ぐらを摑み上げ、睨にらみつける。

「僕を……あんな下げ劣れつで下げ賤せんで糞くそみたいな屑くず共と……一いつ緒しよにするな……ッ！」

「ひ──」

　その剣けん幕まくに、システィーナは怯おびえて竦んで縮こまるしかない。足から力が抜ぬけ、ぺたんとその場に膝をついて座り込んでしまう。あまりの恐きよう怖ふに、目元から涙なみだがじんわりと流れていく。蛇へびに睨まれた蛙かえるとは、まさに今の自分のことなのだろう。

「ふん……」

　そんなシスティーナを蔑さげすむように一いち瞥べつし、レオスが続ける。

「まぁいいや。とにかく、賢かしこい貴女ならわかるでしょうが、貴女に拒否権はありません。さぁ、どうします？　私の求婚、受けて頂けますか？」

「──ッ！」

　その通りだ。レオスの求婚を拒否するということは、ルミアとリィエルを殺すも同然である。そんなことは──できるわけがない。

「……ぅ、ん」

　こくり、と。

　システィーナはぶるぶる震えながら、微かすかに頷うなずいた。

「あはは、貴女ならきっと、私の求婚、受けていただけると信じていましたよ？　愛していますよ、システィーナ」

　白々しくレオスが笑い──そして、さらに信じられないことを言い始める。

「実は結婚式場はもう手配してあるんです。フェジテ中央区の聖カタリナ聖堂。大だい丈じよう夫ぶ、貴女に合わせて、きちんとウェディングドレスも手配してありますよ。どうせ、私が勝つのはわかっていましたから」

「な──」

　そのあまりの急展開に、システィーナの脳内演算処理はショート寸前だ。

「式は今週末の休日──戦天日に挙げます。ああ、周囲の通知や諸処の手続き関連は、つい先ほど、私の方でやっておきましたので、ご心配なく」

　次々と続くレオスの予想斜ななめ上の言葉に、仰ぎよう天てんするしかないシスティーナ。

「そ、そんな……いくらなんでも急過ぎるわ！　そんなの普ふ通つうじゃ考えられないッ！」

「何度も言いますが、貴女に拒否権はないんです」

「でも、ま、待って……ッ!?　せ、せめて、お父様とお母様に……は、話を……通さないと……」

「大丈夫です。貴女のご両親は後、一ヶ月はフェジテに帰って来れませんから」

　にこやかに。

　どこまでもにこやかにレオスが言う。

「何しろ……貴女のご両親は『天使の塵エンジエル・ダスト』を追って、帝てい国こく各地方を巡じゆん回かい調査中です。実に好都合なことにね……」

「……え、『天使の塵エンジエル・ダスト』……？　な……なにそれ……？」

「今のうちに籍せきを入れて既き成せい事実を作ってしまえばいいんですよ。何……古い時代によくあった、伝統的な『嫁よめ盗ぬすみ』みたいなものです。きっと、ご両親もわかってくれますよ……なにせ……私達は『愛し合って』いるのですから」

「……………………」

　もうシスティーナには、何がなんだかわからなかった。話についていけない。

　ただ、このレオス＝クライトスという男が、恐おそろしくて仕方なかった。

「いいんですよ、システィーナ。貴女は全すべて、私に任せていればいい。それで、全てが上手うまくいくんです……そう、全てがね」

　レオスはどこまでも穏おだやかに微笑ほほえんでいて……

「ちなみに、この話を他言するのはなしですよ？　貴女がこの話を誰だれかに他言した瞬間……ルミア＝ティンジェルとリィエル＝レイフォードは学院どころか、この国にいられなくなる……それを覚かく悟ごしてくださいね？」

　その笑みは、どこか蛇のようで……

（なに、これ……？　なんなの……？　どうなってるの……？　こんなの絶対、おかしいわ……助けて……誰か助けて……ッ！）

　システィーナは思考を放ほう棄きするように、頭を抱かかえて蹲うずくまった。

（お父様……お母様……ルミア……リィエル……先生……ッ！　誰でもいい……誰か……誰か、私をこの悪魔から助けて……ッ！　誰か……ッ！）




　そして……次の日。

　システィーナとレオスの正式なる婚こん約やくが発表された。

　システィーナが自らの意思でレオスの求婚を受けた──その噂うわさと知らせに学院中に激げき震しんが走った。

　その結婚式が僅わずか一週間後──その前代未み聞もんの電でん撃げき結婚ぶりに、二重に騒そう然ぜんとした。

　まるで歌劇オペラのような、この急転直下のドラマチックな展開に、何も知らない学院の生徒達は沸わきに沸いた。

　レオスの決けつ闘とうを受けたグレンはどう出る──？

　一人の少女を巡めぐる、二人の男の戦いの結末やいかに──？

　学院中の注目が集まる。この争いの終着点に、否いやが応でも期待が高まっていく。

　……が。

　グレンは約束の時間になっても、レオスとの決闘の場に現れなかった。

　それどころが、学院に姿すら見せなかった。

　さらには、グレンはその日以来、音信不通となった。

　逃げた。

　誰もが当然のように、そう結論し……

　ここに、グレンの学院内における評判は地に落ちるのであった。




　そして今、学院中が、システィーナとレオスの結婚の話題で持ちきりだ。
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「れ、レオス様ぁ……そんな女と一緒にならないでぇ[image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　あの噂の美貴公子、まさしく夢に描えがいた『王子様』なレオスと結婚する……学院中の夢見がちな女子生徒達がハンカチを嚙かんで、妬ねたみと羨せん望ぼうの目をシスティーナに向ける。

「あのレオス様がシスティーナと結婚するなんて、噓うそよ！　噓に決まってるわ……」

　あまりにも不自然で急過ぎる話に、当初は皆みな、一様にデマを疑うが……

　学院内に出回ったレオス直々の告知書や、授業時間以外は常に寄り添そうように一緒にいるシスティーナとレオスの姿に、どうやら噂は本当らしいことがわかり……

　一部の女子生徒達は発はつ狂きよう寸前であった。

「う……噂は本当なのね……ッ!?　ぐすん……」

「ちっ……使えねーな、グレン先生の野や郎ろう……」

　システィーナとレオスの仲なか睦むつまじい様子に、滂ぼう沱だするしかない女子生徒達。

　だが、噂から一歩引いた、観察眼の鋭するどいごく一部の生徒達は気付いただろう。

　何かおかしい、と。

　幸せそうなシスティーナの笑顔はどこか固く、影かげが差していると。

「……システィーナ、話がありますわ」

　とある休み時間。

　教室で、ウェンディ達、何人かのクラスメートがシスティーナに詰つめ寄っていた。

「貴女……本気ですの？　本気でレオス先生と結婚するんですの？」

　ウェンディが、レオスから受け取った結婚式への参列招待状をシスティーナに突つきつけながら、訝いぶかしむような表情で問い詰めていく。

「う、うん……そうよ……元々、私達、許嫁いいなずけ同士だったし……わ、私もレオスのお嫁よめさんになるのが、子供の頃ころの夢だったから……すごく幸せ」

　一見、非の打ち所のない笑顔だが、システィーナの表情はやはりどこか固い。

「夢っつったら、お前……魔ま術じゆつを勉強して、魔導考古学を極きわめて、天空城の謎なぞを解くっていう夢は、どーすんだよ？　いっつも俺達に熱く語ってたじゃねーか……」

　カッシュも、どこか苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような表情で苦言を呈ていする。

「さすがに結婚しちまったら……そういうの難しいんじゃねーのか？　いーのかよ？」

　びくり、と。

　一瞬システィーナの背中が微かに震ふるえるが……

「あ、あはは……確かに夢は夢だったけどね……でも、やっぱり夢なのよ。子供じみた夢に拘こだわって、現実の幸福を捨てたらダメだと思うし……」

　やはり、どう考えてもおかしい。

　あの典型的なメルガリアンなシスティーナが、天空城への夢をそう論ずるなんて。

　ウェンディとカッシュの表情は、ますます疑いに強こわ張ばっていく。

「そ、それに、私はずっと私のことを想おもってくれていた人と結婚するのよ？　きっと幸せになれると思うの……」

「それにしたって、今週末に挙式なんて、あまりにも話が急過ぎだよ、システィーナ」

　カッシュの隣となりのセシルが、おろおろしながら言った。

「そうですわね。婚約から挙式までの、ありえない短さもさることながら……お互たがいのご両親すら参列できない結婚式なんて、聞いたことがありませんわ。自分達だけで勝手に結婚式など挙げて、籍を入れて、ご両親に申し訳ないと思わなくって？　貴女」

「う……それは……そう！　も、元々、そういう予定だったのよ！　私の両親も、レオスの両親もちゃんとこの話は知ってるし……納なつ得とくしてくださっているわ……ッ！」

「……ッ！　ルミア、この話は本当ですの!?」

　ウェンディが、少し離はなれた場所でこちらを見守っているルミアを振ふり返る。

「貴女の親友が突然、こんなことになって……貴女は納得してるのですか!?」

「そ、それは……」

　だが、ルミアは何も答えず、暗い顔で黙だまって俯うつむくだけだ。

　やっぱり、何かおかしい。一体、何があったんだ？

　この不自然極まりない話の展開に、システィーナを心配するクラスメート達の顔には拭ぬぐいきれない、不安と疑いの色が見え隠かくれしている。

「システィーナ……貴女、やっぱり、どこか普通じゃありませんわ。ひょっとして……あのレオスという御お方かたに、何か弱みでも握にぎられているのではなくって……？」

「……え？」

　一瞬、システィーナが心配そうにこちらを見ているルミアをちらりと流し見て……

「そ、そんなことあるわけないじゃない！　こんな幸せな結婚ができるなんて、今でもちょっと信じられなくて……夢ゆめ心地ごこちなだけ！　心配しないで！」

　そう言ってシスティーナは笑うが……やはりその笑顔はどこか作り物じみている。

「やぁ、システィーナ」

　そこへ、不意に現れるレオス。

　思わず身構えるカッシュやウェンディ達。

「今週末の式の予定について、少し打ち合わせがあります。お時間よろしいですか？」

「あ……うん、わ、わかったわ、レオス……」

　そうして、寄り添うように並んで、教室から出て行く二人。一見、仲睦まじそうに見えるが……一同はそれをどこか怪あやしむような目で見送る。

「……ルミア」

　その時、システィーナ達のやりとりを見守っていたリィエルが、ぼそりと呟つぶやく。

「……あいつ……斬きっていい？」

「リィエル？」

　ルミアが、リィエルの横顔を見る。

　リィエルは普ふ段だんの眠ねむたげな能面からは信じられないほど、鋭く冷たい目をしていた。

「れおす？　……あいつ……嫌いやな感じがした……すごく、嫌な感じがした……わたしにはよくわからないけど……うん、あいつは……きっと、敵」

「ダメだよ、短たん絡らく的なことをしちゃ！」

　一歩踏ふみ出しかけたリィエルを、ルミアが慌あわてて背後から抱だき止める。

「何も証しよう拠こがないの！　下手なことをしたら、リィエルが逆に捕つかまっちゃう！」

「でも……システィーナは……多分、あいつのせいで、苦しんでる……なんとなく……そんな気がする……」

　ぐっと、リィエルが拳こぶしを握り固める。

　その拳は注視すればやっとわかるほど、ほんの微かすかに震えていた。

「待って……もう少しだけ、待って！　先生が……グレン先生が、きっとなんとかしてくれるから……ッ！」

「でも、グレン、いない。三日前からどっか行った」

「…………」

「三日前、朝早くわたしの所にやってきて、わたしを叩たたき起こして……これから数日間、絶対にルミアから離れるなって……言い残して……それっきり」

　ルミアは三日前の出来事に、思いを馳はせる……




　……三日前。

　魔導兵団戦の演習も無事終しゆう了りようし、時分は、すっかり日の沈しずんだ夜。

　ルミアはフィーベル邸ていの応接間にて、システィーナの帰りを待っていたのだが……

「システィ!?　それ本気なの!?」

「……本気よ。私……レオスと結婚するわ」

　帰って来るなりシスティーナの突とつ然ぜんの宣言に、ルミアは仰ぎよう天てんした。

　てっきり、グレンと仲直りして帰ってくると思っていたのに、いきなりこれである。

　あまりにも不意討うちで、予想外の展開だ。

「ちょ、ちょっと待ってよ、システィ！」

　それからルミアは、激しい口論をシスティーナと繰くり広げた。

　一体、何があったの？　本気なの？　そんなの絶対おかしいよ！　話が急すぎるよ、両親に黙って結婚なんて変だよ！　夢はどうするの？　お祖父じい様との約束は？　学院はどうするの？　私達もう離はなれ離れになっちゃうの？　私、そんなの嫌だよ……ッ！

　二人は真夜中になるまで何度も何度も同じ事を繰り返し、喧けん嘩かのように話し合った。

　だが……結局、システィーナは最後まで、レオスと結けつ婚こんするの一点張りだった。

　だが、わかったこともある。

　システィーナは言葉を濁にごすが、何度も繰り返し問い詰めるうちに、おぼろげながら見えたのは……先刻、グレンと和解するために、学院の屋上でグレンと会っていたときに、レオスがやってきて……何かがあったらしいこと。

「私のことは放ほうっておいて！　別にいいでしょ!?　私、レオスのこと、ずっと昔から好きだったんだから！　レオスのお嫁さんになるのが私の子供の頃からの夢だったの！」

「シ、システィ……」

　システィーナが、本当にレオスと結婚したいと思っているはずがなかった。

　まだ本人は自覚していないようだが……ルミアはシスティーナが心の底で誰だれを本当に想っているのか、知っている。

　それにもし、これがシスティーナの心から望む結婚ならば……そんな、今にも泣きだしそうな表情で、こちちをじっと見つめてくるわけがないからだ。

　レオスとの間に、何かが起きたのは明白。

　レオスに何か弱みのようなものを握られてしまったのはもう疑いようもない。

　だが、ルミアにはどうしようもない。

　多少、法医呪文ヒーラー・スペルが得意なことを除けば、魔術師としてはごくごく平へい凡ぼんな自分。親友が窮きゆう地ちに陥おちいっているというのに……何もできない。何をすればいいのかもわからない。

　こんな時に頼たよれる人と言えば……

「……先生……ッ！」

　よって、ルミアは不ふ甲が斐いなさと申しわけなさで、自分を呪のろい殺したくなるような思いを抱いだきながら、フィーベル邸を飛び出し、グレンが居い候そうろうしているセリカの屋や敷しきへ。

　時分は、もうすっかり真夜中。

　照明具も持たず、照明魔術の使用も忘れ、街中の所々に設置されたランプ灯の弱々しい光を頼りにフェジテを駆かけるルミア。

　夜も深いがゆえに、静せい寂じやくと暗くら闇やみに包まれたフェジテの街は、まるで死し霊りようの街のようだ。

　人が暗闇に対して抱く原初的な恐きよう怖ふに必死に耐たえ、やっとセリカの屋敷へ辿たどり着く。

（お願い……先生……起きてて……ッ！）

　祈いのるような思いで、屋敷の正面玄げん関かん口ぐちの呼よび鈴りんを鳴らし続け……

　どれくらい、そうしただろうか？

「…………誰だよ、うっせぇな」

　やがて、グレンが玄関をほんの僅わずかに開き、亡ぼう霊れいのような目でルミアを覗のぞき見た。

「……ルミア？」

「先生──ッ！」

　その瞬しゆん間かん、ルミアは微かに開かれた玄関扉とびらに身体からだをねじ込んで、強引に屋敷内に割って入り……グレンに抱きついていた。

「……なっ!?」

　後ろによろめきながら、なんとかグレンはルミアを受け止める。

　流石さすがに驚きよう愕がくに目を瞬しばたたかせるグレンに、ルミアは涙なみだを流しながら必死に訴うつたえた。

「先生、お願い！　助けてッ！　システィが……このままじゃシスティが……ッ！」

　泣き喚わめきながら、ルミアは自分の知りうる限りのことをグレンに伝えた。

　……そして。

　虚きよ無むと無気力に取り憑つかれた表情のグレンは、ルミアの話を聞いていくうちに、次し第だいにその瞳ひとみに光と力を取り戻もどしていき……

「……任せろ」

　ただ、一言。

　ルミアの頭を撫なでながら……そう力強く、言った。




　……三日前を泳いでいた意識が、ふと、現在に返る。

「大だい丈じよう夫ぶ……先生は『任せろ』って言ってくれたよ……」

　ルミアは自分の抱く不安を押し殺すかのように、自分に言い聞かせるように、抱きかかえるリィエルに言う。

　だが……グレンはあの夜以来、未いまだ何の音おと沙さ汰たもない。

　次の日に行うはずだった、レオスとの決けつ闘とうもすっぽかして、姿を消してしまった。

　だが、それでも。

　ルミアは信じている。信じてグレンを待ち続ける。

　……待ち続けるしかない。

（……先生……お願いします……どうか……）

　信じて祈り続ける……




　……だが。

　結局──グレンが学院に姿を現すことはなかった。

　そのまま、一日過ぎ……二日過ぎ……とうとう週末となって……

　本日は、システィーナとレオスの結婚式である。




「……結局……グレン、来なかった」

「…………」

　どこか不満げなリィエルの呟きが、飾かざり気のない部屋に霧む散さんする。

　ルミアは暗い表情で押し黙だまるだけだ。

　ルミアとリィエルが待機しているこの場所は、システィーナの結婚式を執とり行う聖カタリナ聖堂の、その翼よく廊ろう控ひかえ室である。

　今、システィーナは聖堂のシスター達の力を借りて、奥の着付け室でウェディングドレスに着き替がえている真っ最中だ。

　婚こん礼れいの儀ぎを執り行う聖堂内陣部には、システィーナのクラスメートや学院関係者、レオス側の知人らしき者達が、すでに続々と集まってきている。

　さすがに、あまりにも性急な結婚式の開かい催さいに、参列者の数はそう多くはないが……一人の女性の新たなる人生の門かど出でを祝う場としては、充じゆう分ぶんな人数が集まっていると言えた。

「ねぇ……ルミア……システィーナは本当にその、ケッコン？　とかいうのするの？　なんか……システィーナ、嫌がってるように見える……んだけど」

　ぼそぼそと力なく問う、リィエル。

　親友が結婚する。本来ならば、手放しで祝福してしかるべきなのに……その控え室の空気は、ただひたすらに重く、暗かった。

　と、その時である。

　奥の着付け室で、人が動く気配がした。

「さぁ、素す敵てきな花はな嫁よめさんになりましたよー？　ほらほら、ご友人の方も、しっかり拝見なさってくださいな！」

　何も知らないシスターが、楽しげにやって来る。

　そのシスターに伴ともなわれ、何者かがしずしずとルミア達の下もとへやって来る。

「うわぁ……」

　その一瞬だけ、ルミアの胸に渦うず巻まいていた重く暗い感情は一いつ斉せいに吹ふき飛ばされ、ルミアは我を忘れて、そのやってきた人物を見つめた。

「……！」

　いつも眠たげなリィエルも、この時ばかりは、目を丸くしていた。

「……ルミア。……リィエル」

　二人の前に現れたのは、純白のウェディングドレスに身を包んだシスティーナだ。

　煌きらびやかな刺し繡しゆうが施ほどこされたタイトな上半身に対し、下半身のスカートは緩ゆるやかに広がっている。華きや奢しやな肩かたや胸むな元もとが大きく開放された艶あでやかなデザインのドレスでありながら、首から両りよう肩かた、胸元、後うしろ腰ごしまでを優やさしく覆おおうシースルーのレースケープがそれを程ほどよく緩かん和わし、逆に清せい楚そさと清純さを香かおり高く演出している。

　両手にはやはり純白のフィンガーレスグローブ、両耳や首回りをネックレスとイヤリングなどで控えめに飾り、頭から被かぶるは豪ごう華かなレースで縁ふち取どられたウェディングヴェール──システィーナの歩に合わせてその丈たけの長いヴェールがふわりふわりと揺ゆれる。

　そして、あくまで彼女本来の優すぐれた器量を引き立てるために薄うすく施された化け粧しよう……それが彼女の雰ふん囲い気きを信じられないほど大人びたものに仕立て上げており、輝かがやかんばかりの淑しゆく女じよへと昇しよう華かさせている。

　ルミア達の前に現れたシスティーナは、まるで夢のように美しかった。

「どう……かな？」

　憂うれいの色をその表情の端はし々ばしに帯びつつも、システィーナはルミア達に微笑ほほえみかける。

「……システィーナ、すごく綺き麗れい」

　ぼそりと、リィエルが夢ゆめ見み心地ごこちに呟つぶやいた。

「いいな……そのひらひらの服。戦いにくそうだけど……わたしも着たい」

「大丈夫。リィエルもきっといつか着る日が来るよ……」

　システィーナがリィエルに微笑みかける。その表情はとても優しかった。

「ね、ルミア。どう？　似合ってる？」

「うん、とても似合ってる、システィ……こんなに綺麗な花嫁さん、私、見たことないよ……まるで妖よう精せいみたい……」

　だが、ルミアの表情は複雑だ。

「ねぇ、システィ。いいの？　本当にこれでいいの？」

「いいの。心配しないで、ルミア。私は貴女達のためなら……」

「……え？」

　システィーナの言葉は小声で、まるで自分に言い聞かせるかのような口調だったので、ルミアには聞き取れなかった。

「う、ううん、なんでもない！　それよりもさ、二人共！　もうすぐ式が始まっちゃうから、参列席に行っててよ！」

　誤ご魔ま化かすように、システィーナが努めて明るく二人に呼びかける。

　笑ってはいるが……どう見ても空元気だ。

「システィ……」

「ほらほら、親友の一生に一度の晴れ舞ぶ台たい！　しっかり見届けてね！」

　やはり何か物言いたげなルミアと未だ夢心地なリィエルの背中を押し、システィーナは二人を控え室から追い出すのであった。




　清楚な花で飾られ、清せい澄ちような空気に満ちた、厳おごそかな聖堂内陣祭さい壇だんの場にて。

　ついに、システィーナとレオスの結婚式が始まった。

　左右に分かれて長なが椅い子す席に座る参列者達が固かた唾ずを吞のんで見守る中、中央の赤い絨じゆう毯たんのヴァージン・ロードを、レオスとシスティーナが寄り添そって歩く。

　頭上のステンドグラスから降り注ぐ色とりどりの光の中、天てん井じようまで届かんばかりの荘そう厳ごんなパイプオルガンが奏かなでる、厳かな祝福と賛美の音色が礼拝堂を満たす。

　花はな婿むこ姿のレオスと花はな嫁よめ姿のシスティーナが、聖堂奥の祭さい壇だんの前に立つ。

　そして、この式を取り仕切る初老の男──司祭マルコが、二人の前に現れる。

　全員起立からの賛美歌斉せい唱しよう、マルコ司祭による聖書朗読……

「愛は寛かん容ようにして慈じ悲ひあり……愛は妬ねたまず、愛は誇ほこらず、見返りを求めず……只ただ、己おのが身と魂たましいを汝なんじが愛する者へ捧ささげよ。さすれば──」

　式は何の滞とどこおりもなく粛しゆく々しゆくと進んでいく……

「──ゆえに愛とは闘とう争そうである。今、此こ処こに不変の愛の誓ちかいを立てたからと安あん寧ねいに浸ひたってはならない。今日という人生の幸福なる門出は終わりに非あらず、始まりである──」

　粛々と進んでいく……

「これより、汝らの歩む先は、あらゆる艱かん難なん辛しん苦くが魔まの者の声となりて、汝らの心に囁ささやき、汝らの愛を試ためすだろう。汝らは魂の闘争を以もつて試練に打ち克かたねばならない。互たがいに寄り添い、愛を信じよ。愛を守り、家族を守るべし。愛とは闘争である──」

　そして……式次し第だいは、誓せい約やくの儀へと移行する運びとなった。

「レオス＝クライトス。汝は愛を魂の闘争と理解し、それでも尚なお、神の導きによって今、システィーナ＝フィーベルを妻とし、夫ふう婦ふとなる。汝、その健すこやかなる時も、病やめる時も、喜びの時も、悲しみの時も、富める時も、貧しき時も、これを愛し、敬い、慰なぐさめ、助け、共に支え合い、その命ある限り、永久に真心を尽つくすことを誓いますか？」

「誓います」

　レオスが宣せん誓せいする。

「システィーナ＝フィーベル。汝は愛を魂の闘争と理解し、それでも尚、神の導きによって今、レオス＝クライトスを夫とし、夫婦となる。汝、その健やかなる時も、病める時も、喜びの時も、悲しみの時も、富める時も、貧しき時も、これを愛し、敬い、慰め、助け、共に支え合い、その命ある限り、永久に真心を尽くすことを誓いますか？」

「…………誓います」

　一瞬の沈ちん黙もくの後、システィーナがやや俯うつむいて、ぼそりと小さく宣誓する。

　そして、マルコ司祭が参列者達を仰あおぎ見、こう問う。

「我、主の御み名なにおいて、この式に参列する者に今一度、問い質たださん。汝らはこの婚こん姻いんに讃さんするか？　この婚こん儀ぎに讃し、祝福せし者は沈黙を以てそれに答えよ……」

　沈黙。

　しばらくの間、人々のどよめきはなりを潜ひそめ、聖堂を支配するのは厳かなパイプオルガンの厳かで清澄な音色だけだ。

　……そして。

「今日という佳よき日、大いなる主と、愛する隣りん人じんの立ち会いの下もと、今、此こ処こに二人の誓約は為なされた。神の祝福があらんことを──」

　誓約の儀が終しゆう了りようし、マルコ司祭が締しめの祝詞のりとに入った──その時だった。

「──異議ありッ！」

　突とつ如じよ、上がった大だい音おん声じようが、厳かな場の空気を容よう赦しやなく引き裂さいた。

　パイプオルガンの音色が、不意に止やむ。

　式に参列していた一同の視線が、一斉にその声の主に集まる。

　見れば、乱暴に蹴けり開けられた聖堂内陣の入り口扉とびらの向こう側に一人の男がいた。

　その男はざわめく観衆達の中、無ぶ遠えん慮りよにずかずかと聖堂内へと踏ふみ入り……レオスと正面から対たい峙じし、鋭するどく睨にらみつける。

「はん？　聞こえなかったかい？　異議ありっつったのよ、異議あり。俺、この結婚に大・反・対。お前ごときに白しろ猫ねこは渡わたさねーよ」

　その男は──普ふ段だん、だらしなく着き崩くずしている魔術学院の講師用ローブを、きっちりと着こなしたグレンだった。




　──話は再び数日前に遡さかのぼる。

　グレンがレオスに敗北した、その日の夜遅おそく。

　グレンはルミアから、レオスとシスティーナの結婚について知らされることになる。

　一体、なぜシスティーナが突とつ然ぜん、レオスと結婚する気になったのかはわからない。しかし、これがシスティーナの望む結婚でないことは諸しよ状じよう況きようから明らかだ。

　グレンはルミアの直感を信じ、即そく座ざにシスティーナをレオスの魔の手から救い出すために、行動を開始する。

　だが、レオスはシスティーナに何を吹き込んだのか。

　それがわからねば、うかつに動けない。

　万が一、本当にシスティーナが望んでレオスと結婚するなら、余計な横よこ槍やりになる。

　レオスという男についての情報も欲ほしい。考えてみれば、グレンはレオスのことを『クライトスの御おん曹ぞう司し』という前情報しか知らないのである。

　ゆえに、グレンはレオスとの決けつ闘とうをすっぽかして行方ゆくえを眩くらまし、尻尾しつぽを巻いて逃にげ出した体ていを装よそおった。自分の評判は地に落ちるだろうが、少しでもレオスが油断してくれればそれでいい。

　そして、レオスがシスティーナと二人でいる時を狙ねらって、召しよう喚かんした鼠ねずみの使い魔をその周囲に放ち、二人を監かん視しし始める。

　監視中、一度、鼠の使い魔とレオスの目が合ったような気がして、気付かれたかと思ったが……杞き憂ゆうであったらしい。

　その内、あっさり真実は判明した。

　二人の会話から──レオスがルミアとリィエルの素す性じようを盾たてに、システィーナを脅おどして結婚を迫せまっているという事実が──

　グレンは焦あせった。

　クライトス伯はく爵しやく領の御曹司なんてとんでもない。レオスは間ま違ちがいなく、天の智ち慧え研究会に所属する人間か──もしくは研究会に通じている人間だ。

　ルミアの素性は国家最高機密だし、そもそもリィエルの秘密は政府すら把は握あくしていない事実なのだ。知っているのは自分達リィエルの関係者と……天の智慧研究会だけだ。

（だが……なんでルミアじゃなくて白猫を？　あいつが一体、なんだっていうんだ？）

　そこがよくわからないが……とにかく、脅してシスティーナを手に入れようとしている以上……もう、レオスはなんとしても倒たおさねばならない『敵』だ。

　だが、またここでグレンは愕がく然ぜんとする。

　今の自分には、まるで味方がいないのだ。

　セリカは例の迷めい宮きゆう探たん索さく中でいない。別任務についたアルベルトとも連れん絡らくがつかない。システィーナの両親も仕事で不在、おまけに各地を転々としているせいで、システィーナですら所在がわからないらしい状況。そして、天の智慧研究会が絡からむ可能性がある以上、学院の連中は巻き込めない。

　貴族が相手ではフェジテの警備官では手も足もでないし、そもそも信じてもらえない。

　リィエルは──ダメだ、天の智慧研究会の手の者が近くに迫ってきている可能性がある以上、今、ルミアの傍そばから離はなれさせるわけにはいかない。

　軍や政府に通報を──否いな、それも対応に時間がかかりすぎる。明らかに重大な事件性のある以前の学院テロ事件の時とは、わけが違う。

　その間に、システィーナをクライトス伯爵領に連れて行かれてしまってはもう泥どろ沼ぬまだ。爵しやく位い持ち貴族の領地は基本的に治外法権、たとえ女王陛下といえども簡単に干かん渉しようはできないのだ。

　なんていうこと。どういう偶ぐう然ぜんか──システィーナを救うには、自分一人で、あのレオスを打だ倒とうしなければならないらしいのだ。

　そして、そのために残された時間は少ない──週末にはもう結婚式なのである。

（──くそ、なんなんだ、こりゃ!?　状況が悪過ぎるッ！　本当に偶然か!?　偶然にしちゃ、状況が出来過ぎてるぞ!?）

　例えるなら、相手に心を完全に読まれながら、戦戯盤チエスをプレイして、そして相手の予定通り追い詰つめられたかのような……そんなあまりにも出来過ぎた、気持ち悪い状況か。

　だが、言っても始まらない。

　システィーナを救うために動くならば……レオスとの戦いは避さけられないだろう。

　レオスは強い。恐おそらく、自分より遥はるかに。

『本気』で戦わなければ──確実に負ける。殺される。

　よって、グレンはこの数日間、フェジテの知る人ぞ知る闇やみ市いちを回り、なけなしの金をはたいて武器や魔術的な素材を買い集め、魔道具を作製する。

　消費付呪シール型の呪じゆ文もんを簡易起動する巻物スクロールを書き、宝石を加工して護符アミユレツトを作り、爆ばく晶しよう石せきなどの各種晶石類を用意し、以前アルベルトから受け取ったパーカッション式回転弾倉拳銃リボルバーの推薬を調合し、その予備シリンダーを調達し、ナイフに呪的効果を付呪エンチヤントし、飛針にルーンを刻み……資金と時間が許す限りの装備を揃そろえていく。

（……まるで魔導士の頃に戻もどったみてえだな……）

　自室で、グレンは物ぶつ騒そうな各種装備を虚うつろな目で見下ろしながら、物思う。

　確かにグレンが作製したり、用意したりしたこれらの魔術武器や魔道具は、グレンが現役の魔導士時代に、仕事で使っていたものだ。

（だが、こんな玩具おもちやが、あいつにどれだけ通用するか……）

　怖おじ気けづいている暇ひまも余よ裕ゆうもない。

　仕し掛かける日は、結婚式当日と決めた。そこでシスティーナを攫さらう。

　もし、システィーナを攫えば、レオスは間違いなく追ってくる。

　式場の公衆の面前で花はな嫁よめを攫われたとなれば、レオスは貴族の面子メンツにかけて追ってくるだろう。追わざるを得ない。家名を守る為ために。そのままみすみす花嫁を奪うばわれては末代までの恥はじだからだ。

（攫った白猫を餌えさに、レオスを俺に有利なフィールドへおびき寄せて……打倒する。短たん絡らく的だが、それしかねえ……ッ！）




　…………。

　…………。

　……そして。

「本っ当に……どぉ～して、こうなっちまったんだろうな……？」

　今、グレンは長い長い回想を終えて、我に返る。

　とっくに聖カタリナ聖堂を後にしたグレンは、麻あさのように入り組んだ狭せまい路地裏を、一いち陣じんの風のように駆かけている。

　その腕うでの中では、花嫁姿のシスティーナが、先ほどから相変わらず暴れながら喚わめいている……

「離してッ！　お願いッ！　先生、離してッ！　私はレオスと結婚しないと……ッ！　ルミアが……ッ！　リィエルが……ッ！」

「……はぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]……やれやれ……」

　グレンの深い深いため息が、フェジテのどこかに木霊こだまするのであった。








第四章　死し闘とう、相あい容いれない愚ぐ者しやと正義









　フェジテ東地区市し壁へき外、郊こう外がい。

　市壁内の高級住宅地の赴おもむきとは異なり、疎まばらに見える木造や小屋、緑の牧草地が延々と広がり、針葉樹林の雑木林があちらこちらに群生し、所々古代の碑ひ石せきが点在している──発展した中央の方と比べれば、実にのどかで牧歌的な風景。

　そんな風景の一角──雑木林の陰かげに紛まぎれるように──その馬車はひっそりとあった。

　貴族が所有するような豪ごう華かなコーチ馬車である。馬は繫つないでいない。御ぎよ者しやもいない。

　その馬車へ、静かに近付いていく三人の影かげがあった。

　一人はアルベルト。

　そしてもう一人は十代後半……緩ゆるくウェーブがかかった髪かみが特とく徴ちよう的な、涼すずやかで落ち着いた物もの腰ごしの少年。

　最後の一人は老人ではあるが筋骨隆りゆう々りゆうで、どこかヤンチャ坊ぼう主ずっぽい雰ふん囲い気きを醸かもし出す男だ。

《法皇》のクリストフに、《隠いん者じや》のバーナード。

　アルベルトと同じく魔ま導どう士しの礼服に身を包む二人は、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団の特務分室に所属するアルベルトの同どう僚りようだった。

「……間違いありません。あの馬車から、僕の『結界』に反応があります」

　結界魔術に関しては特務分室随ずい一いちと名高い少年──クリストフが神しん妙みように言った。

「ふむ……確かに血の匂においが強くなって来たわい」

　老人──バーナードの言葉に、アルベルトが静かに頷うなずき、馬車の客室扉の前に立つ。

　そして、周囲に油断なく注意を払はらいながら、アルベルトはその扉を開いた。

　途と端たん、むせ返るような特とく濃のうの血の匂いが三人を襲おそった。

「……うっ」

　覚かく悟ごはしていたというのに、クリストフが思わず口元を押さえて顔をしかめる。

　客室内は地じ獄ごくであった。血まみれで、生前どのような容姿をしていたのか判別困難なほど全身が崩ほう壊かいした何者かの死体が横たわっている。全身から噴ふん水すいのごとく派手に出血したらしい……客室内は床ゆかから壁かべ、天てん井じように到いたるまで、ドス黒い血にまみれていた。

「ほう……典型的な『天使の塵エンジエル・ダスト』切れの禁断症しよう状じようで死んだ中毒者じゃのう」

　慣れたものなのか、バーナードが顎あご髭ひげをなでながら、こともなげに言う。

「ふむ……中毒者特有のあの症状が、肌はだに出ておらんの……まだ、それほど投とう与よは重ねられてはいなかったようじゃな……」

「噂うわさには聞いていましたが……まさか、こんなに酷ひどくなるものとは……」

「そう言えば、クリストフ。お前はこの『天使の塵エンジエル・ダスト』絡がらみの案件に関かかわるのは……今回が初めてだったな」

　アルベルトの言葉に、クリストフは神妙に頷いた。

「はい。……以前も、こういう事件があったんですよね？　当時の僕はまだ新人だったから、深くは関わってはいませんが……」

「ああ、そうだ。今から一年余前の話になる」

「あの一件で、随ずい分ぶんと特務分室の仲間も減ったのう。あの物狂い一人のせいでな」

　ふん、と。バーナードが忌いま々いましそうに鼻を鳴らす。

「しかし……どうして、あの人はそんな事件を引き起こしたのです？　僕達と同じ、特務分室の人間だったのでしょう？」

「さあな。今となっては判わからん。奴やつは、グレンと……セラが始末したからな」

「セラさん……ああ、あの《風使い》の？　彼女のことは……残念でした」

「……死人に口なしとはこの事だ」
















　と、その時だ。

　三人の顔に緊きん張ちようが走った。

「おい、お前達……気付いておるかの？」

「……ええ、わかっています、バーナードさん」

　三人が、周囲をちらりと見み渡わたす。

　すると、どこから集まってきたのか農民風の簡素な出いで立ちの人間達が、いつの間にか大勢でアルベルト達を遠巻きに取り囲んでいた。連中の頰ほおは瘦やせこけ、顔色は土気色、目は虚ろで……その動きはどこか機械じみている。

　その手に、鋤すきや鍬くわ、鎌かまなどを抱かかえ……連中はゆっくりとその包ほう囲い網もうを狭せばめてくる……

「かぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　この状じよう況きようから察するに、あいつら、絶対『天使の塵エンジエル・ダスト』の中毒者じゃぞ!?　ぐっは、面めん倒どう臭くさッ!?」

　バーナードがうんざりしたように頭を抱える。

「あいつらって、やたらしぶといから嫌いやなんじゃよなぁ～」

「この馬車を調べた途端の、この襲しゆう撃げき……僕達は案外、この事件の真相に近付いているのかもしれないですね」

「しかし、こりゃあ……ますます思い出すのう、あの一年余前の事件を。ホント、何から何までそっくりじゃわい」

「無む駄だ口ぐちを叩たたくな、翁おきな、クリストフ。詮せん索さくは後だ。今は切り抜ぬけるぞ」

　アルベルトが静かに一いつ喝かつすると同時に。

　中毒者達が一いつ斉せいに、信じられないほどの俊しゆん敏びんさで、アルベルト達に向かってくる。

　その死人のような顔色の悪さとは裏腹に、野生の獣けもののように躍やく動どうするその圧あつ倒とう的てきな俊敏さは、明らかに人の領分を超こえたものだ。

　ざざざざっと、下生えを踏ふみつける無数の音が、みるみる迫せまってくる。

「ち──」

　アルベルトは予唱呪文ストツク・スペルを時間差起動デイレイ・ブート、身を翻ひるがえし、二反響唱ダブル・キヤストで放つ。

　黒魔【ライトニング・ピアス】の雷らい光こうが二に閃せん、虚こ空くうを切り裂さき、向かってくる中毒者の二人の脳天を精密無比に射い貫ぬき──

　二人倒たおされても、中毒者達は構うことなく、アルベルト達へ猛もう進しんし──

　そして──




　──同時刻。

　東地区から大きく離はなれたフェジテの西地区の某ぼう所しよ。

　狭く薄うす暗ぐらい、路地裏にて。

「はぁ……はぁ……取り敢あえず、撒まいたか……くそ、流石さすがに疲つかれた……」

　荒あらい息を吐はきながら、グレンが横よこ抱だきに抱えていたシスティーナを下ろす。

「──ッ！」

　途端、システィーナが意を決したかのように駆け出そうとして──

　グレンは咄とつ嗟さに手を伸のばして、システィーナの腕を摑つかんで引き留める。

「離してッ！　離してよッ！　もういい加減にしてッ！」

　今にも泣きそうな顔でシスティーナが喚き、手足を暴れさせた。

「お、おい!?　静かにしろって!?」

「貴方あなたなんか大だい嫌きらいッ！　私はレオスと結けつ婚こんするのッ！　レオスと結婚しないと──ルミアが──リィエルが──だから──ッ！」

「はぁ……そりゃもういいっつーの。俺はお前の味方だ」

　グレンが心底疲れたように、深くため息を吐つく。

「……え？」

「事情は知ってる。ルミアとリィエルを守るために……お前はたった一人で戦っていたんだろ？　……よく頑がん張ばった。後は俺に任せろ」

「────ッ！」

　すると、システィーナは一いつ瞬しゆん、目を見開いて……次第に肩かたを震ふるわせ、目に涙なみだをにじませて……

「せ、先生……先生せんせぇ……わ、私……ッ！　ひっく……うぅ……」

　感極きわまったように、システィーナはグレンへひしと抱きつき、静かに嗚お咽えつする。

　グレンはシスティーナが落ち着くまでそのままにさせた。

　……やがて。

　システィーナが落ち着くと、グレンは早さつ速そく本題に入る。

「白しろ猫ねこ、レオスの目的は何だ？」

　この一件の最大の謎なぞだ。

「俺も色々と可能性を考えたが、まるでわからねえ。最初は天の智ち慧え研究会の関係者かとも疑ったが……やっぱり、何か違ちがう気がする……」

　グレンは頭をばりばり搔かきながら、苛いら立だったように言葉を続ける。

「……かろうじて有り得そうなのは、クライトス家の今の現状から察するに……お前を妻に娶めとることでお前の家……魔術の名門フィーベル家を傘さん下かに置き、分家筋に対してのアドバンテージを得る、つまり……」

　ふと、グレンはシスティーナが俯うつむいて黙だまっていることに気付いた。

「……すまん。配はい慮りよが足らなかったな……お前にとっては……」

「……いいの。もう……いいの……続けてください……」

　苦々しく思いながら、グレンが続ける。

「……一見、これはクライトス主家筋にとって妙みよう手しゆに見えるが……だが、実は最低の悪手だ。こんな強引に婚こん姻いんをまとめて、問題が噴ふん出しゆつしないわけねえ。バカでもわかる。上流階級層同士の勝手な婚姻に、帝国政府は間違いなく介かい入にゆうする。分家筋も黙っているわけねえ……下手すりゃ全面戦争だ」

「……それは……確かに……」

「それだけじゃない。万が一、ルミアとリィエルの秘密を盾たてに取って脅おどしたことが表に知られれば、確かにルミア達も破は滅めつだが、レオスもクライトス家も破滅だ。面子メンツを何よりも尊び、重視する貴族にとって、名めい誉よってのは本当に命同然なんだ」

「…………」

「そして、何よりフィーベル家……お前の親父おやじさんがこんな暴挙を許すか？　白猫は大事な跡あと取とり娘むすめなのに？　……どう考えても無理だろ。この一件だけは『嫁よめ盗ぬすみ』とかで片付けられる話じゃねーんだ」

　グレンは頭かぶりを振ふりながら、再三、ため息を吐く。

「……まるでクライトス伯はく爵しやく家なんて、自分なんて、どうなってもいいと言わんばかりの暴挙っぷり……やつが何を考えているのか、まるでわからねえ。何かを企たくらむ時は、自分が一番得をする形にもっていく……その大原則がなりたってねーんだ……」

「……じゃあ、なんのために、レオスは私を脅してまで……？」

「ぶっちゃけ……この諸処の問題を差っ引いてもなお……お前を愛していた、結婚したかった……としか言いようがねえ……馬ば鹿かげてるが」

「……それはないわ。あの日、レオスがまるで別人のように豹ひよう変へんして、私を脅してきた時……私、なんとなく、わかった。この人は……私を愛してはいないんだって……」

　どこか寂さびしそうに、切なそうに、システィーナが呟つぶやく。

「……そうか」

　と、その時。

「……ん？　……別人？」

　ふと、気付いた。

　確かにレオスの目的や動機を考えれば……明らかに常識では考えられない状況だ。

　この一連の騒そう動どうを引き越こしたレオス。

　だが……仮に、この一連の事件が、レオスとは別の人間の思おも惑わくの下もとに動いているものだとしたら、どうか？　確かにクライトスがどうなろうが、システィーナがどうなろうが関係ない。陰いん謀ぼうの大原則に、一応、筋が通ることになる。

　なら、もし、そんな第三者がこの事態に裏で嚙かんでいたとしたら……何が目的だ？

（人の目的っつーのは、基本的に、もっとも事態が派手に動いている部分の裏に隠かくれ潜ひそんでいるもんだ……）

　神のため、信しん仰こうのための戦いと銘めい打うちながら、実際はその土地の経済的価値が狙ねらいであったりなど、歴史を繙ひもとけばいくらでもその手の話は出てくる。

　そんな基本に立ち返って、もう一度、冷静に思考してみる。

　この状況を演出した第三者がいると仮定して、状況を整理してみる。

（この一連の結婚騒そう動どうで、もっとも派手に動いた部分は……どこだ？）

　考えるまでもなく、当事者のレオスと、システィーナと……そして、グレン。

（…………）

　そして、どこをどう考えてもレオスとシスティーナに、その第三者の目的はない。

　レオスに個人的に恨うらみ持つ者の犯行や、レオスを蹴け落おとすことで何らかの得をする者の犯行も一応考えられるが……だったら、こんな回りくどいことはしない。システィーナやグレンを巻き込む意味がない。

　となると、消去法で……

（……そんなバカな。それこそ、ありえねえ……一体、どこの誰だれが、そんな暇ひまで、何の得にもならねえことを……ッ!?）

　あまりにも突とつ拍ぴよう子しもない想像に、思わずグレンが頭を振った──その時だ。

「せ、先生……ッ！　誰か来る……ッ!?」

　システィーナが怯おびえた声を上げる。

　いつの間にか、人の気配が二人に迫っていた。

　見れば、路地裏の奥から一いつ般ぱん市民風の人間が数名、グレン達へ向かってきている。

　誰も彼もが、光灯ともらぬ虚うつろな目、土気色の顔色をしており……包丁や鉈なた、麵めん棒ぼう、シャベルなどで武装し、病的で剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを放っていた。

「なんだ、あいつら……レオスの放った追っ手……？　いや、それよりも……」

　グレンの目は、その連中の全身に、網あみ目めのごとく浮ういている血管に釘くぎ付づけだった。

　その特とく徴ちよう的な症しよう状じようは……

「……噓うそだろ……？　『天使の塵エンジエル・ダスト』の……末期中毒症状……だと……ッ!?」

「え？」

　どこかで聞いた言葉に、システィーナが小首を傾かしげてグレンを見上げ……ぞっとした。

「なんでだッ!?　どうして、ここで『天使の塵エンジエル・ダスト』が出てくる……ッ!?」

　グレンは……底冷えのするような冷たい目をしていた。

　グレンこそ、まるで別人のようだった。

「……止まれッ！」

　グレンが素す早ばやく腕うでを動かし、腰こしのベルトに差していた拳けん銃じゆうを引き抜き、構える。

　だが、グレンの牽けん制せいも虚むなしく、その中毒者達の動きは止まらない。

　より一層、歩を速め、武器を構え、グレン達に向かって真まっ直すぐ向かってくる。

　最も早はや、連中にこちらに対する敵意があるのは明らかだった。

「ちっ……」

　グレンは舌打ちしながら銃を収める。

　あの連中が『天使の塵エンジエル・ダスト』の中毒者なら──拳銃の一発や二発を当てたところで止まらない……体のとある部位を除いては。

（どうやら、俺は……レオスを出し抜ぬこうとして、逆に嵌はめられたらしいな……）

　このタイミングで、なぜか自分達に対して明確な敵意を持つ、『天使の塵エンジエル・ダスト』中毒者の登場……偶ぐう然ぜんであろうはずがない。

　認めざるを得ない。敵の方が一枚上手だったのだ。

「白猫、走れ。あいつらは……『天使の塵エンジエル・ダスト』漬づけの末期中毒者だ。主あるじとすり込まれた者の命令に盲もう目もく的てきに従う、死人同然の人形だ……」

　グレンが憎にく々にくしげに歯がみする。

（やつらは『天使の塵エンジエル・ダスト』を投とう与よされ続けなければ、死ぬ。投与され続けても、いずれ『天使の塵エンジエル・ダスト』が致ち死し量に達して、死ぬ。……もう救う手段は、無い）

　救う手段があるとすれば、それは──………

　だが、今の腑ふ抜ぬけた自分に、それができるのだろうか？

　そして、それをやらずして、システィーナを守り抜けるのだろうか？

　……そんなグレンの葛かつ藤とうも露つゆ知しらず、システィーナが狼狽うろたえながら問う。

「せ、先生……『天使の塵エンジエル・ダスト』って……何？　何なの？」

「いいから、言うこと聞けッ！　説明は後だッ！　あいつらが『天使の塵エンジエル・ダスト』中毒者なら……お前を守りながらじゃ、とても捌さばききれねえッ！　早く行けッ！」

　切せつ羽ぱ詰つまったようにグレンが叫さけぶ。

「だっ……大だい丈じよう夫ぶよ！」

　が、システィーナは強がったように言う。

「よ、よくわかんないけど、敵なんでしょ!?　私だって、先生からいつも戦い方を教わってるわ！」

　グレンの警告も聞かず、システィーナは向かってくる男達へ左手を構える。

「《大いなる──》」

　システィーナが唱え始めた呪じゆ文もんに呼応するように。

　突とつ如じよ、中毒者達が一いつ斉せいに駆かけ出し、グレン達に──というより、明らかにシスティーナをめがけて襲おそいかかって来る──

「……え？」

　システィーナの目には、連中の姿が突とつ然ぜん消えて、視界の端はしに影かげが映る程度だった。

　中毒者達は空高く跳ちよう躍やくし、狭せまい路地裏の左右の壁かべを交こう互ごに蹴けって、めまぐるしく跳とび回りながら──遥はるか頭上から畳たたみかけるように、システィーナを襲う。

　──速過ぎる。

　薬物によって制限の外れた中毒者達の動きは、あまりにも俊しゆん敏びんで奇き天て烈れつすぎる。

　ゆえに、狙いを定めることはおろか、目で追うことすらできない──

「あ──」

　システィーナは、自分に向かって迫せまり来る男達を呆ぼう然ぜんと眺ながめることしかできず──

「《駆けよ風──・》」

　その時、グレンが呪文を唱え始めながら、咄とつ嗟さに跳んだ。

　壁を蹴って、さらに高く跳ぶ。

　空中で胴どうを回して放つ、旋せん風ぷうのような回し蹴りで一人目の男を叩たたき落とす。

「《駆けて抜けよ・──》」

　同時に左腕を振るい、鋼線を飛ばし、銀の瞬またたきを虚こ空くうに走らせる。

　ひゅぱ、と空気を裂さいて飛んだ数本の鋼線は、二人目の男の足を絡からめ取り、グレンはそのまま力任せに鋼線を引き、二人目の男を激しく壁に叩きつけ──

「《打ち据すえよ》──ッ！」

　ここでようやく完成したグレンの呪文──黒くろ魔ま【ゲイル・ブロウ】が起動する。

　巻き起こる壮そう絶ぜつな突とつ風ぷうが、三人目の男を空高く吹ふき飛ばす。

　システィーナが呆然としている間に起こった、一いつ瞬しゆんの出来事だった。

「何やってる、白しろ猫ねこッ!?」

　着地と同時に、グレンがシスティーナを一いつ喝かつした。

　その鋭するどい目に睨にらみつけられたシスティーナが、びくりと震ふるえる。

　グレンはシスティーナの手を強引に引き、路地裏の奥へと向かって走り始める。

　システィーナの視界の端で、グレンに倒たおされた男達がまるで屍人ゾンビのようにむくりと起き上がっているのが見えた。




　グレン達は逃にげる。ひたすら逃げる。

　その行く先々に、次から次へと新手の中毒者達が現れては、グレン達に追いすがる。

　果てのない逃とう走そうの中、散発的に発生する戦いが続いていく。




「くそ──」

　グレンが右腕を振るい、飛針を放つ。

　薄うす暗ぐらい路地裏の空間を斬きり裂く銀光、二に閃せん。

　その飛針には『必中のルーン』が刻まれている。その呪的効果により、この飛針は物理的に打ち落とされない限り、狙った場所に必中だ。

　今正に、システィーナに斧おのを振り下ろそうとしていた男──やはり『天使の塵エンジエル・ダスト』中毒者──が、その両目を針で射い貫ぬかれる。

「ギャァアアアアアアアアアアアアア──ッ!?」

　その中毒者は、身の毛もよだつような悲鳴を上げ、見えない目で滅め茶ちや苦く茶ちやに斧を振ふり回して、暴れ始めた。

「──ひっ!?」

　その凄せい惨さんな様子に、思わず喉のどを鳴らすシスティーナ。

　そんなシスティーナを狙い、右の抜け道から飛び出してきた、さらに新手の中毒者。ナイフを腰だめに構え、システィーナ目め掛がけて猛もう速度で肉にく薄はくし──

「くそ──ッ！　《雷らい精せいよ・紫し電でんの衝しよう撃げき以もつて・──》」

　グレンが素早く割って入り、左腕を振るう。

　その左手の手て袋ぶくろから、きらりと煌きらめく微び細さいな銀光。

　数本の鋼線が鋭く虚空を奔はしり、中毒者の体のあちこちに巻き付いて刺ささり……

「《──撃うち倒せ》──ッ！」

　同時に起動される、黒魔【ショック・ボルト】。

　電でん撃げきが鋼線を疾しつ走そうし、その中毒者の体の内部へ、直接伝い流れる。

「ギャアアアアアアアアアアアアア──ッ！　ァアアアアアアアアア──ッ!?」

　上がるは身の毛のよだつような悲鳴。のたうち回る中毒者。

　いくら威い力りよくの弱い護身用の攻性呪文アサルト・スペルと言っても、こう使えば威力は桁けた違ちがいなのだ。

「う、ぅあ……あ……」

　びくびく痙けい攣れんする中毒者を、無む慈じ悲ひに蹴り倒して打ち捨てるグレンの姿に、システィーナが思わず一歩身を引く……

　そして、息を吐はく暇もなく。

「「「シャアアアアアアアアアア──ッ！」」」

　また、新手の中毒者達が路地裏の奥から現れ、及および腰ごしのシスティーナに向かって殺さつ到とうする。まるでその隣となりにいるグレンなど眼中にない、といった気配だ。

「な、なんで、私ばっかり──ッ!?」

「ちぃ──」

　グレンは、やむを得ないといった表情で振り返り、懐ふところから爆ばく晶しよう石せきを取り出す。ナイフでその表面に刻まれていた『封ふう爆ばくのルーン』を傷つけ、中毒者達へと放ほうる。

　その次の瞬間、轟とどろく爆音。

　放られた爆晶石が起爆し、爆風と衝撃が路地裏の一角を震わせる。

　爆発力が弱い小さな爆晶石を使用したため、死者はいないようだが──爆破の衝撃で折れてあらぬ方向へ曲がった手足を動かしながら、数人の中毒者達が地面で蠢うごめいていた。

「あ、あ……ぁ……ああ……」

　その凄惨な光景に、思わず目が釘くぎ付づけになってしまうシスティーナ。こみ上げる吐き気を必死に堪こらえる。

「何をぼさっとしてる!?　こっちだッ！」

　そんなシスティーナの手を乱暴に引き、グレンが駆けだす。

　縦横様々に入り組む路地裏を、次々と現れる中毒者達に追い立てられるまま、何のあてもなく駆け回っていく。

　グレンが、すぐ前の丁字路を右に曲がろうとすると……

「──ッ!?」

　その道の先には、数名の中毒者達がふらふらと徘はい徊かいしているのが見えた。

　グレンは舌打ちして右の道を諦あきらめ、左の道へと駆け込む。

「……ちっ、こっちは通行止めか……ッ！　クソッ！」

　このようなことは、先ほどから何度もあった。

　中毒者達が襲ってくるパターンや待ち伏ぶせの配置……最初は何の法則性もないと思っていたが……何度も繰くり返し、襲われ、待ち伏せされているうちに、気付いた。

　自分達は、明らかに何者かの意思によって、どこかへとおびき出されているのだ。

　今の所、それに逆らう術すべは、グレンにはない。どの待ち伏せや襲しゆう撃げきも……システィーナを守りながらでは突とつ破ぱできない、絶ぜつ妙みような人数が割り振られているからだ。

　そして中毒者達は、なぜかシスティーナしか狙ねらわない。グレンを素す通どおりしてまでシスティーナだけに、執しつ拗ように襲いかかってくるのである。

（くそ……なんでだ……？　なんで、こいつら、白猫だけを……ッ!?）

　中毒者は恐おそろしくタフだ。

　痛覚もほとんど麻ま痺ひしており、生半可な痛みや負傷ダメージでは止まらない。

　ゆえに、どうしてもグレンはえげつない苛か烈れつな攻こう撃げきをせざるを得ない。

（ちっ……この状じよう況きよう……どうしてもあの時のことを思い出しちまう……ッ！）

　思えば、あの時もこうだった。

　一年余前、帝てい都とで起きた『天使の塵エンジエル・ダスト』事変。

　あの時も、敵の策略によって味方と分断されたグレンは、セラと二人で、次から次へと襲いかかってくる『天使の塵エンジエル・ダスト』中毒者をさばきながら、帝都の路地裏を駆け抜け──

　そして。

　その戦いで、セラは──

「────ッ！」

　グレンに手を引かれ、俯うつむきながら必死についてくるシスティーナの姿に。

　かつて、守りたいと思った女の姿が、強きよう烈れつに、否いや応おうなしに被かぶる。

（くそ──やらせるか……ッ！　やらせるものかよ……ッ！）

　気ばかりが逸はやり、悲ひ壮そうな決意ばかりが余よ裕ゆうのないグレンの中で積もっていく。それがグレンの攻撃を、どんどん熾し烈れつで暴力的で、手心のないものにしていく。

　前方から、また三人の中毒者の姿が現れる。

　やはりグレンの姿など見向きもせず、真まっ直すぐシスティーナに向かってくる──

「ちぃ──ッ！」

　拳こぶしを握にぎり固めて、グレンが向かってくる三人に突とつ進しんする──

（くそ……思い出せ、あの頃ころの俺をッ！　今の生ぬるい俺じゃ……また、守り切れねえ……ッ！　あの頃の感覚に……教師じゃなくて……魔導士としての俺に……ッ！）

　幸い、未いまだグレンは魔導士としての自分を完全に忘れていなかったらしい。

「しぃ──ッ！」

　体を捌さばき、飛びかかってきた男達とすれ違いざまに、グレンはナイフを抜ぬく。

　ぎらりと刃やいばを伝う光。

　描えがかれる弧こ、[image: ]ほとばしる真っ直ぐ、切り返される鋭えい角かく──虚空を翻ひるがえる斬ざん光こう、四閃。

　卓たく越えつした手さばきで、中毒者達を斬りつける。

　このナイフには痛覚を過か敏びんにさせる呪じゆ詛そが付呪エンチヤントされている。

　ゆえに、肉体的な痛みではなく、魂たましいに直接響ひびく呪術的な激痛に、喉が割れんばかりの悲鳴を上げ、地面をのたうち回る中毒者達……

（そうだ……これでいい……ッ！）

　魔導士としての自分は、敵を退ければ、退けるほど取り戻もどされ、研とぎ澄すまされていく。

　次し第だいにあの頃に戻っていく感覚に、グレンは内心、ほくそ笑えみ……

（……すまねえ……アンタ達……）

　ほくそ笑みながら……後味の悪さが、吐き気を催もよおすほどに積もってくる。

　恐らくこの中毒者達は元々、何の罪もない普ふ通つうの人間だったはずだ。この事件の黒幕に無理矢理『天使の塵エンジエル・ダスト』を投とう与よされ、グレン達を襲おそうように命令を受けたのだろう。

　一度『天使の塵エンジエル・ダスト』を投与された以上、確かにこの連中は生物としては生きているが、人間としてはもうとっくに死んでいる状態だ。もう二度と元には戻らないし、救えない。誰だれかの人形としての生を、何の感情も感かん慨がいもなく、まっとうするしかない……禁断症しよう状じようで死ぬか、末期中毒症状で死ぬまで。

　そして、グレンはもう救えない人と、まだ救える人との取しゆ捨しや選せん択たくを迫られる。

　皆みんなを救うために学んだ魔ま術じゆつで、誰かを救うために、誰かを切り捨てねばならない。大好きだった魔術を、大だい嫌きらいになりながら……

　魔導士としての自分が戻ってくると同時に、忘れかけていた矛む盾じゆんと葛かつ藤とうも蘇よみがえってくるのであった。

（──クソが──ッ！）

　毒突づきながら、グレンはさらに、新手の敵へと立ち向かう──




　──一方。

　その時、システィーナ＝フィーベルは、グレンの助すけ太刀だちをしようとか、自分もグレンと共に戦うとか、もう、そんな意思はまるで失うせていた。

　なぜなら……今のグレンは、とてつもなく恐ろしかった。

　何かに焦あせり、切せつ羽ぱ詰つまり、手段を選ばず戦う今のグレンの姿は、以前に共きよう闘とうしたときに感じられたあの安心感がまるでない。

　何の躊躇ためらいもなく、人の姿をしたモノを次々と傷つけ、まるで別人のように恐ろしい。

（ごめん、ごめんなさい……先生……ッ！　私──）

　情けないことに……システィーナはグレンに守られていながら、戦うグレンの姿に恐きよう怖ふし、戦意を喪そう失しつしてしまったのだ。

　これほど自分を情けないと、不ふ甲が斐いないと思ったことはない。

　だが、システィーナの心は鉄てつ鎖さのように恐怖で縛しばり付けられ、手足に力は入らず、口はただ震ふるえるばかりで、呪文一つ紡つむぐことすらできない。

　戦うほどに、グレンが自分の知らない別の何者かへと変わっていくようだった。

　以前、グレンは言った。

　しょせん、魔術は人殺しの道具に過ぎないと。

　それに圧あつ倒とう的てきな説得力をもたらす、今のグレンの戦い方。

　今の所、誰一人殺してはいないようだが……これでは、いつ殺してもおかしくない。

（こんなの……先生じゃない……ッ！）

　だから、システィーナは頭を抱かかえて目を瞑つぶり、俯きながら現実逃とう避ひするしかない。

（だって、私が知ってる先生は……馬ば鹿かで、ロクでなしだけど……ッ！　本当は優やさしくて……なんだかんだで、生徒想おもいで……ッ！　いくら私を守るためと言っても……こんな、血も涙なみだもない戦い方をするような人じゃ……なかったはずなのにッ！）

　それが、自分の勝手なイメージや願望の押しつけであることに……気付くことすらできない。

　──と、その時だった。

「白しろ猫ねこ、何、ぼけってしてるんだ!?　後ろ──」

「……え？」

　グレンが発した逼ひつ迫ぱくの怒ど声せいに、システィーナがはっと顔を上げて振ふり返ると。

　そこには、システィーナに向かって鉈なたを振り上げている中毒者の姿──

「あ……」

　システィーナは己おのれの迂う闊かつさを呪のろった。命がかかっている状況なのに……どうして、自分は、こんなにも周囲への注意を怠おこたってしまったのか。

　見れば、いつの間にか、自分とグレンとの距きよ離りが開いている。

　もう、グレンのフォローは間に合わない。

　そして、恐怖に凍いてついたシスティーナの口は、呪文の「じゅ」の字すら紡げない。

　詰つみ、だ。

　ひゅご、と情け容よう赦しやなく振り下ろされる鉈。システィーナは恐らく自分の頭を左右に割るだろうその一撃を、ただ呆ぼう然ぜんと見つめるしかなくて──

　──その瞬間。

　耳をつんざく雷らい音おん、一発──路地裏の壁かべに延々と反はん響きようする。

　刹せつ那な、がん、と頭を仰のけ反ぞらせる中毒者。

　びしゃっ、とトマトが弾はじけるような音と共に、盛せい大だいに咲さいた紅あかの血ち華ばな。

　飛散するその赤い飛ひ沫まつが、システィーナの頰ほおを、純白のドレスを濡ぬらす……

「え──？」

　喉のど奥から掠かすれた声を漏もらすシスティーナ。

　灰色火薬アツシユパウダー──硝しよう石せき、木炭、硫い黄おうから成る黒色火薬に、白はく炎えん綿めんや氷ひよう晶しよう水すいなどの錬れん金きん術じゆつ的な試薬を追加して調合し、儀ぎ式しきを施ほどこし、魔術的に威い力りよく強化された、グレン自作の推薬。

　その炸さく裂れつによって、グレンが咄とつ嗟さに抜いた銃じゆうから放たれた球形弾だんは、システィーナに襲いかかっていた中毒者の眉み間けんを、狙い過あやまたず、完全に射い貫ぬいていた。

　どさ。

　糸の切れた人形のように、崩くずれ落ち、倒たおれ伏ふす中毒者。

　眉間に開いた穴から、どくどくと流れ零こぼれる血。

　銃口から硝しよう煙えんの上がる銃を、昏くらく虚うつろな目で構えているグレンの姿。

「あ、あ、あぁ……あああ……ッ!?」

　頭が──真っ白になる。

　だって、今。

　グレンは──自分の前で──とうとう人を、人を、人を殺、殺──

「白猫ッ！」

　グレンが鬼おにのような形相で、猛もう然ぜんとこちらに駆かけ寄って来て……その姿に、思わず後ずさりするシスティーナ。

「危ねえ──ッ！」

　構わず、グレンは棒立ちのシスティーナに飛びつき、片手でかっさらう。

　それは正に、間かん一いつ髪ぱつ。

　その半瞬後、システィーナの立っていた場所を、建物の上から跳とび降りてきた中毒者達の包丁やら、鉈やらが、一いつ斉せいに穿うがったのだ。

「ちぃ──ッ!?　次から次へと──ッ!?」

　システィーナを片かた腕うでで抱えながら、グレンは疾しつ風ぷうのように狭せまい路地裏を駆け抜ける。

　時折、ちらりと後方を振り返っては拳けん銃じゆうを構え、親指で銃の撃げき鉄てつを起こし、引き金を引いていく。

　銃声が一発、二発と続き──

　追いすがる中毒者達が、次々と膝ひざを射貫かれ、ばたばたと転てん倒とうしていく。

　同時にシスティーナの視界が、どんどんぐにゃぐにゃと歪ゆがんでいく……吐はきそうだ。

（せ……先生……）

　あの時、グレンが中毒者の頭を射貫いた、あの瞬しゆん間かん。

　グレンが、致ち命めい的てきなまでに自分とは違う世界に行ってしまったような……そんな気がした。




　そして。

　そのまま二人は、無数の中毒者達に追い立てられるままに、フェジテを駆け抜け──

　やがて、フェジテ西地区郊こう外がい──旧住宅地区画へと辿たどり着いていた。

　ここは同じフェジテの西地区でも新住宅地区画とは異なり、人っ子一人存在しない。

　フェジテの人口増加対策と、旧時代に作られたがゆえに煩はん雑ざつな区画構造の整理のため、近々、大がかりな再開発が予定されている立ち入り禁止区域なのだ。

　二、三世代前の古い趣おもむきの建物が、複雑に入り組んだ道に沿って並ぶゴーストタウン。

　その一角、涸かれて苔こけむした噴ふん水すい池がある広場に──グレン達の姿があった。

「はぁ……はぁ……どうやら撒まいたようだな……いや、おびき寄せられた、か……」

　荒あらい息を吐きながら、苛いら立だったように呟つぶやくグレン。

　最も早はや、レオスの裏で、全すべての糸を引いている第三者がいるのは明白だ。

　まったく何から何まで忌いま々いましい。この仕し掛かけ人は恐おそらく、システィーナを襲えば、グレンが彼女を守らざるを得ないことを知って、利用しているのだ。

「さて、どうするか……」

　いずれにせよ、この中毒者達の襲しゆう撃げきで、グレンは思おも惑わくを完全に外されてしまった形だ。

　だが、じっとしているわけにはいかない。ここは危険だ。

　どこかに身を隠かくさなくては。

「……白猫、行くぞ。ここは目立つ。もっと安全な場所を……」

　グレンがシスティーナの手を引こうと、じっと俯うつむいて押し黙だまるシスティーナに手をさしのべた……その時だ。

「……っ!?　さ、触さわらないで……ッ！」

　システィーナが、びくりと震えて、一歩グレンから逃にげた。

「……あ……ご、ごめんなさ……ぃ……」

　それは無意識の行動だったらしい。自分がしてしまったことに、遅おくれて気付いたシスティーナは、たちまち悔かい恨こんに満ちた、今にも泣き出しそうな表情へとなっていく。

「白猫……？」

　グレンは最初、どうしてシスティーナが自分から逃げたのかわからなかったようだ。

　だが……システィーナの微かすかに震える唇くちびる、肩かた、膝……それらを見ているうちに、グレンはようやく悟さとる。

「お前……ひょっとして……俺が、怖こわいのか……？」

「…………ッ！」

　びくりと肩を震わせ、固く目を瞑って押し黙るその反応は、何よりも雄ゆう弁べんだった。

「そう、か……そう、だよな……」

　その一瞬、どこか切羽詰まって、ぎらぎらしていたグレンの表情が……ほんの少しだけ切なげに緩ゆるむ。申し訳なさそうに、悲しげに、そっぽを向く。

「……怖がらせちまった……な。すまん」

　その言葉に、システィーナの胸が締しめ付けられる。

「……こういう、クソえげつない魔道具や魔術武器を使って戦うのが……魔導士時代の……本来の俺の姿なんだ……受け入れてくれ、とは言わないが……もう少しだけ、我が慢まんしてくれ……な？」

　そんなグレンの呟きに、システィーナは俯いたまま無言。

　何も言わない。何も返さない。

　だが、それでも、グレンは。

「俺は……お前の味方だ。それだけは……信じてくれ……」

　システィーナに背を向け、ぼそりとそう呟いていた。




　どこか、とても小さく弱々しくなってしまったグレンの背中を前に。

（……私、最低だ……なんて……弱いの、私は……ッ！）

　システィーナは、自分自身を悔恨の念で呪い殺したい気分だった。

　わかってる。全部、わかっているのだ。

　グレンが何のために、あんなえげつない手段で戦ったのか。

　グレンが何のために、システィーナの目の前でついに人を殺あやめてしまったのか。

（全部……私を……守るためだったのに……ッ！）

　そんなことは、わかっているのに。わかりきっているのに。

（なのに……どうして私は先生に、何も言ってあげられないの……ッ!?　この震えが止まってくれないの……ッ!?　どうして──ッ！）

　だって、見たのだ。

　先ほど、グレンが中毒者の頭を銃撃で射貫いた、あの時。

　確かにシスティーナの視界の端はしに、それは映っていたのだ。

　ほんの一瞬、どうしようもなく悲しげに、悔くやしげに顔を歪ませていたグレンの姿を──冷れい徹てつに塗ぬりつぶした仮面の裏で、その心が上げた刹那の悲鳴を。

　なのに、それを知ってなお、今のグレンが恐ろしくて恐ろしくて仕方ない。

　あまりの自分の情けなさに、みっともなさに、臆おく病びようさに、涙なみだすら出てくる──

（ダメよ、システィーナ……ッ！　勇気を出して！　今、先生に何も言ってあげられないと……私は絶対に後こう悔かいするわ！）

　なけなしの勇気を振り絞しぼって意を決する。過呼吸気味の呼気を無理矢理抑おさえ、ぐしっと目元を拭ぬぐい、システィーナはグレンに向き直る。

「せん、せい……」

「……どうした？」

「そ、その……ごめ……さ、い……わ、私……」

　だが。

　システィーナが言葉を紡つむごうとした、その瞬間。

　システィーナの呼吸が止まった。息ができなかった。

　なぜなら……突とつ如じよ、グレンが今までとは比ひ較かくにならないほど恐ろしい形相となって、システィーナの後方を鋭するどく睨にらみつけ始めたからだ。

「ぁ……ぅ……」

　それを見た瞬間、なけなしの勇気もばらばらに砕くだけ散ってしまった。

　そんなシスティーナの気も露つゆ知しらず。

　ぱちぱちぱちぱち……

　場ば違ちがいな拍はく手しゆが、後方から響ひびき渡わたってくる……

「いやぁ、見事だ、グレン。よく、その小こ娘むすめを最後まで守りきったね？　やはり、君は僕が倒さねばならない最高の敵だ。……そうでなくては」

　そんなことを楽しそうに嘯うそぶきながら、悠ゆう然ぜんと歩いてくるその人物は……

「れ、……レオス……？」

　姿はそうだが、何か違う。違い和わ感かんがある。口調が違う。態度も違う。

「……ウゼェぞ、てめぇ。レオスの振ふりはもういい」

　グレンは、底冷えのする声で突つき放すように言い放った。

「とっととその変身解いて、正体現せ。いい加減、バカ騒さわぎも終しまいにしようぜ？」

「おや？　やっぱり、君は僕の正体に気付いたか」

「ここまで、あからさまにヒント出されりゃな……つか、てめぇ、隠す気ゼロだろ」

　舌打ちしながら、グレンが言葉を続ける。

　状じよう況きようの読めないシスティーナは、グレンとレオスの顔を交こう互ごにおろおろ窺うかがうだけだ。

「レオスの野や郎ろうも白しろ猫ねこも、誰だれも得しないこの状況。誰も俺に味方できないという偶ぐう然ぜんにしちゃ出来過ぎた状況。失伝魔術ロスト・ミステイツクになったはずの『天使の塵エンジエル・ダスト』。それを使った、とあるクソ野郎が引き起こした一年余前の事件の再現、しかもご丁てい寧ねいに、セラの代役まで立てるその徹てつ底ていぶり、そして……あの人工精霊タルパだ」

　にやり、とレオス──を装よそおう何者かが笑う。

「今、思えば、あの人工精霊タルパで気付くべきだった……天使の塵エンジエル・ダスト、人工精霊タルパ召しよう喚かん術……そのどちらも禁きん呪じゆつに近い超ちよう高等錬れん金きん術じゆつだが……その二つを両方極きわめていた、とあるクソ野郎を俺は知ってたじゃねえか……ッ！　あのクソ野郎が裏で糸を引いてない限り、こうも、こんな偶然が続くかよッ!?　未いまだに信じられねーが……もし、そうだとしたら……このご都合主義の全てにつじつまが合っちまうんだよ……ッ！」

「ど、どういう……こと……？」

　震ふるえる声で、システィーナが問う。

「この一連の事件は……天の智ち慧え研究会の仕し業わざでも、ルミアを狙ねらったものでも、無論、お前を狙ったものでも、なんでもない……狙いは……俺だ。最初から……俺、個人を狙ったものだったんだ」

「……え？」

「なぁ、そうだろ？　一年余前、『天使の塵エンジエル・ダスト』を使って帝国政府の要人や軍の高位魔導士達を片かた端はしから殺しまくったあの最悪の事件の首しゆ魁かいにて……元・帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団特務分室所属──執しつ行こう官ナンバー11、《正義》のジャティス＝ロウファンッ！」

　すると、レオスを装う男が一つ指を鳴らして……その身にまとっていた変身の魔術が解呪デイスペルされる。

　水面みなもに波は紋もんが揺ゆらぐように、レオスの姿がぶれ……次の瞬間。

　グレン達の前に、レオスとは異なる一人の青年が姿を現していた。

　山やま高たか帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶった青年だ。リボンタイに手て袋ぶくろ、体格はグレンと同じく長身瘦そう軀く。フロックコートを羽織った姿には見覚えがある。

　その青年は、レオスの馬車の御ぎよ者しやを務めていた青年であった。

　そして──青年が、帽子を取る。

　初めて衆目に晒さらされるその相そう貌ぼう。切れ長の目と髪かみは共に灰色。色白の肌はだ。その顔立ちは程ほどよく整ってはいるが、レオスのように甘いマスクというよりは、むしろ酷こく薄はくさと冷たさを色いろ濃こく感じさせる、攻こう撃げき的な美び貌ぼうだ。

「──御ご名めい答とうだ」

　正体を現した青年──ジャティスが薄うすら寒く笑いながら、言った。

「久しぶりだね、グレン。こうして君と再び対たい峙じするこの日を、僕がどんなに待ちわびていたか──君にはきっとわかるまいね」

　誰？　とか。

　レオスは一体、どこ？　とか。

　そんなことを思うより前に……

　やばい、と。

　関かかわってはならない、と。

　システィーナはジャティスを一目見た瞬しゆん間かん、そう直感した。

　ジャティスの凍いてつくような目は、病的なまでに爛らん々らんと狂きよう気きに輝かがやいているというのに──その物もの腰ごしは、まるで憑つき物が落ちてしまったかのように落ち着き払はらっている。まるで悟りを開いた聖人のような静せい謐ひつさ。正気のまま狂気に陥おちいったかのような……そんな歪いびつさが、システィーナの不安を際限なく搔かき立てていく。

「ジャティスゥウウウウウウウウウウウウウ──ッ！」

　一方、ジャティスの姿に一瞬、忘我していたグレンは、我に返るなり吠ほえていた。

「てめぇッ!?　なんで生きているッ!?　テメェはあの時、俺が確かにブチ殺してやったはずだッ!?　なぜだッ!?　どうやって墓場から這はい出てきたッ!?」

「ふん、そんなことはどうでもいいだろ？　より重要なのは、この僕、ジャティス＝ロウファンが未だ健在だ、ということさ。もっとも──」

　ジャティスが、嘲ちよう笑しようするように口元を歪ゆがめる。

「君にとっては、その『なぜ』が重要だということも理解できるよ。なにせこの瞬間、セラは犬死にだった……ということになってしまったのだからね……」

「テメェ……ッ！」

　今すぐ、ジャティスに殴なぐりかかりたい衝しよう動どうを、グレンは必死に堪こらえる。

「……え？　なに？　どういうこと？　あの人、誰？　レオスはどうしたの……？」

「全部、あのクソ野郎の仕込みだったんだよ」

　動どう揺ようし、狼狽うろたえきったシスティーナへ、グレンが忌いま々いましそうに吐はき捨てる。

「学院にレオスがやってきてお前に粉をかけ、俺が喧けん嘩か吹ふっかけての決けつ闘とう騒さわぎ、すったもんだの挙げ句の果てに、俺が白猫を結けつ婚こん式しき場じようでさらって、こうしてこの誰も邪じや魔まできない場所におびき寄せられる……全部、このクソ野郎の仕込み……計画通りってわけだ」

「はぁ!?　何それ!?　そ、そんなの滅め茶ちや苦く茶ちやよ……ッ！　人がそんなに自分の思おも惑わく通りに動いてくれるわけないじゃない……ッ!?」

「ああ、普ふ通つうならそうだ。だが、このクソ野郎は違う」

　がり、とグレンが歯がみする。

「こいつは事態に関わる人間達の行動パターンを完全分ぶん析せき・計算し、予知に近い行動予測が可能なんだ……そして、そのくそったれな行動予測を元に、こいつは俺達が取り得るありとあらゆる行動に対して、自分の望み通りの展開になるシナリオを何百パターンって書く……俺達は、その何百って用意されていたシナリオの一つに沿ったに過ぎない……」

「そ、そんなことが……」

「できるのが、あのクソ野郎なんだよ……ッ！　恐おそらく、やつの未だ謎なぞに包まれた固有魔術オリジナルが関係しているはずだが……」

　グレンが烈れつ火かのごとくジャティスを睨みつけると、ジャティスは微笑ほほえんだ。まるで仲の良い友人から、掛かけ値ねなしの賛辞を得たかのような笑いだ。

「ちょっと、待って……じゃ、じゃあ、結局、レオスはどうなったの……？」

「彼は死んだよ」

　答えたのはジャティスだった。明らかに常じよう軌きを逸いつしたことを口走っているのに、その声こわ色いろは昨日食べた食事の内容を告げているかのような普通さだ。

「『天使の塵エンジエル・ダスト』を投とう与よされた時点で、人としてはもう死んだも同然なんだけど……こないだ、生物的にも亡なくなったよ……『天使の塵エンジエル・ダスト』切れの禁断症しよう状じようでね。ちょうど、魔導兵団戦が終わった直後のことさ」

「噓うそ……じゃ、じゃあ、ここ数日、私が今までレオスだと思っていた人は……」

　システィーナの呟つぶやきに、レオスが肩かたを竦すくめて笑顔で応じる。

「『天使の塵エンジエル・ダスト』の便利なところはね、薬の量と投与のやり方を調節すれば、その人間本来の人格をそのまま演じさせて操あやつることもできる、というところなんだ。おかげで、彼は僕の思惑通りに動いてくれた……彼には感謝してもしたりない」

「あ……」

　ぐにゃぐにゃと、激しく歪んでいくシスティーナの視界。

　思わず膝ひざから崩くずれ落ちそうになるシスティーナを、咄とつ嗟さにグレンが支える。

「こうして、てめぇの姿を拝んでも、てめぇが生きてることが信じられねーが……まぁ、いい。すぐに墓場に送り返してやるから、関係ねえ」

　腰こしのベルトに差した拳けん銃じゆうの撃げき鉄てつを、グレンは後ろ手で、密ひそかにガチリと起こす。

「それよりも聞かせろ。てめぇ……一体、何が目的だ？　こんな回りくどいことして、白猫まで巻き込んで、俺を嵌はめやがって……」

「…………」

「ヤクで操ったレオスをけしかけ、俺に喧けん嘩かを売らせ、俺が白猫を攫さらわざるを得ない状況を作り上げて……俺を孤こ立りつ無む援えんの状態に追い込んで、こうしてまんまとこんな場所におびき寄せて……てめぇは一体、何がやりたい？」

「…………」

「ああ、そうか。復ふく讐しゆうか？　そうだな、確かにテメェを一度ブチ殺したのは俺だしな。いいぜ？　逆さか恨うらみも甚はなはだしいが、ちょうどいい。テメェが俺に復讐するってんなら──」

　と、その時である。

「……復讐？　復讐だと……ッ!?」

　つい先ほどまで、余よ裕ゆうの表情だったジャティスが突とつ然ぜん、眉まゆをひそめ、豹ひよう変へんする。

「ふざけるなッ！　僕を侮ぶ辱じよくする気か、グレン……ッ！」

　その凄すさまじい憤ふん怒ぬの形相に、システィーナは喉のどを小さく鳴らして後ずさった。

　あれだ。あの時と同じだ。

　レオスを天の智慧研究会の手の者と疑った……あの時の目だ。

「この僕が、そんな下げ劣れつで無意味で、下らない非生産的な真似まねをするものか……ッ!?」

「はっ……だったら、なんでわざわざ、こんな回りくどい真似をしやがった？」

　蔑さげすむように舌打ちするグレンに、今度は一転、穏おだやかな表情でジャティスが言う。

「正義のためさ」

「……は？」

　思わず、ぽかんと口を開いて忘我するグレン。

「ところで、グレン……僕がなぜ、一年余前、あんな事件を起こしたかわかるかい？」

　話にまったくついて行けないグレンを置き去りに、ジャティスが誇ほこらしげに言う。

「正義のためさ」

　なんだ？　こいつ……呆あきれて物も言えないが、グレンの顔にもシスティーナの顔にも、雄ゆう弁べんにそう書いてあった。

　そんな二人を置き去りに、ジャティスの歌劇オペラのような一人語りは続く。

「君は知らないだろうけどね。この帝国は……滅ほろびなければならないんだ。この帝国は、とある邪じや悪あくな意思の下もとに創つくられた魔国なんだ。この世にあってはならない国なんだ。ある時、僕は気付いてしまったんだよ……この世界の真実に」

　芝しば居いがかった大おお仰ぎような身み振ぶり手振りと共に、言葉を連ね……

「本当の悪がなんなのか……気付いてしまったからには、それを見て見ぬ振りをするのは偽ぎ善ぜん者だ。……そうだろう？　それは僕の正義が許さない」

　左手を胸に当て、右手を大きく振り、見得を切る。

「………………………………」

「ゆえに僕は一年余前、正義を執行した。この国を持ち上げ、与くみする偽善者達を、片端から始末することにした。やがて内部からこの国を滅ぼすために。まぁ、焼け石に水だけど……善行とはまず、自分が出来ることから始めるべきだ。……そうだろう？」

「………………………………」

「だが、そんな僕の前に、君が立ちはだかった。そして……僕の正義が、君の正義に敗れたんだ……ッ！　僕の完かん璧ぺきなる行動予測すら凌りよう駕がし、君は僕に勝利した……ッ！」

　葛かつ藤とうするように拳こぶしを握にぎりしめ、ジャティスが天に向かって声高く叫さけび……

「僕の正義はそんなものか!?　真の悪を知り、正しき正義に目覚め、正義の為ために己おのが魂たましいを捧ささげることを誓ちかったのに……ッ！　何も知らない君の、《愚ぐ者しや》の正義に敗れる程度のものなのか……ッ!?　断じて否いなだ……ッ！」

　キレのある所作、軽かろやかな足運びで、ぐるりと小さく円を描えがくように歩き……

「…………………………………」

「だから、グレン。これは『復讐』じゃない、君への『挑ちよう戦せん』なんだ」

　そして、コートを、ばっと鳴らして、再びグレンへと向き直る。

「僕の正義と君の正義、どちらが上か……あの時の僕の敗北が、何かの間ま違ちがいだったことを……今回の君との戦いで証明する。僕の正義こそが、真心を伴ともなった真実であることを証明する」

「…………………………………」

「そう！　僕は君を打だ倒とうし……真の『正義の魔ま法ほう使つかい』となる……ッ！」

　……沈ちん黙もく。困こん惑わく。静せい寂じやく。

　そして……

「痛すぎるだろ、お前……」

　ふつふつとこみ上げてくる侮ぶ蔑べつと激情の中、グレンが呻うめく。

「きっと、君にとっては、そうなんだろうね。……あくまで、この国の『真実』を知らない君の中だけの話だけどね」

　ジャティスが肩を竦め、余裕の笑みを返す。

「……じゃあ、何か？　レオス……あいつは気にくわねーやつだったが……死ななきゃならねーやつじゃなかった。そんなやつを魔薬ドラツグ漬づけにして、殺すのが正義だと？」

「ああ、正義さ」

　ジャティスの口調は、揺ゆるぎない自信に満ちたものだった。

「いずれ、この世の全すべてを救う真の『正義の魔法使い』になる僕の、揺るぎない『正義』を証明する礎いしずえになれるんだ。痛ましいことだが……必要な犠ぎ牲せいだったんだ。主は、きっと天なる御み国くにで、彼かの者のことを思い出してくださるはずさ」

「俺達を襲おそった中毒者……連中は何の罪も関係もない一いつ般ぱん市民だったはずだ。そんなやつらを魔薬ドラツグ漬けにして、利用して、使い殺すのが正義だと？」

「ああ、正義さ」

　ジャティスの口調は、己が言葉に微み塵じんの疑いも持っていないものだった。

「仮令たとえ、その歩む道がどんなに罪深く血に塗まみれていようとも、辿たどり着く先に理想が存在するなら、それは正しい道だ。そうだろう？」

　迷いなくそう言い切るジャティスの微笑みは、どこまでも朗ほがらかで力強い。

「……俺達の確かく執しつとは何の関係もない白しろ猫ねこを、狙ねらわせたのも……ッ！」

「ああ、正義さ」

「てめぇ……よくもぬけぬけと……ッ!?」

「事実、そのおかげで君は大分、魔導士としての復帰リハビリが済んだろう？　これは神聖なる儀ぎ式しき……ぬるま湯の世界でふ抜ぬけてしまった今の君を倒たおしても意味なんかない……あの頃ころの、研とぎ澄すまされたナイフのような君を倒してこそ意味があることなんだ……」

　そして、ジャティスは、肩を震ふるわせて笑い始める。

「セラに似ている彼女システイーナ……君はさぞかし昔を思い出したんじゃないか？　彼女を守るために、必死に昔の自分の感覚を取り戻もどそうとしたんじゃないか？　なにせ、セラが死んだあの時の状じよう況きようを、そっくり再現してやったんだ！　君ならきっと必死になってくれると信じてね！　ふっ……ふふっ……あっははははははははははは──ッ！」

「そんなことのために……ッ!?　たった、それだけのために……この茶番劇を、お前は一から仕組んだというのか……ッ!?　魔導士としての俺と戦うためだけに……周囲も、無関係な連中も、何もかも巻き込んで……ッ！」

「そうだ、これも全て……正義のためだッ！」

「そんな正義があるかぁあああ──ッ!?」

「いや、これこそが正義なんだ──ッ！」

　グレンの咆ほう哮こうに、ジャティスも声高らかに雄お叫たけぶ。

「グレン、君には話そう！　僕はこの国と世界の真実を知ると同時に──世界の全ての理ことわりを支配する力の存在も知ったんだ──そう、『禁忌教典アカシツクレコード』だッ！」

「な、に──ッ!?」

「だが、あの力はあまりにも人知を超こえているッ！　人が触ふれていいものじゃないッ！　ゆえに資格がいる──あれに触れていいのは、絶対的に正しい人間だけだッ！　もし邪悪の手に渡わたれば、世界は滅びるだろう！」

「そんな力……」

「ああ、そうさ！　考えるまでもない！　恐らく今、君もそう思っただろうけど、僕が押さえなければならない力だッ！　あの力はッ！」

「…………」

「だけど、僕は自問するんだ……果たして本当に、今の僕にその資格があるのか？　と」

「…………」

「なにしろ僕の正義は一度、君の正義に敗れている。そんな僕に『禁忌教典アカシツクレコード』を手にする資格があるのか？　いや、断じて否だ！　世界が認めても、僕自身が認めない！」

「…………」

「ゆえに！　僕は君を倒し、自身の揺るぎない白き正義を証明し、『禁忌教典アカシツクレコード』を手にする資格を得るッ！　そして、その力で『正義の魔法使い』となり、この邪悪の国を滅ぼし、天の智ち慧え研究会を駆く逐ちくし、さらに世界に真の平和を築くッ！」

「…………」

「わかるかい、グレンッ!?　この世全ての悪は、真の『絶対正義』なる僕の手によって裁かれ、滅めつ殺さつされるんだッ！　この僕がいる限り、この世界に『悪』という存在は一いつ片ぺんたりとも許さないッ！　真っ白に漂ひよう白はくしてやるッ！　鏖みなごろしだッ！」

　そして、ジャティスは神こう々ごうしさすら感じる力強い瞳ひとみで、グレンを真まっ直すぐ見み据すえ──堂々宣言する。

「これを正義と言わずして──何と言うッ!?」

　イカれてる、気が触れている、狂くるってる、頭がおかしい、壊こわれている……ジャティスを一言で言い表せば、結局、それだ。それしかない。

　だが、それ以上に──恐おそろしい。

　ジャティスが狂きよう人じんであることは、もう疑いようがない。常人にまったく理解できない境地に生きる『外れた』人間。これを狂人と呼ばずしてなんと言う？

　そんな狂人が、常人を遥はるかに超える知性と力を持ち、狂人なりの正義と信念をまっとうしようと、明確な目的意識と緻ち密みつな計画性をもって、意味不明の目標へ真っ直ぐ邁まい進しんするのだ。しかも、自分がもっともドス黒い邪悪であることに気付いてすらいない。

　このジャティスという男は救いようのない狂人でありながら……同時に、一種の聖者にも似た究極の求道者なのだ。それだけに、自身の行動に何の迷いも躊躇ためらいもない。

　こんな恐ろしいことが、他ほかにあるか？　──無い。

「……ぁ……あ……あ……ああああ……ッ！」

　怖こわい。怖い。怖い──

　システィーナはジャティスを前に、身体からだの芯しんから震え上がる。

　単純な恐きよう怖ふだけを論ずるなら、以前、システィーナが遭そう遇ぐうした外げ道どう魔術師……レイクやジンなど比ひ較かくにならない。彼らの目的は誰だれしもが持ち得る人間の欲よく望ぼうの延長線上……要するに、まだ理解が及およぶ範はん疇ちゆうだ。

　だが、このジャティスに関してはシスティーナの理解はさっぱり及ばない。理解できない物に対して人が抱いだく原初的な恐怖が、システィーナの心をばらばらに打ち砕くだく。

　と、その時。

「……白猫。すまねぇ」

　不意に、グレンが謝罪の言葉を口にした。

「……先、生……？」

　システィーナがグレンを見る。

　やはり、ぞっとするような昏くらく底冷えのする目をしていたが……どこか悲しげだ。

「……すっかり巻き込んじまったな。まさか……こんな形で、過去に向き合う羽目になるとは……昔のツケが回ってくるとは……くそ……」

「…………ッ!?」

　力なく呟つぶやかれたその言葉に、システィーナは猛もう烈れつに嫌いやな予感に襲われる。

　まずい。

　何かがまずい。

　今のグレンは、何かがひたすら危あやうい。

「白猫、ここから去れ」

「……え？」

「あのフリーダム・ルーピーの狙いは、俺だ。こうなった今、やつは俺以外、眼中にないはずだ。……そうだろう？」

「ああ、勿もち論ろんだ」

　グレンの問いに、さも当然とばかりに、ジャティスは即そく答とうだった。

「むしろ、一刻も早く僕らの前から消えてくれないかな？　システィーナ。もう、君の役割は終わったんだ……僕とグレンの戦いの邪じや魔まをするなら……殺す」

「ひっ──」

　ジャティスの氷の視線に射い貫ぬかれ、再びシスティーナは魂から震え上がった。

「まぁ、お礼は言わせてもらうよ。セラそっくりな君のおかげで……グレンが『戻って』きてくれたんだ……君がいなかったらこの計画は成り立たなかった……」

「白猫、行け！　ここはもうお前が居ていい世界じゃねえ！　己が欲望を通すため、力をもって他者を排はい除じよする──自己正義エゴで完結した世界──真の魔術師の世界だッ！」

　魔ま術じゆつによって世界の法則をねじ曲げてまで、己おのが願望を為なし遂とげる──魔術師の本質とは、結局それなのだ。それ以上でも以下でもない。

　利己的な無理を、力ちから尽ずくで押し通して道理にする者こそ、原初的な意味での魔術師であり……そういう意味で、ジャティスは正に真の魔術師だった。

　突つきつけられた魔術師の冷れい酷こくなる現実に、システィーナの理性は崩ほう落らく寸前で……

　そして、グレンの一いつ喝かつに背中を蹴けられたかのように。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　システィーナは踵きびすを返し、脱だつ兎とのごとくその場から逃にげ出した。

「……達者でな」

　ぼそりと呟き、グレンは改めてジャティスに向き直る。

「さて、やるか」

　グレンは、僅わずかに腰こしを落として身構え……

「ああ、始めよう」

　ジャティスは、手て袋ぶくろを嵌はめた両手を眼前で交差させる。

「僕の正義と、君の正義。どちらが上か……」

「うるせぇ、知るか。……だが、てめぇは殺す。セラの仇かたきだ」

「……そうこなくては」

　黄昏たそがれに燃え上がる広場。長く伸のびる二つの影かげ。

「ふと、古いにしえの魔術師の言葉を思い出したよ……〝望まば、他者の望みを炉ろにくべよ〟……君も立派な魔術師だったわけだ」

「…………」

　対たい峙じする二人の間を、微かすかに夜気を孕はらみ始めた風が吹ふき抜け……場に張り詰つめた緊きん張ちよう感かんは際限なく高まり続けて……

　そして。

　その張力が極限に達した……その瞬しゆん間かん。

「「──ッ！」」

　グレンが猛もう速度で銃じゆうを抜き、構え──

　ジャティスが弾はじかれたバネのような挙動で、両手を振ふった。




　…………。

　……そこに、かつて古にあった、正しき魔術師達の姿があった。

　己が欲ほつする物のために己が全てを賭とす、魔術師の戦いが正にここにあった。

「グレン──ッ！」

　眼前を横切るように疾しつ駆くするグレンへ向かって、ジャティスが手を振りかざす。

　手袋から舞まい散る錬れん金きん術じゆつ試薬、疑似霊素粒子パラ・エテリオン粉末パウダー。

　それがジャティスの深層意識野に潜ひそむ神しん魔まを、現実の存在として投とう影えい・具現化する。

　次の瞬間、ジャティスの背後に現れたのは、人工精霊タルパ【彼女の左手ハーズ・レフト】。

〝黄金の剣けんを握にぎる左手〟という奇き妙みような姿の精せい霊れいは、どこか冒ぼう瀆とく的でおぞましい。

　その左手がジャティスの背後に無数に出現し、一いつ斉せいに剣を振りかざし、ジグザグと縦じゆう横おう無む尽じんの高速機動で、グレンに殺さつ到とうしてくる──

「ちぃ──ッ！」

　グレンは駆かけながら右手で銃を構え、左手で撃げき鉄てつを連続ファニング。

　銃声、銃声、銃声、銃声──全弾発射フルブレツト。

　放たれた火線が空間をよぎり、飛来する【彼女の左手ハーズ・レフト】を次々と撃うち落としていく。

　ガラスが割れ砕けるような音と共に、砕け散って霧む散さんするレオスの幻げん想そう達。

　見向きもせず、そのままグレンは地を蹴り、表通りから路地裏へと跳とび込む。

　勢いに任せて素す早ばやく地面を転がり、跳はね起き、壁かべに背を叩たたき付け──同時に流れるような素早い手つきで、弾たま切れとなった拳けん銃じゆうの弾だん倉そう交こう換かんを始める。
















　銃の脇わきにあるバレル・ウェッジを引き抜ぬき、フレームから銃身を分ぶん離り、弾切れのシリンダーを落とし、予あらかじめ左手に握り込んでいた装そう塡てん済み予備シリンダーをフレームに装着、そのまま銃身を再びフレームに組み合わせて、バレル・ウェッジを差し込──

「隠かくれても無む駄ださ──ッ！」

　ジャティスが腕うでを振るい、新たな人工精霊タルパ【彼女の怒りハーズ・レイジ】を召しよう喚かんする。

〝一いつ対ついの翼つばさが生えた一ひと房ふさの葡ぶ萄どう〟というまたまた奇妙な姿の精霊が、グレンが隠れる路地裏に飛び込んで、はじけ──大爆ばく発はつ。

　暴力的に巻き起こる熱波と炎えん嵐らんが、路地裏を一気に駆け抜け、埋うめ尽つくす。

　マグマのように濃のう密みつな炎ほのお。一瞬で灼しやく熱ねつ地じ獄ごくと化した、その路地裏。

　巻き込まれれば、一瞬で灰も残らず綺き麗れいさっぱり焼死だ。

　だが、グレンは先読みで詠えい唱しようを開始していた黒魔【グラビティ・コントロール】を起動し、重力を操作して、空高く跳んでいた。

　たたたたっ！　と。

　小気味良い音と共に、グレンは路地裏の壁を左右交こう互ごに蹴り登っていき──

　近場の古い鐘しよう塔とうの天辺に降り立つと同時に、眼下のジャティスに銃撃を浴びせる。

　銃声。

　黄昏を鋭するどく斬きり裂さく、火の線。

「ふん！」

　応じて腕を振るうジャティス。

　瞬時にジャティスの前に現れた、天てん秤びんを提さげた右手──人工精霊タルパ【彼女の右手ハーズ・ライト】。

　グレンの放った銃弾は、その右手が構えた天秤に触ふれる直前で、不可視の力に捕つかまり、その弾道が不自然にねじ曲がり、逸それてしまう──

　その刹せつ那な、ジャティスの背後に、巨きよ大だいな処刑人の剣エクセキユーシヨナーズソードを掲かかげた天使が顕けん現げん、その背中の翼を広げ、頭上のグレンをめがけて、猛速度で飛び立つ。

　人工精霊タルパ【彼女の御使いハーズ・エンジエル・斬ざん刑けい】。

　翼が巻き起こす旋せん風ぷうが、地上から天へと駆け上る。

「ちぃ──」

　あっという間に、天使に頭上を取られるグレン。

　そして、天使は機械的に、容よう赦しやなく剣を振るう。

　ほんの一呼吸で振るわれた無数の刃は風かぜが、グレンを襲おそう。

「くそ──ッ！」

　グレンは咄とつ嗟さに、屋根を蹴って鐘塔から飛び降りる。

　刹那、斬撃の余波を受けた鐘塔の天辺が、バラバラの石せつ塊かいと化して、四散する。

　役目を終えた天使は、すぐにその存在が霧散し、消しよう滅めつしていくが──

「まだまだッ！」

　すかさず、ジャティスが腕を振るう。

　手袋から零こぼれる輝かがやく粉。

　顕現する人工精霊タルパ【彼女の御使いハーズ・エンジエル・銃刑】。

　マスケット銃を構えた姿の天使が、レオスの周囲を囲むように六体出現し──グレンへと一斉に銃口を向け、一いつ斉せい射しや撃げき。

　グレンに殺到する無数の火線。

　空中にいるグレンには最も早はや、かわしようがないが──

「《白銀の氷ひよう狼ろうよ──・》

　落下しながら、グレンは呪じゆ文もんを唱えつつ、懐ふところから巻物スクロールを抜き、眼前に広げる。

　途と端たん、巻物スクロールの表面に刻まれたルーン文字が赤く灼しやく熱ねつし──

　次の瞬間、グレンの眼前に六角形模様ハニカムの魔力障しよう壁へきが瞬時に展開され、弾丸を防ぎ──

　呪力を失って灰と化す巻物スクロールを捨て、予め詠唱を開始していた呪文を最後まで括くくる。

「《──吹雪ふぶき纏まといて・駆け抜けよ》──ッ！」

　ひゅお、と巻き起こる凍とう気きの嵐あらし。

　大量の氷ひよう礫れきと、凍いてつく吹雪が唸うなりを上げて、頭上からジャティスを叩き付ける。

「やはり、やる──」

　ジャティスが左手で右手の拳こぶしをマッチのようにこすり合わせる。

　零れ散る、輝く粉。

　顕現する、全身に炎を纏った天使の姿──人工精霊タルパ【彼女の御使いハーズ・エンジエル・火刑】。

　炎の天使が、迫せまる吹雪の前に立ちはだかり、炎の翼の羽ばたきと共に巻き起こる激しい炎えん嵐らんが、グレンの放つ吹雪を相そう殺さいする。

　たちまち炎と吹雪で塞ふさがる視界。

　刹那、ジャティスのその視界の端はしで、きらりと何かが光った。

「ふふっ……相変わらず、抜け目ないな……」

　大きくカーブを描えがいて高速で飛来してきたそれを、ジャティスは人指し指と中指で挟はさんで摘つまみ取る。

　グレンが放った、必中のルーンが刻まれた飛針だ。氷礫の陰かげに隠していたのだ。

　にやりと嬉うれしそうに笑って、その飛針を捨て、ジャティスが駆け出す。

　それを追うように、着地したグレンも即そく座ざに駆け出す。

　ジャティスは召喚した天使の肩かたに片手をかけて飛ひ翔しよう、近場の建物の屋根の上へ。

　グレンも魔ま術じゆつで重力を操作して跳ちよう躍やく、近場の建物の屋根の上へ。

　二人は互たがいに一定距きよ離りを開けながら、屋根伝いに駆けていく。

　足場の不安定さと激しい起き伏ふくをものともせず、惚ほれ惚ぼれするような体術で、ひらりひらりと駆け抜けていく──

「はははははッ！　そうでないと！　やはり、君はそうでないと！」

　屋根から屋根へと飛ぶように跳躍しながら、ジャティスが叫さけぶ。

「君より強い魔術師は吐はいて捨てるほど居る！　だが、君しかいないんだッ！　そんな弱さで……拙つたない魔術で……己おのが正義を──勝利し続けることができた魔術師はッ！」

　屋上を疾駆しながら、ジャティスが歓かん喜きの笑いを浮うかべ──さらに跳ぶ。

「強い魔術師が己が正義を貫つらぬけるのは当然のこと！　それこそが魔術師の理ことわりだからね！　だが、君は違ちがう！　君だけは違うッ！　僕は君こそを尊敬するッ！　僕という人間が取り得る最大の敬意を表するッ！」

　そして、手袋から風に乗ってこぼれ落ちる、疑似霊素粒子パラ・エテリオン粉末パウダー──

「君は百戦して九十九負ける戦いでも、残り一回の勝利を必ず最初に引き当てる！　魔術と呼ぶにはあまりにも子供欺だましな手品で、それでも君は勝利する！　勝利して自分の正義を貫き通し続ける！」

　ジャティスの妄もう言げんを聞き流しながら、尖せん塔とうを蹴けって、グレンがさらに前進する。

「これは凄すごいことだ！　奇き跡せきだと言っていい！　力こそ正義──魔術師の理を覆くつがえす埒らち外がいの御み業わざだッ！」

　再び、ジャティスの背後に現れる【彼女の左手ハーズ・レフト】。

「誇ほこっていいよ、グレンッ！　君の正義は、やはり何か得体の知れない大いなる意思に守られているッ！　もし、この世界に選ばれた人間がいるとしたら──君こそ選ばれた人間だと僕は思うッ！」

　その【彼女の左手ハーズ・レフト】が携たずさえた黄金の剣がぎらりと、不ふ吉きつに光る──

「ゆえに──君の正義を、僕の正義が打だ倒とうすることで──僕の正義はより高みに立てるんだ！　これは君しかできない偉い業ぎようなんだ！」

「グズグズ、うっせぇ──ッ！」

　グレンは鋭えい角かくの屋根を素早く滑すべり下り、へりを蹴って、次の建物の屋根へと跳躍。

　空中で銃じゆうを抜き、並走するジャティスへと向け、激情に任せるままにファニングする。

「殺し合いくらい──黙だまってやれッ！」

　連続咆ほう哮こうする銃口。明めい滅めつするマズルフラッシュ。

　乱射された弾丸が、並走するジャティスへと殺到する。

　刹那、【彼女の左手ハーズ・レフト】が──動いた。

　瞬時に、六度振ふるわれた剣が、飛来する弾丸を全すべて切り落とす。

　その圧あつ倒とう的てきな剣圧が四方八方に吹ふき荒あれ、周囲に飛ぶ。

　バラバラに斬り裂かれて倒とう壊かいする、建物達……

　命令を受けて半自律的に動く『天使』達と異なり、『彼女』自身は完全にジャティスの操作だ。ゆえに、恐おそるべきジャティスの剣けん技ぎと言えた。

「大体、誰だれが正義だッ!?　一体、俺がどれだけの物を零し落としてきたと──」

「はぁ？　バカか君は？　重要なのは『邪じや悪あくを滅ほろぼした』という結果で、それこそが揺ゆるぎない正義だろう!?」

　駆けるジャティスが跳躍。建物の壁を蹴って、さらに跳躍、前進。

　それを追うように、グレンも煙えん突とつを蹴って、次なる屋根の上に着地、疾しつ走そう。

「その正義の前に、過程なんかどうでもいい！　多少の犠ぎ牲せいなど関係ないのさ！　向かう先に理想があるなら、全てが赦ゆるされる──ゆえに君は間違いなく正義だよッ！　この僕が認めた正義だッ！　絶望的な敵に勝利し続けることで、君はそれを証明したんだッ！」

「ふざけたことを……ッ！　やっぱり、てめぇは死ねッ！」

「ああ、それでいい！　もっと本気で来い、グレンッ！　全力の君を打倒することに意味があるッ！」

　ジャティスが腕を大きく振るう。

　すると、【彼女の左手ハーズ・レフト】が大きく剣を振りかぶって──稲いな妻ずまのように振り下ろす。

　縦一いつ閃せん──巻き起こる巨大な真空波。

　並走するグレンに向かって、巨大な剣圧が鋭く猛もう然ぜんと飛んでいく。

　その剣圧は剣のリーチをゆうに超こえ、どこまでもどこまでも、真まっ直すぐに飛んで──文字通り、再開発地区を二つに『割る』。

　地鳴りと、倒壊する建物の悲鳴と、もうもうと上がる粉ふん塵じんの大災さい厄やくが顕現する──

「ちぃ──ッ!?」

　咄嗟に、建物から跳とび降りることで、それを避よけたグレン。

　そんなグレンへ、【彼女の御使いハーズ・エンジエル・銃刑】が六体、マスケット銃を構えて、天空より急降下してくる──

「失うせろ、このガラクタのクソ天使どもが──ッ！」

　爆ばく晶しよう石せきを取り出し、地に擦こすりつけて封ふう爆ばくのルーンを削けずり、天使達に向かって投とう擲てき。

　天使の一人がマスケット銃の引き金を引き、爆晶石を撃うつ。

　その瞬しゆん間かん、爆晶石が起爆──大爆音が大気を震ふるわせ、地を轟とどろかせる。

　爆ばく破はにもろに巻き込まれた天使達が粉々に砕くだけ散って、霧む散さんする──

「ははははははははは──ッ！　グレン──ッ！」

　激しい爆風から右腕で目を守るグレン、その眼前に伸のびる幅はばの広い道路の先──

　彼ひ我がの距離にして約五十メトラ地点に見事な着地を決めたジャティスが、グレンに向かって、猛もう突とつ進しんを始めていた。

　走りながら、ジャティスは縦横複雑に腕うでを振るい──左方に【彼女の左手ハーズ・レフト】を、右方に【彼女の右手ハーズ・ライト】を顕現させ──グレンに向かって、一直線に駆かけ寄ってくる──

　その表情を満たすものは、羨せん望ぼうと、歓喜と、狂きよう気き。

　爛らん々らんと光る目がグレンを、グレンだけを見つめる──

「ジャティスゥウウウウウウウウウウウ──ッ！」

　その姿を直視しただけで虫むし酸ずが走るグレンは、魂たましい割れよと吠ほえて応じる。

　その表情を満たすものは、憤ふん怒ぬと、激げき昂こうと、殺意。

　煌こう々こうと燃える目がジャティスを、ジャティスだけを見み据すえる──

　そして、グレンの手は鮮あざやかに素す早ばやく、滑なめらかに、かつ激流のように動く。

　瞬時に交こう換かんされる銃のシリンダー。

　落ちた空のシリンダーが地面を叩たたくより、それは速い。

　今まで続いた中毒者との戦いが、ジャティスとの死し闘とうが、かつての魔導士としてのグレンを急速に再研けん磨ましていた。

　グレンは、向かってくるジャティスへ、撃げき鉄てつを起こした拳けん銃じゆうを構え──

　次の瞬間、乱らん舞ぶする人工精霊タルパと、咆哮する銃声の交こう錯さく。

　戦いは──際限なく過熱していく──




　薄うす暗ぐらい路地裏を木霊こだまする駆け足の音、炎ほのおのように熱い吐と息いき。

　まるで、恐ろしい怪かい物ぶつから逃にげるように。

　時折、もつれる足が規則正しく地を蹴る音を乱す。

「はぁ……ッ！　はぁ、はぁ……ッ！　はぁ……ッ！」

　遠くから聞こえてくる戦いの音に耳を塞ぎながら……システィーナが駆けている。

　……やがて。

　顧かえりみずに酷こく使ししていた足がとうとう限界の悲鳴を上げ、地面を踏ふみ損そこなって……

「あうッ!?」

　システィーナは、盛せい大だいに転んでいた。

　美しいウェディングドレスがたちどころに汚よごれ、すそがすり切れる。

　その痛みで……システィーナはふと、我に返った。

「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　っ……だって、仕方ないじゃない……ッ！」

　それは誰に対する言い訳か。

　システィーナは地面に倒たおれ伏ふしながら、涙なみだ声ごえで叫んでいた。

「先生が行けっていうから……それに、私なんかが本当の魔術師同士の戦いの場にいたって足手まといだし……だから……ッ！　……だから……ッ！」

　システィーナは賢さかしかった。

　自分は足手まといだから。

　……確かにそれは事実だ、疑いようのない事実。

　だが、同時にシスティーナは聡さとかった。

　それは事実であるが……噓うそでもある、ということもわかっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ……先生はあんなやつになんか負けない……きっと、無事に帰ってくる……」

　それも自分に言い聞かせたい、信じたいだけの噓だ。

　だって、自分は確かに聞いたではないか。

『……達者でな』

　グレンが自分の去り際ぎわに、呟つぶやいた言葉。

　本当にグレンは帰ってくるのか？　……あの戦いに勝利しようが、しまいが。

「……ぅ……うう……ッ！」

　システィーナは聡そう明めいな娘むすめだ。だからわかる。

　多分、グレンは帰ってこない。勝とうが負けようが……きっと、自分達の前から姿を消してしまうのだろう。何も語らず、ひっそりと。

　否定してしまったのだ。自分が……あのグレンを。

　恐ろしい、と。

　怖こわい、と。

　別世界の人間だ、と。

　……拒きよ絶ぜつしてしまったのだ。

　グレンが過去、軍と関かかわりのある人間だった……というのは知っていた。何か普ふ通つうじゃない、後ろめたい仕事をしていた……というのもなんとなくわかっていた。

『……誰かを教え導くには……手が汚れ過ぎている……』

　以前、グレンが言った台詞せりふ。

　普段は、お調子者のロクでなしだが……そんなことをおくびにも出さないが……グレンはずっと、人知れず気に病やんでいたのだろう。

　こんな自分が、本当に、ここにいてもいいのか？　と。

　グレンが時折、ルミアのために、リィエルのために、生徒達のために、命を賭として戦い続けてきたのは……ひょっとしたら、そのせいかもしれない。

　自分はここにいていいんだと……自分を納なつ得とくさせたかったのかもしれない。自分で自分を肯こう定ていしたかったのかもしれない。誰かに肯定して欲しかったのかもしれない。

　だと、いうのに。

「……私の……私の馬ば鹿か……ッ！　なんで……私……あんなことを……ッ!?」

　否定して──拒絶してしまったのだ。

　ルミアなら、きっと迷いなくグレンを肯定し、寄り添そっただろう。

　リィエルなら、当然のようにグレンの傍そばに立って戦っただろう。

　でも、自分は……ダメだった。あのグレンが怖くて仕方なかった──

　涙がぼろぼろ溢あふれてくる。後こう悔かいは尽つきない。だが、どうしようもない……

「私……私、一体どうしたら……ッ!?」

　ジャティスは恐ろしい敵だ。グレンが勝てる保証なんてどこにもない。むしろ、グレンのあの反応を見る限り、勝算はかなり低いのだろう。

　今、この瞬間にも、グレンは血だまりの中に沈しずんでしまうのかもしれない。

　よしんば、ジャティスに勝利しても……きっとグレンは帰ってこない。そんな予知にも似た確信が、システィーナの中にある。

　考えれば考えるほど、状じよう況きようは絶望的だった。

　ルミアもいない。リィエルもいない。アルベルトもいない。セリカもいない。学院の人間は巻き込めないし、軍に助けを呼ぶ時間的余よ裕ゆうもなければ、コネもない。今、あらゆる意味で、グレンを救えるとしたら……それは、自分しかいないのだ。

「でも、私に一体、何ができるっていうの……ッ!?　私程度の魔ま術じゆつ師しが……ッ！　あんな恐ろしい敵を前に……ッ!?　一体、何が……ッ!?」

　頭を抱かかえて蹲うずくまってしまうシスティーナ。

　これを弱さとあざ笑うなかれ。

　このまま座して逃げ、みすみすグレンを失うか。まず間違いなくグレンを失うと確信している道に祈いのりを捧ささげて、グレンが帰き還かんする奇き跡せきを神に願うか。

　もしくは何を血迷ってか、足を引っ張る危険性をはらみながらでもグレンに加勢して、死ぬかもしれない戦いに身を投じ、グレンを助けて連れ戻もどすという……糸のように細い道を行くか。

　今まで日向ひなたの世界で平和に過ごしてきた弱じやつ冠かん、齢よわい十五の少女に突つきつけられた選せん択たく肢しとしては、あまりにも過か酷こくなものだ。

　嫌いやだ。失いたくない。でも怖い。ジャティスも、グレンも。

　逃げたくない。以前、リィエルと対たい峙じした時に感じた、あの惨みじめな思い。悔くやしさ。

　本心を偽いつわって、現実から逃げるような真似まねはもう嫌だ。

　誰だれかのために戦えるように……守りたい人を守れるように……こういう時のために力を培つちかったのに。

　だけど……やっぱりシスティーナの身体からだは震えるばかりで、少しも動かなかった。

「先生……どうしたら……どうしたらいいの……？　どうしたら……」




「どうしたら、俺のように、恐きよう怖ふを感じることなく戦いに挑いどめるかって？」

　──ふと、思い出す。

　──それはいつのことだったか。

　グレンにつけてもらっている朝の鍛たん錬れんにて。その日の鍛錬メニューを終えたシスティーナは汗あせを拭ふきながら、ふとそんなことを尋たずねていた。

「馬鹿か、お前。俺を魔導人形か何かと勘かん違ちがいしてないか？」
















「えっ？」

　ジト目で睨にらんでくるグレンを、システィーナは目をぱちくりさせながら見つめる。

「俺だって怖こえぇぞ。当然だろ？　だって、命のやり取りをするわけだからな。怖くないわけねえじゃねーか。そんなの一部の超ちよう越えつ者や、戦闘狂を除いて誰だって同じだ」

「じゃ、じゃあ──ッ！　先生は、どうして戦えるんですかッ!?」

　納得いかないシスティーナが、グレンに食ってかかる。

「私は、あの遠えん征せい学修でリィエルと対峙した時……怖くて震えて、何もできなかった！」

「結果オーライだったから、いーじゃん」

「そういう問題じゃないんです！」

　システィーナがだだっ子のように首を振ふって、グレンの言葉を拒絶する。

「確かに先生に戦い方を教えてもらいました……自画自賛ですけど、かなり魔術師として上達してきたと思います」

「そうだな……お前の成長力は正直、引くわ……こっちが血ち反吐へどを吐はいて身につけたことを、なんでもかんでもあっさりモノにしやがって……くそう、これが才能ってやつか」

「茶化さないでください！　とにかく……戦いの技術は上達したかもしれませんが……でも……いざという時にちっとも戦える気がしないんです……」

「…………」

　教え子の縋すがりつかんばかりの必死な訴うつたえに、ようやくグレンも真ま面じ目めな顔になる。

「今の私が、あの時のリィエルと対峙しても……きっと、私はあの時と同じように震ふるえて何もできない……いくら先生の指導を受けて力を研けん鑽さんしても駄だ目めなんです……私は本当に必要な時に、きっと怖くて戦えない……どうしたらいいんですか……？」

　すると。

　グレンはしばらく、言葉を選ぶかのように押し黙だまって考え、そして言った。

「白しろ猫ねこ。俺が戦えるのはな……怖いからだよ」

「また、そんなこと言って茶化して……ッ！　私は真面目に聞いて──」

「戦いで死んじまうより……もっと怖いことがある」

「……え？」

　煙けむに巻かれまいと構えていたシスティーナが、グレンの意外な言葉に目を見開いた。

「確かに戦うのは怖い。だけどな、自分に力があるのに……できることがあるのに……目を背そむけて、逃げて、自分の大事なモノを失っちまう方が……余よ程ほど、怖い」

「戦って死ぬより……怖いこと？」

「ああ、そうだ」

　こくり、とグレンは神しん妙みように頷うなずいた。

「もし、万が一。お前が戦いたい状況、戦わなければならない状況が来た時……それでも恐怖に身体が震えて動かないなら……深呼吸して、思い出せ。自分が何のために力を手に入れたのかを。自分にとって本当に大切なモノがなんなのかを……」

　システィーナの目を真まっ直すぐ見つめながら、グレンは言葉を紡つむぐ。

「誰かを守りたい、誰かのために戦いたいという思いは立派だが、それだけで命を賭して戦えるほど人間は強くない。それよりも失う恐怖を思い出せ。上うわっ面つらの信念より、本当に大切なもの……自分が命を賭するに値あたいするものが何なのかを、もう一度だけ、よく思い出せ。それが、戦いの恐怖に震える身体に勇気をくれるはずだ………………多分」




　──薄うす暗ぐらい路地裏で、システィーナが我に返る。

　不意に、脳のう裏りに蘇よみがえったグレンの教えをもう一度、反はん芻すうする。

「……失う恐怖……上っ面の信念じゃなくて……本当に大切なもの……」

　ふと、思う。

　ルミアがいて。リィエルがいて。周りには、クラスメート達がいて。

　その中心にグレンがいる。彼はロクでもないことばかりやらかすが……なんだかんだで皆みんな、呆あきれながらも笑っている。

　そんな、いつもの日常。当たり前すぎて普段はなんとも思っていないコト。

　もし、グレンがいなくなったら、どうなるだろう？

　ルミアは？　リィエルは？　クラスメート達は？　今のように笑えるのだろうか？

　……ぞっと、した。

「嫌、だ……そんなの……」

　もう、こんな当たり前の日常は戻らない。グレンを忘れて日々を安あん寧ねいに過ごすには……もうグレンの存在は自分達の中で大きくなりすぎている。

　そして、何より──

「私が……嫌だ……そんなの……絶対に……嫌……ッ！」

　どうして、グレンがいなくなることを想像しただけで、涙が溢れるほどに悲しくなってくるのか、こんなに焦しよう燥そう感かんを覚えるのか……それは、わからない。

　だが、グレンを失うことは……とても、怖い。

　考えただけで頭がおかしくなりそうだ。

　グレンを助けなければ、連れ戻さなければ、私が、私で、いられない……ッ！

「…………」

　システィーナが涙を拭ぬぐって、ふらりと立ち上がる。

　いつの間にか……身体の震えは止まっていた。

　そして──




「はぁ……はぁ……はぁ……ッ！」

　とある通りの、とある建物の壁かべ際ぎわに追い詰つめられ、グレンが座り込んでいた。

　右の二の腕うでから激しい出血があり、だらりと下げたその腕を左手で押さえている。

「……勝負、あったね」

　そんなグレンのすぐ前に立つジャティスが、グレンを見下ろしている。

　ジャティスの周囲には、人工精霊タルパ【彼女の御使いハーズ・エンジエル・銃じゆう刑けい】が六体寄り添い、マスケット銃の銃口を眼下のグレンに、零ゼロ距きよ離りで突きつけている。

　もう、グレンにはどうすることもできない。身体はまだ動くが……この状況では、グレンのあらゆる行動に先んじて、ジャティスの人工精霊タルパが、引き金を引く方が早い。

　詰みチエツクメイト、だ。

「はぁ……はぁ……ッ！　……くそが……ッ！」

　舌打ちしながら、嚙かみつくような目でジャティスを睨み上げるグレン。

「惜おしいな……もし、君が『イヴ・カイズルの玉たま薬ぐすり』を入手できていれば、また結果も違ちがったかもしれないのに…………まぁ、軍属じゃない今の君には無理か」

　対するジャティスは歓かん喜きを抑おさえられない、余裕の表情だ。

「だが……僕の勝ちは勝ちだ。魔導士として全力の君を……とうとう、僕の正義が打ち砕くだいた……僕の正義が証明された……ッ！　やはり、僕には『禁忌教典アカシツクレコード』を手にする資格がある……ッ！　何しろ、選ばれた人間である君を超こえたわけだからな……ッ！」

　相変わらずグレンには、ジャティスが何を言っているのか、さっぱりだ。

　どうして、こんな三流魔術師である自分に固こ執しつするのか、いまいち理解できない。

　だが、元より狂きよう人じんの戯ざれ事。気に留めるだけ無む駄だというものだ。

　禁忌教典アカシツクレコード。

　ジャティスの口から気になる言葉も出ているが、今となっては、もうどうでもいい。

「……相変わらずガタガタうるせぇやつだ……殺やるなら、さっさと殺れよ……」

「ああ、もちろん。だが、ずっと待ち焦こがれていた勝利に、つい浮うわついてしまう僕の気持ちも理解して欲しい」

　ジャティスは穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「安心してくれ、グレン。君は苦しませずに一いつ瞬しゆんで殺す。それが、かつて僕の正義を脅おびやかした唯ゆい一いつ無二の人間に対する、最大限の敬意と礼れい儀ぎだ……」

「……ありがとうよ。地じ獄ごくに落ちろ」

「あの世で……セラによろしく伝えてくれ」

　そして。

　ジャティスが指を打ち鳴らし、偽りの天使達がその銃の引き金を一いつ斉せいに引こうとした──

　その瞬間。

「《集つどえ暴風・戦せん槌ついとなりて・撃うち据すえよ》──ッ！」

　矢や継つぎ早に叫さけばれた呪じゆ文もん。

　起動されたＣ級軍用魔ま術じゆつ──黒魔【ブラスト・ブロウ】。

　莫ばく大だいな量の空気を圧あつ搾さく凝ぎよう集しゆうした風の破城槌が、猛もう速度でジャティスを横よこ殴なぐりに襲おそう。

「何──ッ!?」

　まったく想定外の不意討うちであったがゆえに、ジャティスの反応が一瞬、遅おくれた。

　まさか『彼女が戻ってくる』など……彼の完かん璧ぺきなる行動予測の中にはなかったのだ。

　ゆえに、ジャティスの絶対的な『盾たて』たる【彼女の右手ハーズ・ライト】の展開が間に合わない。

　やむを得ず、ジャティスは咄とつ嗟さに、己おのが身を天使達に守らせ──

　どんっ！　重たい鉄の城門をぶち抜ぬいたかのような衝しよう撃げき音。

　身を挺ていして盾となった偽いつわりの天使達は硝子ガラスのように粉々に砕け散り、殺しきれない風の破城槌の威い力りよくが、ジャティスの体を蹴け飛とばしたボールのように、かっ飛ばす。

　ジャティスの体はそのまま水平に飛んで行き──その先の建物に激げき突とつし、そのまま壁に大穴を開けて、建物の中に消えていった。

　びゅごお！　遅れて周囲を吹ふき抜けた激しい突とつ風ぷう──黒魔【ブラスト・ブロウ】の余波に、グレンは浮うきそうになる身体を必死に押さえる。

　髪かみが、ローブの裾すそが、風に激しく引っ張られ、ばさばさとはためいた。

「う……ッ!?　この呪文は……？」

「はぁ……はぁ……ま、間に、合った……ッ！」

　グレンが、その息切れで掠かすれた声の上がった方向に目を向ければ……

　両の手の平を構えたシスティーナが、向こうの路地裏の入り口付近に姿を現していた。

「な……」

　グレンが愕がく然ぜんとする。

　そんなグレンにシスティーナが駆かけ寄り、グレンを庇かばうように前に立った。

「立ってください、先生。こんなもので倒たおせるほど甘い相手じゃないんでしょう？　今のうちに私と──」

　それに答えず、グレンは立ち上がるなり、システィーナを怒ど鳴なりつけた。

「馬ば鹿か野や郎ろうッ！　お前、なんで戻もどってきやがった!?」

　グレンの激しい一いつ喝かつに、システィーナの肩かたがびくりと震える。

「ここはお前がいていい世界じゃねえんだッ！　だから、帰れッ！」

「……そう。ここは……私がいていい世界じゃない……」

　だが。

　システィーナは、今度は逃にげず、グレンを真っ直ぐ見つめて。

「そして、貴方あなたがいていい世界でもないわ」

「…………ッ!?」

「私は、貴方を、連れ戻しにきたの」

　そんなことを言われ、一瞬、グレンは呆あつ気けに取られて……

「アホか、ふざけんなッ！　お前、何、考えてやがんだッ!?　そんなくだらない理由で、こんな危険な場所にノコノコやってきやがって……ッ!?」

　グレンは腕を振ふって、激しくシスティーナを拒きよ絶ぜつした。

「大体、この一件でわかったろ!?　散々、お前も見たじゃねえかッ!?　ずっと隠かくしてた俺の本ほん性しようを……ッ！　俺はお前達を欺だましてたんだよッ！」

「…………」

「そうさ、元々、俺にはそっち側に──」

「──いる資格なんかないとか、ふざけたこと言ったら、本気で怒おこりますから」

　だが、正に言わんとしていたことを先回りされ、グレンは思わず閉口するしかない。

「……正直、私、今でも貴方のことが怖こわいです」

　そんなグレンに、システィーナは淡たん々たんと胸の内を吐と露ろしていく。

「私は弱いから……臆おく病びようだから、貴方を拒絶してしまった。貴方に守ってもらいながら……多くのことを教えてもらいながら……その恩も忘れて……それは……本当に、ごめんなさい……謝って済むことじゃないけど……それでも……ごめんなさい」

　システィーナの目め尻じりに光るものが浮かんでいく。

「でも……思い出したの。貴方はただ単に怖いだけの人間じゃなかったはずだって。今の怖い貴方も、普ふ段だんのロクでなしな貴方も……どっちも貴方自身。それを全部含ふくめて貴方という人間なのよ……」

「…………」

「だから、どっちの貴方も否定していいものじゃない……貴方に少し怖い一面があるからって、私達と一いつ緒しよにいる資格がないなんて、そんなわけない！　だって、普段の貴方は……確かに、今まで私達と同じ世界に生きていた、掛かけ替がえのない人だったんだから！」

「…………」

「私は、貴方を肯こう定ていするわ。貴方にこんな一面があったなんて知らなくて、戸と惑まどったけど……それを含めて貴方なんだと、貴方を肯定する。だから……」

　ぶるぶると、感極きわまったシスティーナの肩が震ふるえていき……

「お願い……ッ！　帰って来て、先生……ッ！　嫌いやだ……ッ！　私、こんなの嫌だよ……ッ！　こんなことでお別れなんて……これきりなんて嫌……嫌なの……ッ！　もっと、色んなことを教えてよ……ッ！　私達の側そばに居てよ……ッ！　先生……ッ！」

「白しろ、猫ねこ……」

　肩を震わせて嗚お咽えつしながら訴うつたえかけてくる教え子の姿を前に、呆ぼう然ぜんとするグレン。

　いつの間にか……憑つき物が落ちたように、その顔から険が取れていた。

　と、その時である。

「……やれやれ」

　天使の肩に摑つかまったジャティスが、空から舞まい降りてくる。

　そして、グレン達から十数メトラほどの間合いを開けて、再び向き直った。

「不覚。……折れた左足と右腕を繫つなげるのに、少々時間がかかってしまった……」

　どうやら、先ほどから何の音おと沙さ汰たもないと思っていたら、不意討ちによる予想外の負傷に、ジャティスは一時後退をしていたらしい。

　ぐしっと涙なみだを拭って、システィーナがジャティスを睨にらみつけ、言い放つ。

「ジャティスさん、でしたっけ？　貴方と先生の確かく執しつはよくわかりませんけど……もう先生に関かかわらないでください。貴方と先生の住んでいる世界は違うんですから」

「……は？　君は何を言ってるんだい？」

　ジャティスが鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったような顔になって、反論する。

「グレンは僕と同じ、こちら側の人間に決まってるだろう？　君はグレンについて何も知らないからそんなことを──」

「うるさいです。黙だまっててください」

　だが、システィーナはぴしゃりと切り捨てた。

「正直、先生が昔、何をやっていたかなんて興味ないですし、仮令たとえ何をやってても変わりません。先生はこちら側の人間で、私達の先生です」

「…………」

　すると、これまで基本、常に余よ裕ゆうを崩くずさなかったジャティスの表情に、初めて苛いら立だちのようなものが交じり始める。

「……ウザイね、君。容姿だけじゃなくて、性格もセラに似てるんだな……」

「そうですか。どうでもいいですけど」

「残念だけど、君の言うことは聞けないね。グレンは僕の最大の宿敵なんだ。グレンを倒すことで、僕の正義は──」

「ふん──バッカじゃないの？」

　システィーナは尊大に腕うで組ぐみして、言い捨てた。

　開き直ってしまったのか、吹っ切れたのか、どんどん言動が大だい胆たんになっていく。

「先生を倒したところで何にもならないわよ？　正義？　笑わせちゃうわね。この人は馬ば鹿かで、ロクでなしで、いい加減で、やる気ゼロで、魔術師失格の駄だ目め講師なんだから。そんな駄目人間を苦労してやっつけて、一体、何の証明になるっていうんですか？」

　そこまで言うか……と苦にが虫むしを嚙みつぶしたような顔のグレンを尻しり目めに、ジャティスの表情がどんどん憤ふん怒ぬの色に満ちていく。

「君は……この僕が唯一認めた人間を……グレンを愚ぐ弄ろうするのかッ!?」

「……ッ!?」

「気が変わった。君は殺す。予告するよ……君だけは、この世のありとあらゆる苦痛を味わわせながら、殺す……グレンを愚弄したことを地獄で詫わび続けさせてやる……」

　その、激しい憤怒が燃えた冷れい酷こくな眼まな差ざしはまるで悪あく魔まのよう。

　睨み竦すくめられたシスティーナは、流石さすがに顔を青ざめさせて……

「……させねえよ」

　どこか毒気が抜けて気け怠だるげなグレンが、システィーナを背後に庇うように立った。

「はぁ[image: ～][image: ～]、お前、バッカだなぁ……あのイカレポンチに喧けん嘩か売るなんて……あいつ、しつこいからな……逃げても地獄の底までお前を追ってくるぞ……？」

「……う」

　流石に、うかつな発言を少し後こう悔かいしているらしく、言葉に詰つまるシスティーナ。

「だが、まぁ……これで俺とお前は、あのアホに目をつけられた者同士……運命共同体ってわけだ……」

　そうおどけて嘯うそぶきながら、グレンはジャティスの前でローブを脱ぬぎ捨て、銃じゆうやら飛針やら鋼糸やら魔道具やら、各種魔導士装備を、次々と捨て始めた。

「……どういうつもりだい？　グレン」

　グレンの謎なぞの行動に、ジャティスは訝いぶかしむように眉まゆをひそめる。

「あー？　もういらねーんだよ。こんなもん使ったって、白猫がついてこれねえしな」

　そして、装備を捨てきったグレンは掌てのひらと拳こぶしをパンと打ち鳴らし、拳を構える。

「てめーなんざ、拳闘こいつで十分だ」

「どういう……つもりだ……ッ!?　グレンッ！」

　わなわなと、ジャティスが震え始めた。

「それじゃ意味がない！　魔導士として全力の君を打だ倒とうしなければ意味がないんだッ！　そんな情けない君を倒したところで、何の証明にもならないッ！　だから──」

　そんなジャティスを完全無視して、グレンが背後のシスティーナに告げる。

「白猫。二人一組エレメント・一戦術単位ワンユニツトだ。俺が前衛、お前が後衛。……できるか？」

「！」

「お前はお前自身が思っている以上に、強くなってる。一対一の魔ま術じゆつ戦はまだ無理でも、前衛の援えん護ごに徹てつする限り、普段通りやれば……きっと通用する」

　ちらりと、グレンが背後のシスティーナを流し見る。

「情けねえ話だが……正直、ジャティス強すぎ。アホだわ、あいつ。俺一人じゃ無理。……かといって俺が負けたら、どうやらお前も殺されちまうみたいだし……もう、お前も戦うしかねえ。覚かく悟ご決めて、ここでジャティスをぶちのめすしかねーんだ」

「…………」

「怖いのはわかってる。こんなことに巻き込んじまって申し訳ねえ。だが……俺に力を貸してくれないか？　その代わり、約束する。刺さし違ちがえてでもあいつを倒たおして……お前だけは、無事に皆みんなの所に生せい還かんさせてみせる。だから……」
















　すると。

「その約束は受けかねるわね……」

　システィーナの素っ気ない返答に、グレンは一いつ瞬しゆん、表情を暗くするが……

「『二人で一緒に、皆の所に帰る』、よ。そういう約束なら、喜んで受けるわ」

「……ふっ」

　そして、二人は力強く微笑ほほえみあって。

「頼たよりにしてるぜ……システィーナ」

「やっと、初めて私の名前を、まともに呼んでくれたわね」

　グレンが前に出る。それに寄り添そうように、システィーナはグレンの後ろに。

　二人で、ジャティスと対たい峙じする──前後に延々と果てしなく続く大通りの真ん中で。

「なんだ……これは……？」

　ジャティスが、わなわなと拳を震わせる。

「なんたる惰だ弱じやくッ！　なんという堕だ落らくッ！　グレン……君は、そんな弱い人間じゃなかったはずだッ！　そんな子供に頼るなんてッ！　君の正義はもっと──」

「知るかよ、バーカ。つーか、俺、元々魔術師としても、魔導士としても、実際たいしたことねーし」

「そうじゃないッ！　君の強さはそんな所にない……ッ！　もっと、理り屈くつを超こえた──」

「どやかましい。行くぞ、このクソ野や郎ろう──」

　グレンが──駆かけ出す。

　システィーナも後に続き、呪じゆ文もん詠えい唱しようの準備を始める。

　グレン、ジャティス、彼ひ我がの距きよ離り──約二十メトラ。

「システィーナ＝フィーベルッ！　君が……君のせいで……ッ！　ちぃ──ッ！」

　ジャティスが【彼女の左手ハーズ・レフト】を無数に顕けん現げんさせ──放つ。

「死ね──ッ！　僕とグレンとの神聖なる戦いを穢けがした魔女がぁ──ッ！」

　ジグザク軌き道どうで、四方八方から、システィーナを襲おそう無数の剣けん。

　システィーナの視界が、黄金色の剣線で、バラバラに分断される──

　──だが。

「《集つどえ暴風・散弾となりて・撃うち据すえよ》──ッ！」

　システィーナが、頭上に黒魔【ブラスト・ブロウ】を撃つ。

　頭上に放たれた圧縮空気の破城槌つちが、いきなり弾はじけ、無数の散さん弾だんとなって拡散。

　閃せん光こうのように迫せまる【彼女の左手ハーズ・レフト】を片かた端はしから、叩たたき落としていく。

「な、に──ッ!?　風の攻性呪文アサルト・スペルの即そつ興きよう改変だと──ッ!?」

　風を操あやつる魔術は弱い、というのが通説だ。重力、流体制せい御ぎよベクトル、気体状態、気圧、気温、密度……操作しなければならないパラメータが多すぎて、単純なエネルギー操作でほぼことたりる炎えん熱ねつ、冷気、電でん撃げきに比べて、圧あつ倒とう的てきに威い力りよくが出ないのである。

　だが、その操作しなければならないパラメータの多さこそ、逆にメリットでもある。

　つまり──風の魔術は、その他の基本三属に比べて、呪文改変のバリエーションが無限大と言っていいほどある。

　たかが空気の流れを操る呪文と侮あなどるなかれ、本人の技量とセンス次し第だいで、どんな局面においても柔じゆう軟なんに対応できる抜ばつ群ぐんの応用性を発揮できるのである。慣れれば、その場で新しい風の呪文を、編み出すことすらできるという──

　──今、まさに、システィーナがやっているように。

「小こ癪しやくな──ッ！」

　ジャティスが迫り来る二人に【彼女の御使いハーズ・エンジエル・火か刑けい】を繰くり出す。

　炎ほのおの翼つばさが羽ばたかれ、灼しやく熱ねつの炎えん嵐らんが渦うずを巻いて、二人を吞のみ込もうとするが──

　グレンは、ジャティスに向かって駆ける足をまったく緩ゆるめず──

「《大気の壁かべよ・二重となりて・我らを守れ》──ッ！」

　黒魔【エア・スクリーン】の即興改変。二枚張られた強固な空気膜まくの間の真空が、外部からの熱を完全遮しや断だんする──名付けるなら、黒魔改【ダブル・スクリーン】。

「うぉおおおおお──ッ！」

　炎の嵐あらしの中から、二重の空気膜に守られたグレンが飛び出す。あれだけの火勢の中に飛び込みながら、火傷やけど一つなし。

　ジャティスめがけて、拳を振ふり上げ、ただ、真まっ直すぐに駆け抜ぬける──

「くっ──ッ!?」

　みるみるうちに詰まる距離に、ジャティスが天使の肩かたに片手で摑つかまって飛び下がる──

　グレンがさらに地を蹴けって、それに追いすがる──

　追う者、追われる者。そんな両者の間でやりとりされる攻こう撃げきの応おう酬しゆう劇。

　延々と続く大通りで繰り広げられる、一次元的な戦い。

　ジャティスが爆ばく破はの人工精霊タルパ【彼女の怒りハーズ・レイジ】を顕現させ、放つ。

「《集え大気・集いて固めよ・圧あつ搾さくせよ》──ッ！」

　システィーナの呪文に応じ、飛来する【彼女の怒りハーズ・レイジ】を大量の空気が包み込み、圧縮していき──起爆。だが、爆発はごく小さいものに留とどまる。

　内から外へ向かう爆発力が、外から内へと向かう大気の圧搾力と拮きつ抗こうしたのだ。

　これも空気の塊かたまりを作る呪文、黒魔【エア・ブロック】……風の呪文の即興改変だ。

「なんと──」

「余所よそ見みしてる場合じゃ──ねえぞッ！」

　その時、一ひと際きわ強く地を蹴って鋭するどく踏ふみ込み、下がるジャティスに追いついたグレンの右ストレートが、咄とつ嗟さに頭を振ったジャティスの頰ほおを掠かすめる。

「ちぃ──ッ！」

「うぉおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　グレンが駆けながら左右の拳を連打し──続く上段回し蹴り、からの裏回し左上段。

　天使に摑まったジャティスが、さらに飛び下がる──

　グレンがさらに二足、三足とジャティスに追いすがる──

　低空で滑かつ空くうする天使に摑まって高速移動するジャティスと、白魔【フィジカル・ブースト】によって強化された身体能力で追うグレン。

　普ふ通つうなら、こんな二人の動きに、システィーナがついてこれるはずもないが──

「馬ば鹿かな──【ラピッド・ストリーム】だと!?　……そんな術まで!?」

　やや遅おくれがちだが、システィーナの妙みように素す早ばやい動きの正体にジャティスが驚きよう愕がくする。

　システィーナは指向性の突とつ風ぷうを纏まとい、風に背を押されるように移動していたのだ。

　黒魔【ラピッド・ストリーム】。気流操作による機動力補助の術。【フィジカル・ブースト】と異なり、肉体への負担はないが、制御難度と燃費が最悪、効果も機動力の補助のみ……その使い勝手の悪さに、帝てい国こく軍にすらまともに使う者はほとんどいない……そんな術なのだが……

「くっ!?」

　天使と共に飛び下がり、景色が激流のように駆け流れる中、ジャティスが歯がみする。

　風の呪文は確かに弱い。

　攻性呪文アサルト・スペルには威力が乗らず、殺傷能力がどうしても低い。

　その威力の低さゆえに一対一の魔術戦には向かないが──誰だれかと組んで運用される場合、攻こう守しゆに幅はば広ひろく応用の利きく風の呪文は、絶大な力を発揮する。

　そして、それこそが近代軍用魔術の中に、風の呪文が未いまだに採用され、組み込まれている最大の理由なのだ──

「それにしたって、まさか、これほどの技量とは──ッ!?」

　グレンから距離を取りながら、ジャティスは忌いま々いましげに表情を歪ゆがめた。

　システィーナ＝フィーベル。前調査では、まだ第一階梯ウンデから第二階梯デユオデに昇しよう格かくしたばかりの、一いつ介かいの学生に過ぎないはずだったのだ。

　確かに潜せん在ざい的な魔力容量キヤパシテイには目を見張るものがあり、風の魔術に対する適性が並外れているのは、わかっていたが……戦せん闘とうはド素人しろうとだったはずなのだ。

「──どうやら彼女に関しては計算違いだったか！」

　顕現した【彼女の御使いハーズ・エンジエル・銃じゆう刑けい】達の一いつ斉せい掃そう射しやした弾丸が、システィーナの放つ荒あれ狂くるう嵐にねじ曲げられ、流され、グレンを避よけて、あさっての方向へ飛んで行く。

　その光景を前に……もう、認めざるを得ない。納なつ得とくせざるを得ない。

　システィーナ＝フィーベルは、強敵だと。臆おく病びような彼女が牙きばを剝むいてくる可能性は果てしなく低いと自身の行動予測で結論し──彼女が戦闘において自身の脅きよう威いとなるか否いなか──その部分の計算を怠おこたった、自分の最大のミスだと。

「うぉおおおおおおおおお──ッ！」

　グレンの旋せん風ぷうのように振るわれた裏回し蹴りを、ジャティスが飛び下がってかわす。

　このように、常にグレンが正面から圧力をかけてくるせいで、ジャティスはより強い人工精霊タルパを幻げん想そうする時間が削けずられている。

　ゆえに、システィーナの風の魔術を突とつ破ぱできる人工精霊タルパが生み出せない。

　よくない流れだ。完全に向こう側のペース。急造の二人一組エレメントのわりに息も合っている。

　ジャティスは思い出す。

（この厄やつ介かいさは《風使い》セラ＝シルヴァース……彼女の厄介さに通じる！　システィーナ……君はそんなところまで彼女に似ているのか！）

　無論、システィーナの風を操る技量は、セラに比べればまだ拙つたない……拙いが、このまま長ずれば、いずれセラを超える《風使い》となる……そんな予感がある。

　そして今、この瞬間、まさにシスティーナの存在は──ジャティスの脅威だ。

「あは、ははは……」

　意識せず、ジャティスの口から笑いが零こぼれる。それは歓かん喜きの笑いだ。

「いいぞ──君達は、いい！」

　ジャティスは【彼女の怒りハーズ・レイジ】を地面に叩き付けて炸さく裂れつさせ、その爆風の威力で自ら吹ふき飛ばされる。

　そのまま宙を滑空、グレンから大きく距離を開け、滑すべり下がりながら着地。

　延々と続いていた大通りが、ここでついに尽つき……ここは丁字路。

　ジャティスは、背後に小さな古教会の玄げん関かん扉とびらを背負う形となる。

「惰弱などと言って申し訳ない。君達は二人一組エレメントで、僕が倒す価値のある人間だ。君達を打だ倒とうすることで、僕の正義はより高みに立てる──感謝するッ！」

　ジャティスは一ひと際きわ複雑な手て振ぶりで、大量の疑似霊素粒子パラ・エテリオン粉末パウダーを周囲にまき始める。

　その量は、今までと桁けた違ちがいであり……どうやら、大おお技わざを繰り出すようだ。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　させるかとばかりに咆ほう哮こうし、グレンが足を猛もう回転させ──迫る。迫る。迫る。

　一度開いた彼我の距離が、みるみる詰つまる──

「来い！　僕の奥深くに眠ねむる正義の具現ッ！　僕だけの神よッ！　正義の神よッ！」

　右手を振って、さらに粉をまく。

　左手を動かして、さらに粉をまく。

　散布された粉が輝かがやきだして──

　ジャティスの深層意識に眠る、もっとも強大な存在が今、この世界に顕現する──

　それは──巨きよ大だいな女め神がみだった。

　左手には黄金の剣を。右手には銀の吊つり天てん秤びんを。目元には目め隠かくしを。

　歪いびつな七つの翼を背中に負う、偽いつわりの女神の姿の具現。

「さぁ、来いッ！　来たりて滅めつせよ！　我が正義に牙剝く邪じや悪あくを駆く逐ちくせよ──」

　後光のように降り注ぐ光。天が、地が、鳴動し、眩まばゆい輝きに包まれながら、見上げるほど巨大で強大な、ジャティスだけの神が、正義の女神が、ここに降臨する──

「具現コール──人工聖霊イド【正義の女神レデイ・ジヤステイスユースティア】──ッ！」

　ジャティス単独による、神の概がい念ねん定義具現召しよう喚かん。突つき抜けた妄もう想そうの極地。

　もはや、錬れん金きん術じゆつ・人工精霊タルパ召喚法では説明のつかない、馬鹿げた奇き跡せき。

　人が立ち向かうには、あまりにも強大過ぎる存在が、グレン達の前に現れ──

　今まさに、実体を伴ともなおうとしていた──その時だった。

「《大いなる息吹よ》──ッ！」

　システィーナが呪じゆ文もんを叫さけぶ。

　それは、黒くろ魔ま【ゲイル・ブロウ】の即興改変。

　突風を局地的に収束させるかわりに、その威力を広こう範はん囲いに散らすもの。

　……言ってしまえば、何の攻撃力もない、少し強いだけの風。

　だが、風は疾とく吹き抜け、グレンの身体を撫なで、ジャティスの身体を撫で、あくまで一いち陣じんの風として、場を流れ──

　それだけ、なのだが──

「──ッ!?」

　ジャティスが渾こん身しんの幻想で顕けん現げんさせた人工聖霊イド【正義の女神レデイ・ジヤステイスユースティア】の姿が……今まさに質量を伴って、具現化しようとしていた偽りの女神の姿が……薄うすれていく。

「なんだと──ッ!?」

　愕がく然ぜんとした。

　システィーナの放った風が、ジャティスが散布した粉を押し流したのだ。

　顕現前に、霊素エテリオ粒りゆう子し濃のう度どが極きよく端たんに減ってしまったため、幻想が妄想へと逆ぎやく戻もどりする。

　偽りの女神は急激に形を失い、色を失って──

「く──ッ！」

　再び、ジャティスが腕うでを振って、霊素エテリオ粒子をまき始めるが──

　たかが、一いつ瞬しゆん。……一足。

「ぁああああああああああああああ──ッ！」

　されど、一瞬。……二足。

「だぁあああああああああああああああああああ──ッ！」

　その一瞬で──三足。

　グレンは、ジャティスとの一足一打の間合いに飛び込んでいた──

「ジャティスゥウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ──ッ！」

「く────────ッ！」

　半瞬、遅れて、荒れ狂う稲いな光びかりと共に女神が世界に完全降臨する。

　その黄金の剣けんを──グレンに向かって、打ち下ろす。

　頭上から巻き起こる嵐あらしと、振ふり落ちてくる破は滅めつ的な剣圧──

　だが、それよりも、ほんの一瞬だけ速く──

「ぅおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　ここまで駆かけ抜ぬけた運動量と、あらゆる激情を乗せて──グレンの放った渾身の拳こぶしが──空気を引き裂さいて螺ら旋せんを引き、ジャティスの顔面を──真まつ芯しんで捉とらえる。

「が──────ッ!?」

　その衝しよう撃げきで集中が途と切ぎれ、今度こそ完全に消しよう滅めつする偽りの女神。

　同時に、ジャティスが頭を仰のけ反ぞらせて激しく吹き飛び──その勢いで教会の玄関扉をぶち破って、礼拝堂の奥へとさらに転がっていき──最さい奥おうの祭さい壇だんに激げき突とつ。

　根元から折れた巨大な十字の聖印が、頭上からジャティスを叩たたき付ける──

「……はっ……お似合いだぜ、その姿……実に皮肉が利きいてるじゃねーか……」

　グレンから見て逆さまの格好で倒たおれ伏ふし、巨大な十じゆう字じ架かの下した敷じきになっている《正義》のジャティスの姿を前に……グレンは思わず冷れい笑しようを禁じ得なかった。








終章　かつて、彼が見た物









「先生！」

　古教会の玄関扉付近で荒あらい息を吐ついて佇たたずむグレンの下もとへ、風を纏まとったシスティーナが駆け寄った。

「……た、倒したの？」

　グレンの背中にこそこそ隠かくれながら、システィーナは礼拝堂の奥を睨にらむグレンへ恐おそる恐る尋たずねる。

「いや……こんなんで大人しくなってくれるような、タマじゃねーよ……」

　グレンが顎あごをしゃくって見せる。

「！」

　奥で倒れ伏すジャティスの傍かたわらに、一体の天使がジャティスを守るように立っている。

　ジャティスがよく移動の足代わりに使っていた人工精霊タルパだ。

　無表情の天使は、機械のように淡たん々たんとジャティスにのし掛かかる十字架を取り除き、ジャティスに肩かたを貸して助け起こした。

「……はは、いや……まいったね……」

　天使の肩を借りて、よろよろと立ち上がったジャティスが口の端はしに滲にじむ血を拭ぬぐう。

「……まさか、君達二人がここまでやるとは……思わなかった」

　忌いま々いましそうに服の埃ほこりを払はらいつつも、それでもジャティスはどこか上じよう機き嫌げんだった。

「そうか……グレン、君は新たな強さを得ていたんだな……流石さすがだ。追いついたと思っても、君はどこまでも高い。だからこそ……君は僕の手で殺さなければならない……僕の全ぜん霊れいをもって打倒するに値あたいする唯ゆい一いつの人間なんだ……そうでなくては……」

「ちっ……厄介な変態野や郎ろうに惚ほれられちまったもんだぜ……」

　もううんざりだと言わんばかりに、グレンが舌打ちし、拳を構える。

「さぁ、ケリをつけるぞ……ジャティス……ッ！」

　だが、グレンの構えを見たジャティスは──

「いや、もういい……僕の負けだ」

　突とつ然ぜん、こんなことを言い始めた。

「……は？」

　いきなりの意味不明な宣言に、グレンもシスティーナも呆あつ気けに取られるしかない。

「僕の正義の象しよう徴ちようたる秘術……人工聖霊イド【正義の女神レデイ・ジヤステイスユースティア】を、破られたんだ……今回は負けを認めて、素す直なおに退ひかせてもらうよ」

　ここまで散々やらかしておいて、術一つ破られただけで、これである。

　どこまでも、わけのわからない男だった。

「君との戦いは、僕が今の段階を超ちよう越えつするための神聖な儀ぎ式しき……ただ、君に打ち克かつだけじゃダメなんだ……わかるだろう？」

「……あ？　逃にがすと思うか？　てめぇのようなイカレ野郎はふん縛じばって、帝てい国こく軍に引き渡わたしてやるに決まってるだろ。……大人しく封ふう印いん刑けいにでも処されろ」

「ふん……自うぬ惚ぼれるなよ、グレン。君の今の優勢は……その娘システイーナのお陰かげだろう？」

「……ッ！」

　グレンは指し摘てきされて、やっと気付き、ちらりとシスティーナの顔色を見る。

　深く長い息を吐くシスティーナの顔は真っ青で、その額には脂あぶら汗あせがびっしりと浮うかんでいる。その身体からだの震ふるえは、恐きよう怖ふや寒さからくる震えとは、また別種のものだ。

「マナ欠けつ乏ぼう症しよう──ッ!?」

　呪じゆ文もんの即そつ興きよう改変は、とにかく魔力を大量に消しよう耗もうする。即興ゆえに魔力効率の最適化が不完全だからだ。

　しかも、システィーナはそれをジャティスの人工精霊タルパを捌さばけるレベルで撃うち続けてきたのだ。いくらシスティーナの魔力容量キヤパシテイがずば抜けて優すぐれているとはいえ、枯こ渇かつは避さけられない。彼女はやっぱり、まだ未熟な十五歳の少女なのだ。

「……状じよう況きようはわかっただろう？　グレン。自惚れじゃない、僕にはまだ余力がある。だが……彼女はどうかな？　今の君が、彼女の援えん護ごなしに、僕と戦えるかい？」

「くっ……」

　歯がみするグレン。

　ジャティスの言うとおり、これ以上システィーナに魔ま術じゆつを行使させるのは危険だった。

「今回は、君の新たなる強さの形を示した彼女の健けん闘とうに免めんじ、退いてやると言ったんだ……ありがたく受けて欲しいね」

　突とつ如じよ、爆ばく音おんが響ひびき渡る。

　礼拝堂の壁かべを、ジャティスの天使が破は壊かいしたのだ。

「システィーナ……これからの君の成長を楽しみにしているよ……そして……」

　ジャティスは踵きびすを返し、壁が崩くずれて出来た大穴から外の路地裏へ悠ゆう然ぜんと歩いて行く。

「また、いつか会おう、グレン。その時は必ず……僕の正義が君を倒す」

「うっせぇ、二度と姿見せんな、クソ野郎」

　嚙かみつくような目線でジャティスを睨みつけるグレン。

　ジャティスはやはり狂きよう気きと理性が混在する、矛む盾じゆんに満ちた目で、にやりと笑って……

　そしてそのまま、天使を伴い、路地裏の奥へ静かに去って行くのであった。




　辺りに訪おとずれた静せい寂じやく。

　夕日も沈しずみ、夜の帷とばりが下り始めている中。

「……終わったの？」

　システィーナが、ぼそりと問う。

「ああ、終わった」

「そう……」

　それを聞いて安あん堵どしたのか。

　システィーナの細い身体が、がくりと崩れ落ちかけ──

「……おっと」

　グレンがそれを咄とつ嗟さに腕で抱だきとめ、支える。

「こ……怖こわかったぁ……ッ！」

　グレンの腕に支えられるシスティーナは、ぶるぶる震えて涙なみだ目めであった。

「本当に怖かったの……ッ！　なんかもう、寿じゆ命みようとか運とか、そういうのをガリガリ削けずって、実力以上のものを無理矢理、引き出した感じ……ッ！　もう、絶対無理ッ！」

　ぶんぶん頭かぶりを振るシスティーナを、グレンは優やさしげに見下ろす。

「ははっ……よく頑がん張ばったな、白しろ猫ねこ。ありがとうな……また、お前のお陰で助かった」

「……〝白猫〟……？」

　その時、頭を振っていたシスティーナの動きが、ぴたりと止まる。

「……思えば、お前にはずっと助けられてばっかりだな……お前には感謝しても感謝しきれねえ……って、あれ？　白猫……お前、なんでそんなに不ふ機き嫌げんそうなんだ？」

「……別に」

　ぷい、とジト目でそっぽを向くシスティーナ。

「……？　まぁ、いいや。それはそうと……立てるか？」

「えーと……ううん……まだ、ちょっと足に力が入らない……」

「そうか……少々無理させちまったからな……悪い……」

「…………」

　そして。

　薄うす闇やみが入り混じり始めた黄昏たそがれの中。

　誰だれもいない再開発地区を、グレンはシスティーナを背負って、歩く。

　無言。

　二人とも、しばらくの間、何も語らず、互たがいの体温だけを感じあっていた。

　……やがて。

　延々と続く再開発地区も終わりに近付いた頃ころ。

　後、少しで、いつものフェジテに、日常の世界に戻もどる……そんな時。

「なぁ……俺は……」

　ぼそりと、グレンが不意に呟つぶやいた。

「俺は本当に、お前達の教師で……いいのか？」

「…………」

「お前は知らないかもしれないが……確かに俺は……後ろめたいことも……」

　そんなグレンの言葉を塞ふさぐように……

「……馬ば鹿かね」

　システィーナが優しく言葉を重ね……グレンの首に絡からめた腕うでに、ぎゅっと力を込こめる。

「私がこうしてここに……貴方あなたの側そばに居ることが、答えじゃない……」

「……………………」

　それきり。

　グレンはもう、何も問わなかった。

　グレンに背負われているシスティーナからは、グレンの表情は見えないけど。

　今、グレンはほんの少しだけ、口元を笑えみの形にしている……そんな気がした。

　きっと、グレンはまだ完全に過去を吹ふっ切ったわけではないだろう。

　世間知らずな小こ娘むすめである自分が、何か少しわかったように言った程度で簡単に解決するほど、グレンの葛かつ藤とうが底の浅いものであるはずがあるまい。

　だが、またグレンが自分達の側にいてくれる……今は、それで十分だった。

「あ…………」

　グレンの広く温かな背中で揺ゆられているうちに。

　不意に、システィーナを猛もう烈れつな睡すい魔まが襲おそった。

（……先生…………）

　今日は、色々なことがありすぎた。結けつ婚こん式しき、グレンとジャティスの確かく執しつ、自分に似ているというセラ……そして……恐おそらく、もうすでにこの世にいないだろうレオス。

　考えなければいけないことが……色々ありすぎる。

　システィーナに突つきつけられた現実はあまりにも厳しすぎる。

　特にレオス。

　なんだかんだで……彼は、システィーナの幼なじみだった。

　色々とあったけど……お互い道を違たがえてしまい、決して相あい容いれぬ者同士となってしまっていたけど……彼のことをそれなりに好ましく思っていたのは……彼との間に、色々な思い出があったのは……幸せな記き憶おくがあったのは……紛まぎれもない事実なのだ。

　決して、あんな身勝手な狂きよう人じんに、好き勝手にされてよい人間ではなかったのだ。

　後で、彼を失ったという現実に改めて直面したとき……やっぱり私は泣くのだろうか？

（……だめ……もう、眠ねむくて……体が重くて……考えが……まとまら……ない……）

　今は。

　今だけは。

　この人の、温かい腕の中で、休もう。

　やがて、目覚めて、辛つらい現実に向き合うために。

　今だけは、この心地ここち好よい安らぎの中で──

　たゆたい、まどろもう。

　疲つかれた身体と心に、安らぎを。

　今、この時、だけは──
















　…………。

　…………。

「よう、お前ら。迎むかえに来てくれたのか？」

「先生！　システィ！　よかった、無事で……」

「グレン……今、街はたくさん死体が見つかって大おお騒さわぎ……何があったの？」

「さて……やれやれ、毎度毎度、なんて説明するかな……」

　……。




　そして──その頃。

　フェジテ郊こう外がいの、とある雑木林にて。

「翔かけろ、【彼女の左手ハーズ・レフト】──ッ！」

「《金色の雷らい獣じゆうよ・地を疾とく駆かけよ・天に舞まって踊おどれ》ッ！」

　流星の縦じゆう横おう無む尽じんに飛来する無数の黄金の剣けんを、乱らん舞ぶする雷らい嵐らんが迎え撃つ。

　明めい滅めつする視界。

　悲鳴を上げる天地。

　グレン達の前から去ったジャティスと、アルベルトが魔術をぶつけ合っていた。

「隙すきがあるねッ！　アルベルトッ！」

　呪文行使の終ついを狙ねらい、【彼女の御使いハーズ・エンジエル・斬ざん刑けい】が処刑人の剣エクセキユーシヨナーズソードを構え、アルベルトの背後へ猛もう速度で肉にく薄はくする。

　アルベルトを上下に寸断せんと、横一文字に剛ごう閃せんされる剣。

「ち──」

　間かん一いつ髪ぱつ。アルベルトはそれを後方宙返りで跳とんで外し、一呼吸。

　マナ・バイオリズムを瞬しゆん時じに整え──

　予唱呪文ストツク・スペルの【ライトニング・ピアス】を時間差起動デイレイ・ブート。

　天地真逆の状態から、天使の後頭部をゼロ距きよ離りで射い貫ぬき──

　そのまま空中で身を翻ひるがえしてジャティスを指さし──二反響唱ダブル・キヤストで、さらに雷らい閃せんを放つ。

「くっ……ッ!?」

　対するジャティスは咄嗟に【彼女の右手ハーズ・ライト】を展開。

　空気を裂さいて迫せまる雷閃をそらし、二足、三足と跳び下がる。

　アルベルトも着地と同時に、跳び下がり、ジャティスから距離を取る。

　戦いは再び、振ふり出しに戻る……

「……互ご角かくか。流石さすがだね、アルベルト。……相変わらず、強い」

「…………」

「しかし、君では駄だ目めなんだ……なぜなら、君は恐らく『英えい雄ゆう』と呼ばれる類たぐいの人種……強いから、己おのれの正義を貫つらぬけて当然の人種だ。倒たおしても意味がない。やはり、グレンでなければ……」

　狂人の戯ざれ事に応じる気はないと言わんばかりに、無言を貫くアルベルト。

　二人の周囲は、正に地じ獄ごく絵え図ず。

　これまで、いかなる魔ま術じゆつの応おう酬しゆうがあったのか……地面は焼け焦こげ、抉えぐれ、木々は激しく燃え上がって、大量の火の粉の渦うずを巻き上げている。

「しかし、参ったな……まさか、ここで君に嗅かぎつかれるとは……」

「ふん……あれだけの騒さわぎを起こしておいて、どの口が言う」

「それでも、君に捕ほ捉そくされる前に、フェジテから撤てつ収しゆうできるはずだったんだよ……予測ではね」

　言葉とは裏腹に、ジャティスに焦あせりの類いは皆かい無むだ。

　予想外のことが起きて、それを楽しんでいる……そんな雰ふん囲い気きすらある。

「僕もまだまださ」

「何故なぜ、生きている……とは問わん。魔術師にとって、生死を誤ご魔ま化かす手段など掃はいて捨てる程ほどある。欺だまされた俺達が愚おろかだった、只ただ、それだけの事」

　アルベルトの氷のような鋭するどい視線がジャティスを射貫く。

「だが、一つだけ教えろ。貴様は一年余前、何故あんな事件を引き起こした？」

「……………………」

　その時、ほんの少しだけ、ジャティスが纏まとう影かげが色いろ濃こくなったような、気がした。

「元・帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団特務分室所属、執しつ行こう官ナンバー11《正義》。確かに貴様は苛か烈れつな言動と、独善的な信念、そして目的の為ために手段を選ばず、犠ぎ牲せいを全く厭いとわない問題児ではあったが……それでも、あのような真似まねをしでかすような男ではなかった」

「果たして、そうだったかな……？」

「実際に、天の智ち慧え研究会を誰よりも憎にくんでいたのは貴様だ。それが一変して、あの日を境に、帝国に、そして女王陛下に仇あだ為なすようになった」

「…………」

「一体、何があった？　何がそこまで貴様を変えた？」

　互いに一歩も譲ゆずらない魔術の応酬の果てに、互いに手札が手て詰づまり。

　手の内を探さぐり合い、次なる一手を模も索さくする中、かわされる言葉の中……

「……『禁忌教典アカシツクレコード』……」

　ぼそりと漏もれたジャティスの言葉に、アルベルトの目がさらに鋭くなった。

「アルベルト。君はこの国に隠かくされた真実を、王家の血に隠された秘密を……知らない。なぜ、あんな天空の城が、空に浮うかんでいるのか……知らない」

「…………」

「『禁忌教典アカシツクレコード』を追うといい。そうすれば……いずれ真実に辿たどり着く。そして理解するだろう。僕の行いこそが正しい、と。唯ゆい一いつ無二の絶対正義である、と」

　そう語る表情は、揺るぎない確信に満ちたものだった。

「特に、アルベルト。君なら真実に触ふれた時、堕だ落らくせず、きっと僕と同じ側に立つことになると信じているよ」

「巫山戯ふざけろ、外げ道どう。抑そもそも、その『禁忌教典アカシツクレコード』とは一体、何だ？」

「駄目だよ、アルベルト。言葉では説明できないことなんだ」

「何だと？」

「理解するには……真実に触れるしかない。……僕から言えるのはこのくらいかな」

　そして、ジャティスが指を打ち鳴らす。

　すると、空からばさりと翼つばさを鳴らし、一人の天使がジャティスの傍かたわらに舞まい降りる。

「さて、そろそろ時間だ」

「待て、ジャティス。まだ話は終わっていない」

　アルベルトがジャティスへ左手の指を向ける。

「駄目だね。抜ぬけ目ない君のことだ……もうすぐ、彼らが来るんだろう？　今、街の騒ぎを調査するために別行動していた《法皇》と《隠いん者じや》が。……君の時間稼かせぎに付き合うのもここまでだ」

　ジャティスが肩かたを竦すくめておどけて見せる。

「しかし、なんだろう……彼らもそう心配しなくていいのにね？　僕は目的遂すい行こうに必要な犠牲はいくらでも喜んで積むけど、必要ない犠牲は積まない主義だよ？　役目を終えた中毒者達は勝手に時間切れで自じ壊かいするだけ……他ほかに何も悪さはしないのに」

「貴様……」

　根本的にズレているジャティスへ、アルベルトは烈れつ火かの眼めを向ける。

「……さて。正直、手持ちの疑似霊素粒子パラ・エテリオン粉末パウダーも、いい加減尽つきそうだし……大人しく、尻尾しつぽ巻いて退かせてもらいますかね」

　問答無用とばかりに、アルベルトが【ライトニング・ピアス】を撃うつ。

　それよりも一瞬早く、ジャティスが天使の肩に片手で摑つかまり、天使は翼をはばたかせて上空へと急きゆう上じよう昇しよう。

　放たれた雷閃は虚むなしく虚こ空くうを切る。

　そして、高度を確保したジャティスは、そのまま何処いずこかへと滑かつ空くうしていった。

「…………」

　アルベルトは追わず、無言で指を下げ、それを見送る。

　この状じよう況きようで、ジャティスほどの魔導士が本気で撤てつ退たいに専念すれば、振り切られるのはわかっているからだ。無む駄だな労力を費ついやすつもりはない。

「ちっ……また『禁忌教典アカシツクレコード』か……」

　最近は本当によく耳にする言葉だ。

　一体、『禁忌教典アカシツクレコード』とは、なんなのか……謎なぞは深まるばかりだ。

　だが、どうも……この帝国の真実と、王家と、天空城の謎にまつわる何かであるらしいことが、ジャティスの言葉から朧おぼろ気げながらに読み取れる。

　案外、思わぬ進展があったのかもしれない。

「この国の真実……王家の血、か。一度、調べてみる必要がありそうだ」

　アルベルトも踵きびすを返して。

　その場から静かに去って行くのであった。




　……こうして。

　とある一人の人間が、天使の塵ちりを使って引き起こした悪夢の事件は終わった。

　天使の塵の餌え食じきになった最終的な犠ぎ牲せい者しや数は、八十四人、さらに行方ゆくえ不明者多数。

　これが、たった一人の人間が出した犠牲であることを考こう慮りよすれば、信じられないほど鬼き畜ちくかつ許されがたい悪あく魔まの所業といえる。

　ジャティス＝ロウファン。

　一年余前、帝てい都とで大惨さん劇げきを引き起こした者のその名は、まだ人々の記き憶おくに新しい。

　かの者の再来に、全てのフェジテ市民が恐きよう怖ふに震しん撼かんし……残された遺族達は、やり場のない怒いかりと悲しみに咽むせぶことになる。

　レオス＝クライトスも、そんな犠牲者達の一人だ。

　クライトス伯はく爵しやく家の名めい誉よを守るため、レオスの行動は全てジャティスの『天使の塵』で操あやつられていたものであることが大々的に発表された。ジャティスの目的は、レオスにフィーベル家を掌しよう握あくさせ、クライトス家の財産を手中に収めるため、というそれなりにわかりやすく、納なつ得とくできる理由が捏ねつ造ぞうされた。

　レオスが敢かん行こうしたシスティーナとの強ごう引いんな結けつ婚こん式しき……それによるクライトス伯爵家の家名失しつ墜ついを防ぎ、フィーベル家との軋あつ轢れきを避さけるための、やむを得ない処置であった。

　そして、ジャティスのそんな企たくらみを事前に察知したクライトス家が、それを阻そ止しするため、クライトス現当主が直々にグレンへと依い頼らいし、システィーナを攫さらわせ、ジャティスを撃げき退たい、クライトス家の名誉を守った……グレンは納得いかなかったが、クライトス家たっての願いで、そういうことにされてしまった。

　クライトス家が政府の報道機関を通して正式にそのような声明を世間に発表し、グレンに謝礼と勲くん章しようまで贈おくったため、レオスとの一連の決けつ闘とう騒そう動どうで地に落ちたグレンの名誉も回復、逆玉の輿こし目当ての最低男から一転、実は身を挺ていして生徒を守った教師の鑑かがみだった、と評価されるようになる。

　確かに、ある程度は間ま違ちがっていない……が、表ひよう彰しようされることでもない。

　結局、グレンの今回の戦いは最初から最後まで私し闘とうだったのだから。

　グレンは身に過ぎた評判を、複雑な気分で眺ながめるしかなかった。

　そして──ジャティスの事件から、幾いくばくかの日々が過ぎ──




　とある日のこと。

「すまん！　遅ち刻こくした！　てへぺろっ☆」

　何の悪びれた様子もなく、教室に姿を現したグレン。

「こらぁあああ──っ！」

　当然のように、システィーナが猛もう然ぜんとグレンの下もとへ駆かけ寄って、叱しかり飛ばす。

「一体、何やってるんですか!?　もう授業時間半分以上過ぎちゃってるじゃない！」

「いやぁ[image: ～][image: ～]ちょっと考えごとしてたら、つい……」

「最近はずっと遅刻しなかったのに！　やっぱり先生は講師としての根本的な自覚が足りません！　いいですか、講師たるものくどくどくど……」

　そして、いつものように説教と言い訳合戦が始まって……

「まぁまぁ、システィ。そんなにお小言ばっかりしてると授業時間終わっちゃうよ……」

「けんか、よくない」

　ルミアが仲裁に入り、リィエルが眠ねむたげにぼそりと言い……

「なんか……色々あったけど、いつもの光景だなぁ……」

「そうですわね。むしろ、なんかほっとしますわ」

「僕としては、少しは成長して欲しいところなんだけどね……」

　そんな見慣れた光景に、カッシュやウェンディ、ギイブル……グレンのクラスの生徒達は皆みな、呆あきれ半分、苦笑いである。

「大体、考えごとって一体、何を考えてたんですか!?」

　そんな学友達を尻しり目めに、システィーナは腕うでを組み、イライラとグレンを問い詰つめる。

「いや、なに……」

　すると、グレンは声のトーンを落とし、システィーナだけに聞こえるように呟つぶやいた。

「ここに、初めてやって来た時のことを……なんとなく、な……」

「！」

　グレンの言葉に、システィーナが微かすかに目を見開いて押し黙だまる。

「あの時はさ、働きたくねーなぁとか、面めん倒どう臭くせぇなぁとか、それももちろんあったんだが……なんつーか、場ば違ちがいだなぁって……それが一番だった気がするな……」

「先生……」

　システィーナが神しん妙みような表情でグレンに問う。

「今でも……そう思っているんですか？」

「さぁ、どうだろ……よくわかんね」

　グレンは肩かたを竦すくめて、おどけて見せる。

「だが、俺自身どう思うにせよ、なんだかんだで場違いであることに違いはないんだろう……俺がやってきたことを思えば……な。それは覆くつがえせない厳然たる事実のはずさ」

「…………」

　なんて言ったらいいか、わからない。そんなことはないと否定は容易たやすいが、本当に容易いだけだ。グレンがそんな上うわっ面つらだけの慰なぐさめみたいな言葉を望んでいるわけがない。

　システィーナが悲しげに目を伏ふせていると。

「ただ……」

　グレンがちらりと教室内を見み渡わたす。

「おいおい、先生せんせぇ[image: ～][image: ～]システィーナぁ[image: ～][image: ～]いつまでやってんだよぉ[image: ～][image: ～]」

「仲がよろしいのは結構ですから、早く授業始めてくださいませ」

「まったく、ただでさえ、こないだの騒さわぎで授業が遅おくれているというのに……」

　グレンに対して口々に文句を呟く生徒達を前に、グレンはにっと口元を緩ゆるめ、システィーナにそっと耳打ちする。

「……ま、これからも、よろしく頼たのむわ」

「……！」

　はっと、システィーナが顔を上げ、しばらくグレンの顔を呆ぼう然ぜんと見つめ……

「ええ、こちらこそ。ご指導ご鞭べん撻たつのほどお願いします、先生！」

　システィーナが微笑ほほえんで。

　そして、今日もいつものように、騒がしく授業が始まるのであった──








あとがき






　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。今回、『ロクでなし魔ま術じゆつ講こう師しと禁忌教典アカシツクレコード』第五巻、刊行の運びとなりました。とうとう五巻。思い返せば、早いものです。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。どうもありがとうございます！

　さて……今回の第五巻についてですが。

　なんと、とうとう白しろ猫ねこちゃんことシスティーナが活かつ躍やくしちゃいます！　今まで、方々から『ヒロイン（笑）』、『存在意義が謎なぞ』、『ネタヒロイン』、『ギャグヒロイン』、『要いらない子』などと散々揶や揄ゆされまくった可哀かわい想そうな彼女が、ついに捲けん土ど重ちよう来らいするのです。

　いやぁー、ようやくこの話を書くことができて、実はほっとしています。

　私が作者として彼女に与あたえた役割を、やっと彼女が演じ始めてくれたのです。

　実はシスティーナ、ルミア、リィエルという三人娘むすめは、グレンに対する関かかわり方でキャラクター付けをされていたのです。

　ルミアは『献けん身しん』。彼女は誰だれよりもグレンを理解し、何も言わずにグレンに寄り添そい、支え、それゆえにグレンは彼女を守ろうと、逆に支えてやろうとします。

　リィエルは『依い存ぞん』。未いまだ幼い彼女は、自分の拠より所をべったりとグレンに求めますが、少しずつ精神的に成長を重ね、グレンはその手助けをしてやります。

　さて、システィーナはどうでしょうか？　彼女のグレンに対する関わり方とは？

　今回の第五巻に、その答えの片へん鱗りんを一いつ生しよう懸けん命めい、精せい一いつ杯ぱい、描びよう写しやしたつもりです。拙つたない文章ですが、上手うまく読者の皆様方に伝わってくれると幸いです。

　皆様、『ロクでなし』という物語と共に、システィーナというキャラクターを、これからも、どうか改めてよろしくお願いいたします……

　……と。こう、スマートに締しめたいんですけど。

　なんだろう……？　この第五巻……よくよく考えてみると……

　今回、初登場のあいつが全すべてもっていったような気がする。

　……なぜだ？


羊太郎
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